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はじめに

解説
■「ダイバーシティ」とは？
直訳すると「多様性」という意味の英語。社会や組織の中に様々な属性を持つ個人やグループ
（女性、高齢者、障がい者、育児・介護・病気で長時間働けない人など）が多様に含まれている状態をいいます。

■「ダイバーシティ経営」とは？
多様な人材を活かし、その能力が最大限発揮できる機会を提供することで、
イノベーションを生み出し、価値創造につなげている経営のことです。

■「インクルージョン」とは？
直訳すると「包括、包含、一体性」という意味の英語。属性・働き方・価値観・経験などが多様であるメンバーが、
個々の特性や魅力を十分に活かす環境があり、すべての組織のメンバー全体が一体感を持って活動している状態をいいます。

■「インクルージョン経営」とは？
すべてのメンバーが自分の意志で働き方を決定し、自由に発言を行うことができる精神的な対等関係を持ちながら、
多種多様な価値観や考え方、アイデアを受容し、ビジネスに活用することで個人と組織双方のパフォーマンスの最大化を図る事を
目的とする経営のことです。インクルージョン経営は「社会的マイノリティが組織内で活動しやすくするための施策」ではありません。

　ダイバーシティ推進委員会の4年間の活動を通して得られた様々な知見と課題を、印刷組合の
皆様と共有し、今後の印刷業界の発展に寄与するため、報告書をまとめたいと思います。
　当委員会が女性活躍推進委員会から引き継がれた当初は、まだダイバーシティ経営という言葉
が耳慣れない、印刷業界ではほとんど知られていない状態でした。委員のメンバーも同様な状態
からスタートでした。そこで、委員会では、講師を招いてセミナーを開いたりしながら、ダイバーシ
ティ経営の勉強会を重ね、その重要性・将来性等を委員の間で議論していきました。そして、ダイ
バーシティ経営とは、企業にとって一番大事な資産である人材に焦点をあてた人材戦略であり、
かつ、イノベーションを起こす経営戦略であることがわかってきました。
　委員会では、①経済産業省で選ばれた多くのダイバーシティ経営100選企業を視察し、実際の
事例をもとに、具体的な手段や特徴、効果の発見に努め、②組合員にダイバーシティ経営を広く周
知することを大きな目標として活動してきました。視察企業は、11社にのぼり、セミナーは10回開
催しました。また、日本の印刷への掲載などを通じて広報活動も積極的に行い、アンケート調査で
は、7割超える組合員がダイバーシティ経営という言葉を知っているという状況にまでなりました。
　4年間の活動を通してわかったことは、人材不足など、多様な人材を活用しなければならないと
いう現状もあり、ダイバーシティ経営は今後益々重要になってくるのですが、その方法は一つでは
なく、各社各様のやり方があるということです。当委員会で扱った多くの資料を一つにまとめ、ダ
イバーシティ経営に取り組む組合員にやる気やヒント、気づきに繋げていただければ幸いです。
　また、ダイバーシティ経営について、多くの事例や情報収集を行う中で、継続してダイバーシテ
ィ経営を行うには、インクルージョン経営というものが必要不可欠であるということもわかってき
ました。多様な人材にだけ注力するのではなく、企業の全メンバーを巻き込んだ経営が良好な社
内環境を維持、発展させるということです。女性活躍から始まったダイバーシティ経営は、ダイバ
ーシティ＆インクルージョン経営へと進化していくことが次の課題でしょう。 

ダイバーシティ推進委員会　副委員長　古 木  直 人
（神奈川県工組）

女性活躍推進委員会 2014～2015年度
ダイバーシティ推進委員会 2016～2019年度
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●長時間労働の是正
　残業上限規制・中小企業向け割増猶予撤廃
　（例外としての高度プロフェッショナル）
　有給休暇取得義務化、勤務間インターバル、産業医制度

●雇用形態による格差の是正（同一労働同一賃金）

●継続就業への取り組み
　（育児・介護対応など生活状況に合わせた柔軟な勤務形態、
　雇用形態や職種の転換、再雇用など）

●配置・育成の多様な人材への対応、勤務評価方法の見直し

●女性の積極採用と積極登用、性別役割分担意識の見直し

●障害者（身体・知的・精神）への対応
　　差別の禁止・合理的配慮提供義務・法定雇用

●多様性を強みに変える経営意識と社内体制
　　価値を創出する知的生産の取組
　　ミッション・ビジョン・戦略の共有
　　計画、活用、評価（PDCA）　
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●新しい働き方を実施するための様々な取り組み
　（テレワーク導入、職場環境改善、生産性向上等）

●シルバー人材・外国人の雇用と活躍の場の検討、LGBT への対応
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（2018.5.9日印産連セミナー「ダイバーシティ経営への可能性」 立教大学経営学部 尾崎俊哉教授資料、および厚生労働省資料「 女性の職業生活における活躍の推進に関する法律の概要」を参考に作成）
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障害者雇用
促進法対応

（経営課題解決への）取り組み 目的（各取り組みで解決を目指す経営課題）

レベル  1 レベル  2(レベル  2’) レベル  3

●キャリアを活かした就業への取り組み（中途採用など）

ダイバーシティ経営概略図（作成：今井孝治）
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「ダイバーシティを巡る旅」

　2015年の4月に、なんで私が、と思いな
がら、当時の女性活躍推進室の一員に入れて
いただきました。会議やセミナーの運営に携
わりながら、少しずつ女性の就労の実態や課
題などを勉強いたしました。1年の活動成果
として2025年の印刷産業における女性活躍
の様子を小説として書いてほしい、というも
のすごいオファーを頂き、たどたどしくもな
んとか書き上げました。ただ、主人公が東京
五輪のマラソンを神田で応援したという書き
出しだったのですが、残念ながらそれは幻と
なってしまいました。
　そして2016年4月、「一億総活躍」のスロ
ーガンのもと、女性活躍推進室はダイバーシ
ティ委員会となり、われわれ印刷会社はダイ
バーシティ経営を目指すべきだという掛け声
が始まりました。当時まだ一般的ではなかっ
たとはいえ「ダイバーシティ」という言葉は
知っておりましたが、“ダイバーシティ経営”
については分かっておらず、調べて分かった
気になったら「あれ、結局やっぱり分かって
ない」という繰り返しで、この堂々巡りを逃
げ水を追いかけるように続けることとなりま
す。
　2016年からの4年間の活動のうち、最初
の2年は、経済産業省のダイバーシティ経営
100選企業を見て回りながら、女性活躍推進
法に基づく「一般事業主行動計画」という公
的な企業目標を策定するという活動を行いま
した。2年学び、あとの2年は実践しようと
いう委員長の構想でしたが、私としてはこの
2年ではまだ学びが足りず、自分たちが目指
す方向性としてのぼんやり感は否めませんで
した。また、ダイバーシティ経営についての
アンケート調査も行いましたが、こちらも質

問項目ならびに回答分析ともややふわっとし
たものだったと思います。
　このとき、ダイバーシティ経営とは、人材
不足への対応、つまり単に「人手の確保」の
ための女性のライフステージに応じた対応な
らびに多様な人材（障害者、高齢者、外国人）
の活用をするための様々な方策なのだろう
な、と考えていました。ただ一方で、金沢の
精密機器メーカー、共和電機工業様を見学さ
せていただいた際、雇用された障害者に向き
合う人事部長の方の、社員一人ひとりが働く
ために会社が何ができるか探って実行してい
く姿勢そのものが、会社の風土をかなり明る
く変えていると感じ、ただの人手の確保だけ
ではない、それ以外のなにかマネージメント
につながるものがあるのではないかとも考え
ておりました。
　2018年4月、こんどは「働き方改革」の
掛け声が始まりました。働き方改革プロジェ
クト、環境労務委員会、CSR委員会との関係
を含め、自分たちの活動がどのように位置づ
けられるのか、どこを目指すべきかわからな
くなりました。そこで、情報を整理して取り
組むべき内容、方向、順番を図にまとめまし
た（前ページ図）。
　さらに「インクルージョン」という言葉も
登場して翻弄されることになったのですが、
つきつめればこの組織の“風土”の改革のこ
とです。木材だけで作るのであれば木工用ボ
ンドのみで事足りるのですが、金属やプラス
チックもくっつけるためには「多用途」のボ
ンドが必要です。人材だけ多様になったので
は社内連携が取れずバラバラになるので、そ
れらをつなぎとめる社内風土にならなければ
いけないのです。よく見直して見れば、木材

今 井  孝 治／東京都工組

女性活躍推進委員 2015年度　　　
ダイバーシティ推進委員 2016～2019年度

でないものも、木材とみなして無理にくっつ
けていたようなところもあると思います。こ
れには、社内文化を変えることも必要ですし、
なによりトップの意識と行動が変わらないと
いけません。
　私は今期東京都印刷工業組合の青年部であ
る東青協の議長を拝命しており、その活動の
中で、自分たちが顧客に提供している内容と
顧客側の要望を可視化し、共有することで機
動力を高めようという取り組みをおこないま
した。（具体的には「カスタマージャーニー
マップ」を作る、という活動です。説明サイ
トはこちら。 http://bit.ly/cjm19）これによ
り、従業員同士の相互理解および事業活動へ
理解が高まることがわかりました。
　ダイバーシティ経営への取り組みとして多
能工化とスマートファクトリーがよく取り上
げられますが（もちろんこれも大事ですが）、
我々の商品サービスの価値はあくまで外部
（主に顧客）との接点で発生するものであり
ます。事業全体を俯瞰しつつ、機動的に社会
の各種課題に対応できる組織を作ることこそ
ダイバーシティ経営と言えると考えていま
す。
　以前伺ったお茶の包装材メーカーである㈱
吉村様の見学会の中で、バランススコアカー
ドを活用し社員にも浸透させている取り組み
を拝見しました。これは財務の視点（財務戦
略）、顧客の視点（マーケティング戦略）、業
務プロセスの視点（事業・組織戦略）、学習
と成長の視点（人材戦略）を通して会社の目
指す方向を描くものであり、事業全体を俯瞰
するための取り組みの例と言えるでしょう。
　最後のセミナーとなった池内ひろ美さん講
演の中で、決め事をして動くPDCAサイクル

より、全体情報を共有し各自の判断で機動的
に動くことを主眼とするOODA（ウーダ）
ループが重要とおっしゃっていたことも印象
的でした。一言で言えば、トップが明確なビ
ジョンを持ちつつ、しなやかな組織を運営し
ていくことが、これから求められているのだ
と思います。
　これからの印刷業は、わかりきった課題（チ
ラシがほしい。安く早く。）だけに対応して
いくのではなく、SDGsなどの様々な社会目
標や、まだはっきりとしていないニーズに対
しても、それを課題に落とし込み、取り組む
ことで新しい価値を作り出すことが求められ
るでしょう。その際、「さまざまな文脈を持
った視点」で見ることが必要になります。こ
ういったしなやかな組織の中でこそ、多様な
人材の真の価値が発揮されるのだと思いま
す。
　マラソンのような長い道のりではありまし
たが、素晴らしい委員の皆様より様々にご教
示いただきましたこと、心より感謝いたしま
す。ありがとうございました。
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いくのではなく、SDGsなどの様々な社会目
標や、まだはっきりとしていないニーズに対
しても、それを課題に落とし込み、取り組む
ことで新しい価値を作り出すことが求められ
るでしょう。その際、「さまざまな文脈を持
った視点」で見ることが必要になります。こ
ういったしなやかな組織の中でこそ、多様な
人材の真の価値が発揮されるのだと思いま
す。
　マラソンのような長い道のりではありまし
たが、素晴らしい委員の皆様より様々にご教
示いただきましたこと、心より感謝いたしま
す。ありがとうございました。
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「貴方が輝けば、まわりも輝く！その実現を目指して。」

　父から社長のバトンを受けたものの業界人
としての知識は制作現場と営業経験のみ。経
営者としての素養や同業との繋がり等至らな
いことばかりの自分では社員に申し訳ない。
その思い一つで前にも増して様々なセミナー
を受け組合活動にも積極的に出かけるように
なりました。いち社員から社長という立場に
なり強く感じたことは、わが社の職場（労務）
環境は時代に即していないのではないかとい
うこと。足りないパーツがまた見つかりどうし
たものかと思っていた矢先、ダイバーシティ
推進委員会との新たな御縁をいただきました。
　2017年SOPTEC仙台にあわせダイバーシ
ティ企業100選にも挙げられた秋保温泉株式
会社ホテル佐勘に於いて委員会が開催される
と伺いオブザーブ参加させていただきました。
全国津々浦々しかもメンバーは8割女性。「は
じめまして。」緊張のなかで交わした名刺。
男性社会と思っていた業界の中でこれだけ多
くの女性経営者に触れあえた嬉しさと心強さ
は今でも忘れられません。翌年より委員とし
て活動に参画させていただくことになり、言
葉の意味さえも解っておらずダイバーシティ
経営とは何ぞや。というレベルから事業活動
を通してまず自分が理解すること。そして周
りに伝えていくことが徐々に出来るようにな
ってきました。ダイバーシティ経営に関する
アンケート集計では第１回からどう変化した
のか、今回の報告書作成等チーム体制でミッ
ションに取り組むことで、学びも委員同士の
繋がりもより深まったように思います。そし
て視察見学では様々な他社の好事例を拝見し、
大変参考になった！と思う反面成っていない
自社との乖離に凹むこともありましたが、良
くも悪くも自らが見聞きし肌で感じられた情
報は忙しくとも足を運び掴んだ成果です。そ
して会議が終れば、ともすれば協議事項より

も中身が濃いかもしれない会社の話や身の上
話、話題の尽きることがない懇親会も楽しみ
の一つであったり。地方からの参加に時間の
調整は多少難儀したものの得るものが本当に
多く、機会は逃さず時間は生むもの作るもの。
小野委員長から直電のお誘いに、諸々抱えた
現状動けるのか？躊躇の思いを断ちきり受け
入れて良かった。改めて思います。
　そして今こうして委員会活動の報告集を作
るにあたり、僭越ながらデータ作成の機会を
頂き弊社社員も作業に携わり原稿に目を通し
ています。ダイバーシティ推進委員会の前身
である女性活躍推進委員会時代の資料（東京
の印刷バックナンバー）には各社で働く女性
社員の声が沢山載っています。地域内に於いて、
まして県外ともなると現場の社員が同じく印
刷業に携わる方々と繋がり情報共有すること
はなかなか難しいのですが、この報告集を通
して「印刷の仕事」にやり甲斐やワークライ
フバランスの充実を叶えているロールモデル
の姿を感じ取ってもらえたら嬉しく思います。

【貴方が輝けば、まわりも輝く！】
　これからの時代、経営者の指示命令だけで
動く組織ではなく社員自ら意見をもつ自律型
組織。誰も見捨てない。誰もが自身を活かし
活躍できる環境。共に未来を描き変化してい
ける社風こそが私の理想とする会社の姿です。
この２年間の活動を通して沢山のヒントを頂
きました。一朝一夕にはいきませんが実現に
向かって出来ることから取り組み変えていけ
たらと思います。
　渡りに船のダイバーシティ推進委員会、同
時進行で出向した全青協議員（BonusStage
のPrintNext2020）活動のなかで得た知識
や仲間の繋がりは宝物です。機会を頂きまし
たことを心より感謝申し上げます。

岩 間  奏 子／山形県工組
ダイバーシティ推進委員 2018～2019年度
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「経営者としての覚悟」

　ダイバーシティ委員に就任してからまだ1
年未満ですが、この期間の学びは大変大きな
ものでした。それはこの1年間、経営マーケ
ティング委員との兼任活動が大きかったと思
います。
　そこから私自身が一番感じたことは、社内
の多様性（人材、得意分野など）を経営者が
しっかりと知り、そこを活かしたマーケティ
ング戦略を打ち出すことが、今後の経営に必
要だということでした。
　委員就任直後の私自身の考えは、恥ずかし
ながら「ダイバーシティ経営とは福利厚生の
延長線上のようなもの」でした。中小・零細
で占められるこの業界で、そこを厚くしてい
く余裕はどこまであるのだろう？というのが
正直な思いで委員会活動に参加しておりまし
た。確かに各種制度などを整えていく事など
は、重要なことです。が、人事部や総務部す
らない社内で、いったいこれ以上どのように
進めていくのか？まずはここが課題でした。
　そのような思いの中で、各種セミナー・企業
見学に参加させていただくうちに、ダイバーシ
ティ経営こそが、今、そしてこれからの経営に
必要なマーケティングなのだと気づくことが出
来ました。少ない人数で仕事をこなすというこ
とは、いかにマンパワーが重要であり個人の力
が数字に直結していくということです。
　私も日々営業活動をしていますが、得意分
野での営業は数字が伸びる反面、苦手分野や
興味の無い業種への足は遠のきます。また、
社内の業務も同じように得意不得意が大いに
あります。これも数字に直結します。個人の
能力を多様性と考え、型にはめずに、経営者、
またはリーダーがマーケティングの一環とし
て社員と向き合い、どのような業務が個人を

活かし、数字を生み出せるかを真剣に考える
事が必要と感じました。
　弊社の社員に子供が乳児のころから勤務を
している女性がおります。すでに勤続20年を
超えております。彼女は現在、総務の中心と
なり、社内全般に目を配りながら営業もして
おります。その彼女が手掛けたお客様のHPが、
昨年、大変うれしい賞を受賞いたしました。
ベビーシッターサービス業のお客様ですが、
こちらの社内の多くの方の声を聴き、企業イ
メージを上げ、社内のモチベーションを上げ
るようなHP、印刷物をプロデュースしてくれ
ました。彼女の子育てと仕事の両立、その中
で多くの時間をかけたPTA役員活動で得たま
とめる力などが生かされた結果だと思います。
　また、弊社には真剣にアーティストとして
活動をしている画家や作家もおります。個人
の能力を生かすことは会社にとってもプラス
なので、作家活動を活かす勤務体制を実験中
です。ここで、社員の多様性を活かした中で、
雇用契約や、仕事量などの平等をどうとるか
は現在の課題です。
　いずれにしても、経営者がかなり個人の気
持ちや背景に踏み込んだコミュニケーション
をとらないと、かなえることが出来ない戦略
です。個人的なことを聞くことが、経営側と
してはリスクになる事もありますが、そこを
面倒がらずに出来るかどうかだと思います。
　ダイバーシティ経営をすでに進めておられ
る企業では、経営者が真剣に会社の未来を見
据えて社内改革に取り組んでいました。経営
者自ら社員と会社の多様性を把握し、そこを
強みとしたマーケティングを進めることで未
来に向かうことが必要だと気づくことが出来
た1年でした。

河 野  里 美／東京都工組
ダイバーシティ推進委員 2019年度
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「わたしの失敗事例と反省『女性活躍、のはずが…』」

◆わたしの失敗事例
　７年前、社長就任と同時にワークライフバ
ランスに取り組みました。専門の社労士先生
にも来ていただき、月10万円の謝礼は痛か
ったけれど、経営理念に掲げた「社員の幸福」
のため、全社挙げて取り組みました。その中
に女性リーダーとして社内を引っ張ってくれ
た社員がいました。当時彼女は産休、育休を
経て時短勤務中でした。彼女のために６年間
の時短勤務期間を10年に引き延ばすよう就
業規則を改定、それによって補助金もいただ
きました。初めての産休育休の取得者を出す
中、社内で多少の摩擦はあっても、志があれ
ばきっと乗り越えていけると確信していまし
た。ダイバーシティ・マネジメントの関係で
お誘いがあれば、でかけていって社長さんた
ちの前で「成功事例」として発表をし、印刷
関連の冊子にも「取り組み事例」の記事が掲
載されました。社内初の産休、育休を経て、
次にその女性社員が取り組んだことが「副業」
です。時短勤務のなかでの副業に、すでにほ
かの社員からは「なぜ彼女だけ？」という無
言の声があがっていたのですが、経営者の自
分は聞こえぬふりをし、むしろ「よい事例」
として、応援をしていました。結局彼女は退
職をし、自分の道に進んでいきました。残さ
れたのは、経営者の自分に振り回された社員
たちでした。社員の幸福のためにがんばって
きたのに、ふりむけば誰もついてきていなか
ったのです。なんのためのダイバーシティ・
マネジメントだったのだろう、と当時は脱力
感でいっぱいでした。

◆反省と教訓（今ならこうする）
　「『おかげさま』『おたがいさま』を社員に

は教えています」。これは、四国の佐川印刷
の佐川社長のことばです。横文字の「ダイバ
ーシティ」とは真逆のような、古くからある
言葉ですが、今ならとてもよくわかります。
ダイバーシティ・マネジメントによって恩恵
を受ける本人と同時に、その人を支えるまわ
りの人間に、しっかりと気持ちを寄せるべき
でした。どんなに立派な制度を採り入れたと
しても、社内にそれを受け入れる文化が育っ
ていなくては、それが根付くことはありませ
ん。経営者であるわたしが、「何のためのダ
イバーシティ経営なのか」をしっかりと腑に
落とし、社会の流行りに煽られることなく、
一歩ずつ取り組んでいけばよかったと思いま
す。国の施策や認定制度といったトレンドに
乗ると、思わぬ落とし穴があるから気を付け
よう、と今の私は思っています。また、補助
金狙いで何かをするときはよくよく慎重にし
なくては、本末転倒で結果的に足元をすくわ
れる、ということも学びました。「会社のブ
ランディングになる」という言葉には気をつ
けなくてはいけません。ブランドというもの
は、社員も巻き込んで真剣に取り組み、本当
に会社の文化が育っていないと、空回りどこ
ろか、社内の雰囲気に悪影響を与えます。
　「ダイバーシティ・マネジメント」とは、
ダイバーシティのための経営ではありません。
「ダイバーシティ」という考え方は、経営す
るための一手法でしかない、と今は強く思い
ます。けれど発想にイノベーションを起こし、
社会に役立つ会社にするためには、「ダイバ
ーシティ」の考え方は絶対に必要なものです。
今後はゆっくりと地道に自分の会社の度量に
あわせて、それに取り組んでまいります。

近藤 起久子／愛知県工組

女性活躍推進委員 2015年度　　　　
ダイバーシティ推進委員 2016～2019年度
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「ダイバーシティ×労務×人事＝人財戦略」

　「女性活躍推進法案」成立前年の2014年６
月、東印工祖の広報専門委員会と全印工連の
女性活躍推進室での併催が始まりでした。名
称は広報専門委員会でしたが、実質、女性活
躍推進「委員会」として吉澤委員長と一緒に
活動させて頂きました。しかし、法案が成立
され「女性活躍」のもとワークライフバラン
ス「仕事と家庭の調和（WLB）」が重要視さ
れるのもわずか２年、委員会は少子高齢化と
労働人口減による人材確保の対策として、「ダ
イバーシティ」推進委員会として枠組みを拡
大し再出発することになります。
　ダイバーシティとは？インクルージョンと
は？その定義の模索をしつつ、いかに企業経
営として生かせるか。片仮名のとっつきにく
さ故に絶えず周知活動が求められた委員会で
したが、環境労務委員会と合同で就業規則の
改定セミナーを開催（2018年）。他委員会と
の親和性を活かし、ダイバーシティへの取組
を労務体制並びに人事に反映して頂けるよう
お伝えしてまいりました。
　また、業界内外のダイバーシティ100選企
業訪問や、代表者をお招きし多くの成功例を
学ぶ一方、WLBや事業改革を既に実践して
いる委員が語る「しくじり」事例が委員内で
多く共感を得たことから、ダイバーシティを
取り組む経営者の悩みや失敗を企業の成長に
つなげるためのヒントにして持ち帰ってもら
おう、つまり「失敗学」をサブテーマに、ダ
イバーシティ推進委員自らモデレーター＆パ
ネラーとしてセミナーを設えるなど、東京チ
ームの科せられた任として、委員会活動を精
一杯務めさせていただきました。
　実際の自社へのダイバーシティ経営への活
用ですが、学べば学ぶほど、当社のような零

細企業こそ社内の人材戦略（雇用、育成、定着）
の問題解決の手段として有効と感じつつ、現
時点では新しい雇用よりも今一緒に働いてい
る社員さんの働く満足度を伸ばせるよう、法
規定が定めるなかでの労務環境の質を上げる
ことに着手するのが精一杯です。大きくダイ
バーシティ経営と掲げるのはハードルが高い
ですが、ダイバーシティ100選に選ばれた企
業様の多くが語られたように“ダイバーシテ
ィが目的ではなく、自社が直面する課題に取
り組んだ結果がダイバーシティだった”とい
つか言えるのが理想です。
　これからも印刷業界でダイバーシティがひ
ろく根付くために組合への御願いが３つあり
ます。
①「男性改革」として、業界内の仕事の仕
方の問題点を男性目線から語ってもらう事。
また男性を対象に育休取得についてのアン
ケートをとること。
②外国人・障がい者への雇用に対し、他委
員会との連携をもって取り組むこと。
③Diversity（多様な属性）だけでなく、働
き方も多様化しているので、人事労務問題に
特化したHuman Resource Management
（HRM）、“人的資源管理”に関する勉強会
開催などさらなる情報提供をして頂きたい。

　最後に、組合加入のきっかけと大きなお導
きを下さった吉澤社長、組合員に有益な活動
たるべきと強いミッション掲げられた小野社
長、そして一緒に委員会を支えて下さった全
国の委員の皆様、事務局の皆様すべての方々
に感謝をお伝えしたいと存じます。有難うご
ざいました。

清 水  朋 子／東京都工組

女性活躍推進委員 2014～2015年度
ダイバーシティ推進委員 2016～2019年度
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「活動を振り返って…」

　わけが分からないままお引き受けして2年、
過去の経緯を知らず、当初は自分が理解する
のと同時に地元組合員の方にどうお伝えしよ
う？と焦っていました。今もまだ十分腹に落
ちているとは言い難い。とはいえ、この委員
会に参加させていただけたことは、以下３つ
の点で、私にとってよい経験となりました。
①ダイバーシティ経営先進企業を体感できた。
②活動をとおして、他地域の本音で話せる同
業経営者仲間を得られた。
③自分と会社を変えるきっかけにもなった。
（かな？）
　まず①ですが、多様性って？と考えてみる
と、この業界では特に珍しいことではありま
せん。新卒定期採用ができる優良企業でない
限り、年齢もまちまち、いろいろなバックグ
ラウンドをもった人たちです。どうにかこう
にか一人前になってもらう。その前に辞めら
れて、頭を抱えるの繰り返し。同じような悩
みを抱えながら、課題を具体的に掘り下げて、
時間をかけて解決することに取り組み、成果
をあげている会社があるのだということを目
のあたりにしました。
　設備にかかる投資が大きく、人へ投資する
余裕がなく、いろいろなもめごとがあると文
句を言わない機械の方がまし！と思いがちで
したが、機械を操作するのは人なので、人の
質を上げることが結局、会社の価値をあげる
ことにつながります。今までの流れで、積み
上がってきた仕事や人のやり方を、ITやシス
テムを活用して、整理、簡略化し、人が携わ
るべき仕事に取り組めるようにする。仕事内
容によって働き盛りの若者でなくても、女性
やシニアができることがある、力を発揮する
人がいます。それをうまく組み合わせて運営
されていました。
　ようやく育って、会社に貢献してくれるま

でになったどうしてもいてほしい社員が続け
られるようにルールやしくみを変えたのがき
っかけになっているところもありました。
　これらすばらしい事例を自分の中だけで留
めておくわけにもいかず、見聞きしたことを
極力レポートにして地元広報誌でお伝えする
ことにしました。
　②について。年６～７回、各地から集まり、
グループ毎に分担した事業の計画と報告を行
ないます。準備は、LINEやメールでやりとり
です。似たような立場や状況でも、適度な距
離感がある気安さで、問題（愚痴）を聞いて
もらって、解消するといったこともあり、今
ではよい相談相手になってもらえています。
事業での見学がきっかけで出てきた課題（＝
見える化）をより深く知るため自主的な見学
会（大阪1社、名古屋3社を2日で訪問）の計
画が持ち上がり実行するという行動力。自分
でも驚くとともにその必要性を再認識しまし
た。
　以前めざしてみたものの頓挫したことを実
現している会社がある。見聞きしたことを自
社の社員にも体験してもらいたい！と思いた
ち、無理をお願いして再度の見学が叶い、大
いに刺激を受けてくれたようで、今、徐々に
改善の動きに繋がりつつあります。青い芝生
のような他社を見せるのはなかなか勇気が要
りますが、思い切って行動してみたら、拓け
ることもあるのだということを実感していま
す。（←これが③。）
　各社の素晴らしい成果も一朝一夕でなし得
たものではなく、長い年月をかけて取組んで
こられたものばかり。その間、失敗もたくさ
ん積み重ねてこられています。迷ってないで、
とりあえずやってみる！というのが、見聞き
し、活動をとおして、体感・実感したことです。
貴重な機会をありがとうございました。

鈴 木  裕 香／大阪府工組
ダイバーシティ推進委員 2018～2019年度
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「3年間の活動を経て今思う事」

　小野委員長にお声がけをいただいてから三
年間、委員の皆さんと共に活動をさせていた
だきました。当初の私は“ダイバーシティ”
という言葉さえ知らず「何の活動をする委員
会ですか？」と聞いてしまうくらい無知でし
た。
　“女性活躍推進室”が前身にあると聞き、
困った、、、さらに興味が無い。
　私自身あまり女性的ではないせいか、今ま
で女性だからといってさほど不便を感じる事
がなかったし、女性の特性を活かす仕事は沢
山ある。やる気のある人はとっくに活躍して
いると思っていました。また、弊社の様な少
人数の組織では女性や障がい者だからといっ
て差別されることはなく、与えられる仕事が
変わることはありません。良くも悪くも勤務
中に女性であることを意識する事が無かった
のです。移転前の事務所ではトイレが１つし
かなかったため、男女共用でした（よく言え
ばLGBTの方でも入りやすい！）そんな環境
に長く居たこともあり、女性活躍推進につい
て改めて考えるという事は全くありませんで
した。
　そんな私がダイバーシティについて勉強す
る機会をいただいたのですが、当時はダイバ
ーシティといってもテーマは女性活躍推進に
ついてが主でした。委員の皆さんはとても熱
心で、熱い議論についていくのがやっとの状
況でしたが、少しづつ理解することができま
した。
　すると、私が今まで気にしてこなかった男
女差が浮き彫りになり課題が見えてきました。
弊社の場合、何でも平等、差別が無さ過ぎる
ことがかえって女性が働きにくい環境を作っ
てしまっていた気がします。また、女性が働

きやすい環境を作るには周囲の協力が不可欠
であり、その協力を得る為に女性の権利を一
方的に主張するだけでは軋轢が生じてしまい
ます。
　制度や環境ではなく、柔軟な姿勢・風土づ
くりが最も重要であると考えるようになりま
した。ダイバーシティ経営を人事戦略と捉え、
経営に活かしていくには一人ひとりに対して
もっと細かな配慮が必要だったんですね。

平等と公平
　今まで平等であることが正しいと思ってい
た私ですが、ダイバーシティ委員会の活動を
通じて、個々の事情に関係なく平等であると
いう事がかえって不平等になることもあると
いう事に気が付きました。平等であっても公
平ではないんですね。
　しかし、公平だけを一方的に優先してしま
えば一気に不平等になります。前にも書きま
したが権利を一方的に主張するだけでは軋轢
が生じてしまいます。どうすればいいのでし
ょう…
　現在の私がどう考えているのかというと、
一方的な公平ではなく、お互いに納得した公
平が平等ということになるのではないか？と
思っています。お互いに納得しているかがポ
イントです。公平に思うことは個々によって
違いますからルールだけでは解決できないと
思うのです。
　そもそも平等と公平を一緒に考えること自
体が間違っているのかもしれません。
　そんな事を考え、悩みながらこれからもダ
イバーシティ経営について学んでいきたいと
思います。

武 智  美 樹／東京都工組
ダイバーシティ推進委員 2017～2019年度
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「ダイバーシティの考え方を意識して」

　2017年から３年目となるダイバーシティ
推進委員会の活動が終わろうとしています。
小野委員長にお声掛け頂き、１期目途中から
の参加で当初は先輩方についていくのに必死
でした。何より委員会に所属したものの「ダ
イバーシティマネジメントって何だろう？」
からの勉強でした。
　多様な働き方＝ダイバーシティという事は、
理解できていたのですが、自社においては何
ひとつ出来ていない気がして、不安でいっぱ
いでした。
　時は同じ頃、政府は「働き方改革」を閣議
決定し、働き方改革について具体的に実行計
画を策定する「一般事業主行動計画」への取
組みが一つの指標となっていました。
　委員会においても「一般事業主行動計画」
を策定する事を、この年の課題として取り組
みました。この事は、多様な働き方について
自社の現状を知る良いきっかけとなりました。
また、同じ印刷業でも規模や地域に関係なく、
多様な働き方がある事もわかってきました。
　委員会に所属している期間、様々な事業所
様の見学やセミナーに参加させていただきま
した。旅館業、リサイクル業、菓子製造業、
パッケージ印刷業、おしぼり製造業、など業
種は様々で、雇用形態も必然的ではあるのか
もしれませんが、多種にわたっていました。
共通して感じたことは、会社のニーズや社会
情勢、また雇用される方の変化に応じて、会
社側が工夫して業態変革しているということ
でした。
　そして、自社を振り返ってみると変化の大
小はあるものの、業態変革はしているという
ことに気づきました。きっと全国の印刷業の
皆様も同じだと思います。

　これまで変化してきたことを、もっと具体
的に戦略的に取り組み、多様な働き方を意識
していくことで、働きやすい環境づくりへつ
ながり、働きがいのある職場へ変わっていく
のだと実感しています。ときには、立ち止ま
りながら一歩ずつ進んでいる最中です。
　弊社は、2020年に創業70年を迎えようと
しています。活版印刷から始まった印刷業は、
オフセット印刷、モノクロからカラーへ、
POD、そして紙ものだけでなく、あらゆる
素材に印刷が可能な時代となってきました。
さらに、自動化も進みスマートファクトリー
化と言われています。自社がどのような方向
づけを持って今後会社を発展させていくのか
を考え、多様な人財（ダイバーシティ）とそ
の人財を活かしてお互いを高め合える会社
（インクルージョン）にできるかを考える事
ができているのは、この委員会のおかげです。
又、TOPだけが理解していても始まらないと
いうことも実感しました。社員同士の理解と
協力がなければ成り立たないのもダイバーシ
ティです。相手のことを思い合える「お互い
様」「お陰さま」が伝わるコミュニケイショ
ンを社員同士がしっかりとることで、会社に
活気が出てくると信じて取組んでいます。

　　　

東 　  淑 恵／宮崎県工組
ダイバーシティ推進委員 2017～2019年度
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「社風のコリほぐし、企業風土改革から」

　ダイバーシティ推進委員会発足時から4年
間、ダイバーシティ経営というものを、学ん
だり、見たり、考えたりする機会を得る中で、
ダイバーシティ経営がうまくいっている会社
には共通するものがあることに気が付いてき
ました。
・経営目標に沿っている
・行動計画など計画に基づいて取組んでいる
・委員会活動を通して社員の意見に沿って取
り組む
・柔らかい社風
・社内のコミュニケーションがよい
・業務改善・生産性の向上などにも同時に取
り組んでいる
　注目したいのは、柔らかい社風やコミュニ
ケーションのよさでした。
　私たち委員会が初めての見学先だった金沢
の共和電機工業㈱さんでは、制度では網羅し
きれない社員のいろいろな事情に対応して今
の風土が出来上がったとのお話でした。「制
度より風土」というキーワードが浮かび上が
ってきました。
　お茶の包装資材を扱う㈱吉村さんでは、全
員参加型のカンファリスト会議術を取り入れ
たり、「会社と従業員が相思相愛」をモット
ーにして、役職に関係なく「さん」づけで呼
び合っておられたのも印象に残っています。
　昨年見学した佐川印刷㈱さんでは、社長の
奥様がカレーを作り、月に一度カレーランチ
会が開かれていました。
　ダイバーシティ経営は、言うまでもなく多
様な人材の多様な働き方に柔軟に対応してい
くものです。そのためには、従来のやり方に
とらわれず、新しいものを受け入れて自社に
溶け込ませようとする柔らかい社風がベース
にあることが、カギになるようです。

　自社はどうかというと、「残業するのが当
たり前」の雰囲気を切り崩すことから始めま
した。まじめで優秀な女性社員にもっと活躍
してもらいたいと思っても、長時間残業がネ
ックになり、結婚を機に辞めるのが通例にな
っていました。
　『残業=繁忙=業績向上』という思い込みを
捨て、経営側も残業に対する意識を変える必
要がありました。残業時間削減を目標に掲げ、
仕事の流れの見直しを行い、残業時間は確実
に減ってきています。
　しかし、残業時間を減らすよう進めたこと
で、一時的に外注が増えてしまいました。本
来の目的とは別の解釈が社員の間に流れ、残
って仕事をしたがらないと生産管理の担当者
を苦しめました。
　業務の棚卸をして、業務改善の糸口を見つ
けようとしても、「はぁ？こんなこと時間の
無駄」と無言の圧力。「大過なくこれまで通
り当たり前に仕事を知ればいいんじゃない
の？」という空気が渦巻いて跳ね返されそう
になります。
　会社全体として業務量の最適化を図るため
に、「え！これまでこういうことなかった」
ということを納得して受け入れてもらう。凝
りかたまった硬い社風と格闘しながら、これ
までの「当たり前」をひとつずつ見直し、新
しい「当たり前」を作ろうとしています。
　固定観念、既成事実にとらわれない柔軟な
会社の雰囲気を作っていくこと、企業風土改
革の大切さをダイバーシティ経営は教えてく
れました。人も企業も同じではないでしょう
か。しなやかな体は衝撃を受け止め、跳ね返し、
新しい方向へ飛躍していく力があります。す
べては企業風土改革から、4年間の活動を通
して今感じていることです。

本 田  直 子／宮城県工組
ダイバーシティ推進委員 2016～2019年度



おわりに

　少子高齢化による人口減少が、必要な労働力確保が多くの企業にとって課題となっております。
　このような課題解決に向け、全印工連事業として2016年春、ダイバーシティ推進委員会は女性活躍
推進委員会から、多様な人材の活用により、労働力確保の課題解決を目的に事業を受け継ぎました。
　ダイバーシティ推進委員会ではダイバーシティについての研究・周知活動をする上で、全国の女性
経営陣にできるだけ多く参画してもらいました。女性参画率80％という委員会は全印工連歴史上は
じめての委員会となりました。
　委員会がスタートした当初は、委員会メンバー始め、全国の組合員の皆さまにとっても聞きなれ
ない言葉と、当時は採用や人材確保についてさほど苦労はなかったと記憶しております。
　そして、ダイバーシティ委員会がまず着手したのは、研究の手始めとしてダイバーシティについての
アンケート調査からでした。
　組合員の皆さんからのアンケート調査の中で、ダイバーシティという言葉を知っている企業が20％
という現実でした。
　しかし、時代と産業構造の変化がビジネスの変化となり、同時に人口の減少と少子高齢化が我々
中小印刷企業にとっても労働力確保の課題が現実問題となり、従来の採用モデルが通用しなく、根
本から働き手の多様性をとらえ活用する時代に変化してまいりました。
　多様（ダイバーシティ）な人材の活用と個々の価値観（インクルージョン）をもった人材を活用する
ことが、働きたい魅力ある会社に変化することが人材確保の近道ではないでしょうか。
　そのためには企業の財産は何でしょうか？①「人」②「物」③「金」と言われて久しいですが、今の時
代一番大切にしなければならないのは①「人」＝「人財」②「金」③「物」の順ではないかと思います。
　AI・IoT・ビックデータの活用の時代でも、それらを考え活用できるのは人ではないでしょうか。
　一昨年改めてアンケート調査をした結果、ダイバーシティという言葉を知っているもしくは取り組
んでいる企業が70％となっておりました。
　この結果は、全国に労働力確保の課題に苦慮し、必要に迫られた結果ではないかと考えられます。
　この結果を踏まえダイバーシティ委員会では、一昨年から周知する手法として、東京チーム・北日
本チーム・西日本チームの3チーム制にし、東京チームではセミナーの開催とダイバーシティ取組企業
訪問・北日本チームはアンケート調査と報告書の作成、西日本チームはダイバーシティ100選企業訪
問とセミナーの地方開催企画及び実施というように3チームに役割分担し、活動してまいりました。
　女性活躍推進室からダイバーシティ推進委員会へ活動の領域を広げ、企業視察やセミナーを通じ
ての研究の成果として、委員会メンバーの手作りの報告レポート作成や、多くの組合員企業の社長様
や社員の皆様に取材のご協力を頂き、この報告書を完成することが出来ました。改めてご協力頂き
ました皆様に感謝申し上げます。
　社員一人一人の価値観（インクルージョン）を理解し、多様な働き方を受け入れ活用することが、ダ
イバーシティ＆インクルージョン経営になることが、事例毎に解りやすい内容となっております。
　また、最後の仕上げのまとめの作業中、全世界での発生しました「新型コロナウイルス感染拡大
防止」対策の要請により、最後の委員会の開催が中止とせざるを得ない状況となりましたが、委員
会メンバー全員の集大成としてこの報告書を皆様にお届けすることが出来ました。是非ご活用頂け
ると幸いです。
　時代の変化をとらえ、印刷物ではなくPDFでお届けすることで、皆様の欲しい情報を好きな時に
必要な情報だけをピックアップできるように制作致しました。
　最後に皆様の会社が未来に向け人財豊富な会社となり更なる発展する会社となる為のバイブルと
して、ダイバーシティ委員会の活動報告を活用して頂けると幸いです。

ダイバーシティ推進委員会　委員長　小 野  綾 子
（東京都工組）

女性活躍推進委員会 2014～2015年度
ダイバーシティ推進委員会 2016～2019年度
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経て、前の工場長が退職したのを機に工場長兼
製造部長となり、現在は取締役に就任している。
　同社の女性社員は、工場が岩佐氏を入れて
2名、本社は4名。うち本社の1名は産休を経
て、5月から復帰した。徐々に女性社員は増
えており、定着率も高い。

――定着率が高いということは、それだけ働
きやすい環境が整っていると言えますか。
岩佐　そうですね。工場の1人は高校を出て
入社し、昨年出産をして仕事に復帰しました。
当社はそういう女性ばかりです。本社も含め
て、会社全体にみんな長く働いてくれていま
す。私も子育てしながら仕事をしてきました
から、やはり女性が働くうえで辛いところが
解ります。そこを考慮して管理しています。
　社長は、やる気のある社員に対して、男性・
女性、正社員・パート、あるいは年齢などに
関係なく、どんどん引き上げてくれます。私
も同じ考えです。管理職となってからも、隔
たりなく社員一人ひとりを公平に見ています。
当社には3人の外国人の社員がいますが、彼
らに対しても同じです。
――それは社風から来るものでしょうか。
岩佐　それが大きいと思います。先代の池田
寛社長の時から、そういう雰囲気がありまし
た。30年前でしたから、小さな子供を抱えた
女性が働くことは大変な時代でしたが、子供
が病気をしてどうしても休まなければいけな
い時でも、職場の人たちに助けられて、この
会社にずっといさせてもらっています。

社員が安心して 働ける社風、 
話し合い、多能工化

池田印刷株式会社
本　　社：東京都品川区西五反田6-5-34
工　　場：東京都大田区京浜島2-4-18
創　　業：昭和28年
代 表 者：池田　幸寛

＜第1回＞

　日本の産業界全体に人手不足の影響が現れ
ている中、解決の鍵を握る視点として「ダイ
バーシティ経営」が注目されている。多様な
人材を採用し、個々の能力を最大限に発揮で
きるようにすることで、企業が抱える課題を
解決すると同時に、社員の豊かな働き方や人
生設計を実現するものだ。
　全印工連が昨年実施したアンケート結果を
見ると、印刷業界における認知度はまだ低い
が、ダイバーシティ経営を実践する企業の数
は着実に増えている。進んだ取組みを行う企
業訪問シリーズの第1回は、池田印刷㈱。大
田区京浜島にある工場を訪ね、女性では同社
初の取締役である岩佐育美取締役製造部部長
／京浜島工場長に話を聞いた。

◆高い定着率と親子二代で勤めるケースも
　池田印刷は、商業印刷をベースとして、特
に高品質な付加価値の高い商品の提供を特徴
としている。東京・西五反田に本社があり、
工場は羽田空港に程近い京浜島にある。社員
数は本社が16名、工場が15名。工場長とし
て製造部門を預かっているのが岩佐育美取締
役だ。
　岩佐氏は、1987年に入社した。もとは大
手企業で働いていたが、出産を機に退社し、
産後にパートタイマーとして池田印刷に勤め
始めた。事務職として採用されたが、生来の
勉強熱心さから正社員に採り上げられ、工場
長のサポートをしながら印刷の専門的な知識
を習得していった。生産管理課の係長、課長を

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

工場長を務める岩佐取締役

　6月号　201712
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Lインクルージョン経営 働き方改革取組中

本書の使い方
全部初めから読んでいただくのも良いのですが、ページ数が多いので、
必要な所だけからでも活用できるようになっています。
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　経営に対する考え方や、取り巻く社会環境は年々変化
　してきており、内容的に古くなっているものがありま
　すことをご了承ください。

※視察見学会のレポートについては、掲載誌が重複して
　いるものもありますが、内容的に全く同じではありま
　せんので、あえて掲載しております。
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資料編

経て、前の工場長が退職したのを機に工場長兼
製造部長となり、現在は取締役に就任している。
　同社の女性社員は、工場が岩佐氏を入れて
2名、本社は4名。うち本社の1名は産休を経
て、5月から復帰した。徐々に女性社員は増
えており、定着率も高い。

――定着率が高いということは、それだけ働
きやすい環境が整っていると言えますか。
岩佐　そうですね。工場の1人は高校を出て
入社し、昨年出産をして仕事に復帰しました。
当社はそういう女性ばかりです。本社も含め
て、会社全体にみんな長く働いてくれていま
す。私も子育てしながら仕事をしてきました
から、やはり女性が働くうえで辛いところが
解ります。そこを考慮して管理しています。
　社長は、やる気のある社員に対して、男性・
女性、正社員・パート、あるいは年齢などに
関係なく、どんどん引き上げてくれます。私
も同じ考えです。管理職となってからも、隔
たりなく社員一人ひとりを公平に見ています。
当社には3人の外国人の社員がいますが、彼
らに対しても同じです。
――それは社風から来るものでしょうか。
岩佐　それが大きいと思います。先代の池田
寛社長の時から、そういう雰囲気がありまし
た。30年前でしたから、小さな子供を抱えた
女性が働くことは大変な時代でしたが、子供
が病気をしてどうしても休まなければいけな
い時でも、職場の人たちに助けられて、この
会社にずっといさせてもらっています。

社員が安心して 働ける社風、 
話し合い、多能工化

池田印刷株式会社
本　　社：東京都品川区西五反田6-5-34
工　　場：東京都大田区京浜島2-4-18
創　　業：昭和28年
代 表 者：池田　幸寛

＜第1回＞

　日本の産業界全体に人手不足の影響が現れ
ている中、解決の鍵を握る視点として「ダイ
バーシティ経営」が注目されている。多様な
人材を採用し、個々の能力を最大限に発揮で
きるようにすることで、企業が抱える課題を
解決すると同時に、社員の豊かな働き方や人
生設計を実現するものだ。
　全印工連が昨年実施したアンケート結果を
見ると、印刷業界における認知度はまだ低い
が、ダイバーシティ経営を実践する企業の数
は着実に増えている。進んだ取組みを行う企
業訪問シリーズの第1回は、池田印刷㈱。大
田区京浜島にある工場を訪ね、女性では同社
初の取締役である岩佐育美取締役製造部部長
／京浜島工場長に話を聞いた。

◆高い定着率と親子二代で勤めるケースも
　池田印刷は、商業印刷をベースとして、特
に高品質な付加価値の高い商品の提供を特徴
としている。東京・西五反田に本社があり、
工場は羽田空港に程近い京浜島にある。社員
数は本社が16名、工場が15名。工場長とし
て製造部門を預かっているのが岩佐育美取締
役だ。
　岩佐氏は、1987年に入社した。もとは大
手企業で働いていたが、出産を機に退社し、
産後にパートタイマーとして池田印刷に勤め
始めた。事務職として採用されたが、生来の
勉強熱心さから正社員に採り上げられ、工場
長のサポートをしながら印刷の専門的な知識
を習得していった。生産管理課の係長、課長を

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

工場長を務める岩佐取締役
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　私とほぼ入社が同じ時期で、ベトナム難民
として日本にやってきた3人を受け入れたの
も先代です。彼らは日本で持ち家を買い、溶
け込んでいます。
――社内に考え方や意見の違いはありません
か。
岩佐　もちろん、あります。そこはあくまで
も話し合いで進めていきます。最後の決定は
会社が下すにしても、基本的なところは社員
が考えます。意見を言ってもらい、先に問題
を消し込んで、みんなの意見が一致した時に
方針を決めています。ですから、一度決めた
ことに対して、社員から反対は出ません。
――高齢者の雇用についてはどうですか。
岩佐　昨年でかなり入れ替わったのですが、
雇用延長も早くから行っており、一番の年長
者は67歳まで働いていました。実は、その方
の2人の息子さんが今、工場で働いています。
本社でもやはり退職された社員の息子さんが
1人働いています。社長も、できればそうい
う形で長く働いてもらえれば、といつも言っ
ています。
――ダイバーシティを実現するために、仕事
を互いに補うための「多能工化」の話がよく
出ますが、どうですか。
岩佐　それは当社も意識しています。私が工
場長を引き継ぐまでの時代は、「これは俺の
機械」といった職人気質が強かったのです。
1人が休むとその機械が動かないといった感
じで、かなり危機感がありました。だれでも
仕事ができるようにしなければいけないと思
い、おおざっぱに言うと、人をぐるぐる回し
ていろいろな仕事に付けたのです。印刷課の
社員がCTPや断裁機を1人でできるようにす
るなど工夫しました。今は、だれが休んでも
フォローができる体制ができています。
　教育については、仕事の量が少ない時など
を利用して、新しい事を学んでもらっていま
す。外部の教育も大事ですが、一番は社員同
士が教え合うことですね。それによって、教
えた社員も、抜かされまいとしてまた頑張る。
教えてもらった社員も、次にまたほかの社員
に教えるので、より深く勉強できます。
　最近新しい印刷機を入れたのですが、入社
5年の職歴が一番短い若手に任せました。彼
が、自分が以前教わったベテランに新しい機

械を教えているといった具合です。それがけ
っこう良いコミュニケーションになっていま
す。特に今の若い人たちには一方通行ではだ
めですね。
　当社では、何か一つ人に教えられるものを
持つことを基本としています。それぞれの社
員に一番合っていそうな仕事を考えて、試し
てあげる機会を作っています。一つたしかな
ものを持つとやはり自信ができます。
――介護など家の事情で休まなければいけな
いケースなどはありますか。
岩佐　はい。今、本社の経理を担当している
女性が、母親の介護のために仕事を調整して
います。そこは会社がしっかりサポートして
います。見ている周りの社員も、もし自分の
親が同じことになったとしても、この会社に
いられるという安心感につながっていると思
います。
　会社は家よりも長い時間を過ごす場所です。
笑って、ほっとできるアットホームな場所で
いいのではないでしょうか。私は大企業で働
いていたことがあるので、中小企業との違い
がよく解ります。小さな会社の良さというの
はたしかにあります。
　うちは、どこにいても社長の声がよく聞こ
えますし、直接言ってもらえるのは安心でき
ます。声掛けはとても大事ですね。「心配し
なくていいから今日は休みなさい」という一
言で、「子供の熱が下がったらまた頑張ろう」
と思えるものです。社長や管理する側の者が
一言声をかけるだけで、社員はどれだけ安心
して仕事ができるか。会社に解ってもらえて
いるという安心感はとても大切だと私は思っ
ています。

◇
　池田印刷は、毎年CSRレポートを発行して
おり、2016年版は70頁にも及ぶものになっ
ている。「人権、機会均等」の項には「求人、
雇用、昇進などあらゆる局面において社員を
人種、宗教、肌の色、出身国、年齢、性別、
障害、およびその他池田印刷株式会社のビジ
ネス上の利益と関係のない要素によって差別
しない」という同社の基本方針が明記されて
いる。その理念は、頭でこしらえたものでは
なく、長く培われた社風から来ていることが
わかる。
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率的に働き、生産性を高め、早く家に帰って
豊かな人生をおくろう」である。そのために、
原価管理など社内の数字をオープンにする
“見える化”の取組みを推進している。
　「3年後のありたい姿」についてチームが実
施した社内アンケートによると、現状とのギ
ャップを埋めるために必要なこととして、「時
間の確保」が1位に挙がり、「健康・体力」、「自
信」などが続いた。そこで、まずは営業部の
業務時間の見直しなどから着手した。
　また、社員23名のうち6名が女性であり、
産休・育休を取得して職場復帰したマーケテ
ィング担当の社員もいる。彼女をサポートす
るため、子供が6歳まで可能だった育児のた
めの短時間勤務制度を、小学校3年生修了ま
で拡大する制度変更も行った。時には、赤ち
ゃんを連れて出社し、寝かしつけながら会議
を行ったこともある。
　2016年9月に、新たなプロジェクトとして
「シーソー」が発足した。社内の各部署から
選ばれた6～ 7人で混成した2つのチームが、
毎月の定例会を軸に活動している。リーダー
は両チームとも女性だ。昨年9月のキックオ
フで掲げた目標は、Aチームが「チームで仕
事をシェアすることで、それぞれがやりたい
事を実現する」、Bチームが「オリジナル就業
規則を作成して、MY（マイ）タイムを充実
させる」であった。今年8月に予定している
最終報告会をひとまずのゴールとしている。
もちろん、活動は1年で終わるわけではなく、
その後も実践と検証を行いながら、理想の働

ワークライフバランスの実現へ 
部署越えたチーム活動

株式会社近藤印刷
本　　社：愛知県名古屋市中川区石場町2-51
東京オフィス：東京都台東区東上野6-16-9 織田屋ビル6-B
創　　業：昭和29年
代 表 者：近藤　起久子

＜第2回＞

　名古屋市に本社がある近藤印刷は、ワーク
ライフバランスの実現をテーマとした社内プ
ロジェクト「シーソー」に2016年9月から取
り組んでいる。2組のグループが、月1回の定
例会やこまめな短時間ミーティングなどを通
じて、各テーマに沿った働き方改革を目指す
ものだ。5月に行われた定例会に同席し、あ
りのままの会議の様子を見てきた。

◆専門家の指導を受けながら取り組む
　近藤印刷は、UVオフセット印刷によるフ
ィルム素材への印刷を特徴とし、クリアファ
イルやしおりに代表されるオリジナル商品を
企画・提案から行っている。近年はマーケテ
ィング戦略にも力を入れ、新規取引先の開拓
を進めている。
　行き過ぎた価格競争や無理な顧客対応は社
員を疲弊させる。価格や納期に振り回されず、
自社がイニシアティブを取るためにも、独自
の新商品・新サービスの開発は必要だと3代
目の近藤起久子社長は考えている。
　近藤社長は、社長に就任する前に大病を経
験した。病床で改めて、命の大切さ、時間の
大切さを思い知った。時間は命そのものであ
り、社員にも時間を大切にして豊かな人生を
歩んでほしいと強く願うようになった。ワー
クライフバランスへの取組みの原点である。
　2015年10月、社内に「ワーク・ライフ・
シナジー」チームが発足した。「ライフ」の
充実によって「ワーク」も活きるという相乗
効果を生み出すための活動で、最終目標は「効

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

定例のチームミーティングの様子
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き方に近づけていく。
　「シーソー」では、特定社会保険労務士、ワ
ークライフバランスコンサルタントの吉岡規
子氏（Beeパートナーズ社労士事務所代表）
が専門家の立場から活動をサポートしており、
定例会でもその場の状況に合わせて的確なア
ドバイスを行っている。

◆本音の意見を出し合いプラス思考に転換
　5月17日、水曜日。この日のチームミーテ
ィングは午前9時に始まった。まずは、Aチー
ムの東リーダーとコンサルタントの吉岡氏の
2人だけで、前回からの進捗を確認しながら、
活動の進め方を話し合う。9時30分、東リー
ダーのほかに経理、営業、生産のメンバーが
加わり、1時間のミーティングを開始。10時
30分からはBチームの牧リーダーが打合せ、
11時から昼までマーケティング、制作、営業、
生産のメンバーが話し合った。
　4月に行った中間報告会の感想や反省、各
部署での今後の取組みの予定、最終報告会に
向けたアクションなどが話し合われたほか、
Aチームでは、当初リストアップした各自の
「やりたい事」がその後どう変化したか、Bチ
ームでは、「MYノー残業DAY」の試みに伴う
問題点などが議題に上がった。
　ミーティングでは本音の話が飛び交い、時
には、互いに譲れない一線なども浮かび上が
る。しかし、どうすれば解決できるか、各メ
ンバーが前向きに意見を述べ合うことで、解
決の糸口が少しずつ見えてくる。
　残業時間の削減に関する取組みでは、「良
い意識付けができた」と評価する声があった
一方で、「シェアがうまくできないために、仕
事の負荷が別の部分にかかっている」、「お客
様対応の質は落とせない。どうしても自分に
しか分からない内容が多い」、「残業を減らす
ことで売上が下がらないか不安がある」とい
う意見も出た。この場合でも、「他部門に協
力してもらうことも必要」、「お客様の情報を
シェアするサブパートナーを作れば対応でき
るのでは」、「全員の仕事の中身が見える進行
表のようなものを作れないか」など、前向き
な意見が出された。あとは、それらをどう具
現化していくかである。
　部署を越えて話をすることで、相手の仕事

内容だけでなく、今まで知りえなかった人と
しての一面を理解し、助け合う空気が生まれ
る効果もある。新鮮なアイデアや意見に触発
されることも多い。また、AチームとBチーム
は、切磋琢磨する良い意味のライバル意識を
持つと同時に、互いのチームを思いやる気持
ちも生まれているという。
　5月のチームミーティングの中では、「休む
ことへの後ろめたさがなくなってきた。さら
に自然な形にしていきたい」、「仕事のパート
ナーにも『今日は早く帰りたい』と言えるよ
うになった」といった声が聞かれた。近藤印
刷は、試行錯誤しながらも、着実に変わろう
としている。

◇
　「シーソー」プロジェクトの推進にあたっ
て、近藤社長は具体的な中身には一切関わら
ないスタイルを貫いている。あくまでも社員
が主役であり、一人ひとりの性格や嗜好、家
庭の事情などに合わせた理想の働き方を実現
してほしいという考え方からだ。ひいてはそ
れが、仕事の効率化や付加価値の高い商品企
画など、会社の業績向上にも結びつくと見て
いる。
　近藤社長は「まずはお互いに話し合いがで
きる形を作ることが大事だと考え、シーソー
を始めました。成果が現れるのはまだ先です
が、いずれはワークライフバランスの視点を
活かした経営計画の策定にまでもっていきた
いと思います。人事評価や賃金体系に反映さ
せることも目指したい」と話す。
　個人の努力だけでは難しい柔軟な働き方も、
仕組みで回すことによって可能になる。プロ
ジェクトがどのように実を結ぶか、今後の成
果が待たれる。

コンサルタントとチームリーダーで打合せ
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を9時～ 17時、昼休みを1.5時間としている。
　彼女を指導するのが、かつて工場長を務め
ていた大ベテラン。66歳で一度退職したが、
社長の声掛けにより3年ほどで復帰し、その後、
病気のため休職もあったが、今は短時間勤務
ながら元気に働いている。設備一式をすべて
指導できる貴重な存在であると同時に、職場
の若い人たちにとって、挨拶ひとつとっても
年配者との交流が大切な教育となっている。
　かたや、今年4月に入社した短大卒の女性
は21歳。現在、印刷オペレータとして独り立
ちすべく、先輩の教えを受けながら日々勉強
に励んでいる。入社したきっかけは、昨年の
夏に大学のインターンシップで連合社印刷に
5日間の研修に来たこと。仕事に興味を持ち、
早速9月から週1回アルバイトとして通ってい
たため、入社時には即戦力となった。「もの
づくりに興味があり、今は新鮮な毎日」と話す。
　同社には、重い病を患い、1年間の休職を
経て復帰した女性もいる。今も体調によって
しばらく仕事を休むことがある。また、1年
前にデザイン業務で採用した女性は、元の勤
務先での長時間労働や仕事上のストレスが原
因で精神的な病を得たことがあった。治癒が
進んだため、募集に応じてきた彼女を採用し
たのは、古木社長の「能力重視」という方針
があってのことだ。
　古木社長は「産業医のアドバイスなども受

多様な働き方と人材を 
自然体で受け容れる

株式会社連合社印刷
本　　社：神奈川県横浜市瀬谷区瀬谷5-38-1
創　　業：昭和39年
代 表 者：古木　直人

＜第3回＞

◆能力重視の採用で多様性のある職場に
　横浜市の瀬谷を拠点とする連合社印刷は、
横浜市および神奈川の県北部を主な営業エリ
アとして総合印刷業を営んでいる。パートタ
イマーを含め18人が働く4階建ての本社工場
には、DTP制作から印刷、製本加工までの設
備が揃う。小回りの利いた営業・製造体制を
強みとし、官公庁、企業から個人、サークル
まで幅広いサービスを提供している。
　18人の従業員の男女比は9人ずつ。年齢構
成は、71歳の元工場長から今春入社したばか
りの女性オペレータまでバランスが取れてい
る。社風も「うちは優しい社員が多い。よく
笑い声が聞こえ和気藹藹としている。もう少
しピリッとした雰囲気もほしい」と古木直人
社長（49）が話すように、働きやすさが漂う。
だが、個別にはいろいろな事情を抱えており、
古木社長は、一人ひとりに合わせた仕事の対
応、きめ細かい社内コミュニケーションなど
に日々心を砕いている。
　たとえば女性従業員の中にも、通常の正社
員、パートタイマーのほか、実質的に正社員
と同じ働きだがあくまでも自由度の高い完全
時間給制を希望して営業職に就いている人、
正社員でも時短勤務を適用している人など、
さまざまだ。自宅が近い時短勤務の製本オペ
レータの女性は、現在小学校1年生の子供が1
歳にならない頃から同社で働いており、定時

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

時短勤務の女性と職場復帰した元工場長
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けながら、職場には常に目配りをしています。
ストレスのない安定した環境があると、社員
たちは大きなパフォーマンスを発揮してくれ
る。そこを理解できる中間管理職の存在が大
事で、そうした人材をいかに育てるかがポイ
ントです」と指摘する一方、むしろ健常者の
方が、自己の評価と照らし合わせてストレス
をため込むケースが多いという。「年に1、2
回は大きなトラブルに発展することがありま
す。一種の儀式のようなもので、私が間に立っ
て1、2時間かけてじっくり胸の内を聞き、話
し合ううちに落ち着きます」と話し、日頃の
コミュニケーションの大切さを強調する。

◆自律的・自発的な組織づくりに取り組む
　連合社印刷は、現・古木社長の父が創業し
た。印刷産業全体が伸びていた時代でもあり、
先代社長をはじめ職人肌の社員が少数ながら
バリバリ働いて売上をあげていた。古木社長
が入社した後にバブル経済は崩壊し、受注は
大きく落ち込んだ。従来のやり方では続けて
いけないと判断し、まずは組版・レイアウト
など制作担当の女性を雇い入れた。それを
きっかけに、やがて女性のオペレータや営業
も入社し、会社の空気が変わっていった。女
性が増えるに連れ、更衣室や洗面所のスペー
スを拡げるなどの工夫をした。東日本大震災
が起きた2011年には、帰宅困難となった場
合を考え、それまで卓球台が置いてあった3
階の部屋を改装。さらに、オペレータも休め
るような休憩室に造り替え、4階に移設した。
木の床材や机、畳張りの落ち着いた部屋で、
瀬谷の町を一望できて眺めも良い。最近、古
木社長の奥様の発案で、この部屋での女性同
士のランチ会も開いている。
　同社は神奈川県印刷工業組合に所属し、古
木社長は湘北支部長を務めている。バーベ
キュー大会など支部のさまざまなイベントへ
の参加も社員に好評だ。また、組合が開催す
るセミナーに参加すると、社員には大きな啓
発があるという。「社長の私が話すより、第
三者の言葉の方が効き目を持ちます。特に女

性は意識が高く、とても反応がいい」と古木
社長。
　以前は、個々の目標設定や実行計画づくり、
キャリア形成プランの作成、社員同士で感謝
の手紙を渡す活動などにも積極的に取り組ん
でいた。しかし、現在ではできるだけ社員の
自主性に任せ、個々のスキルアップや部署ご
との自律的な管理を支援する方向に転換して
いる。古木社長は「始めた当初は刺激があっ
たのですが、いつの間にかマンネリ化し、ぬ
るま湯の状態が見えてきたので発想を変えま
した。キャリア形成プランについては、当社
のような小さな堅実経営を大事にしている会
社ですと、どうしても先が読めてしまい、か
えって華やかな仕事に転職したいという気を
起こさせてしまうこともあります」と話す。
　代わって、いくつかの新しいプロジェクト
に取り組んでいる。これまで地元の中学校が
実施する生徒の職業体験プログラムを受け入
れてきたが、社員はどうしていいか分からず、
結局は社長が生徒の相手をする形になってい
た。それを今年から、各部署から出てもらっ
た若手の発案で、中学生の目から見た職場（連
合社印刷）の広報誌を職業体験を通じて作っ
てもらうことにした。そこからヒントを得て、
顧客から頼まれた広報誌を言われた通りに制
作するだけではなく、より良い内容にする企
画提案を自ら行うなど、発信力を高めること
に挑戦している。

◇
　4歳年下の弟（専務）が営業として要所を
しっかり締めているため、社長が組織全体を
管理し、細かな目配せを行えることも同社の
強みとなっている。とはいえ、基本的には従
業員同士が融通しあい仕事のフォローをして
いる。少なくともパートタイマーに関しては
欠勤届けの提出を求めず、理由の詮索もしな
いという。「もう少し引き締めも必要かな」
と話す古木社長だが、ひとつの家族、チーム
として信頼した上でのその自由度の高さが、
さまざまな事情を抱える社員たちにとって働
きやすさと会社の魅力につながっている。
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DTP業務、問合せ対応、中田社長のアシスタン
トなど、なんでもこなした。気がつけば、営業
も兼務していた。
　中田社長は「事業の成長とともに社員が増え
る中、リーダーとしてまずは面接などで力を発
揮してもらい、社内の環境整備や人材育成まで
任せられるようになりました。とても頼りにし
ています。今後の働きにも期待して、この7月
に役員に就任してもらいました」と話す。
　事業の拡大が早かっただけに、環境整備は大
変だった。それでも、「急ピッチでルールや制
度を社労士さんとチームを組んで作り上げてく
れました。それに、彼女が面接を担当してから
辞めた社員はいません」と中田社長。言葉の裏
には、社員が定着せずに苦労したにがい経験が
ある。特に、東京で初めて採用した2人の男性
社員が2年足らずで去った時は強く思うところ
があった。
　「会社経営における一つの転換期でした。社
内の環境整備や教育に改めて目覚め、教育コン
サルティングやコーチングのプロに初めて指導
を仰ぎました。社員教育におカネをかけるよう
になってから、次第に成果が生まれました」（中
田社長）
　西岡さんも当時を振り返り、「私たち自身が
『仕事は自分で覚えるもんや』といった職人気
質な考え方をしていて、教育体制も何もありま
せんでした。同じ失敗でみんなを路頭に迷わせ

女性リーダーを核に環境整備 
教育への投資で変わる

株式会社研美社
本　　社：大阪市都島区片町1-5-13　大手前センチュリービルB1F
営 業 所：東京都中央区八丁堀2-21-11　八丁堀鈴らん通りビル2F
創　　業：昭和61年
代 表 者：中田　逸郎

＜第4回＞

　研美社は、ポイントカード・メンバーズカー
ド・会員証など、各種プラスチックカード類の
印刷・作製を行っている。カード業界ではいち
早く通販サイトを開設し、事業を拡大してきた。
現在、大阪の本社に17名、東京営業所に中田
逸郎社長を含め6名がおり、全体の7割が女性
社員である。今年7月には、社内体制整備や採
用、教育のリーダーとして活躍してきた西岡佐
記さんが取締役に就任した。東京営業所を訪ね、
中田社長と西岡取締役に、同社の元気な社風と
社員がいきいきと働くためのポイントについて
話を聞いた。

◆教育の大切さに目覚め外部コーチを招く
　大阪府出身の西岡さんは短期アルバイトの
DTPオペレータとして採用された。その頃の研
美社はほぼ家族経営で、名刺やハガキなどのプ
リントショップを経営していた。産休に入る女
性がいたため、年賀状で忙しい時期の応援とし
て西岡さんが入社したのが13年前。一度は退
社したものの、会社に呼び戻され、社員として
働くことになる。
　インターネット通販を考え付いた中田社長は、
2004年に印刷通販サイトを開設、2009年に
は東京・八丁堀に営業所を構える。社長のほか
に、だれが本社から東京へ行くかとなった時、
たまたま遠距離恋愛中の交際相手（現ご主人）
が東京にいた西岡さんが迷わず手を挙げた。

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

中田社長（右）と西岡取締役
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たくないという思いがあります」と話す。
　外部の指導を受けることで、客観的に自分た
ちのあり方が見えてきた。初対面の人が試して
も協力してできるゲームが、社員同士でどうし
てもうまくいかないこともあった。「ぎょっと
しましたし、闘志も湧きました。それまでは相
手の良いところに素直に目が行っていなかった
のです。重荷を下して、本音で話し合えるよう
になってから会社が変わり出しました」と西岡
さん。
　当初の課題だった「チームワーク」を克服し、
今は次の段階として、目標を達成するための経
営管理に課題が移ってきた。中間管理職を育て
ることも今期の大事なテーマとなっている。

◆業界団体の研修・交流に社員も積極参加
　研美社では、各人の通常の担当業務のほかに、
チームで分担する仕事がある。チーム同士では、
大阪と東京で日常的にスカイプを利用した打合
せを行っている。また、顧客とネットを介した
やり取りが中心となるため、大阪、東京の区別
なく、基本的に誰でも顧客対応ができるシステ
ムを組み、均一なサービス提供ができる教育を
実践している。そうした協力体制が、ひいては
社員の時短や有給休暇の取得につながる。
　女性の場合、特に子育てをしながら仕事を続
ける苦労がある。この点について西岡さんは、
「当初から就業規則で明確になっていたわけで
はないのですが、産休・育休をしても復帰でき
ることが普通だったので、今にして思うとそこ
は強みでした。二度の産休・育休を経験して復
帰した女性社員が大阪に2人いて、1人は時短
の正社員、1人はパートタイマーとして働いて
います。今、東京でも1人が産休に入っていて、
すでに復帰してもらえる意思はもらっていま
す」と話す。西岡さん自身は取締役となって、「会
社が成長する中で、人を育て、また、仕事の成
果がどこかで役立っていることに、社会とのつ
ながりを感じます」と、仕事のやりがいを大き
な心でとらえている。
　現在は、就業規則や社内制度の整備がかなり

進み、働き方や働く目的が明確になってきた。
それに連れて、社員の意欲も高まっている。た
とえば、同社が所属する東京都印刷工業組合や
東京グラフィックサービス工業会が主催するセ
ミナー、イベント、懇親会などに、中田社長は
常日頃、社員を伴って参加する。会社の費用負
担や勉強・交流の目的をきちんと伝えることで、
社員は前向きになり、独自に交流を広げ、それ
が仕事にもつながっている。社外の環境を学び、
経営者や管理者と知り合うことは、視野を広げ
る貴重な機会となる。
　研美社では、あらゆる機会を捉えて会社の理
念を表現し、社員もそこに調和する。毎日の朝
礼では行動指針を唱和。年4回行う社員との個
別面談では、西岡さんが短期的な達成目標など
を聞き、中田社長は各人が実現したい理想など
について話してもらい、アドバイスを行う。
　毎年決算月（5月）には全社で新年度発表会
を開催し、中田社長が経営方針を示す。研修と
セットで行い、2日目には、入社5年目までの
若手社員が企画する懇親会が開かれる。今年5
月の第18期新年度発表会では、社員同士の無
記名投票で決定する「ベスト　オブ　ケンビ
シャ」の社員表彰も行った。11月には中間発
表会がある。
　2020年までに全社40人体制を目指す中田社
長。「今の良い社内風土を残しながら、社員み
んながこの会社で理想を実現できるようにして
いきたい」と夢を描く。

社内の委員会活動も活発だ（イベント委員会の掲示板）
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グ」を開発し、日・韓・台で製造特許を取得。
現在、この技術が戦略商品に育ち、楽譜や料理
本、マニュアル、学習書、実用書、地図帳、ダ
イアリーなどに幅広く採用されている。
　社員数は200名。うち専任営業は10名で、
担当地域は全国に及ぶ。
　渋谷一男会長（最高技術顧問）は、平成19
年に厚生労働省の「卓越した技能者の表彰制度」
により、製本業界では初めて「現代の名工」に
選ばれた。平成23年には長野県より「信州も
のづくりマイスター」に認定された。
　技術を受け継ぐ人材を「財産」と考え、丁寧
に育てる姿勢は、創業時から今に至るまで貫か
れてきた。現在、30 ～ 40代の社員を中心に
技術継承の教育に努めており、その中から新た
な職人が育っている。工場の従業員の構成は、
上は70代から下は10代まで、どの世代もバラ
ンスよく配置されている。世代のつながりは技
術継承が機能している証でもあり、印刷会社や
出版社から見れば、パートナーとして将来にわ
たって安心して仕事を任せられることになる。
　同社では、専門の技術や知識だけでなく、造
本に対する姿勢をも会社の大事な「財産」であ
ると考え、大切に受け継いできた。年輩者は技
術的な指導と同時に、製本人としての心構えを
後輩たちに教え、人間形成につなげている。若
い人たちにとって、先輩がイキイキと働いてい
る姿を見ることは自分の働くビジョンとなり、

世代をつなぐ技術継承へ 
高齢社員の働き方支援

株式会社渋谷文泉閣
本　　社：長野県長野市大字三輪荒屋1196-7
創　　業：大正6年
代 表 者：渋谷　鎮

＜第5回＞

　渋谷文泉閣は、大正6年（1917年）の創業か
ら今年で100周年を迎えた。全国トップクラス
の製本専業社として知られる同社は、綿々と受
け継いできた高い製本技術を土台に、取引先を
全国に拡大している。強さの秘密は、10代か
ら70代までバランスよく配置された豊富な人
材と、技術継承の工夫、柔軟な勤務体制にある。

◆製本人としての心構えも継承する
　大正6年に渋谷林蔵氏（現社長渋谷鎮氏の曽
祖父）が活版印刷製本業として東京都文京区に
創業した精文社が同社の前身である。昭和19
年、太平洋戦争による打撃のため一時社業を中
断せざるをえなかったが、昭和34年、渋谷正
男氏により、長野市において製本業として第2
の創業を果たし、社名を渋谷文泉閣とした。
　昭和51年、3代目の渋谷一男氏（現会長）が
社長に就任。現社長の鎮氏は平成8年に入社し、
平成18年に34歳で4代目の社長に就いた。
　積極的な設備投資により年々生産能力を高め、
上製本・並製本の全工程の完全内製化を実現し、
社内一貫体制を確立した。長野市内に本社があ
る組版・製版・印刷関連会社5社とのネットワー
ク「P-NET信州」（総社員数350名）も形成し
ており、制作から発送までのトータルサービス
を提供している。
　平成17年には、手で押さえなくても閉じな
い画期的な並製本技術「クータ・バインディン

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

左から渋谷社長、渋谷会長、山口相談役
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将来への希望と安心感をもたらしている。
　平成23年、会社の将来を担う人材を育成す
るために山口進相談役が加わった。山口氏は、
東京の大口製本印刷の出身、82歳のベテラン
で、本造り人生の集大成に臨んでいる。山口氏
が講師となって全従業員対象の社内研修も行っ
ている。
　同社では、会社が費用を負担して各種資格の
取得を奨励しており、国家資格である製本技能
士1級・2級の取得者は50名ほどいる。

◆登録パートナーの活用で残業負担を軽減
　渋谷文泉閣は、厚生労働省の平成23年度「高
年齢者雇用開発コンテスト」で厚生労働大臣表
彰特別賞を受賞した。「ワークシェアリング等
による働き方の工夫」部門において取組みが顕
著であると認められた。高齢者の体力的な問題
や就労上の希望に配慮した「パートナー制度」
の導入によって残業負担の軽減を図り、ライフ
スタイルに合わせた働きやすい職場環境を実現
している。
　「人を大切にする」社風は、会社の大きな強
みとなっている。定年は60歳としているが、
継続雇用制度で1年ごとに再雇用契約し、本人
が希望すれば70歳以上まで働くことができる。
200名の社員のうち、60歳を超える人は20名
以上いる。
　定年を過ぎても「達者なうちは働いてもらい
たい」という会社の方針の下、高齢者について
は個人面談を毎年実施し、個々の従業員に配慮
しながら、電動リフトの導入や作業台の高さの
標準化、重量物移動の省力化などの改善を行っ
ている。
　その一方で、繁忙期における同社の業務量は
閑散期のおよそ3倍にもなり、「定年後につい
てはできるだけ時間外労働はしたくない」とい
う希望に応えながら、短納期への対応を図るた
めの労働力の確保が大きな課題となっていた。
　地元のシルバー人材センターの活用も行って
いたが、より機能しやすい独自の「パートナー
制度」を平成22年に導入。登録パートナー（20

歳代から60歳代の29人）が、勤務シフト等の
拘束を受けずに、仕事のある時にはいつでも来
て働くことができるようにした。高齢者が時間
外勤務でこなしていた箱入れやビニールカバー
掛けなどの煩雑な手作業を主に担っている。
パートナーにとっても、生活を最優先しながら
空き時間に仕事ができるため、無理なく継続し
て働ける環境となっている。
　渋谷社長は「高齢の従業員はむしろ貴重な戦
力。製本業は高齢者でも力を活かせる仕事であ
り、工夫次第で会社を強くできます。当社は年
齢や性別に関係なく、全社員が安心して働ける
環境にあります。これは長年培ってきた企業風
土でもあり、さらに働きやすい職場づくりを目
指していきたい」と抱負を語っている。
　また、「中途採用者は辞めやすい傾向にあり
ますが、再び入社を希望してくる人も多い。他
社で働いてみて初めて、当社の恵まれた環境が
分かるようです」とも話す。

◆中国人研修生の受け入れも継続
　同社は10年ほど前から長野県の協同組合中
央経友会を通じて中国人研修生の受け入れも
行っており、現在20名の中国人が働いている。
コスト面では、労働賃金だけで見ると安価に働
いてもらえるが、管理費、家賃（アパート6棟
を会社が提供）などを考慮すると、新卒の学生
採用と変わらないという。ただ、中国人研修生
は3年間という期限付きで来日しているので、
少しでも多く働いて稼ぎたいという強い勤労意
欲がある。そのため、繁忙期の日曜、祭日の出
勤も厭わない。折機のオペレーションを中心に
仕事の質も高く、いつでも確実に期待できる貴
重な労働力となっている。
　職場でのコミュニケーションについては、受
け入れの初期の頃に来日し、そのまま渋谷文泉
閣に入社して日本に定着した女性がおり、彼女
が「日本のお母さん」の役割を果たしているた
め、円滑に行われている。慣れない日本での生
活において、研修生の精神面の安定にも寄与し
ている。
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ながると思っていたのです。この時の気付きが
自分の中に大きな変化を生みました」と当時を
述懐する。女性を登用するも、結婚や出産など
ライフステージの変化で退職する人も多かった。
その後の多くの試行錯誤を経て現在は、ルール
に縛られず、社員一人ひとりの事情に真剣に向
き合う経営を心がけている。
　佐川印刷は、2004年からポジティブ・アク
ションへの取組みを始めた。以降、毎年度の経
営方針の中で、女性社員の活躍の場を広げるこ
とを掲げ、管理職への登用、職場環境の整備、
教育機会の充実、制度の充実、性差を感じさせ
ない設備の導入、IoTを活用した業務管理と生
産性向上など、さまざまな施策を展開してきた。
2007年には「職場風土改革宣言」を行い、働
き方について各人が抱える課題を社員たちが自
ら話し合い、解決する方向付けを明確にした。
その結果、女性社員の平均勤続年数は2004年
度の5.6年から2015年度には10.5年に延びた。
2002年には不在だった女性の管理職も現在は
5名。管理職候補となる主幹・主任クラスも6
名いる。
　経営管理部次長の加納飛鳥さんは、2013年
からポジティブ・アクション推進リーダーを務
める。社内では、女性管理職および管理者候補
から成る「SAKAWAなでしこ連」で異業種交
流会などを企画するほか、愛媛県や松山市の協
議会にもメンバーとして参加し、他企業の女性
管理職とワーキンググループを通じて情報共有
や意見交換を活発に行っている。会社では、加

「ヒューマン・ステージ」を掲げ 
個々に真剣に向き合う

佐川印刷株式会社
本　　社：愛媛県松山市問屋町6-21
　　　　　東京・大洲・宇和島・東予の各営業所、
　　　　　松山工場（松山市）、吉田工場（宇和島市）
創　　業：昭和22年
代 表 者：佐川正純

＜第6回＞

　今年で創業70周年を迎え、印刷・広告・
Webなど各種メディアを通じた情報発信で地
元松山・愛媛の活性化に貢献する佐川印刷は、
長年にわたる女性活躍の風土を基盤として、理
想のダイバーシティ経営に果敢に挑戦している。
多方面に及ぶその取組みは、印刷業界のロール
モデルとも言えるものだ。今年3月には平成28
年度の経済産業省「新ダイバーシティ経営企業
100選」と中小企業庁「はばたく中小企業・小
規模事業者300社」を同時受賞した。常に進化
を続ける同社の取組みや基本となる考え方につ
いて、佐川正純社長とポジティブ・アクション
推進リーダーの加納飛鳥さんに話を聞いた。

◆「ポジティブ・アクション」を知り目覚める
　2000年に就任した佐川社長は、当時から自
社の均等雇用や女性活躍については取り組んで
きたつもりだった。その認識が改まるのは、県
の愛媛労働局均等雇用室からポジティブ・アク
ションの推進を勧められたことがきっかけだっ
た。佐川社長は「各部署に必ず女性がいるか、
会議にも必ず女性が参加しているか、管理職に
女性がいるか、採用時に女性の面接官を配置し
ているか、など細かな点を検証していくと、出
来ていないことがいっぱいありショックを受け
ました。均等雇用室の方には『女性というのは
会社社会で弱い存在なので、少し後押しをして
あげてやっと均等になる』と教えられ、合点が
いきました。それまでの私は、公平に扱うこと、
就業規則どおりに運用することが機会均等につ

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

佐川社長と加納リーダー
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納さん自身が結婚、出産、育児休暇、職場復帰、
さらに第2子の時も産休、育休、そして管理職
への就任と、入社してからの10年間に多くの
経験をしてきた。
　「当社の経営理念は『ヒューマン・ステージ』
です。社員同士の関わりの基礎ともなる大事な
理念で、私たちはこの思いなしには活動を進め
ていくことはできません」と加納さんは話す。
ベテランも新人も、正社員もパートタイマーも、
区別なく互いに敬意を持ち尊重しあう風土が佐
川印刷のダイバーシティ経営の土台としてある。
女性活躍、職場と家庭の両立支援の推進にあ
たっては、業界特有の長時間労働や、結婚・出
産などライフステージの変化による課題を解決
するために、社長はじめ管理職、職場の仲間な
ど周囲の人と一緒になり、さまざまな視点から
考え抜くことを実践する。

◆男性、パートの育児休暇取得も進行中
　もちろん、多くの新しい制度の導入がダイ
バーシティ経営の実現を促している。テレワー
クには1993年から取り組み、培ったノウハウ
により2003年には在宅勤務制度に発展した。
会社費用でタブレット端末の支給やパソコンの
設置を行い、社員は在宅ながら空いた時間に仕
事ができる。就業時間の繰上げ・繰下げ制度で
は、通常8時15分の始業時間を遅らせる、ある
いは早めるなどの調整が図れる。
　社内情報のデータ化を進める中で、就業管理
もクラウドで行い、管理職が部下の勤務状態を
いつでも把握できるようになった。社員の心身
の健康や安全の管理にも活用している。また、
松山第2工場はほぼ女性のパート社員で構成さ
れているが、それが可能になったのも、データ
活用による作業内容の標準化・自動化や工程間
連携の円滑化が大きい。「成果の見える化によっ
て、成果が上がればパートさんも褒賞するよう
になり、彼女たちのやる気の向上につながりま
した」と佐川社長は話す。
　加納さんは、ポジティブ・アクション推進の
成果について次のように話す。「育児休暇の取
得率は100％です。2015年には初めて男性社
員（管理職）が育児休暇を2週間取りました。
昨年はパート社員で初めて育児休暇の取得が誕

生しました。彼女は1年で職場に復帰していま
す。現在はパートの女性（元正社員）がこの8
月に出産し産休中です」。2015年には厚生労
働省のくるみんマーク認定、2016年には愛媛
県のえひめ子育て応援ゴールド企業の認証も取
得した。
　また、互いをよく知り合うことができる「ク
ロスランチ・ミーティング」、社員や部署間、
工場間同士の交流を深める毎月の「カレーの
会」、新人や内定者、インターンシップの学生
に対する先輩体験を目的とした「ブラザー・シ
スター制度」、部署や役職を超えてのリレーマ
ラソン大会への参加など、独自の工夫による血
の通った多くの取組みについて、加納さんは楽
しいエピソードを交えて紹介してくれた。
　多様な働き方についても承認している。中に
は、正社員、パート、短時間勤務、在宅勤務、
サテライトオフィスの全部を経験している社員
もいる。結婚を機に県外へ転居した女性社員が
その人で、現在は県外に居ながらDTP業務に従
事している。クラウド就業管理、テレビ会議シ
ステムなどの活用で支障はまったくない。出勤
時間を1時間早めて退社時間を繰り上げ、学童
保育のお迎えの役割を担っている子育て中の男
性社員もいる。仕事と子育ての両立実現のため、
管理職から一般社員にあえて異動する例もある。
　「ユア・コミュニケーション。パートナー」
をスローガンに掲げる佐川印刷。お客様の悩み
を引き出し解決することをキーワードに事業を
展開する同社は、社員に対しても個別の事情に
寄り添うヒューマン経営を第一に心がけ、社員
が真に能力を発揮し、幸せになるための職場の
実現をこれからも目指していく。

社員たちが武者姿でリレーマラソンに参加。甲冑も自社で制
作した。
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ョシーケニュミコのと員社で法方るゆらあ ◆
ンを図る
　金羊社は、全社員が笑顔で働く職場づくり
を目指して、さまざまな仕組みを取り入れて
いる。
　毎年4月に行う行動指針発表会では、新年
度の会社の行動指針を発表し、全社員がそれ
を共有する。社内報『VOICE』の発行を通し
て社員同士のコミュニケーションの活性化を
支援するほか、各事業場にデジタルサイネー
ジを設置し、同じ情報が流れるようにしてい
る。本社と各工場間は、テレビ会議システム
を利用した会議ができる。社員が互いに感謝
し尊敬することを、カードに書いて相手に渡
す「サンクスカード」という仕組みも運用す
るなど、社内コミュニケーションの工夫は多
彩だ。本社4階の食堂には、サンクスカード
を貼ったボードが置かれている。
　社長と社員の間では、定期的に希望者を
募って少人数での会食を続けている。また、
社員の家族が本社や工場を訪問する家族会社
参観日の開催、同好の仲間が集うスポーツ活
動やボウリング大会、工場での納涼祭など、
コミュニケーションの方向も全方位だ。
　浅野社長は、「企業経営は人づくり」であり、
社員一人ひとりの充実感が仕事のやる気を引
き出し、ひいては会社の業績向上につながる
と考えている。
　同社では、一度退職した者を再度受け入れ

社員の笑顔が会社の元気 
家族も含め満足度向上へ

株式会社金羊社
本　　社：東京都大田区鵜の木2-8-4
工　　場：御殿場工場（静岡県）、宇都宮工場（栃木県）、
　　　　　大口工場（愛知県）
創　　業：大正15年
代 表 者：浅野晋作

＜第7回＞

　金羊社は、2016年に創業90周年を迎えた。
音楽・映像関連パッケージ分野においてトッ
プシェアを誇り、近年は、軟包装や建装材の
印刷・加工、イベント支援、グッズ販売にも
事業領域を広げている。社員は約290名。
　浅野晋作社長は、2016年6月に金羊社の4
代目社長に就任した。全社員の前で初めて挨
拶した時、経営者として成し遂げたいミッ
ションの一つとして、「全社員一人ひとりが、
明日もまた会社に行きたいと思える会社」を
挙げた。今期から取り組んでいる3ヵ年の中
期経営計画でもそれを謳っている。
　浅野社長は学校を卒業後、ホテル業界で働
いた経験をもつ。サービス業で学んだおもて
なしの心は、会社経営においても、社員満足
や顧客満足を考える上で大いに役立っている。
　また、2012年4月から2年間、経済産業省
商務情報政策局サービス政策課に出向してい
た時期があった。顧客はもちろん、社員、地
域社会から愛される経営を実現している企業
の表彰制度として「おもてなし経営企業選」
の立上げに関わった。この頃、浅野社長は、
人口が減少していく中で日本が目指すべきは
GDPの成長ではなく、国民の幸福感の向上だ
と考えた。そして、社員の総幸福量（社員満
足度）が高い会社を増やしていけば、結果的
にこの国は幸せな国に近づいていくと気付き、
経営者として自分の為すべきミッションが見
えた。

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

浅野社長
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るケースも少なくない。浅野社長は「他社に
行って初めて、いかに自分が恵まれた職場に
いたか気付き、また戻りたいと希望する社員
は多い。そうした人たちは当社の価値を客観
的に理解しているため、率先して働き、リー
ダーとなってくれる」と認めている。

◆ パパ育休の推進で「くるみんマーク」認定
も取得

　1986年に男女雇用機会均等法が施行され
て以降、当時の浅野健社長（現会長）の指揮
の下、性別を問わない人材登用が始まった。
営業担当にも女性を採用したところ、前例が
ないため初めのうち顧客の反応は鈍かったが、
半年後には一転して高い評価をもらうように
なった。購買のカギを握る女性の感性や意見
が顧客の商品開発に活かされ、業績が向上す
る例も出てきた。
　しかし、女性であることを理由に優先して
登用することはしなかった。一方、女性社員
自身にもリーダーになることに戸惑いがあり、
まずはリーダーを育成する必要があった。そ
のための仕組みづくりとして設けたのが、5S
委員会、おもてなし委員会、メッセージ委員
会などの委員会活動である。委員会のアドバ
イザーは部長が務め、運営は課長以下で行う。
この活動は、実際の業務に直接影響を与える
ものではないが、議事進行やマネジメントが
社員の自信にもつながった。
　リーダーの育成にあたっては、社員の目標
となるような、仕事もプライベートも充実し
た管理職の存在が大事になる。現在、常務取
締役を務める立山恵子さんはじめ、上司が率
先して社内風土改革に参画することにより、
金羊社では産休・育休を取得する社員を会社
全体で支える風土が形成されていった。初め
は他の社員から不満の声も出たが、業務を補
うための行動が、結果として業務の効率化や
改善につながることが理解され、社内の意識
が変わっていった。
　現在、同社の女性社員比率は約3割である。
近年は特に、応募、採用ともに女性が多い。
女性の活躍を積極的に推進している企業であ

ることが知られてきたこともあるが、2017
年度新卒採用のある女性社員は、同社が毎年
5月に本社で開催しているワークショップ等
も交えた印刷メディアの祭典「いろはフェス
タ」に参加して会社と仕事内容に興味を持ち、
入社を希望してきた。同社は、女性が活躍で
きる制度が整っている証である厚生労働省の
「えるぼし認定」で最上位の3つ星認定を取得
している。
　同社では子育てサポート企業として、
2014年からパパ育休制度も推進している。
なかなか育休が取りづらい男性社員に対して
管理部門がバックアップし、育休を取得した
場合に他のメンバーが仕事をサポートする体
制づくりを行ってきた。その結果、パパ育休
の取得が増え、「くるみんマーク」の認定も
取得した。
　社内報『VOICE』には、パパ育休を取得し
た男性社員の感想が、お子さんの社員と一緒
に紹介されている。
　金羊社では現在、中期経営計画の中で、時
代の変化に合わせた新しい人事評価制度の確
立を目指している。永い伝統や慣習に囚われ
ることなく、社員がいきいきと活躍できる職
場、社員の家族も幸せになるような働き方を
これからも模索し続けていく。

家族会社参観日で御殿場工場を訪れた社員の家族たち
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社員の自発的な活動により 
全社一体の風土づくりへ

株式会社エスケイワード
＜第8回＞

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

左から坂井さん、加藤社長、福田さん

　2月号　201812

本　　社：愛知県名古屋市東区泉1-21-27
　　　　　泉ファーストスクエア9階
工　　場：東京都千代田区霞が関3-7-1　霞が関東急ビル303
創　　業：昭和38年
代 表 者：加藤啓介

務・人事チーフの坂井由紀さんやアメリカ国
籍の男性社員など7名。この活動は、産休取
得中の委員長が、自分が子育てをし、その後、
仕事にも復帰するということを想定しなが
ら、社員が人生全体のステップの中で働き方
を考えるために何かできないかとの問題意識
から有志を募って始めたものである。
　坂井さんによると、会社の歴史は長いもの
の、産休・育休を経て復帰し仕事を続けてい
る例そのものが少ないという。現在、育児休
業中の女性は2人いる。過去に、台湾人のス
タッフが育休後に復帰の予定だったが、家庭
の事情で遠方に住むことになったケースがあ
る。しかし、彼女には在宅スタッフとして現
在も働いてもらっている。
　また、福田さんは「女性が多いことはプロ
ジェクトのきっかけの一つですが、活動は全
社員が対象です。さらに言えば、働く側のた
めだけではなく、会社の経営や成長につな
がっていくことを大事に考えて活動していま
す」と話す。
　委員会では、ミーティングを2週間に1回
行っている。最初の4ヵ月ほどはプロジェク
トの目的と、それを達成した時の理想像につ
いてじっくり擦り合わせた。目的・理想像を
掲げた後は、全社員と共有を図りつつ、ダイ
バーシティについて考える機会を設けてき
た。昨年の8月から取り組んだ「風土づくり
」の活動では、アンケートやワークショップ
などを実施してきている。
　具体的な制度についても検討し、すぐに着
手できるものは実行に移した。その一つが、

　エスケイワードは、マルチリンガルサービ
ス、Webソリューション、クロスメディア
サービス、コンサルティングの4つを柱に事
業を展開している。欧文写真植字業から出発
して半世紀以上。現在では世界40 ヵ国以上
の言語に対応した翻訳力を強みとし、官公
庁、民間企業、大学など情報の発信側と受信
側の双方を最適な多言語コミュニケーション
で結ぶ特化型企業として成長している。コ
ミュニケーションの大切さを日常的に意識す
る同社は、社員同士の交流や柔軟な働き方に
ついてもさまざまな試みを続けており、若手
社員を中心とした活動が次第に実を結んでき
た。

◆有志で「ダイバーシティ推進委員会」を発足
　エスケイワードは、46名の従業員のうち、
女性の割合が6割以上を占める。また、4名
の外国人スタッフが正社員として働いてい
る。もともと、多様な社員構成で仕事をして
いこうという思いが会社にあり、多様な働き
方を意識する環境があった。社員はそれぞれ
のライフスタイルに合わせた形で契約し、就
業規則も正社員、パート社員、契約社員に合
わせて対応している。
　2017年4月、新しい社内プロジェクトと
してダイバーシティ推進委員会を立ち上げ
た。当初は、現在産休に入っている女性が委
員長を務めていたが、代わって委員長代理と
なったのが入社2年目の福田萌さん。マルチ
リンガルサービス事業部で翻訳コーディネー
ターとして活躍している。委員は社長室総
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　2月号　2018 13

の場の抽選で決めた。3年目の女子社員が
50代部長、契約社員が社長を演じるなど、
意外性もあって大いに盛り上がった。

　坂井さんは「働くことについてみなさん真
面目に考えていることがわかりました。委員
会としても、これを今後に活かしていかなけ
ればいけないと刺激されました」と話す。働
き方を考える上で、きちんとした「評価制度」
を設けることの大切さに触れたグループも多
かったという。福田さんは「社員一人ひとり
が自分自身で考えて、それを共有するという
当初の2つの目的が達成されたことがよかっ
た。ワークショップは今後も継続的にやって
いきたい。社内ではダイバーシティについて
の新鮮な情報や意見などが頻繁にやり取りさ
れるようになってきました」と手応えを感じ
ている。
　エスケイワードでは、すでに2014年度の
事業計画で「幸せな会社」をテーマに働き方
改革を謳い、委員会も作っていた。部署間横
断で話し合いを進め、仕事の効率化や時短勤
務などを進めた。外部講師を招いての継続的
なコミュニケーション研修、だれでも１年に
１回、１週間取得できるパワーアップ休暇制
度なども実施している。そうした土壌の上
に、ダイバーシティ推進委員会をはじめ、会
社の付加価値向上に取り組む複数の委員会の
取組みにより、社員の自発的な風土改革の活
動に変わってきている。同社のクレドブック
には、「多様性に柔軟でずっと働きたいと思
える会社」というキーワードがあるが、これ
も社員たちが自ら考えた大切な言葉だ。

「エスケイポスト」と命名した宅配受取代行
サービス。自宅に居ないことが多く、宅配便
の受取りに不自由する社員のために、荷物を
会社宛てに送ってもらい、本人がいなくても
誰かが代わりに受け取る。チャットワークを
使って全社で情報を共有し、確かな受け渡し
ができている。運用はスムーズで、利用頻度
も上がっている。もう一つの試みが「カジュ
アルフライデー」。普段はスーツ姿が多い男
性社員の中に、自由な服装で出社できる日を
望む声があったことから、風土づくりの一環
として昨年11月から1 ヵ月の試行期間を決
めて実施した。思いのほか好評で、お客から
も「面白いことをやっているね」という感想
が聞かれたという。「社員の意識を盛り上げ
るために、委員会のメンバーがポスターを
作って、楽しみながら実施しました」と福田
さん。坂井さんも「今まで気づかなかった社
員の方の個性を発見できました」と効果を感
じた。
　一連の取組みについて加藤社長は「経営陣
が決めるのではなく、社員から上がってきた
意見を実現することが大事です。活動の意義
を、社員が社員へきちんと伝えながら、みん
なを巻き込んでやっていくことを重視してい
ます。そこは委員会のメンバーが上手くやっ
てくれています」と話す。

◆全社員が“なりきり”で他者の立場を理解
　ダイバーシティについて考える社員全員で
の共同作業として、昨年9月の土曜出勤日の
午後を利用して「なりきりワークショップ」
を実施した。福田さんは「キャラクターにな
りきったら案外自分の意見が言いやすいので
はないか。また、他の人の立場になって考え
てみるのはダイバーシティでは大事なことと
思い企画しました」と話す。新卒入社2年目
の2人の社員が中心となって進めた準備は大
変だったが、若手が頑張っている姿を見て、
周りも触発され、協力する空気が生まれた。
　事前に、「成果を保ちつつ週休3日を実現
するには？」「一体感をなくさないフレック
スタイムとは？」「テレワークを推進するに
は？」など4つのテーマを挙げておき、各自
が関心のあるテーマを選んで参加し討論し
た。6つのグループを作り、模造紙にポスト
イットで意見を貼りながらまとめ、最後にグ
ループ発表を行った。“なりきる”役割はそ

「なりきりワークショップ」のもよう
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ジの変化に合わせて、会社は本来柔軟に対応すべ
きものなのだ。
　同社は、約80名の社員の半数を女性が占める。
女性の営業も多く、月刊の地域情報誌『はるる』『ぶ
るぅむ』の担当営業は6人のうち5人が女性だ。
社内には、出産を経て営業職から営業事務として
復帰したり、正社員から短時間勤務シフトに変更
するなど、いろいろなケースがある。「周りに引
け目を感じることなく休める」「この会社でなけ
れば働いていなかった」という社員の声は、安心
して働ける職場ならではのものだ。
　柔らかい社風に加え、ワークライフバランス、
雇用環境の整備などを目的に意識的な取組みも推
進している。2年前に策定した3年間の「行動計画」
では、自社の課題を「長時間労働が前提となって
いることから、女性の就業継続が困難で女性管理
職が少ない」とし、「各部署における残業時間を
月平均40時間内とする」、「非正社員を含め育児
休業取得率を25％以上とする（過去3年対比）」
といった定量的な目標を掲げた。
　木野瀬社長は、女性社員のモチベーションをさ
らに引き上げ、能力を発揮してもらいたいと考え
ていたが、どうしても残業の多さ、評価基準の不
明確さなどに行き着いてしまった。最初にそこへ
メスを入れ、会社を変えるために行動計画に取り
組んだ。現状把握から始め、取組み内容の検討と
推進、（パートも含め全社員が参加する年1回の）
経営計画会議で取組み状況の公表・評価、各部署
へのフィードバック、検証と再試行という具合に

生産性の向上をベースに会社と 
個人の目標を明確化

木野瀬印刷株式会社
本　　社：愛知県春日井市西本町3-235
東京営業所：東京都千代田区神田佐久間町4-16　パルK2
創　　業：昭和21年
代 表 者：木野瀬吉孝

＜第9回＞

　「利他共栄」を社是とする木野瀬印刷の2018
年のスローガンは「後工程はお客様」。次の工程
をお客様と思って仕事をリレーする姿勢は、協力
会社に仕事をお願いする時も同じだ。そうした同
社が、社員のワークライフバランスや社員間のコ
ミュニケーションを強く意識するのは当然であり、
風土として定着している。2016年4月から取り
組んできた「行動計画」は、2019年3月のひと
まずのゴールに向けて具体的な詰めに入っている。

◆40代の女性“新人”営業が誕生
　初めに、象徴的なひとつの出来事を紹介してお
こう。今年1月、40代の女性の“新人”営業が誕
生した。彼女は長くパートタイマーとして営業事
務を担当してきたが、本人の希望で営業に移った。
印刷業界のみならず珍しいケースに違いないが、
周りも「いいんじゃない」、「おもしろいね」と後
押しした。本人も、全員の営業に同行し客先を回
るなど張り切っている。これが木野瀬印刷の社風
をよく表している。
　「当社は自分から申告して挑戦できるようにし
ています。失敗を恐れていたら何もできません。
私は『やったらいいじゃない』と言うだけです」
と木野瀬社長。同社には、前述の女性営業も含め
40代でフルタイムの正社員に切り替わった元
パートタイマーの女性が3人いる。子供が小さい
うちはパートで働いていても、大学生にもなれば
時間に余裕ができる。経験も豊富で、もっと働き
たいと思う意欲が出てくる。社員のライフステー

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

木野瀬社長（左）と山﨑課長
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進めていった。併せて、社内業務の見える化にも
取り組んだ。
　計画の推進役は、総務経理課の山﨑香課長が担
当した。大卒で入社し、自身も出産と職場復帰を
2回経験して管理職となった。2人目のお子さん
が小学校に上がる時に、「おかえりなさい」を一
度も言えていないことから、長めの有給休暇を願
い出たが、木野瀬社長のアドバイスで、午前の勤
務を終えて帰宅し、あとは自宅で仕事をする形を
しばらく取った経験を持つ。それだけに、後輩の
女性社員の働き方に関する悩みなどはよく理解で
き、相談に乗ることもある。
　山﨑課長は「やはり家庭のことがありますので、
早く帰りたいという気持ちはあります。できるだ
けムダを省くように工夫していたら、業務のス
マートな進め方ができるようになりました。それ
を各部門、そして会社全体できちんと理解しても
らえるようにしたい」と話す。
　木野瀬社長は「ずっとトライアルの連続です。
両立を支援する中で、どうしても他の部署とのあ
つれきなども出てきます。良いバランスを保つに
は、互いに責任をもって仕事ができる範囲を明確
にして、はっきり話すことが大事です。時には嫌
われ役にもなりながら彼女が頑張ってくれたので、
やっと社内に取組みが根付いてきました。全社で
行動目標が共有できています」と評価している。

◆本気のコミュニケーションで働き方改革
　行動計画は2018年4月から3年目に入る。これ
までの取組みで、残業時間は確実に減ってきてい
る。休日の取得も社員間で時間調整をしてシフト
を組み、業務に支障はない。女性管理職の数は、
山﨑さんに次ぐ課長の登用にまでは至っていない
が、係長が増えた。また、社員が家族の理解をもっ
と得られるように、祭日の出勤日を利用した会社
の「家族参観日」も設けた。奥さんが里帰り出産
をした印刷オペレータが、3週間にわたって子ど
もの保育園の送り迎えをしながら働くといった例
も出てきた。今後は、外部の専門家も加えて、評
価基準の見直しと新たな運用、これまでに分かっ
たいろいろな働き方に合わせた就業規則の変更な
どを進めていく。
　行動計画がひとつの区切りを迎える来年度以降

をどうするか。木野瀬社長は次のように考えてい
る。
　「女性だけにフォーカスするのではなく、本当
に働きやすい職場とはどのようなものか。テーマ
はそちらにシフトしていくと思います。要は、わ
れわれがやらなくてはいけないのは『生産性の向
上』です。仕事の効率が上がる、残業が減る、不
採算部門が解消される…。その循環がなければ、
働き方改革はできません。印刷業は、生産性の向
上が大きく立ち遅れているからこそメスを入れや
すいのです。付加価値を高めるために仕事の内製
化という話も当然出てきます。内製化を進めなが
ら残業をさらに減らすにはどうするか。設備投資
なのか人材投入なのか。マクロ的な観点から各部
署がいろいろな方法を考えています」
　生産性向上のためには、業務の見える化や評価
制度の見直しが必要になる。木野瀬印刷では、会
社としての共通目標の下に、各部門、各課の目標、
さらに社員一人ひとりの目標を明確に設定し、会
社も個人もステップアップできる仕組みとしてい
る。社員は年度当初に上司と面談し、上司が評価
して、給与の最終決定まで行う。
　「目標を達成できない場合は上司の責任ですか
ら、そこに本気のコミュニケーションが生まれま
す。部下の給与が下がるとなったら、必死になっ
て改善策を一緒に考えます。それが指導力につな
がり、本物の管理職が誕生します」と木野瀬社長。
　さらに今、個人の目標の中に「学び」への意識
が明らかに増えてきたと言い、改革のスピードは
さらに早まっていきそうだ。

合わせて17万部以上を配布する地域情報誌の営業はほとんど
が女性社員だ
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り」や「向上心と情熱」を一番大切な基準にして
きた。職務経験を問わない募集も続けている。
　意欲ある社員が能力を存分に発揮できるように
するため、特に、結婚や出産、育児、介護など家
庭生活の事情で制約を受けやすい女性にとって働
きやすい環境を整えることは、田中社長にとって
はごく自然なことだった。
　原点は社長の生い立ちにある。「私の両親も家
業で印刷工場をやっていました。幼い頃から、父
親が活版印刷機を動かし、母親が夜遅くまで営業
回りで一生懸命に働く姿を見て育ったので、女性
が働くことは当たり前で、仕事を頑張る姿はどう
しても応援したくなります」
　これまで、採用面接さえ満足にしてもらえな
かったシングルマザーの女性が入社し、立派に子
育てと両立させた例などもある。働き口を見つけ
るのに苦労した人ほど、入社してから一所懸命に
働き、仕事を覚えるのも早い。
　工場のオペレータもほとんどが女性だ。印刷機
や加工機1台ごとに1人のオペレータが専任で付
き、製品の品質や仕上がり具合はもちろんのこと、
機械の日常のメンテナンスまで、各人が責任と誇
りを持って担当している。印刷機を小型化するな
ど、女性でも扱いやすい工夫も行った。
　ベテランの嶋津かよ子工場長は、もともと配送
担当のパートとして入社した。会社で初めてオフ
セット印刷機の導入を決めた時に、印刷オペレー
タがいなかった。田中社長から相談を受けた嶋津

気がつけば女性比率7割 
理解ある職場で全力投球

株式会社第一印刷
本　　社：静岡県浜松市東区大瀬町529
創　　業：昭和44年
代 表 者：田中一兆

＜第10回＞

　荷札専門の印刷通販サイト「荷札屋本舗」の運
営や各種商業・事務用印刷を行う浜松市の第一印
刷は、社員23名のうち7割以上を女性が占めてい
る。営業や生産の第一線で女性がいきいきと活躍
する同社は、業績を年々伸ばしており、なでしこ
力が会社の確かな戦力となっている。活躍を支え
ているのは、田中社長の熱い思いと家族を含めて
大切にする社風、そして、「キッズルーム」の設
置による仕事と生活の両立支援など、安心して働
ける具体的な仕組みの数々だ。

◆向上心と情熱が採用の一番の基準
　第一印刷の取組みは、地元行政からも高い評価
を受けている。平成28年度は、静岡県「男女共
同参画社会づくり活動」知事褒賞、浜松市「ワーク・
ライフ・バランス等推進事業所」認証表彰を受賞。
平成29年12月には厚生労働省静岡労働局が発行
した「魅力ある職場づくりに向けての好事例集」
に採録。平成30年に入り、2月14日に静岡県「ふ
じのくに健康づくり推進ホワイト事業所」認定、
3月5日に経産省・厚労省「健康経営優良法人
2018」認定を受けた。メディアにも度々取り上
げられ、TVニュースに登場した社員の数は多い。
　だが、初めから女性活躍を意識したわけではな
い。「その時々で必要な人材を求め、採用をして
きた結果、気がついたら『良い人材に女性が多かっ
た』というだけです」と田中社長。採用にあたっ
ては、性別ではなく、企業人としての「ひととな

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

田中社長
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さんは、正社員を希望していたこともあり、印刷
の経験はまったくないながらも「私がやってみま
す」と返事をし、一から訓練に励んだ。今では印
刷機をバラして組み立てられるまでになり、会社
の柱に成長した。女性社員たちの精神的な支えに
もなっている頼もしい存在だ。
　また、営業課長をはじめ、営業担当者も7名の
うち4名を女性が占める。ちょっとしたお客の
ニュアンスを汲み取って動けるなど、取引先から
の評価も高い。同社では女性ならではのきめ細や
かさや心配り、感性の豊かさ、責任感の強さ、粘
り強さが製品の高品質や顧客満足度の向上につな
がるなど、大きな強みとなっている。

◆家族の支えがあってこそ良い仕事ができる
　働きやすい職場づくりに向けた第一印刷の近年
の取組みの一部を紹介する。
　現在展開している「皆で早く帰ろうプロジェク
ト」と名付けた業務改善プロジェクトでは、全社
で業務内容の改善策を検討し、実施することで業
務効率化を図り、その成果を所定外労働時間の削
減につなげる取組みを推進している。
　ライフステージの変化への対応では、田中社長
が自ら定期的に社員と個別面談を行い、業務状況
から家庭環境まで細かい内容を把握しながら、社
員の希望や提案などを受け止め、雇用形態や勤務
条件に柔軟に対応している。たとえば、フルタイ
ムの正社員から、休日の変更を含む短時間労働の
パート社員への転換などを実施している。
　平成27年12月には事業所内に「キッズルーム」
を設置した。繁忙期における子供の保育時間終了
後や保育園休園日でも、安心して子供を連れて勤
務することができる。日頃から子連れ出勤を奨励
しており、社内に多い子育て中の社員の満足度の
向上につながっている。
　休暇を取得しやすい職場環境の整備については、
業務の進捗度を全社員が確認できるように、進捗
度グラフを掲示するなどの「見える化」や、各人
のスキルの多能工化を図り、休暇を取得する社員
の担当業務を他の社員がフォローしやすい体制と
している。自分の担当業務以外を経験することは、
工程間の連携について気付きを得ることにつなが

る。結果的に同社でも、各人の業務内容の改善や
業務全体の効率化などの効果が見られた。
　そのほか、一斉有給休暇日の設定、性別に影響
されない評価制度など、取組みは多岐にわたる。
　同社にとって、仕組み以上に大事なのは、長年
にわたり培ってきた企業風土だ。社員だけでなく、
家族も含めて大切にする風土が根付いており、新
年会や慰労会、社員旅行などにも家族を無料招待
し、参加を奨励している。これまで、休日出勤す
る社員の子どもたちの世話を田中社長がすること
もあった。また、同社が新工場を建てた時に、あ
る社員が完成を待ちきれず、家族を連れて何度も
建築現場を見に来たというエピソードもある。
　「家族の支えがあっての仕事。その家族を大事
にすることは基本です。社員やその子どもたちが
“第一印刷が大好き”と思える会社にしたい。私
だけでなく、みんなが同じ気持ちで働いてくれて
いると思います」と田中社長は話す。
　社員は全員、本社がある浜松市での地元採用。
また、データ制作から印刷、加工、出荷まですべ
てワンフロアで、お互いの顔を見ながら仕事がで
きるため、心の距離は近く、チームワークは固い。
段取りの組み替えなど、最後まで調整が利く強み
もある。子どもを病院につれていくなど、急な事
情で休みが必要になった場合でも安心して休める
フォロー体制ができている。それぞれが置かれた
環境を互いに理解し助け合う社風、家族の理解も
得て伸び伸び働ける社風が、社員の日々の成長を
促している。

キッズルームで遊ぶ出勤した社員の子供たち
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を行うほか、いろいろな活版印刷のイベントに参
加する。
　もう一人は、DTPオペレータとして入社し、現
在、企画デザイン課に配属。クリスマスのイベン
トでは障害者施設を慰問し、デザイン名刺を一緒
に作りながら、作品を届けるなどした。
　これらの活動は、社員が自分たちで企画を考え
ている。会社のフィールドの外に出ることで、社
会に目を向け、得がたい経験や人脈を培える。人
間的な成長はもちろん、日常の仕事にフィード
バックされる面も大きい。
　パートタイマーは現在9名働いているが、
2012年から勤務してきた女性が、2018年に同
社で初めてパートから正社員に昇格し、品質保証
部で活躍している。毎月、品質やサービスで大き
な貢献をした人を全社員の投票により月間MVP
として表彰している中で、彼女はその常連だった。
受賞者はみんなの前で褒め称えられる。自然に、
全員が認めて正社員に迎え入れる形となった。
　20代から70代までの社員が働いていることも、
相互理解につながっている。「社長の小言よりも、
永年勤続者の一言の方がよほど効くようです」と
大川社長は笑うが、毎日行っているレビューミー
ティング（※社員一人ひとりが短い話を披露）の
様子から、なるほど、と思わされる。現場一筋に
歩み、継続雇用契約により75歳の今も印刷のサ
ポートをしている大ベテランから、「私の頃に比
べれば、（労働環境は）ずいぶん良くなっていま
す」、「今日も働かせていただけることを富士山に

社会課題との関わりが 
会社と社員を元気に

株式会社大川印刷
本社・工場：横浜市戸塚区上矢部町2053
営　業　所：横浜市西区高島2-14-12　ヨコハマジャスト2号館3F
創　　　業：明治14年
代　表　者：大川哲郎

＜第11回＞

　今年で創業137年を迎えた大川印刷は、伝統的
に製薬・食品など、きわめて高い信用が求められ
る業界を主な取引先としてきた。社会とのつなが
りを通して事業を見つめるDNAが、今も強く生
き続けている理由のひとつかもしれない。
　2005年に6代目の社長に就任した大川哲郎社
長は、本業を通じて地域社会の課題解決に貢献す
る企業理念として「ソーシャル・プリンティング・
カンパニー」を宣言。会社をあげてCSR活動に積
極的に取り組んでいる。2020ビジョン「私たち
は“幸せ”を創造するまごころ企業を目指します」
を掲げ、さらに活動の幅を広げる同社の元気の源
は、従業員満足の追求と人財育成にある。

◆20代から70代まで多様な社員が相互に刺激
　大川印刷の従業員は39名。女性の比率は決し
て高くはないが、優秀な人財の採用と定着に向け
てさまざまな試みを行っている。大川社長は「女
性の管理職が育ってきています。そのうちの一人
は、いわゆる越境リーダーのような存在で、神奈
川県内で開催される植樹祭の実行委員会の取りま
とめなども任されています」と話す。
　さらに、熱意ある入社3年目の2人の女性社員
が活躍しているのもうれしいことだ。一人は印刷
オペレータを希望して入社し、現在は営業補助の
仕事をしながら、活版印刷も行う。会社が購入し
た活版印刷機の操作を社内の60代の職人に習い
ながら、休日にも自主的に勉強しているという。
地元のNPO法人の催しで子供たちに印刷の指導

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

大川社長
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感謝してから来ました」と聞けば、これはかなり
効くはずだ。
　また、元管理職で、定年で一線を外れた後、今
年新設した品質保証部の部門リーダーに返り咲い
た66歳の社員もいる。16歳で大川印刷に入社し
た人で、今も働き続けている生き字引のような存
在だ。
　大川社長は、採用環境が今後さらに厳しくなる
ことを想定して、先手を打つ必要を感じており、
障害者の雇用も考えている。これまでの経験から、
ダイバーシティ（多様性）の追求は、互いの接し
方や情報の共有について学ぶ良い機会になると
知っている。実際、うまく自分を表現できない社
員に対し、声をかけて、認めてあげることで、管
理職自身も成長し、指導方法が変わってくるとい
う。

◆インターンシップ生の受け入れで学ぶ
　大川印刷では、7年間続けてきた委員会制の社
内活動を改め、2018年4月からプロジェクトチー
ム制とした。これまで、品質向上、サービス向上、
ES（社員満足度）向上、CSV、みんなの幸せ向
上などの委員会があり、お客を招いた毎年のCSR
報告会などで成果を発表してきた。制度変更には、
硬直化を避けて若手にもっとチャンスを与え、自
主性を引き出す狙いがあった。部門の壁を破り横
断型の組織とすることで、多様性が生まれること
にもなる。
　プロジェクトへの参加は、やる気重視で強制は
しないが、パートを含め全社員で議論し、テーマ
を考える。参加の条件は、自分が貢献できること、
情熱、責任、そしてチャレンジする勇気。「若者
カフェ」、「SDGsを通して働く楽しさを追求」、「ゼ
ロエミッション」など6つのテーマが生まれた。
あくまでも仕事の一環であり、外部に示せる成果
を問う厳しさを伴う。活動は基本的に勤務時間内
に行い、各チームで工夫する。定時を超えれば残
業代も支払う。
　人財育成につながる特徴的な取組みには、イン
ターンシップの受け入れがある。2008年に開始
し、延べ44人が大川印刷でさまざまな職務を経
験した。長いとインターン期間は半年にも及ぶ。
毎年、台湾人研修生の受け入れも行っている。

　採用した若い社員が辞めるのは、教え育てられ
る人が社内にいないからではないか、と感じてい
た大川社長は、インターンシップの目的として、
・会社と従業員を元気にする
・若い人を教育できる人財を育てる
・若者のアイデアを事業化し社会課題を解決する
の3つを明確に意識して取組みを始めた。
　多くの学生は、横浜営業所の企画デザイン課な
どに配属される。単に就労体験が目的の学生もい
れば、社会課題解決プロジェクトへの参加、さら
にプロジェクト立ち上げまで踏み込む学生もいる。
これまで、インターンシップ生が携わり、実際に
商品化されたプロジェクトには、高齢者向けや4
か国語版の「おくすり手帳」がある。大川印刷で
は、優秀な人財を世に送り出すとともに、当初の
目的どおり、社員の学びと会社の元気につながっ
ている。
　2017年12月、横浜市地球温暖化対策推進協議
会のプロジェクトとして開催された企業と学生の
マッチングイベントで、大川印刷は環境印刷の普
及啓発をテーマに「実現可能賞」を受賞した。こ
のイベントに参画した横浜国立大学の中国人学生
が今、同社でのインターンシップを希望している
という。
　「CSRに取り組むことでESが向上し、結果とし
てCSにつながる」と話す大川社長は、社会課題
の解決を通じて、社員と、社員に関わるすべての
人が成長し笑顔になることを目指す。

プロジェクトチーム作りに向けた社内ワークショップの様子
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には、どうしても土曜日などに仕事をこなさなけ
ればならない状況になるが、班分けをしたうえで
振替休日を上手に活用し、総労働時間は法定の枠
内にきちんと収めながら、柔軟に業務に対応して
いる。就業規則を整備することはもちろん、実際
の細かい場面については、日々の運用の中で対応
している。
　社員 65 名のうち、正社員は 35 名（うち 8名
が女性）、常勤のパートが 30名。新卒の採用にあ
たっては、女性の応募に積極的に応じている。パ
ートはほとんどが女性だが、もっと正社員の女性
比率を高めたいという考えが田中社長にはある。
　これまでも、複数の女性社員が社内結婚しても
2人で働き、子供ができて産休、育休を取得して
おり、職場復帰を推奨している。日本の中小企業
の家庭的な良さは、チームワークを形成する原動
力でもある。
　新卒採用は、バブル期に大手が大量採用を行っ
た時期は別にして、30年間ほぼ毎年続けており、
正社員の平均年齢は 35.3 歳と若い。従業員の高
齢化が原因で廃業が増えている製本業界にあって、
同社は 30年前から手を打ってきた。定年を含め
た社員の自然減を考えると、会社の若さを維持す
るためには継続的な新卒採用が欠かせないと田中
社長は考えている。
　定年は 60 歳で、契約により 65 歳まで延長す
る制度を採っている。長年、生産現場を統括して
きた大島常務は、今年 3月で 65歳となった。さ
らに 1年契約で嘱託として残り、変わらず戸田工

◆すべての出発点は社員の “幸せ”
　断裁と紙加工の技術・ノウハウを極める田中紙
工は、東京都板橋区で小さな断裁所として創業し、
現在ではパートタイマーを含め 65名の従業員を
抱える会社に成長した。同社は、特にトランプ・
かるた・トレーディングカードなどブッシュ抜き
加工では全国屈指の設備と技術を誇る。断裁・丁合・
抜きの技術を現代に活かした「オンデマンドトラ
ンプ」等のWeb受注サービスも展開し、B to C
市場の開拓を進めるなど、新たな業態に意欲的に
挑戦している。
　とはいえ、仕事の柱は全国の印刷会社からの受
注。あらゆる印刷会社のきめ細かい要望に迅速に
応える同社のサービスを支えているのは、現場を
支える従業員たちである。その彼らに活き活きと
働いてもらうことが、そのまま会社の成長につな
がると田中眞文社長は考えている。
　「当社の経営の基本理念は、まず社員が幸せであ
ることです。そのために、お客さまから良い仕事を
たくさんもらわないといけませんし、私たちもお客
さまの期待に応える働き方をしなければいけませ
ん。社員は、会社からしてもらったことをお客さま
に対してもするものだと思います。会社が社員を冷
たくあしらえば、お客さまにも冷たくなる。ですか
ら、社員が温かく幸せな気持ちで働けるという前提
があって、そこからすべての方策が発していくもの
と考えています」
　働きやすさを重視する田中紙工では、年間を通
してフレックスな勤務体制を組んでいる。繁忙期

継続的な新卒採用と
<第１２回> 高い定着率に配慮
株式会社田中紙工
本　　　社：東京都板橋区坂下2-11-4
工　　　場：埼玉県戸田市笹目南町12-22
創　　　業：昭和37年
代　表　者：田中眞文

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

田中社長
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場を中心に現場を見てもらっている。
　「私が会社を留守にすることが多いので、社長が
いなくてもうまく回るような体制にしてきました」
と話す田中社長は、東京都製本工業組合の副理事
長、全日本製本工業組合連合会の副会長など、業
界団体の要職を務めてきた。そして、今年 5月の
通常総会で東京工組理事長、全製工連会長に就任
し、ますます多忙を極めることが予想される。

◆教育研修からプライベートまで会社が支援
　毎年の採用で世代間がうまくつながっていると、
新人も親しく話せる同期や年齢の近い社員がいて
職場に馴染みやすい環境ができる。それが定着率
の向上にも表れる。
　社員に長く気持ちよく働いてもらうために、同
社ではさまざまな工夫をしている。年中行事とし
ては、全額会社の費用負担による忘年会・新年会、
一泊二日の社員旅行、新入社員歓迎ボーリング大
会などがあり、レクリエーションを通して新入社
員が溶け込みやすい雰囲気や、仕事以外の話がで
きるような環境をつくっている。
　それにより、自然に社員の仲も近くなる。社員
同士でバーベキューや旅行に出かける機会も多い。
そうした場合に、会社としても積極的にサポート
している。田中紙工は、群馬県の草津と静岡県の
熱海に会社の保養所としてマンションの部屋を確
保している。草津には 2部屋、熱海には 1部屋あ
り、社員がいつでも利用できる。
　日頃から積極的に参加する社員は心配ないが、
むしろ、あまり顔を出さない人に対する配慮が大
事になる。田中社長は毎朝、板橋の本社と戸田工
場の朝礼に一日おきに出ている。朝礼では、毎回
いろいろな話をしているが、その中でも、社員の
様子を見ながら心配な社員がいれば、社長から声
をかけるなど気遣いを怠らない。
　毎日の朝礼では、輪番で社員に発言してもらう
ことも続けており、それもお互いを知るための貴
重な場となっている。
　人材育成のサポートも、高い定着率の理由とし
て挙げられる。たとえば、業務に携わる社員でも、
営業がお客さまのところへ行く時に、自分から申
し出れば同行できることもあるなど、外に出て勉

強する機会を与えている。
　また、JAGAT などの外部セミナーも社内で回
覧し、受講希望があれば、業務に支障がない限り
いつでも申し込める。
　新入社員については、研修担当を置き、プログ
ラムに沿った社内教育の仕組みができている。外
部のフレッシュマン講座なども活用しながら、半
年ほどかけて研修を行い、フォローアップ研修も
行う。
　働き方に関して田中社長が今後の課題として捉
えているのは、社員のモチベーションがさらに上
がる評価制度の確立である。現在、賞与・昇給の
査定は、田中社長を含め社員の仕事ぶりを日常的
に見ている複数の上司が、勤務態度と技能（スキル）
の両面から評価し、平均値を出して、実労働時間
を加味しながら行っている。賞与支給前には、社
長がパワーポイントで今期の売上・利益などを数
字で示し、支給額の根拠を説明する。
　田中社長は「みんなで稼いで、みんなで分配す
る方法が社員のモチベーションにつながると考え
ていますが、上司だけではなく、全員が参加でき
るような多方面からの評価の仕組みにしたい。さ
らに査定項目そのものも精査していくことが、当
社の今後の課題だと捉えています」
　経営のレベルアップと社員が活き活き働ける環
境づくりが強く結びついている。

社員旅行では茶摘み体験なども共に
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まった。
　リーマンショック後、他の多くの企業と同じよ
うに厳しい経営を強いられていたが、本気で会社
を変えなければ行き詰まるという危機感もあり、
価格しか頭にない顧客や理不尽な取引からは手を
引いた。当然、一時的に売上げは下がることになり、
社長の方針に反対して辞める社員が続いた。江森
社長にとって本当にきつい時期だったという。そ
の後、社内の顔ぶれは大きく変わった。社長の考
え方を理解する社員たちによって、新しい社風が
つくられようとしている。
　協進印刷の仕事の柱は、企画・編集から携わる
クリエイティブ・プリンティング、企業・団体の
広報誌やCSR 報告書の製作など。従業員には女性
も多い。
　育児や介護に関する規程は法定よりも手厚くし
ている。それでもある時、家族の介護で悩んでい
たDTP 担当のベテランのパートの女性が、いき
なり「辞めます」と言ってきたことがあった。本
人は、中途半端な形で仕事をして会社に迷惑をか
けたくないと思いつめていた。
　「社員の話を聞く姿勢は持っているつもりでした
が、社員からすると、どうしても遠慮があるため、
事前の相談はなかなか出てこないものです。彼女
の場合は、『仕事は二の次、三の次で構わない。息
抜きのつもりで週 1回でもいいから』と話して、
もともと週 4日勤務だったところを、実際には週
2日に減らしました。今は 5日出社になっていま
す」と江森社長。

　JR横浜線の大口駅から歩いて数分の場所に協進
印刷はある。江森克治社長は、道ですれちがう地
元の小学校の子供たちが「あっ、江森さんだ！」
と声をかけてくる身近な存在となっている。同じ
ように、社員も地域に溶け込み、自分たちが地域
社会に貢献できることの意味を深く理解するよう
になってきた。社会の中での自社の存在意義を考
えることが経営の根幹にあり、同社のダイバーシ
ティ経営にも通じている。

◆働き方のアンケートで使える制度を周知
　なぜ、企業にとってダイバーシティが必要なの
か。江森社長の答えは明確だ。
　「会社の永続性を考えた時に、多様な人材を使い
こなせる力を蓄えることが重要です。特定の “で
きる” 人を使うのではなく、いろいろな社員の能
力を余すところなく引き出せるかどうか。どんな
人が入社してきても教育によってきちんと仕事が
できるようになる風土とノウハウがある、それが
マネジメントだと考えています。当社も今、創業
したのと同じ気持ちで、これから 50年、100 年
続く会社を目指しています」
　転機は、CSR に本格的に取り組み始めた 2012
年頃だった。江森社長は、NPO法人横浜スタン
ダード推進協議会（2007 年設立）の理事長も務
めており、2009 年には協進印刷が横浜型地域貢
献認定企業となったが、当初はCSR＝社会貢献と
いう認識だった。しかし、CSR について学ぶうち、
それが会社の経営戦略になり得るという認識が強

多様な人材の力を引き出す
<第１３回> 地域貢献活動の実践
株式会社協進印刷
本　　　社：神奈川県横浜市神奈川区大口仲町108
創　　　業：昭和34年
代　表　者：江森克治

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

小学生からの感謝の
パネルを持つ江森社長▶

　8月号　201812

女
外

シ
障

Lインクルージョン経営 働き方改革取組中

025



資料編

　彼女が週 2日勤務の間は、他の社員が協力して
仕事をフォローした。
　この例でわかるように、社員には日頃から柔軟
な働き方ができることを知らせておくことが大事
になる。江森社長も「制度を整えて、周知してお
けば、『自分が困った時には、あれを使えばいい』
と安心して働けます。制度がなく、社長に何でも
相談しなくてはいけない状態は、社員にとってけ
っこう高いハードルです」と話す。
　協進印刷では毎年、「柔軟な働き方に関連する制
度について」、「ワーク・ライフ・バランスについて」
という2つのアンケートを社員に行っている。「柔
軟な働き方を推進するための法制度について、以
下の内容をどの程度知っていますか？」という設
問に対して具体的な制度を示し、「知っている」か
ら「知らない」まで 4段階で答えるといったアン
ケートだ。こうした工夫により、会社で使える制
度の周知率は 85％程度まで高まり、働き方の意
識も変わってきた。周知が足りない制度について
は総務から改めて説明する機会を設けている。

◆仕事の評価の基本は「プロセスの正しさ」
　協進印刷は、横浜市の高校、専門学校、大学な
どから、毎年インターンシップ生を受け入れてい
る。また、台湾貿易センター・国際企業人材育成
センターからの研修生の受入れは今年で 8年目を
迎えた。障害者の研修も積極的に受け入れている。
「ダイバーシティ精神を会社の中に醸成する上でと
ても役立っています」と江森社長は話す。
　たとえば、発達障害や自閉症の人を職場に迎え
入れる場合、どのように対応すればいいのか、事
前に社内研修を実施する。そうした機会を通して、
社員も自然に理解を深めていく。
　同社でも、印刷オペレータの補助業務などに障
害者採用を検討しているが、お互いの細かい条件
面などもあり、まだ実現には至っていない。「障害
者を雇用することが目的ではない。お互いにハッ
ピーでなければ意味がない」（江森社長）というだ
けに、じっくりあせらず取り組んでいくつもりだ。
　営業職には、インターンシップをきっかけに入
社した台湾人の張念平さん（26）がいる。台湾で
社会人を 1年経験したあと、日本語と貿易実務を

2年間学んだ。日々の営業活動では、日本語や日
本特有の商習慣で苦労することも多いが、現在は
中国系や台湾系の企業の新規開拓を主に担当して
いる。
　仕事の評価の仕組みとしては、半期ごとに各人
と面談を行っている。その時に、家庭や健康状態
などの情報もキャッチするようにしている。仕事
の評価の基本は「マネジメントだけ見て結果は問
わない。プロセスが正しければ結果は伴う」とい
う考え方だ。たとえ結果が出ていなくても、プロ
セスが正しければ評価する。
　評価はマネジメント層の 3人が行う。社員と同
じ評価シートを使い、社員の自己評価とも付け合
わせながら、納得のいく話し合いをしている。
　江森社長は「プロセスを設計しているのは経営
者なので、結果が出ないのは社員ではなく、社長
の責任。その時はプロセスを変えます。きちんと
PDCAを回せていて、業務改善ができているかど
うか、そこだけを見ます。ですから、まぐれ当た
りのホームランのような仕事は評価しません」と
話す。そして、最終的にはステークホルダーを含
めた地域社会全体のマネジメントができる人材の
育成を目指している。会社を超え、社会とつなが
ることで、地域になくてはならない存在となる経
営戦略である。
　社員による地域への貢献活動もマネジメントシ
ステムの一環として位置づけており、事業計画の
中に組み込んでいる。ステークホルダーの課題解
決を意識すると同時に、実践することで自社の経
営にもたらす効果をあらかじめ予測し、効果測定
まできちんと行う。まさに、全印工連CSR 認定制
度の最上位認定である「スリースター」が求めて
いるCSR マネジメントの要求事項だ。
　「仕事を通じて自分が社会の役に立ち感謝される
体験をすると、社員は会社を好きになる。どんど
ん活動を実践した方がいいと思います」と話す江
森社長は、地元小学校の出張授業や高校での職業
講話の講師を自ら進んで務め、地域での協進印刷
の知名度も高まってきた。そのことが社員たちの
誇りにもつながっている。
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る部分もあるが、制度を利用する前に、自分たち
で話し合い、シフトや有給などで工夫する姿勢が
グループ全体でできている。
　社員の年齢構成が30代から40代になろうとし
ている今は、子育てというよりも、自身の健康問
題や親の介護に直面する社員が少しずつ増えてお
り、今後も増えることが予想される。過去に、身
内に介護が必要で、自分が動けるうちに面倒を見
なければいけないという理由で退社した女性社員
の例があった。在宅で仕事ができる方法も検討し、
本人に相談もしたが、時間的な余裕があまりにも
ないという返事で、実現はしなかった。福田社長
は今でも心を痛めており、彼女のその後を心配し
ている。
　「仕事がきらいなわけでもないのに辞めざるをえ
ない社員がいることは、とても残念ですし、もっ
たいない話です。だからこそ、なんとか工夫して、
社員には少しでも長く勤めていただきたい。制度
の充実に加えて、さらに働きやすい職場づくりを
目指しています。また、家庭のケアと合わせてサ
ポートしていければいい。当社には、たまに家族
の方がふらっと寄っていただけるような、家族ぐ
るみの付き合いもあります」
　福田社長は、社員とのコミュニケーションをと
ても大切にしている。常日頃から、仕事や家庭で
の困り事などの話題があがるため、一人ひとりの
事情はほぼ把握できている。社長自身もオープン
に個人的な話をする。
　「会長はやはり創業者でオーナーですから、別格

　本社に福田祥子社長を訪ねると、開口一番、「う
ちの社員たちはお互いに気遣うことが多いんです。
口に出して言わなくても、相手のことをよくわか
っています」と話してくれた。男性、女性ともに
平均勤続年数は17年を超える。業務内容や顧客に
ついてだけでなく、自然に会社内のことも熟知し
ている。助け合いの精神あふれるアットホームな
社風を土台に、今後は若手の採用と定着を図って
いくため、より生産性の高い働き方とチーム力の
向上を目指している。

◆それぞれの悩みを社員がお互いにカバー
　同社は福田光明会長が製版会社として創業し、
現在は企画デザイン、画像処理、CTP、校正、印
刷など全般を手がける。本体である日伸ライトカ
ラーほか６社の関連会社と日伸グループを形成し
ている。東京・入谷に9階建ての本社ビルがある。
三女の祥子さんは平成26年に社長に就任した。
　冒頭の福田社長の言葉にあるように、気心の知
れた社員たちの間では、家庭環境もよく話題にの
ぼる。
　「家族の病気や介護のこと、子どもさんのことも
日常会話で交わしています。『親御さんの具合はど
う』、『お子さんの入学式はいつなの』といった気
遣いがあり、お互いに仕事のサポートをしていま
すので、正直なところ、会社としてはとても助か
っています。充実した家庭での気持ちをもって会
社に来てもらえると、仕事も捗ります」と福田社長。
　もちろん、会社の仕組みとしてサポートしてい

<第１４回>家庭を含めたケアが
　　　 社員の定着と仕事の原動力
株式会社日伸ライトカラー
本　　　社：東京都台東区入谷2-17-2　日伸グループビル
創　　　業：昭和41年
代　表　者：福田祥子

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

日頃の対話を大事にする福田社長▶
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なんです。社員たちは私の方がくだけた話がしや
すいらしく、私には直接どんどん文句を言ってき
ますし、相談事も話してくれます。時には、あま
り文句ばかり言うと社長がかわいそうだ、と気遣
われるくらいです（笑）。でも、それが私の役目だ
と思っています」と福田社長。会長との間のワン
クッションが、社内でうまく機能しているようだ。
　「みなさん、本当にいろいろな状況を抱えていま
す。ペットのことで悩む方もいます。一人暮らし
でペットを飼っていると、ペットの具合が悪くて
病院に連れていきたくても、なかなか会社を休む
と言い出せない場合があります。私も飼っている
のでわかりますが、飼い主にとっては子供や家族
と同じ気持ちです。こうした問題もこれから増え
ていくでしょう」

◆ワークライフバランスの実現に向けて
　同社では、60歳定年を迎えたあとは、単年契約
で嘱託として雇用延長している。中には、現役で
働く80歳近い大ベテランもいる。その姿を見てい
る社員は、長く働ける将来イメージを持つことが
でき、安心感にもつながっている。
　一方で、20代の社員がいない、女性の採用が少
ないといった課題もある。福田社長は、採用に関
して継続的に取り組んでいくつもりだが、今の若
者の転職志向やワークライフバランス重視の傾向
に対応する必要を感じている。
　「自社の魅力を全面的にアピールすると同時に、
働き方の面では、ワークライフバランスの実現が
大事です。受注産業であるため、お客様の都合に
応じて、どうしても急な残業が発生するなど、時
間の制限は付きもの。その中で、どう柔軟に働き、
残業を減らしながら効率よく働けるようにするか。
システムをしっかり構築しないといけません。目
線をどんどん若い人たちに向けていかないと対応
が厳しくなると思います」
　同社は、“この人でなければわからない” という
仕事をできるだけなくし、複数人のチームで、仕
事内容が互いに見える形を作ってきた。併せて、
各人の多能工化を進めるという両面から取り組ん
でいる。もうひとつのポイントは情報の共有化。
それが業務とプライベートの両方に良い効果をも

たらしている。
　福田社長は「チームで情報を共有すれば仕事が
よく見えてスムーズに流れ、お客様も待たせませ
ん。また、スタッフが急な病気や介護などで休ま
なければいけない事態にも対応できます。そうし
たリスクはずいぶん解消されてきました」と話す。
　昨年、長年の営業職から技術職に移った50歳の
男性社員もいる。もともと技術に長けた人で、勉
強を続けていた。福田社長は、本人の力をより発
揮してもらうため、思い切った異動を決めた。周
囲には反対の声もあったが、結果的にはうまく回
っている。
　若手の採用は、中堅社員の安心と成長、会社の
将来のために、ぜひ進めたいと考えている。
　昨年は、営業職で30代の中途入社の男性の採用
があった。一所懸命に勉強し、先を読んで率先し
て動くので、かわいがられている。福田社長は「入
社前に彼のご家族ともお会いし、『しっかり預かり
ます』と話をし、本人とも何度も話をして入って
いただきました。こうしたことはさらに大事にな
ってきます」と話す。
　女性の積極的な採用に関連して、これまで更衣
室の増設など設備面での環境改善を進めてきた。
さらに、社内各部門の業務内容の見直しも行い、
さまざまな気付きを得た。たとえば、梱包・発送
作業にしても、汚れるから、重いからと遠ざけら
れてきた女性の方が、実は作業的に向いている面
がある。検品や経理も女性の方が細かいところに
気が付くことが多い。
　「もっと女性ができる仕事があるのではないかと
いう視点で見直しを行いました。将来的にはグル
ープ全体として、女性の目線でなにか新しいこと
に挑戦できたらと考えています。今はいろいろ情
報収集や意見交換をし、模索している段階です。
いきいき仕事をする女性の姿が男性社員にも良い
刺激を与えるようになれれば理想です」と話す福
田社長。
　前期まで所属した全印工連のダイバーシティ推
進委員会で学んだことを活かし、若者を惹きつけ
る魅力ある会社へ前進しようと意欲を燃やしてい
る。
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で会社全体が動くといった土壌の上にやってきた。
しかし、吉岡社長は、各部門の責任者が自分で考
えて機能を果たす、「組織」に変えていかなくては
いけないと、就任当初から感じていた。
　「いわゆる印刷屋という言葉でイメージされる
『家業』の色がとても濃かったのです。なんとか『企
業』を目指したいと、私自身も学びながら、さま
ざまな仕組みづくりに取り組んできました」と吉
岡社長。特に大企業と中小企業では社員教育にお
いて大きな差があると感じている。
　Taiseiでは、年に 1回の経営方針発表会で情報
を共有し、さらに半期の中間報告会を行う。年度
の方針に対して各部門が目標を設定し、毎月の定
例ミーティングで進捗を確認する。部門目標は個
人の目標と連動しており、今後は人事評価に反映
する仕組みの構築も目指す。
　社内には、そもそも役職者とは何をするべきな
のか、上司と部下の関係はどうあるべきなのか、
曖昧な部分もあった。吉岡社長は、幹部のほか、
年に数回は社員と面談し、理解を深めてきた。また、
上司としての意識をしっかり持ってもらうため、
役職者には部下との面談の機会を定めている。
　「古参の社員はどうしても一匹狼のように動く傾
向があるのですが、部下をサポートしながら育て
る意識がなければ、チームで結果を出すことはで
きません。若手を見ていて、そういう上司であっ
てほしいという思いが強いことも見てとれました。
昔とは時代が大きく変わり、いろいろな知識や情
報を持っていなければお客様に最適な提案ができ

◆「家業」から脱し、自分で考える組織に
　Taiseiは、吉岡ゆかり社長の父、勲氏（現会長）
が1965年に社員３人で創業した。活版印刷から
始まり、総合印刷会社として業務を拡大。吉岡社
長は三代目として、まさにリーマンショックが起
きた2008年の９月に就任した。すでに印刷業界
は、従来型の印刷物製造だけでは顧客の期待に応
えられなくなっていた。Taiseiでは、東京で受講
したセミナーを縁に知り合ったWebサービス会社
の協力を得て、Web制作に強い社内スタッフを育
ててきた。現在、両社がタイアップしながら、県
庁など自治体向けのサイト構築を全国的に展開し
ている。東京の霞が関に営業所も開設した。一つ
の自治体で数千から数万ページに及ぶことがあり、
ユニバーサルデザインやアクセシビリティに配慮
したサイト構築を得意とする。そのほか、ディス
プレイ製作やイベント装飾など、販促支援に関す
るさまざまなサービスも手がける。社名は50周年
を機に、大成印刷から「Taisei」に改称した。 
　現在の社員数は、パートタイマーを含めて50名
（うち女性は15名）。近年は新卒者の定期採用のほ
か、20代後半から30代前半を中心に中途採用も進
め、全体に若返ってきた。雇用の確保が年々難しく
なる中、Iターン・Uターン採用関連の催しへの出
展も行う。63歳定年後の継続雇用者から新人まで、
年齢構成のバランスは良くなっている。
　吉岡氏が社長になって感じたのは、父親との立
場の違いだった。創業者は営業をしながら機械も
動かし、資金繰りまで何でもこなす。トップの声

<第１５回>若手の意欲を引き出し
　　　 チームで成果を生む
株式会社Taisei
本　　　社：広島市安佐南区祇園3-24-17
東京営業所：東京都千代田区霞ヶ関1-4-1　日土地ビル2階
創　　　業：1965年（昭和40年）
代　表　者：吉岡ゆかり

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

吉岡社長▶
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ません。情報を一人で抱えるのではなく、互いに
コミュニケーションを図り、共有することがとて
も重要になっています」
　今年は、経験のまだ浅い数人の社員をあえて
リーダーに引き上げたところ、部下の面倒をよく
見て、毎週末にはチームミーティングを行うなど、
先輩ぶりを発揮しているという。

◆立候補した青年チームが変革の先頭に
　1年半前には「ジュニア・ボード（通称JB）」と
呼ぶ次世代幹部候補者のチームを立ち上げた。よ
り良い会社になるために積極的に考え、行動した
いと思う社員を立候補制で募り、30歳前後の 5名
の男性社員が手を挙げた。月 1回、社長も加わり
2時間程度のミーティングを行うほか、適宜、議
論の機会を設ける。現在は、年間計画を立てて組
織の改善に向けた話し合いを進めている。問題点
を抽出し、話し合う中で、JBメンバーから、社員
一人ひとりのモラルを向上させていく取組みが発
案された。そして、会社の「行動指針」をモラル
向上に活用するにあたり、7つの指針の表現を新
たにし、「Taisei のプライド」として発表した（「結
束力を高め、チームワークを発揮します」、「何事
にも率先してチャレンジします」、「一人ひとり誠
実な責任ある行動をします」等）。毎月、1つを選
んで強化月間とし、浸透を図っている。
　JBの成果は教育の面でも現れた。今年は、JBメ
ンバーが立てたプランで新入社員教育を実施し、
彼ら自身が教え、新入社員を加えたワークショッ
プや新入社員チームの自己紹介プレゼンテーショ
ンまで行うことができた。新人にとっては、世代
の近い先輩から教わることで、質問もしやすく、
能動的な研修となったようだ。また、配属された
後も、問題や悩みなどはないか、各部門の上司が
把握するよう JBメンバーから要請するなど、アフ
ターケアもしっかり織り込んでいる。
　吉岡社長は「彼らは先輩や上司に足りない点に
ついて自分の意見を持っています。素直で、何で
もよく吸収する若さもあり、それを会社のために
活かしてほしいと期待しています。変化が激しく
正解のない時代ですから、将来に向かって、どん
な生き方、働き方をしていけばいいのか、自分た

ちで考える力、前に進む力をつけてあげたいです
ね。そのためにもステップアップする達成感や成
功体験、挑戦する勇気を大事にしています」と話す。
　働き方に関する大きな転機は2017年11月だっ
た。制作や営業を中心に課題となっていた長時間
労働を是正するため、この月から全員が22時まで
には退社する縛りを設けた。さらに、2018年5月
からは20時までの退社とした。最後まで残る社員
が施錠していた習慣も、カギを回収し、社長、副
社長、総務の責任者の 3人だけが持つように変え
た。初めは「とても無理だ」という声もあったが、
結果的にほぼ実現できている。その間、吉岡社長は、
自分たちの幸せのために、時間内で効率よく働い
て、より多くの成果を出す試みなのだということ
をずっと訴えてきた。
　もちろん、会社としての支援も行った。営業の
業務負担を軽減するため、時短勤務で来てもらえ
る女性 3人をアシスタントとして採用し、今では
さまざまなサポート業務をこなしている。パソコ
ンもタブレット端末に変更し、個人のデスクをな
くしてフリーアドレスに切り替えた。
　今期の下期からは、新たに業務の標準化につい
ての取組みに着手し、8月からスタートした。特
定の社員が抱え込んでいる属人化した仕事を減ら
し、全体をなだらかにする試みだ。それにより業
務効率も上がり、急な事情でスタッフが抜けても
リカバーできる。まずは、何を標準化するべきか、
問題の洗い出しから行い、全社目標にリンクさせ
ながら部門ごとに優先順位を決めた。現在、具体
的なフローに落とし込むための可視化を進め、手
順書の作成を目指している。部門および社員の業
務時間のデータの可視化は継続して行い、協力体
制を促している。
　吉岡社長は「目指す理想のゴールはまだまだ遠
くにありますが、積み重ねあるのみです。改め前
進すること、あきらめずに挑戦していきたい」と、
日々改善のアイデアを練っている。
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リが生まれることにもなった。
　最近の出来事では、50代の印刷オペレータが自
宅で鎖骨を折る大怪我を負った。10月現在も療養
中で、現場に復帰するにはまだ3ヵ月ほどかかる。
やむなく、かつて印刷オペレータとして勤務し、
引退して自宅にいた70代の元社員に頼み、急きょ
代役を務めてもらっている。
　本田常務は「短期間だけなら代役も利きますが、
年齢的に長く働いてもらうことは難しい。印刷の
場合は専門性があるので、派遣社員を活用するの
も簡単ではありません。安定して継続していける
体制づくりが課題です」と話す。
　同社では、まず残業時間の長さを解決する必要
があった。特に、繁忙期と閑散期の仕事量の差が
激しいことが最大の問題だ。これまで結婚や出産
を機に退職した女性社員は多かったが、仕事の継
続や復帰について話し合おうとしても、「あの繁忙
期の大変さを思ったら、両立できません」といっ
た言葉が返ってきてしまう。
　そこで、女性が結婚し子育てと仕事を両立でき
る環境整備に取り組むことを決め、就業規則の改
定を行った。今の育児介護休業法に合致した内容
に見直したほか、みなし残業を抑制するため、管理・
監督者の給与体系にも手を入れた。また、部門間
でスムーズに仕事が流れる工夫を試みた。
　残業時間についても、感覚的な把握ではなく、
数字による社内での情報共有を図り、改善意識に
つなげていった。長らく、日常的にどこかの部門
が残業をしているのが「当たり前」で「仕方がない」

　仙台市の仙台印刷工業団地に本社工場がある本
田印刷は、創業66年の総合印刷会社。社員は22
名で、うち女性は7名。すべて正社員で、平均年
齢は45歳となっている。印刷産業全体に採用難が
じわじわと広がる中で、とりわけ地方の中小印刷
会社では厳しさを増している。東北最大の都市、
仙台も例外ではない。本田印刷でもここ数年、募
集してもなかなか人が集まりにくい状況となって
いる。
　今いる社員にできるだけ長く働いてもらい、さ
らに能力を発揮してもらうことが切実な課題であ
ると同時に、「選ばれる会社」となるために必要な
取組みとして、ダイバーシティ経営、働き方改革
は大事なキーワードとなっている。
　全日本印刷工業組合連合会のダイバーシティ推
進委員会委員でもある本田直子常務取締役に話を
聞いた。

◆日常的だった長時間労働の見直しから着手
　同社では、2年前に制作スタッフを募集した際
に有料の求人サイトを利用したが、採用には至ら
なかったことがある。この時は、廃業をする同業
者があるという情報を聞き、相談したところ、勤
務していた男性社員の採用にうまくつながった。
以前の勤務先で使っていたDTPソフトと本田印刷
のシステムが異なるといった問題はあったが、現
在、制作課の中心メンバーとして働いている。そ
れまで女性だけだった制作課に男性が加わること
で、良い意味の緊張感をもたらし、仕事にメリハ

<第１６回> “雇用のユニバーサルデザイン”
　　　　　　　を意識し改革進める

本田印刷株式会社
本　　　社：宮城県仙台市若林区六丁の目西町3-5
創　　　業：1952年（昭和27年）
代　表　者：本田恭一

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

本田直子常務▶
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こととなっていたが、意識を変えるだけでも残業
時間が減ることがわかった。
　最も長時間になりやすい制作課の残業時間を削
減するため、社歴の長い女性を主任に就け、管理
者を男女2名体制にした。それにより、女性なら
ではの改善提案などが上がるようになり、女性の
特性を活かした組織づくりにも新たに学ぶところ
があった。
　就業規則の改定については、社会保険労務士に
よる社員への説明会を開いた。専門家でもある第
三者が語ることによって、社員も緊張感をもって
話を聞く効果があったという。

◆公の制度も活用して後押しを得る
　今できることから働き方改革を進めながら、社
員の仕事に対する意識も変わり始めている。ある
女性社員が、長期間の新婚旅行を申し出た際には、
仕事のシフトについてちょっとした波紋も起きた
が、彼女の普段の仕事を他の社員が肩代わりする
ことにより、結果として多能工化が図れるという
副次的な効果もあった。
　今後の取組みのポイントとしては、単に残業時
間の削減や休日の増加を図るだけでなく、業績と
のバランスを取りながら、仕事量や売上額ではな
く、仕事の質で公正に評価する体系をつくること
だ。
　本田常務は「仕事が忙しいことによって安心す
る感覚が社内にまだあります。まずは経営層の意
識から変え、それぞれの社員が自分の生活と仕事
についてどう考え、何を求めているかを率直に話
し合ってより良い方向に変えていきたい。その先
に、選ばれる印刷会社となる道筋があり、若い人
材の採用にもつながっていくと考えます」と展望
を描いている。
　本田常務が所属する全印工連のダイバーシティ
推進委員会では昨年度、委員それぞれの会社が女
性活躍推進法における「一般事業主行動計画」の
案を実際に策定した。本田印刷でも、自社の現状
について改めて見直し、問題点に気づくことがで
きた。公の制度の一部を改革のためのツールとし
て活用することも有効な方法と言える。
　宮城県では、働きやすい職場づくりや、ワーク

ライフバランスに取り組む女性活躍推進事業者を
対象に、「女性のチカラを活かす企業認証制度」を
運用している。認証取得企業は金利優遇などを受
けられるほか、2019年4月1日からは新たな優先
調達を実施する。本田印刷も、認証制度の取得を
目指し、制度を活用してさらに社内体制の整備を
進めるとともに、経営的なメリットにもつなげて
いきたい考えだ。
　本田印刷では、企業の姿勢として、情報を見や
すく、わかりやすいデザインで届けるMUD（メ
ディア・ユニバーサル・デザイン）を大切にして
おり、会社の特徴の一つに挙げている。社内には、
ユニバーサルデザインコーディネーター準1級の
資格者が1名、MUDディレクター 2名、MUDア
ドバイザー 6名がいる。
　「ダイバーシティは『雇用のユニバーサルデザイ
ン』だと考えます」と本田常務。多様な個性とさ
まざまな事情を持った社員が、お互いの共通理解
のもとに、わかりやすいルールを作って気持ち良
く働き、一人ひとりの能力を最大に発揮して、み
んなが幸せになることを意味している。
　また、社員募集に応じてきた人の中には、同社
のMUDへの取組みに関心を持ったことがきっか
けとなったケースもある。“選ばれる会社” である
ために、対外的な広報を意識し、まずは “見られ
る会社” の立場で姿勢を正すことも会社を改革す
るためのポイントになる。

就業規則の改定について社労士から社員に説明会を行った
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リが生まれることにもなった。
　最近の出来事では、50代の印刷オペレータが自
宅で鎖骨を折る大怪我を負った。10月現在も療養
中で、現場に復帰するにはまだ3ヵ月ほどかかる。
やむなく、かつて印刷オペレータとして勤務し、
引退して自宅にいた70代の元社員に頼み、急きょ
代役を務めてもらっている。
　本田常務は「短期間だけなら代役も利きますが、
年齢的に長く働いてもらうことは難しい。印刷の
場合は専門性があるので、派遣社員を活用するの
も簡単ではありません。安定して継続していける
体制づくりが課題です」と話す。
　同社では、まず残業時間の長さを解決する必要
があった。特に、繁忙期と閑散期の仕事量の差が
激しいことが最大の問題だ。これまで結婚や出産
を機に退職した女性社員は多かったが、仕事の継
続や復帰について話し合おうとしても、「あの繁忙
期の大変さを思ったら、両立できません」といっ
た言葉が返ってきてしまう。
　そこで、女性が結婚し子育てと仕事を両立でき
る環境整備に取り組むことを決め、就業規則の改
定を行った。今の育児介護休業法に合致した内容
に見直したほか、みなし残業を抑制するため、管理・
監督者の給与体系にも手を入れた。また、部門間
でスムーズに仕事が流れる工夫を試みた。
　残業時間についても、感覚的な把握ではなく、
数字による社内での情報共有を図り、改善意識に
つなげていった。長らく、日常的にどこかの部門
が残業をしているのが「当たり前」で「仕方がない」

　仙台市の仙台印刷工業団地に本社工場がある本
田印刷は、創業66年の総合印刷会社。社員は22
名で、うち女性は7名。すべて正社員で、平均年
齢は45歳となっている。印刷産業全体に採用難が
じわじわと広がる中で、とりわけ地方の中小印刷
会社では厳しさを増している。東北最大の都市、
仙台も例外ではない。本田印刷でもここ数年、募
集してもなかなか人が集まりにくい状況となって
いる。
　今いる社員にできるだけ長く働いてもらい、さ
らに能力を発揮してもらうことが切実な課題であ
ると同時に、「選ばれる会社」となるために必要な
取組みとして、ダイバーシティ経営、働き方改革
は大事なキーワードとなっている。
　全日本印刷工業組合連合会のダイバーシティ推
進委員会委員でもある本田直子常務取締役に話を
聞いた。

◆日常的だった長時間労働の見直しから着手
　同社では、2年前に制作スタッフを募集した際
に有料の求人サイトを利用したが、採用には至ら
なかったことがある。この時は、廃業をする同業
者があるという情報を聞き、相談したところ、勤
務していた男性社員の採用にうまくつながった。
以前の勤務先で使っていたDTPソフトと本田印刷
のシステムが異なるといった問題はあったが、現
在、制作課の中心メンバーとして働いている。そ
れまで女性だけだった制作課に男性が加わること
で、良い意味の緊張感をもたらし、仕事にメリハ

<第１６回> “雇用のユニバーサルデザイン”
　　　　　　　を意識し改革進める

本田印刷株式会社
本　　　社：宮城県仙台市若林区六丁の目西町3-5
創　　　業：1952年（昭和27年）
代　表　者：本田恭一

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

本田直子常務▶

て、割り切れない仕事の多さ、スピード感の不足
に初めは大きな戸惑いがあったという。業務の効
率化を進めるため、業務引継書の運用など社内で
さまざまな提案をしてきた清水氏だが、改革はま
だまだ道の途中である。
　それだけに、ダイバーシティ推進委員会に参加
したことは大きな刺激となった。求めれば惜しみ
なく教えてくれる委員の存在、組合の充実したセ
ミナーや企業見学会などを通じて、最新情報や知
識、経験、人脈、改革へのモチベーションなど多
くのものを得た。「組合活動は私にとって留学して
いるようなものです。出会いと経験、そしていろ
いろな方のアイデアや意見が今の私を支えてくれ
ています」。
　㈱清水では、家庭を持つ子育て世代の若い社員
が増えてきた。また、数年前には親の介護を理由
に離職した40代後半の社員もいた。若手、中堅、
ベテランの区別なく、今よりも安定的、計画的、
効率的な社内体制の整備が課題となっている。ま
た、労働時間の短縮や休日の増加は、今後ますま
す厳しくなる若い人材の確保を考えれば避けて通
れない取組みとなる。
　清水氏は、休暇を取りたくないわけではないの
に、意識の上では、「長時間働いて頑張って会社に
貢献している」、「この仕事は自分にしかできない」
といった強い職人気質や休むことへの罪悪感が邪
魔をしていると見る。よく言えば誇りやプライド
だが、家庭生活や健康に影響するだけでなく、経
営面でいえば生産性の低下も招いてしまう。また、

　㈱清水は、東京都と埼玉県を主なエリアとして、
製紙原料（故紙）の収集・運搬および仕分け・梱包・
販売・リサイクル、産業廃棄物の収集・運搬を行う。
同社は関東製紙原料直納商工組合、東京都製紙原
料協同組合のほか、東京都印刷工業組合江東支部
に加入している。
　今回は、全印工連の取組みに対する近隣業種か
らの視点を交え、ダイバーシティ経営や働き方改
革に “挑戦中” の清水朋子取締役に話を聞いた。
清水氏は、全印工連ダイバーシティ推進委員会の
メンバーとして初期から参加してきた。

◆社員の意識改革が初めの一歩
　同社は清水氏の祖父が戦前に立ち上げ、戦争に
よる事業の中断はあったものの、父の明利氏が再
興した。現在の従業員数は15名。女性は清水氏の
ほか、専務取締役の母、工場を管理する叔母の3
名である。故紙回収という仕事の性質上、現場の
業務は肉体的な厳しさを伴い、同業者を含め男性
主体の職場となっている。
　㈱清水の仕事は早朝5時30分から始まる。シフ
トを組んで業務を回すが、配車や担当人員に先が
読めない部分も多く、計画的な休暇の取得などが
難しい。印刷・製本会社との直取引があるため土・
日・祝日対応は日常的であり、効率化のためのIT
ツールの導入にも課題を残している。
　清水氏は旅行会社に勤務していたが、10年ほど
前に家業の㈱清水に入社した。運行スケジュール
を守るためクールな線引きができる旅行業に比べ

<第１７回> 故紙回収業の立場で
　　　　　　　　働き方改革に挑戦

株式会社清水
本　　　社：東京都荒川区東日暮里2-4-2
営　業　所：美女木営業所（埼玉県戸田市）、
　　　　　　入間営業所（埼玉県入間市）
創　　　業：1967年（昭和42年）
代　表　者：清水明利

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

清水朋子取締役▶
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こととなっていたが、意識を変えるだけでも残業
時間が減ることがわかった。
　最も長時間になりやすい制作課の残業時間を削
減するため、社歴の長い女性を主任に就け、管理
者を男女2名体制にした。それにより、女性なら
ではの改善提案などが上がるようになり、女性の
特性を活かした組織づくりにも新たに学ぶところ
があった。
　就業規則の改定については、社会保険労務士に
よる社員への説明会を開いた。専門家でもある第
三者が語ることによって、社員も緊張感をもって
話を聞く効果があったという。

◆公の制度も活用して後押しを得る
　今できることから働き方改革を進めながら、社
員の仕事に対する意識も変わり始めている。ある
女性社員が、長期間の新婚旅行を申し出た際には、
仕事のシフトについてちょっとした波紋も起きた
が、彼女の普段の仕事を他の社員が肩代わりする
ことにより、結果として多能工化が図れるという
副次的な効果もあった。
　今後の取組みのポイントとしては、単に残業時
間の削減や休日の増加を図るだけでなく、業績と
のバランスを取りながら、仕事量や売上額ではな
く、仕事の質で公正に評価する体系をつくること
だ。
　本田常務は「仕事が忙しいことによって安心す
る感覚が社内にまだあります。まずは経営層の意
識から変え、それぞれの社員が自分の生活と仕事
についてどう考え、何を求めているかを率直に話
し合ってより良い方向に変えていきたい。その先
に、選ばれる印刷会社となる道筋があり、若い人
材の採用にもつながっていくと考えます」と展望
を描いている。
　本田常務が所属する全印工連のダイバーシティ
推進委員会では昨年度、委員それぞれの会社が女
性活躍推進法における「一般事業主行動計画」の
案を実際に策定した。本田印刷でも、自社の現状
について改めて見直し、問題点に気づくことがで
きた。公の制度の一部を改革のためのツールとし
て活用することも有効な方法と言える。
　宮城県では、働きやすい職場づくりや、ワーク

ライフバランスに取り組む女性活躍推進事業者を
対象に、「女性のチカラを活かす企業認証制度」を
運用している。認証取得企業は金利優遇などを受
けられるほか、2019年4月1日からは新たな優先
調達を実施する。本田印刷も、認証制度の取得を
目指し、制度を活用してさらに社内体制の整備を
進めるとともに、経営的なメリットにもつなげて
いきたい考えだ。
　本田印刷では、企業の姿勢として、情報を見や
すく、わかりやすいデザインで届けるMUD（メ
ディア・ユニバーサル・デザイン）を大切にして
おり、会社の特徴の一つに挙げている。社内には、
ユニバーサルデザインコーディネーター準1級の
資格者が1名、MUDディレクター 2名、MUDア
ドバイザー 6名がいる。
　「ダイバーシティは『雇用のユニバーサルデザイ
ン』だと考えます」と本田常務。多様な個性とさ
まざまな事情を持った社員が、お互いの共通理解
のもとに、わかりやすいルールを作って気持ち良
く働き、一人ひとりの能力を最大に発揮して、み
んなが幸せになることを意味している。
　また、社員募集に応じてきた人の中には、同社
のMUDへの取組みに関心を持ったことがきっか
けとなったケースもある。“選ばれる会社” である
ために、対外的な広報を意識し、まずは “見られ
る会社” の立場で姿勢を正すことも会社を改革す
るためのポイントになる。

就業規則の改定について社労士から社員に説明会を行った

経営側にも、社員の姿が近くに見えると安心する
空気が残っているといい、風土改善の余地は大き
い。
　清水氏は「今のうちに業務改善、風土改善を進
めないと、特別な許可を必要としない故紙業界は
万が一の他業種からの参入で業界構造がガラリと
変わってしまう可能性もあります」と危機感を募
らせる。

◆多様な人材採用の可能性を探る
　現状の一番の課題である労働時間と休暇日数に
ついて清水氏は、仕事のやり方や社内の仕組みを
変えることで解決できる可能性は大きいと考えて
いる。一つには、日報の作成・管理や配車管理な
ど手作業で行っている業務のIT化がある。たとえ
ばトラックをGPSで管理することで、運行履歴が
すべて把握でき、効率的な配車や日報の簡素化に
つながる。実際、配車に関わる待機時間はかなり
長く、労働時間短縮とコスト削減の両方が期待で
きる。そのため、IT補助金等の情報には常に気を
配っている。
　また、育児・介護休業法に基づく制度の周知や
情報提供、社内勉強会の開催、バースデイ休暇な
ど誰からも不公平感が出ない休暇日の設定、仕事
の技量や役割の見直し等による業務サポート体制
の確立など、やるべき事はたくさんある。
　ダイバーシティの観点からの人材確保について
もいろいろな可能性がある。
・女性の採用
　「今、フォークリフトやトラックの運転手に女性
が増えています。長時間勤務は難しくても、時短
を工夫すれば女性でも故紙回収に関わる仕事はで
きると思います。そのための条件として、印刷機
の紙積み機にあたるような、女性でもそれなりの
対応ができる設備関係の進歩が望まれます」（清水
氏、以下同）
・高齢者の活用
　「もともと当社では転職者が多かったのですが、
近年はようやく定着する社員が増えてきました。
女性の採用と同じく、肉体的な負担を少しでも軽
くする工夫や時短勤務などにより、経験豊富で丁
寧な仕事ぶりが期待ができる高齢者の活用につな

がります」
・外国人の採用
　「採用難が深刻になる中、外国人の雇用は真剣に
考えなければいけなくなっています。厚生労働省
も技能実習生に関連する制度を大きく緩和します
が、当社でも新しい雇用の可能性はないものか、
情報収集に努めていきます」
・障害者の採用
　ダイバーシティ推進委員会で2017年9月に見学
に訪れた㈱エフピコ（広島県福山市）の事例が強
く印象に残っていると清水氏は言う。食品トレー
容器の製造・販売を主力業務にしている同社では、
全国から回収された使用済み容器のリサイクル工
程で、主に容器の選別作業に知的障害者を正社員
として雇用していた。高い集中力と根気が求めら
れる作業に彼らの特性がしっかり活かされていた。
　清水氏は「まさに理想的な職場で、故紙の回収
と適切な再資源化を行っている当社の業務にもた
いへん共通するところがありました。回収した故
紙の中に異物が混入しているとリサイクル品の質
が下がってしまいますので、それを取り除かなけ
ればなりません。もし、その選別・除去作業だけ
を専門にやれる環境が整ったとしたら、仕事の効
率はかなり上がると思います」と、将来の可能性
を感じている。
　そのほか、過去に会社で実績があったそうだが、
青少年更生施設のバックアップも兼ねた人材の採
用も考えられる。
　「課題を一つひとつクリアしていけば、当社のよ
うな業態でも多様な人材に働いていただくことは
できると思います。そのためにも、『80％の力で
100％を成す』を目標に、決まった人だけが頑張
るのではなく、社員みんなが力を合わせて、ワー
クライフバランスを図りつつ、業績も上がる方向
を探っていきたい。また、当社とは密接な関係に
ある印刷・製本業界の皆様の働き方改革の推進と
一緒になって、関連する業界すべてが豊かになれ
るよう勉強を続けていきたいと思っています」
　業種間連携をさらに進めていくためにも、清水
氏のような立場の組合員が全印工連にいることは
たいへん意義があると言えるだろう。
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や働き方改革、環境労務、CSRなどのテーマが急
速に話題の中心になったことに驚いています。自
分の認識が足りませんでした」と、時代の変化を
ひしひしと感じている。
　委員会では異業種の企業を見学する機会も多く、
新しい発見や気付きが多いという。これまで見学
した中では、2016年11月に訪問した石川県金沢
市の共和電機工業の印象が特に強かった。
　「私たちに応対し、説明をしてくださった人事部
長がとても愛情にあふれた方で、社員に対する眼
差しが優しく、家族的な雰囲気を醸し出していま
した。すばらしい経営理念とともに、こういう方
が人事を担当しているから働きやすい会社になる
のだろうと感じさせられました。同社では、身体
障がい者や知的障がい者の方がありのままに能力
を発揮できるよう、適材適所の働き方を考えてい
ます。女性も多く活躍し、職場が活き活きとして
いました。同社の強みである高い技術力の維持の
ため、社員のレベル向上が欠かせませんが、その
根底にあるのは、働く社員にフィットするような
会社のハード・ソフト両面の対応です。まさに、
ダイバーシティ経営とは企業における人事戦略で
あり、これと経営戦略全体とを連動させることが
大事であると学びました」
　刺激を受けた今井社長は、経営者としてあるべ
き姿を考えるようになった。
　「経営者は、業務設計や役割分担について考えて
しまいがちですが、その前に、従業員にどのよう
に働いていただくかに意識を向けることが大事で

◆異業種企業の見学で気付きを得る
　今井印刷は、現・今井孝治社長の祖父、今井義
雄氏が個人で創業した。活版の鋳造、植字、組版
を行い、かつては活版の四六全判機を動かしてい
た。数十人が在籍していた時代もあるが、現在は
今井社長と取締役（母）のほか、40代、50代の
男性従業員4名となっている（印刷オペレータ1名、
制作1名、営業2名）。会社は東京・秋葉原の繁華
街に近い。軽オフセット印刷機1台を持ち、書籍
物や帳票、事務用印刷などを中心に営業している。
　今井社長は2003年に入社した。4年前に祖父が
99歳で他界。父は17歳の時に亡くなっていたた
め、孝治氏が社長を引き継いだ。現在も年齢は社
内で一番若い。会社の歴史が古く、従業員も少な
いため、社内体制や就業規則などに手を入れる機
会がなく、今の時代に合っていない問題がある。
今井社長は早急に改めようと、見直しを図ってい
るところだ。
　気付きのきっかけは4年前。全印工連の女性活
躍推進室の活動に参加したことだった。社内に女
性従業員は長らく在籍していないが、青年会活動
のつながりから誘いを受け、本人いわく、「下働き
のつもり」で委員を引き受けた。現在は、前委員
会から発展したダイバーシティ推進委員会の委員
として2期目に入っている。「委員会の活動は本当
に勉強になっています。参加するまではダイバー
シティを意識したことはありませんでした。もの
の見方が増えるのは非常にありがたい」と話す今
井社長は、「全印工連もここ数年で、ダイバーシティ

<第１８回> 「ダイバーシティ経営は
　　　　　 人事戦略」の認識を土台に

今井印刷株式会社
本　　　社：東京都千代田区外神田3-2-14　今井ビル6階
創　　　業：1932年（昭和7年）
代　表　者：今井孝治

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

今井孝治社長▶
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す。私自身にそうした視点が足りなかったのです
が、見学会をきっかけに、従業員への接し方や心
構えに少しずつ影響していきました。今後は、さ
まざまな人材の採用や働き方を視野に入れて柔軟
な経営をしていかなければ、今いる従業員に対す
るケアもできませんし、これから入社する人にも
きちんとした説明ができません。急ピッチで取り
組んでいるところです」
　すでに、社会保険労務士に相談しながら、就業
規則の改定に手を着けている。また、実際に親の
介護に直面している従業員もおり、有給休暇を使っ
て休みを取るなどしているが、今後に向けて本人
と話し合っている最中だ。
　会社としての勤務時間は8時から17時まで。紙
卸商のシフトに合わせた8時という始業は、従業
員にとっても朝のラッシュを避けられ不満は今の
ところないが、今井社長自身、今後の採用を考え
ると、いつもまでも同じではいけないという問題
意識は持っている。また、フレキシブルな勤務形
態についても検討中だ。
　現在、東京都印刷工業組合が受託・推進してい
る都の団体別採用力スパイラルアップ事業の無料
コンサルティングにも申し込んでおり、外部の専
門家の視点やアドバイスを活かした改革を目指し
ている。

◆従業員エンゲージメントへの意識の高まり
　働き方改革は、生産性や業務効率の向上、コミュ
ニケーションの改善とセットでなければ実現でき
ない。今井印刷では効率化にどのように取り組ん
でいるのか。
　「まずは、営業が属人的に持っている部分を共有
すること。営業情報の見える化が先決です。これは、
生産性の向上と顧客対応の質の向上の両面から大
切で、そこが当社の課題です。解決するためには、
営業プロセス、顧客接点のプロセスを見直し、IT
化していくことが必要になります。印刷業界は全
体にIT化が遅れていますが、当社もまだ紙ベース
が多く、そこは急いで変えていきたいと思ってい
ます。情報共有のためのシステム導入も検討して
います。もう一つは多能工化。印刷機のオペレー
タは現状1名しかいませんし、年齢も若くはあり

ません。今後の課題です」
　ダイバーシティ経営について、大企業から中小
企業までひと括りには考えられないという思いも
ある。だからこそ、印刷組合の意義を感じている。
　「大手と違って一社ではできることに限りがある
中小は、ダイバーシティに関するセミナー開催や
情報発信に積極的に取り組んでいる全印工連に加
入していることで、問題意識の高い会社となり、
また、周囲からもそのように見られるチャンスが
増えていくと考えます。私が副議長を務めている
全青協は今期、『エンゲージメント』をテーマに活
動しています。愛着や絆といったつながりの強さ
を表す言葉です。従業員エンゲージメントを顧客
エンゲージメントにつなげることで、永続的な強
い会社になれます。ダイバーシティ推進委員会の
中でも『インクルージョン』という言葉が使われ
出しており、全青協と距離が近くなってきたと感
じています」
　今井社長は、今年7月に東京ビッグサイトで開
催された「働き方改革EXPO」で、従業員エンゲー
ジメントを掲げる複数のブースに出合った。人事
評価制度の側面だけでなく、コミュニケーション
の手段として考えていく必要がますます高まって
いくと予感できた。
　さまざまな企業の視察を通じて、人こそが企業
の活力の源泉であると改めて深く感じた今井社長
は、従業員一人ひとりに親身に接し、彼らの仕事
と人生のモチベーションを高めることがダイバー
シティ経営に直結すると認識するに至った。そこ
で大事なのは、一人ひとりの違いを互いに尊重し、
活かしていくことだ。
　「組織としては均一に管理する方が楽ですが、人
にはそれぞれの個性や得手不得手が必ずあります。
さらに、男女差や年齢差もあります。女性のライ
フスタイルは一日の中でも、人生全体を通しても
明らかに男性とは異なります。そうしたバックグ
ランドを踏まえて、ダイバーシティ経営に向き合
う心構えを持ち、それを表に出すことが経営者に
今求められているのだと思います」
　今井社長は、これまで学んだことを自社に活かす
と同時に、ダイバーシティ推進委員会の活動を通じ
て業界内外に広く発信していきたいと考えている。
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在であることを意味する。さらに、ミッションと
して「良質でユニークな製品・サービスを世の中
に提供しつづける」、ビジョンとして「チェーン店
の焼肉屋さんではなく、町の片隅にある、小粋な
ステーキ屋さんになる」を社員みんなで考えて設
定し、経営戦略へと降ろしていった。
　価格勝負ではなく、良いもの、良いサービス、
良い品質を提供してお客様に喜ばれる会社となる
こと。そのために社員全員が健康で、精神的にも
経済的にも豊かな職場でありたいという思いが込
められている。
　具体的に職場を変えていくにあたり、経営実態
の詳細な分析が大いに役立った。分析の結果、ノ
ベルティ商品などの外注仕入が膨らみ、利益率が
低下していることが明らかになった。将来を見越
して、紙への印刷やフィルム素材へのＵＶ印刷よ
りも「モノ」の受注に力を入れたところ、売上は
伸ばせたものの、付加価値（利益）の低い仕事の
割合が増えてしまったのである。
　「ノベルティ商品の製作には内職の手配が欠かせ
ず、すべて営業が内職さんと直接やり取りをしま
す。製造部や制作部は仕事が減る一方、営業は遅
くまで残業することが当たり前になっていました。
思い切って舵を切らざるをえなくなり、全体のパ
イを大きくしながら利益率を高めていく方針に転
換しました」と近藤社長。売上の数字だけを見て
いたのでは分からなかった “見える化” の成果で
ある。
　利益向上に向けた中長期戦略の一つとして、「ゼ

　名古屋市の近藤印刷は、この連載2回目の登場
となる。1回目（2017年8月号）は、ワークライ
フバランスの実現をテーマとした社内プロジェク
ト「シーソー」の取組みを紹介した。プロジェク
トを通じて多くの問題点が明らかになり、近藤印
刷にも大きな変化があった。同社は今、新たに掲
げた「公器」という経営理念の下、組織の再編成、
営業部の残業時間削減、働きがいの確立、新事業
の拡大、そして人事評価・賃金体系との連動など、
事業戦略と一体となった働き方改革に次々と取り
組んでいる。

◆経営理念を実現するのは社員の健康と豊かさ
　近藤印刷では、ワークライフバランスの実現を
目指してさまざまな改革を試みてきた。およそ5
年間に及ぶ取組みの中で、近藤社長には「何か違
うな」という思いが生じた。
　「社員の幸福のために会社が与えてあげられるの
は、有給休暇と給与だと考えていましたが、それ
だけではないことに気付きました。内部にばかり
目が行っていたのです。働く喜びとは、世のため
人のためになり、お客様の喜びを自分のことと感
じられてこそ得られるものです。それを実現する
ためには社員が健康でなければなりません。だか
らワークライフバランスが必要だという考えに行
き着きました」。
　2018年9月、同社は経営理念を「公器」と変えた。
松下幸之助氏の有名な言葉を借りたもので、会社
は社会のものであり、公に価値を提供し続ける存

<第１９回> 経営実態の見える化から
　　　　　組織再編と新事業戦略へ

株式会社 近藤印刷
本　　　社：愛知県名古屋市中川区石場町2-51
東京オフィス：東京都台東区東上野6-16-9 織田屋ビル6-B
創　　　業：1954年（昭和29年）
代　表　者：近藤起久子　　

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

近藤社長（右）
昨年12月に出展した「中小企業新ものづくり・新サービス展」にて
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ロイチ戦略―まんが戦術」を打ち出した。ゼロか
らイチを作る。すなわち、まんが制作を切り口と
して提案や企画から顧客に関わっていこうとする
戦略である。近藤印刷は、大手・中堅のアニメーショ
ン制作会社との取引が長く、フィルム印刷など関
連の売上が全体の約3割を占める。売上の中には、
同人誌向けのグッズ製作なども含まれ、この分野
にはもともと土台があった。2017年12月に漫画
事業部を立ち上げ、現在、7人の漫画家と提携し、
硬く伝わりにくい内容の広告やマニュアル、パン
フレット、行政広報などを漫画で分かりやすく伝
える提案を広げている。産休・育休を経て職場に
復帰したマーケティング部の女性が1人で担当し、
初年度は400万円弱の売上だったが、2年目の
2019年は営業部と組み、1000万円以上の売上目
標を立てている。

◆風土改革が具体的な改善提案に結びつく
　外注仕入が増え、営業の残業時間だけが増える
一方、制作部の仕事は減っていた。社員の実質労
働時間を集計したところ、制作部の中には月に50
時間しかない社員がいることも判明した。2018
年12月、制作部を「営業サポート課」と改称し、
スタッフは顧客とのやり取り、データのチェック、
原稿作りなどを引き受けることになった。部署名
を変更したことで、営業部の業務を共有し、サポー
トすることに抵抗がなくなった。
　2018年12月に開催した経営計画発表会は大き
な転機となった。近藤社長は、各部門とも残業時
間を現状より10％削減する目標を伝えた。これに
対して工場長から、「製造部では効率化をずっと
やってきて今以上の削減は見込めません。だから、
営業さんがもっと外に出ていけるように、一番残
業が多い営業部の業務を棚卸しして、その一部を
自分たちが受け持ちます。会社全体として10％削
減になればいいのではないですか？」と提案があっ
た。その後、内職の手配に関して、納期のスケジュー
ル管理やサンプルの手渡しなどを製造部が受け持
つことになった。
　近藤社長は「工場長が経営者の視点を持ってい
ることがとてもうれしかった。誰かが『あなたの
ためにやる』と言い出すと、会社は大きく変わり

ます」と感銘を受けた。
　また、資材コスト削減の会社の方針に対しても、
「これ以上のコスト削減は品質低下に関わるので、
仕事のやり方を変えたい」という申し出があった。
改善提案の一つに、スクラッチ印刷における仕事
の順番変更があった。検版担当者に遠慮し直接口
で伝えにくい点があったが、それを3種類のミニ
のぼり（※赤は大至急、黄は半日以内、青は今日
中を意味）を付けることで解消でき、効率アップ
とコストダウンにつながった。職場の風土改革は、
具体的な改善提案の実施と業績向上に結びつき始
めている。
　近藤社長は2017年の秋ごろ、働き方改革を焦
るあまり、営業の社員と激しく衝突したことがあ
る。今でこそ、「会社の風土はそう簡単に変えるこ
とができないのに、私が急ぎ過ぎた。ワークライ
フバランスに近づけるつもりが、かえって残業時
間は増えて、会社の雰囲気も悪くなってしまった」
と振り返ることができるが、その当時は精神的に
かなり落ち込んだ。
　その後も、社員の一人がウォーキングのインス
トラクターの資格を取ったので副業を認めると、
「なぜ、あの人だけ特別扱いなの」という空気が社
内に漂い、多少の傷が残った。「うやむやにしてい
た私が悪かった」と近藤社長は反省するが、一方で、
社員の個性や生きがいを尊重し、好きな事に振り
向けるパワーを仕事に活かしてもらいたいとも考
えている。市内の別の印刷会社が福利厚生の一環
として、そのインストラクターを講師として社員
のための教室を開いたこともある。
　近藤印刷は、いよいよ2019年4月から、働き方
を人事評価・賃金体系と連動させる取組みに移る。
人事評価は5段階。1を最低水準として、個人の努
力で頑張っただけでは最高「4」まで。「それを人
に教えていましたか？」をクリアできて「5」の
評価となる。つまり、仲間と連携して働けること
に大きな価値を置いている。
　近藤社長は、「ありがとう」の精神が会社の風土
をさらに良くし、精神的・経済的に豊かな職場を
実現すると信じて日々課題に向き合っている。
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よりも多いことを知った。また、必ずしも賃金が
採用の決め手ではないことも分かったという。
　「企業側は、賃金の比較で若者が県外に出てしま
うと思い込んでいましたが、先生や保護者の話を
聞くと、子供たちは賃金だけでなく、福利厚生や
働きやすさを求めています。ですから、働き方改
革に取り組んでいる会社であることを上手にア
ピールできれば、関心を持ってもらえるチャンス
があると感じました」。
　新卒者については、入社して半年間は印刷・製本・
刷版・校正などひと通りの業務を経験しながら、1、
2年かけて各自の適性に合った仕事を探り、育て
ていく方針だ。今後、柔軟な仕事のシフトに向け
て必要になる「多能工化」を可能にするためにも、
いろいろな業務を経験してもらうことが役立つ。
　東専務は「若い社員たちがいかに継続して勤め
られるかが、ここ数年の課題になる」と自覚して
いる。そのために、男女を問わず、だれもが働き
やすい職場環境の整備に取り組んでいる最中だ。
社会保険労務士に相談しながら、就業規則の見直
しも進めている。
　昨年から年次有給休暇については、年間計画と
して全社一斉の休業日を設定する取り組みを始め
た。部門によっては指定した日に休むことが難し
く、他の日に振り替える場合もある。当初はいろ
いろな反発も出たが、結果的に休日が増えること
のメリットを社員に話したところ、ほぼ納得して
もらえ、おおむね順調に消化できている。
　また法律上、5日の有休取得義務化の対象者は

　宮崎県都城市の文昌堂は、若手の育成を意識し、
2年前から地元の高校生の新卒採用を始めた。現
在、下は18歳から上は71歳まで、正社員33名、パー
ト社員3名が働く。有休の取得の仕方ひとつとっ
ても、社員により受け止め方はさまざま。子供の
世話、高齢の親の世話などは、若い社員には想像
がつかないことが多い。これまで温かな社風の上
にうまく成り立ってきた同社の働き方についても、
制度化を検討する必要が出てきている。社員みん
なが不公平感を持つことなく、休日を増やしなが
らも業績を向上させるという大きな課題に取り組
む東淑恵専務取締役に話を聞いた。

◆働き方改革への取組みを地元での採用に活かす
　文昌堂は、官公庁や学校からの仕事、各種商業
印刷物、自費出版物など、地元都城市に密着した
事業を行う。地域限定アプリを活用した情報発信
と販促支援、東京でのふるさとPRキャンペーンの
展開など、デジタルツールやデザイン力を活かし
て新しい分野にも積極的に踏み込んでいる。
　社員の平均年齢は48歳ほど。会社の将来のため
に、早めに若い社員を育てる必要があると考え、
平成29年度から新卒者の募集を開始した。初年度
は採用に至らなかったが、地元の高校から30年度
は1名が入社、31年度は2名が内定している。採用
にあたっては、市が実施している企業と高校のマッ
チングの仕組みを利用した。話し合いの場を通じ
て東専務は、専門職は別にして、総合職を志望す
る若者は地元に就職したい意向を持つ人が思った

<第２０回> 休日増と賃金増の両立に向け
　　　　　新しい仕組みづくり目指す

株式会社 文昌堂
本　　　社：宮崎県都城市都北町7166番地
工　　　場：宮崎県都城市東町18街区1号
創　　　業：1950年（昭和25年）
代　表　者：中村かよ　　

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

東 淑恵専務
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年10日以上の有休が付与されている社員である
が、不公平感をなくす意味から、新人にも同じく
一斉休日を適用していく考えだ。
　東専務の抱える不安は、やはり業績への影響だ。
「生産性向上に対する意識が社内にまだ足りないと
感じています。業務の見える化をシビアに行い、
一人ひとりが仕事の効率を今よりも上げないと、
結局は売上げも賃金も上がりません。休日を増や
すと同時に、賃金を上げていくための意識の共有、
計画的な話し合い、そして仕組みづくりをしてい
かなくてはいけません」。
　また、社員個々のスキルアップと多能工化、チー
ム力の発揮が欠かせないと考えている。

◆すべての社員が納得のいく働き方を模索
　文昌堂は、正社員33名のうち女性が12名（社長、
専務を除く）と、女性比率は高い。制作、事務、
製本、工程管理などの仕事に就いている。将来、
女性の中から役員が出ることも期待し、少しずつ
経験を積んでもらっている。社員には、積極的に
会社を引っ張ってほしいという思いから、プロジェ
クトリーダーとして責任ある立場を経験してもら
う取り組みも始めた。たとえ小さなプロジェクト
であっても、達成感や自信を身に付けることは人
を成長させ、やる気にさせる。
　東専務自身、かつて出産を経て復帰し、時短勤
務で仕事を続けた経験があり、幼子を連れて出勤
したこともある。会社には、育児休業制度がもと
もと備わっていた。また、社員を大切に守り育て
る同社の社風でもあるが、子育てに手がかかるう
ちは正社員であっても残業をしなくていいという、
暗黙の了解があった。東専務が改善したいと考え
ているのは、まさにその「暗黙の」という部分だ。
　「対象となる社員が常にいるわけではなく、新し
い社員が増えるほど、いざという時に周りの理解
を得られにくくなってしまいます。これまで何と
なく認められてきたことを、だれにでも分かるよ
うにルール化する必要を感じています」。
　社員の年齢構成から、最近、高齢の親の病院へ
の付き添いのために休みを取るといったケースも
増えてきた。当然ながら、介護休業も今後は増え
ていくと予想される。現在は有休を事前申請して

もらい、休みに当てている。まだ仕事に支障は出
ていないものの、当人が休みづらくなることが起
こる前に、どこかで制度化を図らなければならな
いと東専務は考えている。
　一方で、独身者や若手の中には、休暇を取れる
私的な理由がないために休みづらいという不満が
あることも聞こえてくる。彼らと年配者の両方へ
の気配りが欠かせない。
　「だれもが頑張っている点では同じですから、そ
れを公平に扱ってあげられる仕組みを用意したい。
たとえば、単なる有休とせずに、リフレッシュ休暇、
バースデー休暇、アニバーサリー休暇などを設け
ることもひとつの方法でしょう。今後の課題とし
て受け止めています」。
　社員にとって、中村かよ社長（東専務の母）は母、
東専務は姉のようなイメージがある。実際に2人が
相談を受けることは多く、それが社内のトラブル対
応ともなっている。女性社長ならではの特長でもあ
るが、敷居の低い中村社長の気さくな人柄は文昌堂
の社風そのものと言える。かつて、ある社員が「社
長が現場に足を運んで、仕事を認めてくれることが
とてもうれしい」と話したことがあった。
　正月の鏡開きには、社長と専務が前日から仕込
んだぜんざいを社員にふるまう。時には、1時間
早く出社してもらい早朝清掃をした後、全員で朝
食をいただくこともある。年末には社内でオード
ブルを囲み、一年の労をねぎらう日がある。参加
は自由意思だが、ほぼ全員が参加する。
　時代に合わせた見える化、制度化の必要を感じ
る一方、長年培ってきた良さを大切にしながら、
若い社員を迎えて文昌堂の新しい企業文化が創ら
れようとしている。

幅広い年齢層の社員が力を合わせている
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めさせてはいけない」と強く思ったことが改革に
着手する大きなエネルギーとなった。
　その後の10年間は、第1フェーズ（2009 ～
2011年）:「制度・風土改革」、第2フェーズ（2011
～ 2015年）:「実績・認知」、第3フェーズ（2015
年～）:「成果」と大きく3つの時期に分けられる。
　取り組みの初期には、社内に「一部の人たちだ
けの取り組み」といった冷めた空気があった。そ
れでも、育児との両立支援や女性活躍推進を目指
す中で、育児休暇の取得者などが増えるに従い、
少しずつ社内の雰囲気が変わってきた。そして、
2015年に「新しい働き方委員会」を発足。「働き
方を誇れる成長企業 №1」というダイバーシティ
ビジョンを設定し、本格的な取り組みを開始した。
同委員会の中には、「イクメン部会」と「BLENDA
部会」ができた。部会長は今野氏が任命したが、
他のメンバーは自主的に手を挙げてもらった。全
社での活動と宣言し、これから子育て世代となる
社員も参画した。活動は勤務時間内に行っている。
　イクメン部会は、子育て世代の男性社員を中心
メンバーに、仕事と子育て・プライベートを楽し
みながら自分自身も成長する働き方を検討し、男
女ともに誇れる職場環境の確立を目指した。施策
の一つとして、月に一度の「イクメン日（定時退
社の日）」を設けた。あらかじめ各人が「宣言シー
ト」を提出して定時退社日を決め、仕事の引き継
ぎに支障がないようにした。社員は通常、取得日
の数字が大きく書かれた「イクメンバッジ」を胸
に付けて勤務する。
　BLENDA部会は、「女性の視点で働き方を考え

　ユーメディアは、仙台・宮城を基盤に広告・印刷・
プロモーション支援事業を展開しているコミュニ
ケーション支援企業である。イベント、映像、
Web、コンサルティング、システム開発、サイン・
ディスプレイなど、印刷以外の売上げが3割を占
める。本社の従業員数は140名、グループ会社の
株式会社プレスアート、株式会社仙台シティエフ
エムを合わせて約180名となる。
　かつては「愛宕橋の不夜城」と呼ばれるほど深
夜残業が常態化していたが、積極的な改革を行い、
その成果として経済産業省の平成29年度「新・ダ
イバーシティ経営企業100選」に選定された。
　同社の取り組みについて、今年2月27日にダイ
バーシティ推進委員会が東京で開催したセミナー
におけるユーメディア取締役経営企画担当・今野
彩子氏の講演から紹介する。

◆営業センターの閉館時間を21時に
　働き方改革への取り組みが始まった2009年当
時、ユーメディアは広告・印刷業界の常識にどっ
ぷりと浸かり、残業のための夜食、タクシーでの
帰宅などが当たり前に行われていた。遅くまで働
くことが仕事をしているアピールにもなる風土が
あった。そのため、女性の勤続年数は平均4年と
極端に短く、結婚を考える女性はほとんどが辞め
ていく状況にあった。
　そのような中、たいへん有能で後輩からも慕わ
れていたある女性社員が、家庭と仕事の両立を希
望したが、前例がないから難しいのではないかと
相談をしてきた。今野彩子氏によると、「彼女を辞

<第２１回> 家庭との両立とリーダー育成を
　　　　同時に進め業務改革へ

株式会社 ユーメディア
本　　　社：宮城県仙台市若林区土桶103番地
営業センター・印刷センター：仙台市若林区
東 京 支 社：東京都中央区
創　　　業：1960年（昭和35年）
代　表　者：今野 均　　

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

講演する今野彩子取締役
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る」をテーマに、職場環境改善の提案などを推進。
社員自身がワークもライフも大切にする働き方を
考え、ポジティブな変革を目指した。社員の意識
や現状を把握するためのアンケートや、課長・チー
ムリーダーへのヒアリングを実施した。その後、
年に2回のプレミアムday（アニバーサリーホリ
デー／リフレッシュホリデー）の設定や女性視点
でのオフィス改善も行い、働きやすい職場環境づ
くりを進めた。
　深夜までの長時間残業が当たり前だった営業セ
ンターでも、全館閉館時間を2017年5月から22
時と決めた。さらに、1年後には21時閉館、完全
消灯とした。社員の中には「売上げが下がったら
どうする」、「お客様の期待に応えられるのか」など、
初めは大きな抵抗もあったが、実際には繁忙期を
のぞいて22時以降の仕事はほとんど発生しなかっ
た。もちろん、業務フローの改善、5Sの推進、クリー
ンオフィス化、資料や情報の共有など、社員間、
部門間でいろいろな工夫を行った。
　また、時間を効果的に使うため、会議や打合せ
は新設の「スタンディングミーティングスペース」
で立って行うようにした。タブレット端末の貸与
も始め、直行直帰が必要な仕事を効率良く行える
ようにした。

◆女性の勤続年数が大幅に延びる
　新しい働き方の実践により効果は数字でもはっ
きりと表れた。時間外勤務は取り組み前の42時間
から2018年は29時間、有給休暇取得率は2012
年35.0％、2015年51.3％、2018年69.9％と上昇。
女性の平均勤続年数は9年に延びた。男女とも育
児休業取得率は100％となっている。
　「最近は、顧客の方が早く終業するなど社会状況
が変わってきた。当社でも、効率的に仕事を進め、
イクメンシートの提出が必要ない社員も出てきて
いる」と、今野氏は明らかな変化を感じている。
　取り組みの成果は、採用市場における優位性の
高まりにも表れた。2018年度は東京からのUター
ン者も含め、10名を採用できた。また、30歳前
後の女性正社員の採用も進み、各部門で核となっ
て活躍している。人材の多様性が増したことで、
新しいプロジェクトへの挑戦もしやすくなり、業
績への好影響が生まれている。
　かつて不在だった女性管理職者は、現在2名と

なり、候補者も4名いる。管理職の課長2名は、仙
台市が運営する女性リーダートレーニングプログ
ラムを修了した。今野氏自身、仙台市子ども子育
て会議委員、せんだい男女共同参画財団評議員、
仙台商工会議所女性会女性活躍委員会副委員長な
どを務め、ワークライフ・バランス認定コンサル
タントの資格を持っている。
　活躍する女性が増えたことで、責任ある立場に
女性が就いていることがイメージしやすくなった。
育児休暇からの復帰者はサポート業務ではなく、
中核業務に充てることにより、やりがいの継続と
キャリア意識の向上を図っている。
　取り組みをさらに推進するため、2018年10月、
「新しい働き方委員会」は「ワークイノベーション
委員会」へと進化した。女性リーダー育成、イク
ボス育成、時間制約社員の活躍を柱とし、同社独
自の働き方を創造するための業務改革に乗り出し
た。リモートワークやオフィスリニューアル、管
理職の「イクボス宣言」などを実践し、ICTの活
用とコミュニケーションの見直しにより、生産性
の高い業務フローの再構築に挑戦している。以前
の「イクメン部会」は「イクボス部会」に進化。リー
ダーたちが自分の言葉でそれぞれの目標を宣言し、
ホームページですべてを社内外に公開した。
　ユーメディアは、「おもいを、カタチに。みんな
を、ゲンキに。私たちのすべてはその実現のため
に。」をネクストビジョンとして掲げ、成長のスピー
ドを速めようとしている。

定時退社の取得日が大きく書かれた「イクメンバッジ」
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せるため、「その頃のことはほとんど覚えていない」
ほどの多忙な毎日だった。なんとしても働かざる
をえない環境にあった。
　先代が急死してしまったことで、武智氏は自分
でも予想していなかった若さで社長に就任した。
35歳のときだった。同時に専務に引き上げた社員
には、初めから「とても一人では会社全体を仕切
ることはできないので、実務に関しては任せたい」
と率直に話し、分担することにした。性格がまっ
たく異なる社長と専務ではあるが、今に至るまで、
それぞれの得意に専念するやり方でうまく会社が
回っている。
　武智社長が、それこそ “モーレツ” に働いてき
た若い頃とは違い、環境は大きく変化した。国が
率先して「働き方改革」を謳い、働き方改革関連
法の施行が今年4月から始まった。セブンクリエ
イトも、従業員数が増え、その約3分の1が女性だ。
自身の経験してきたことに照らし合わせて、感覚
的にズレがあると武智社長は感じているが、時代
の新しい流れに即した経営を模索している。
　本人は、「全印工連のダイバーシティ推進委員会
に入るまで、働き方について改めて考えたことは
なかった」（※現在、副委員長）と謙遜する。しか
し、冒頭にも書いたとおり、勤務シフトでは他社
がなかなか真似のできない方法を早くから採り入
れ、実践してきた。
　現在は、たとえばDTP部であれば始業（出社）
時間は9時、11時、13時、18時の4通り、制作部
は9時と10時。これをさらに1～ 2週間のシフト
で回している。その利点について武智社長は次の
ように話す。

　株式会社セブンクリエイトは、製版会社として
1985年に創業した。現在は画像処理、制作、
DTP、CTP出力などプリプレス工程の専門家集団
として、印刷会社の要望に柔軟に応えている。従
業員数は、男性16名、女性6名の計22名。勤務形
態が不規則になりがちな業態ではあるが、10年ほ
ど前から思い切った時差出勤による変形シフトを
導入し、定着している。それにより、極めて短納
期の仕事への対応、個々の社員や部署の希望に沿っ
た勤務時間帯、一律に働くことのムダの解消によ
る残業時間削減などを同時に実現した。
　武智美樹社長は、特に中小企業が多い印刷業界
は、小規模ゆえに融通が利くメリットを活かすこ
とで、男女の差を問わず柔軟な働き方ができると
考えている。

◆変形シフトで会社と個人の事情を同時に解決
　10代のうちからセブンクリエイトの仕事の手伝
いを頼まれていた武智社長は、コツコツと細かい
作業を積み上げる製版の仕事が性に合っていたと
いい、いつしか本格的に取り組むようになった。
当時、従業員は10人に満たず、業界に女性もほぼ
いなかった。時はアナログ全盛。毎日深夜まで現
場で残業をする日々が続いたが、今とは違い、業界、
そして世の中全体がそれを当り前と受けとめ、皆
が一所懸命に働いていた。
　出産を機に一度退職をして3人の息子の母と
なった武智社長は、20代後半で職場に復帰する。
製版技術は急速にデジタル化され、すっかり様変
わりしていた。復帰後は総務系の業務に携わり、
定時退社となったものの、子育てと仕事を両立さ

<第２２回> 変化への自然体の対応で
　　　　不規則な業態を働きやすく

株式会社セブンクリエイト
本　　　社：東京都大田区大森北6-2-5
創　　　業：昭和60年（1985年）
代　表　者：武智美樹　　

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

武智美樹社長
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　「そもそも残業時間を削減することが狙いでし
た。当社のように、お客様から『今日入稿するの
で明日の朝までに仕上げてほしい』といった要望
が当り前のようにある不規則な仕事内容では、全
員が決まって9時に出社する形ですとムダがとて
も多くなり、遅くまで残業しなければなりません。
そこで、どこからでも8時間働けば良いものとし
て、部署ごとに話し合いでシフトを決めるように
しました。もちろん、個人の事情もそこに影響し
ます。結果的に残業はかなり減らすことができま
した。また、全員の勤務時間が異なると、自分だ
け先に帰るといった感覚にはならないので、帰り
づらさもなくなります」
　今後、親の介護に迫られる人などが増えると、
妻が昼間、夫が夜間に働いて24時間体制で親を看
ることを希望する家庭なども出てくると武智社長
は予想する。あるいは、仕事が不規則であっても、
それを逆手に取って、遅番で働きたい若者などを
印刷業界に取り込めることもあるのではないかと
指摘する。
　規模が小さいために融通が利く良さや、平均賃
金は他業種に劣るかもしれないが自由度は確保で
きるといった面をアピールすることで開ける可能
性もある。

◆ “ゆるさ” が自社にとってのダイバーシティ
　武智社長が自社の問題点として捉えていたのは、
有給休暇の消化率が低いことだった。しかしそれ
も、法改正でルールが定められたことで、取り組
みが自動的に後押しされた。同社は4月現在、部
署ごとに有給休暇の年間スケジュールの検討を進
めている。会社にとって煩雑なのは、中途入社の
従業員がほとんどであるため、期の始まりがそれ
ぞれ異なること。有給休暇の計算も一人ひとりの
対応となるが、そこは地道に対応するしかない。
　また、同社で初めて育児休暇を取得した女性社
員が昨年復帰した。保育園に入ることができなかっ
たため、育休の延長を申請したうえでの復帰だっ
た。現在は時短勤務で働いている。幼児は病気を
しやすく、休みが増えることは避けられないので、
やはり周囲への負担はかなり大きい。在宅勤務の
提案もしたが、本人の希望で出社している。それ
でも武智社長は、「介護と違って子育ては先を読め
ますので、焦らずに将来の活躍を期待しています」
と話す。
　高齢者の活躍も大切に考えている。最年長は68

歳になる営業のベテラン社員で、本人の希望で仕
事を続けている。会社としては、きわめて自然体
でそれを受け入れている。
　セブンクリエイトには、肩肘を張った無理や、
ルールで縛るといった堅苦しさがまったく感じら
れない。武智社長の性格や考え方もある。さらに、
ベテラン社員が多いため、長い間に自然に培われ
てきた社内のバランスがそうさせるのだろう。
　武智社長は自社の特徴について次のように話す。
　「ある種の “ゆるさ” が当社のダイバーシティと
いえるかもしれません。ダイバーシティとは結局、
すべてにおいて、その人の条件や職場の状況に合
わせるということだと思います。ですから、女性
活躍推進が先行して取り上げられる傾向がある中
で、私としては男女の差を必要以上に意識しすぎ
ない方がいいという考えも持っています。もちろ
ん、子供は女性にしか産めませんし、男性との得意・
不得意の差、体力差など、たしかな違いはあります。
大事なのは、それぞれを理解して良さを活かし、
協力しあいながら仕事をすることではないでしょ
うか。同じように、休みを多く欲しい人もいれば、
大いに働いて稼ぎたい人もいます。人生にはお金
が必要な時期もあります。一律にルールで縛ると、
中小企業の良さがかえって損なわれる心配があり
ます。当社の働き方についても、状況が変われば、
そこは柔軟にやり方をまた見直していけばいいと
いう気持ちで構えています」
　環境の変化が激しい時代だからこそ、同社の草
の根のような姿勢が強さを発揮することは大いに
ある。

互いの事情を理解し男性・女性社員が協力しあう
（社内のミーティング風景）
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などにも参加した。およそ10年間、父のもとで研
鑚を積み、また、メーカー出身の2人の相談役も
良き教育係となってくれた。
　社長に就任した2009年はリーマンショックの
嵐が吹き荒れていた時期。やむなくリストラを行
うなど辛い経験もあった。それでも、最新鋭の設
備の導入、カラーマネジメントへの取り組み、
ISO9001認証の取得など、品質重視の姿勢がぶれ
ることはなかった。同時に、外注を使って売上を
伸ばすことを改め、内製化に切り替えていった。
自社に合った仕事を選定することで、筋肉質の会
社に変わることができた。
　同社が大阪市浪速区にあった本社工場から、現
在の東成区に移転したのは2018年5月。区画整理
で立ち退きを迫られ、大変な思いをした。しかし
この時も、かつての教育係で、今は引退している
元印刷機メーカーの85歳の男性が、物件に合わせ
て図面を引き、詳しいアドバイスをくれた。移転
先が決まり、約1ヵ月で突貫工事が行われた際も、
現場に詰めて取り仕切るなど、何かと力になって
くれた。
　鈴木社長は「年寄りパワーと言っては失礼です
が、とても心強かった。私にとって最近一番感じ
たダイバーシティの例です」と笑う。
　現在、従業員23名のうち営業が7名、CTP、印刷、
加工（断裁機、紙折機が各1台）、配送、生産管理
が15名。経理と配送手配業務に女性が1人ずつい
る。印刷は2交代で24時間稼働。日勤3名、夜勤3
名が1週間ごとに交代するシフトを組んでいる（工
場長を入れると日勤は4名）。これまでは印刷機の
色数やサイズによって担当を固定していた。しか

　鈴木美術印刷株式会社は、現社長の鈴木裕香氏
の父が1961年に創業した。単色の伝票等の仕事
から始まり、地元百貨店との取引をきっかけにカ
ラー印刷の仕事が増えていった。印刷機は菊四裁
判3台、菊半裁判1台と小型機が中心。ジャパンカ
ラー基準のカラーマネジメントを確立し、コート、
マットコート、上質など紙の種類に応じて4つの
キャリブレーションを使い分けるなど、きめ細か
な対応と高品質で顧客の信頼を得ている。
　昼夜2交代制で動く生産部では、従業員の多能
工化を進めることで作業の効率化を図るとともに、
柔軟な勤務シフトを組める体制づくりに向けて取
り組みを始めた。生産部、営業部とも会社全体を
見渡して行動できる中堅社員が育ってきている。
チームの連携も強くなってきており、その中で社
員の働き方にも変化が表れてきた。

◆OBの支えで会社の急な移転を乗り切る
　鈴木社長は30代までベネッセコーポレーション
に勤務し、東京で働いていた。当時社長であった
父から、大阪に帰って会社を継がないかと打診が
あった。弟もいたので事業承継を考えたことはな
く、印刷業に対するイメージも湧かなかった。「ベ
ネッセは働きやすい職場でしたが、私が必要とさ
れているのなら、と気持ちを切り替えました」と
鈴木社長。業界はCTPの普及が急速に進むなど、
デジタル化への移行期にあった。
　女子大を卒業し、前職も女性の多い会社から、
いきなり男性中心の環境に身を置くことになった。
印刷の知識も持っていない。一から勉強を始め、
大阪市が主催する経営者勉強会や、異業種交流会

<第２３回> 多能工化で昼夜２交代制や
　　　　各部門の働きやすさに配慮

鈴木美術印刷株式会社
本　　　社：大阪市東成区神路2-4-4
東京事務所：東京都港区北青山2-7-26　Landwork青山ビル
創　　　業：昭和36年（1961年）
代　表　者：鈴木裕香　　

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて

鈴木裕香社長と青木育央部長
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し、どうしても効率の悪さが残るうえ、夜勤で半
裁機を回すことを辛く感じる従業員も出てきた。
さらに、30～ 40代が中心となり、子供の学校行
事への参加や、親の面倒など、どうしても休みを
取る機会が増えている。定着率が良いだけに、年
齢もそのまま上がってきている。
　鈴木社長は「長いスパンでは、多能工化につい
て以前から考えてはいましたが、体制をしっかり
変えていかなければいけない時期に来ていると認
識し、従業員にもそのことを話しています。折機
もかなり忙しくなってきました。昼間だけでなく、
夜勤の印刷オペレータも折機を使えるように教え
始めたところです。一時的に負担が大きくなるこ
とはあっても、誰でも機械を動かせて、誰かが休
んでもカバーができる体制に向けて一歩一歩進ん
でいきます」と話す。
　また、「国の働き方改革の推進を良い機会と捉え
て、事前にスケジュールを決め、できるだけ計画
的に休暇を取得できるようにしていきたい」と考
えている。
　納期の都合などで仕事が不規則になりがちな生
産部でも、半休をうまく利用するなどして消化し
ていく予定だ。

◆営業部はチーム制で顧客の情報を共有
　高齢の親の介護や看病、病院への付き添いなどで
休みを取らなければならないケースは、同社でも少
しずつ増えてきた。現在、生産管理部に勤務する女
性の場合もそうで、普段は彼女が担当している配送
伝票の作成は、営業でもできるようにするなど、周
りがカバーをしながら、業務にも支障が出ない工夫
をしてきた。
　一人一人が特定の顧客を担当し、固定化しがちな
営業部の場合はどんな工夫があるのか。この点につ
いても同社では、鈴木社長が厚い信頼を置く営業部
の青木育央部長が上手にさばいているという。
　「彼は几帳面に、しかもムダなく仕事をするタイ
プで、自分が真っ先に帰ることも多いのですが、営
業部の成果はしっかり出してくれています。昔なが
らの私の感覚とは違って、それが正しい仕事のやり
方なのかもしれません。自分がある程度売上を上げ
られるようになったお客様を、うまく指導しながら
部下に引き継いで、自分はまた新規のお客様に当た
るなど、社員のお手本のような存在です。生産管理
との連携も良く取り、お互いに数字を共有しあうな
ど、彼らが会社全体を引き上げてくれるのではない

かと期待しています」と鈴木社長。
　青木部長は「自分のスキルアップがまだ足りない。
知識も発信力も弱い」と謙遜するが、一方で、「営
業部は2チームに分けています。各班長は班員が担
当する得意先のことを把握し、私はチーム全体を把
握しています。この方法は思っていた以上に効果が
ありました。当社の営業部全体がフォローする形に
なりますので、お客様にも安心していただけます」
と手応えを感じている。
　もちろん、情報が確実に共有されているため、柔
軟な働き方の点でも有効だ。
　鈴木社長が入社した当時、印刷機や折機、刷版に
も女性のオペレータがいたという。業界が右肩上が
りの時代でもあった。その後、事業がやや縮小され
てきた中で、現在は生産部に女性はいなくなった。
これまで採用の過程で、女性の希望者がいなかった
わけではない。
　「現場で女性が自然に働く姿を見ていたにも関わ
らず、会うこともせずに、『大変だと思うから』と断っ
てしまったことがあり、反省しています。経験と意
識付けとは別物でした。女性の能力の高さは理解し
ていますので、当社でももっと活躍してもらえるよ
うに、私自身の意識から変えていきたいと思います。
　これまでダイバーシティ推進委員会の企画で全印
工連の仲間の企業を見学した中では、むしろ男性の
経営者の方が意図的に女性に配慮するせいか、うま
く女性社員の能力を引き出す仕組みを作り上げてい
る会社があり、とても参考になりました」と鈴木社
長は話す。
　新しい視点と若手社員の成長を得て、同社は大き
く変わる可能性を感じさせる。

高品質な製品を支える工場長と
印刷オペレータのみなさん
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などを見ていますが、私が決めたことには反対せず、
すべて任せてくれています。私は専門学校の2年間
しか外の世界を知りませんでした。地元の青年会議
所や、全印工連の全国青年印刷人協議会、そして
昨年から委員となっているダイバーシティ推進委員
会の活動はとても貴重な勉強の場となっています。
経営者としての悩みを共有できる同じ世代の仲間が
いることはありがたいですね」（岩間社長）。
　社長として5年目に入った今、新たな課題も感じて
いる。これまでは、いわば自分が社長業を学び、成
長し、変わるための期間だった。次の5年は、社員
が変わり、会社が変わるために、いろいろな手を打っ
ていきたいと考えている。社長になって一番学んだ
のは、人への投資が何より大切ということだった。
　「私がいいと思ったことを、必ずしも社員も同じよ
うに思っているわけではありません。それでも、社
長が言うことだからと、仕事にしても研修にしても、
指示に従って動くことが見られます。私が我慢して、
どこまで社員の自主性に任せられるかが試されてい
ます」と岩間社長は話す。
　現在、社員は37人。社長就任とともに社員の代
替わりも進め、役職を引き上げた。強い会社になる
ためには、彼らが自ら気付きを得て、体質を常に改
善していけるかどうかにかかっている。
　岩間社長は、認識を共有するための方法として、
社内の各部門から選んだ社員12人と一緒に、今年6
月に2日間のTOC研修を受講した。TOC（Theory 
of Constraints）研修とは、マネジメントゲームを
通じて、全員で現場でのボトルネックを発見し、解
決策を考える経営改善手法であり、利益最大化の
ための業務改善を目指す。今回、TOC研修で大き

　酒田市に本社があり、山形の庄内地方を中心に
70年以上の歴史を持つ北星印刷株式会社。同社は、
四代目の岩間奏子社長のもと、新しい体制づくりを
進めている。TOC研修の受講をきっかけに、社員
の成長を促し、継続的な業務改善活動を実施してい
くことが現在の目標だ。社員が自主的に伸び伸びと
力を発揮できる環境の実現に向けて、試行錯誤の
毎日が続く。

◆継続的な業務改善へヒントをつかむ
　北星印刷は、1948年に現・岩間社長の曾祖父
である相蘇利助氏によって創業された。三代目の父・
齊藤純一氏が社長に就任した年に4色機を導入。そ
の後、フォーム輪転機や8色機、後加工機の導入、
社屋・工場の増設、営業所の拡大など、現在の会
社の基盤を作り上げた。2015年4月、齊藤氏は65
歳となったことを機に会長に就き、長女の岩間奏子
氏が四代目社長に就任した。現在、北は秋田の由
利本荘市、南は山形の鶴岡市に営業所を構え、企画・
デザインから印刷・製本まで、顧客の要望にきめ細
かく対応している。
　岩間社長は、地元の高校を卒業し、デザイン系
の専門学校に通った後、北星印刷に入社した。プリ
プレスで10年、営業で10年経験を積み、結婚、子
育てを経て、30年間社長を務めた父からバトンを受
けた。弟もいるが歳はひと回り離れている。2010
年3月に取締役となった頃から、自分が社長を務め
る心の準備はできていた。
　「人と話すのがおもしろく、営業の仕事は好きでし
た。父が元気なうちに承継するのは望ましい形です。
父は会長として、今も大きなお金の流れや労務関係

<第２４回> ＴＯＣ研修の受講を通じ
　　　　社員の自主性を活かす体質へ

北星印刷株式会社
本　　　社：山形県酒田市新橋1-1-22
営　業　所：本荘営業所（秋田県由利本荘市）、鶴岡営業所（山形県鶴岡市）
創　　　業：昭和23年（1948年）
代　表　者：岩間奏子　　

シリーズ：ダイバーシティ経営企業を訪ねて（最終回）

岩間奏子社長

　8月号　201912

女
外

シ
障

L働き方改革取組中

047



資料編

な成果を出している地元企業の誘いもあり、他社を
含め異業種全47名が専任講師の指導の下に学ん
だ。
　成果が社内にどう落とし込まれるかはこれからだ
が、岩間社長は研修中の社員の様子を見て、確実
にインパクトがあったと感じた。
　「自社の業務フローを例題に行った改善シミュレー
ションでは、一つ見方を変えるだけで劇的に利益を
出すことができました。社員も、自分たちが普段当
たり前に行っている仕事のやり方に疑問を持ち、コ
ストをかけなくても取り組めることがたくさんあると
気付いてくれたようです。業務改善活動は、『なぜ、
それが必要なのか』を理解し、納得しなければ動け
ません。今回、貴重なヒントや武器は手に入れました。
若い人たちにも浸透させ、日常的に業務改善が継
続していけば、次の展開が見えてくると思います」
　岩間社長は、できればTOC研修のインストラク
ター資格を取得する社員が率先して出て、活動が社
内に根付くことを期待している。

◆個人面談で見えてきた社員の本音
　北星印刷では、5年前から製造部門で地元の高
校生の採用を始めた。一昨年は4人を採用している。
社員の平均年齢はかなり下がってきた。ただ、大
型の断裁機を扱っている2人が60歳代であることが
目下の課題で、人員のシフトと多能工化を検討して
いる。
　採用・定着が難しいのはむしろ営業の方だが、こ
れも3年ほど前に異業種（飲食業界／ホテル・ブラ
イダル業界）から採用した2人が頑張ってくれている。
　女性社員は16人で、比率は高い。プリプレス
（DTP、刷版ほか）に8人、製本加工に4人、軽オ
フセットに2人など。軽オフのオペレータの一人は、
正社員ではあるが時間給を選択し、パート扱いとなっ
て仕事を継続している。今のところ育児休業制度の
対象となる女性はいないが、ここ数年で採用した高
卒の社員たちもやがて結婚・出産の時期を迎える。
また、親の介護に関わる社員もこれから増えると予
想される。社員が活き活きと働ける職場環境づくり
に向けて、今から就業規則の整備などを少しずつ進
めているところだ。
　社内では月に1回、営業も含めた技術会議を開き、
事故分析や改善要望の提出などを行っている。岩
間社長は「チームワークは決して悪くないが、まだ
不満がくすぶっている状態」と見ており、明確な根
拠に基づいた、もっと突っ込んだ話し合いができる

はずだと考えている。
　岩間社長は2年前から社員との年1回の個人面談
も始めた。
　「中には1時間も2時間も話す社員がいて、それだ
け思いが溜まっていたのだなと感じました。人間関
係の悩みを打ち明けられることもありますし、社長に
もっと自分たちのことを見てほしいという声もありま
した。また、『話す機会をつくってくれてありがとう』
と言われたこともあります。会長はカリスマ的な存
在でしたから、私に代わって風通しが良くなったこと
はあります。これまでは自分の勉強のために時間を
使ってきましたが、ダイバーシティ推進委員会に参
加するようになって、現場を見ること、社員の声を
聴くことが大事だと教えられました」
　もう一つ、岩間社長が課題として捉えているのが、
他社を知る機会が少ないことだ。特に、製造に携わ
る社員は外に出ることがあまりなく、自社のやり方
が正しいかどうか測るモノサシを見つけにくい。こ
れは業務改善そのものに関係するテーマでもある。
　「井の中の蛙になってはいけません。最近、埼玉
県の印刷会社さんとは、メーカーを介して同じデー
タの出力比較を行いました。できれば、社員にも一
日限りの研修ではなく、会社を代表して実際に他社
の環境を体験する、技術交換留学のような機会を
作ってあげられたらと思っています」
　酒田市では今、図書館を含む複合施設の建設な
ど、今後数年をかけた駅前の再開発が進んでいる。
酒田駅前は本社工場が現所在地に移る前の、北星
印刷創業の地でもある。原点回帰し地域に役立つ
印刷会社と成るべく、新たなビジネスモデルの可能
性を探りながら、生まれ変わろうとしている地元とと
もに発展を目指す。北星印刷の挑戦は始まったばか
りだ。

6月に社長以下13人で参加したTOC研修の様子
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「多様な人材（ダイバーシティ）の活用」についてのアンケート結果
　全印工連・ダイバーシティ推進委員会（小野綾子委員長）は、平成28年8月1日から10月31日まで実施した「多様な人材（ダイバー
シティ）の活用」についてのアンケート結果をまとめました。
　回答企業数は全国の組合員4,855社中1,379社で、回収率は28.4％と初めての調査としては非常に多くの組合員にご協力をいただく
ことができました。

　本アンケート結果のポイントは以下のとおりです。

　○ 「ダイバーシティ」という言葉は4割強の会社が知っているが、「ダイバーシティ経営」という言葉を聞いて具体的な内容を想起
できる会社は2割強にとどまる。

　○ ダイバーシティ経営に「着手している」、または「今後取り組む予定である」と回答した会社は全体の4割弱。6割弱は「取り組む
予定なし」と回答。

　○ これから先、工夫をしながら活用を広げていきたいと考えている人材で最も割合が多いのは女性（56.2％）。以下、子育て・介護
等でフルタイムでは働けないが、働く意欲のある方（41.3％）、65歳以上の高齢者（29.7％）とつづく。

　○ 全従業員における女性の割合で最も多いのは21～ 40％。65歳以上の高齢者の割合で最も多いのは1～ 20％。
　○ 全従業員における障がい者・外国人の割合で最も多いのは0％。
　○ 働く時間に制約のある従業員は「在籍していない」が5割弱で最も多く、「育児」が28.4％、「税法上の扶養限度（103万円未満）」

が24.9％とつづく。
　○ 柔軟な働き方として行っている取り組みは「取り組んでいない」が32.2％で最も多く、僅差で「育児休業の完備」（32.1％）、短

時間勤務制度（25.3％）とつづく。
　○ 育児休業中・復帰後の不安を取り除くために取り組みを行っている会社は26.1％と、全体の4分の1強。
　○ 男性従業員の育休経験者が「いる」と回答した会社はわずか5.5％で、20社に1社程度の割合にとどまった。
　○ 従業員の介護に関して実態把握をしている会社は37.9％と、およそ4割弱。

　それぞれのアンケート結果の詳細は以下をご参照ください。

「多様な人材（ダイバーシティ）の活用」についてのアンケート　集計結果
■調査期間　平成28年8月1日～ 10月31日 全日本印刷工業組合連合会
■組合員数　4,855社（平成28年10月1日現在） ダイバーシティ推進委員会
■回答企業数　1,379社
■回収率　28.4％

設問1． 「ダイバーシティ」という言葉を知っていますか？

回答項目
合計

地区別

北海道 東北 関東 東京 中部 近畿 中国 四国 九州

回答数 割合 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数

① 知っている 576 42.0% 13 72 106 84 72 93 52 19 65

② 今回初めて知った 794 58.0% 23 105 141 116 106 133 72 31 67

設問2． 「ダイバーシティ経営」という言葉を聞いて、具体的な内容が思い浮かびますか？

回答項目
合計

地区別

北海道 東北 関東 東京 中部 近畿 中国 四国 九州

回答数 割合 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数

① 思い浮かぶ 282 21.1% 6 29 60 39 33 47 20 9 39

② 思い浮かばない 1057 78.9% 28 146 181 157 143 172 103 40 87

　＜①具体的な内容＞
　アンケート冒頭の説明を見て理解した　 フレックス　外国人の雇用　多様な個人のライフスタイル支援　人材育成　外国人・女性活

用・高齢者
　多様な人材の能力を最大限に生かす　　 社会的弱者の雇用　企業の多様化が進んできているので、それに合うような人材の確保　多

様な人材をうまく活かした経営
　高齢者・障がい者・外国人の雇用　　　 障がい者雇用　個人の特性が最大に生かせる経営　共生　多種多様な人材確保を掲げている

　労働時間の個人毎対応
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設問3． 貴社では現在、ダイバーシティ経営に既に着手していますか？もしくは取り組む予定はありますか？

回答項目
合計

地区別

北海道 東北 関東 東京 中部 近畿 中国 四国 九州

回答数 割合 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数

① 着手している 118 8.7% 3 12 25 16 13 20 8 6 15

② 着手していないが、今後取り
組む予定 427 31.7% 5 59 78 63 56 66 40 12 48

③ 着手していないし、取り組む
予定もない 804 59.6% 27 105 139 118 106 137 74 31 67

設問4． これから先、工夫をしながら活用を広げていきたいと考えている人材を下記よりお選びください。（複数回答可）

回答項目
合計

地区別

北海道 東北 関東 東京 中部 近畿 中国 四国 九州

回答数 割合 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数

① 女性 775 56.2% 16 102 138 116 97 127 72 30 77

② 高齢者（65歳以上） 409 29.7% 9 53 71 65 51 64 38 20 38

③ 障がい者 195 14.1% 4 29 32 29 28 25 24 6 18

④ 外国人 85 6.2% 2 6 17 15 7 15 6 2 15

⑤ 事情により退職せざるを得な
かった方の再雇用 227 16.5% 5 30 36 39 27 35 24 10 21

⑥ 子育て・介護等でフルタイム
では働けないが、働く意欲の
ある方

570 41.3% 11 71 103 87 72 89 51 17 69

⑦ その他 82 5.9% 4 11 17 8 14 14 6 2 6

　＜⑦その他＞
　その案件での適材者であれば誰でも可　他の職の経験者　印刷の経験者
　継続雇用　　　　　　　　　　　　　　 事業承継を円滑にするためと企業活力をダイナミックにするため、年齢階層の良いバランス

の雇用促進
　優秀で意欲のある方　　　　　　　　　若手　第二新卒者のうち、正規雇用を目指している方

設問5．全従業員における女性の割合はどれくらいですか？

回答項目
合計

地区別

北海道 東北 関東 東京 中部 近畿 中国 四国 九州

回答数 割合 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数

① 0% 64 4.7% 0 9 10 11 5 11 6 2 10

② 1～ 20％ 350 25.7% 6 41 72 47 43 55 31 16 39

③ 21 ～ 40％ 531 39.0% 12 72 93 81 71 83 52 21 46

④ 41 ～ 60％ 338 24.8% 13 47 55 49 47 59 31 11 26

⑤ 61 ～ 80％ 54 4.0% 1 7 9 9 6 11 3 1 7

⑥ 81％以上 24 1.8% 3 1 5 3 4 5 1 0 2

　2月号　2017 13

女
外

シ
障

L

050



資料編

設問6．全従業員における高齢者（65歳以上）の割合はどれくらいですか？

回答項目
合計

地区別

北海道 東北 関東 東京 中部 近畿 中国 四国 九州

回答数 割合 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数

① 0% 455 33.6% 11 71 77 63 69 69 49 13 33

② 1～ 20％ 688 50.8% 18 82 126 104 83 117 58 31 69

③ 21 ～ 40％ 114 8.4% 3 14 20 17 13 19 9 4 15

④ 41 ～ 60％ 41 3.0% 3 4 8 5 6 7 4 1 3

⑤ 61 ～ 80％ 20 1.5% 1 2 4 3 3 4 1 0 2

⑥ 81％以上 35 2.6% 0 3 7 6 2 7 2 1 7

設問7．全従業員における障がい者の割合はどれくらいですか？

回答項目
合計

地区別

北海道 東北 関東 東京 中部 近畿 中国 四国 九州

回答数 割合 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数

① 0% 1028 76.0% 24 125 184 159 122 176 86 42 110

② 1～ 20％ 309 22.8% 10 48 54 40 49 45 35 9 19

③ 21 ～ 40％ 12 0.9% 1 2 3 0 3 1 2 0 0

④ 41 ～ 60％ 4 0.3% 1 0 1 0 1 1 0 0 0

⑤ 61 ～ 80％ 0 0.0% 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑥ 81％以上 0 0.0% 0 0 0 0 0 0 0 0 0

設問8．全従業員における外国人の割合はどれくらいですか？

回答項目
合計

地区別

北海道 東北 関東 東京 中部 近畿 中国 四国 九州

回答数 割合 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数

① 0% 1310 96.3% 34 173 234 192 172 213 122 48 122

② 1～ 20％ 46 3.4% 1 4 9 8 3 10 2 3 6

③ 21 ～ 40％ 4 0.3% 1 0 1 0 1 1 0 0 0

④ 41 ～ 60％ 0 0.0% 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑤ 61 ～ 80％ 0 0.0% 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑥ 81％以上 0 0.0% 0 0 0 0 0 0 0 0 0

設問9．貴社では働く時間に制約のある従業員は在籍されていますか？（複数回答可）

回答項目
合計

地区別

北海道 東北 関東 東京 中部 近畿 中国 四国 九州

回答数 割合 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数

① 育児 391 28.4% 8 51 64 65 44 69 34 11 45

② 介護 85 6.2% 0 10 14 16 7 16 6 3 13

③ 疾病治療 82 5.9% 0 6 17 15 6 14 5 2 17

④ 税法上の扶養限度（103万円
未満） 344 24.9% 11 32 68 54 38 62 23 18 38

⑤ その他 32 2.3% 1 7 4 4 8 2 6 0 0

⑥ 在籍していない 665 48.2% 19 90 119 93 90 107 63 26 58
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　＜⑤その他＞
　社会保険に加入しない範囲
　年金との兼ね合い
　受験生

設問10．柔軟な働き方として貴社が行っている取り組みを下記よりお選びください。（複数回答可）

回答項目
合計

地区別

北海道 東北 関東 東京 中部 近畿 中国 四国 九州

回答数 割合 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数

① ノー残業デー 248 18.0% 5 27 47 39 27 41 21 8 33

② 業務の見える化による繁閑の
可視化 274 19.9% 4 31 48 47 28 47 22 10 37

③ 育児休業の完備 442 32.1% 10 66 78 62 65 67 45 16 33

④ 短時間勤務制度 349 25.3% 6 43 56 63 38 58 31 13 41

⑤ 在宅勤務 46 3.3% 1 6 10 5 7 6 5 1 5

⑥ その他 61 4.4% 1 6 12 9 6 9 5 3 10

⑦ 取り組んでいない 444 32.2% 16 54 87 57 58 80 36 20 36

　＜⑥その他＞
　在宅スタッフ　　　　　　　　　　　　　時差出勤
　子育て等で休んだ人の分を周りがカバーする風土づくり
　有給休暇の時間単位での取得制度　　　　介護休暇

設問11．貴社では育児休業中・復帰後の不安を取り除くために何らかの取り組みを行っていますか？

回答項目
合計

地区別

北海道 東北 関東 東京 中部 近畿 中国 四国 九州

回答数 割合 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数

① 取り組んでいる 345 26.1% 6 46 59 53 45 51 33 8 44

② 取り組んでいない 976 73.9% 29 123 178 142 125 167 85 43 84

設問12．貴社では男性従業員の育児休業経験者はいますか？

回答項目
合計

地区別

北海道 東北 関東 東京 中部 近畿 中国 四国 九州

回答数 割合 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数

① いる 75 5.5% 2 10 13 11 10 12 7 2 8

② いない 1286 94.5% 34 166 231 189 166 213 116 49 122

設問13．貴社では従業員の介護に関して、実態把握をしていますか？

回答項目
合計

地区別

北海道 東北 関東 東京 中部 近畿 中国 四国 九州

回答数 割合 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 回答数

① 把握している 512 37.9% 8 61 88 87 58 85 43 18 64

② 把握していない 840 62.1% 27 116 154 111 118 137 81 33 63
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【ダイバーシティ経営の認知度】
　「ダイバーシティ」という言葉が、この 2年間で
世の中に浸透し、印刷業界においても、「ダイバー
シティ」という言葉を知っていると回答した割合が
7割強へと大幅に増えた。また、「ダイバーシティ
経営という言葉を聞いて、具体的な内容が思い浮か
ぶ」との回答も 4割強と倍に増えた（グラフ 1）。
これらの結果は、アンケート調査全体からも読み取
れるが、女性活躍推進法や働き方改革推進法に対応
するため、育児休業、介護休業、柔軟な働き方等に
対するコンプライアンス意識の高まりや人手不足に
よる多様な人材の就労に対する期待が大きく後押し
したと考えられる。

　次に、実際にダイバーシティ経営に着している企
業の割合を見てみると、23.4％と 2年前の 2.7 倍
に増加し、今後取り組む予定の企業を合わせると、
約半数の企業がダイバーシティ経営に前向きな姿勢
という結果になっている（グラフ 2）。

　一方で、同じく約半数の企業がダイバーシティ経
営に今後も取り組む予定がないとの結果になってい
る。しかし、企業の規模別、地域別で中身を分析し
てみると、今後も取り組む予定がないとした企業は、
下記のようになっていた。
　10人未満の企業 69％（全国）
　10～ 49人の企業 33％（東京・大阪・愛知）
 42％（上記以外）
　女性を雇用している企業は約 95％、高齢者を雇
用している企業は約 74％と多様な人材を雇用して
いる現状も考慮すると（グラフ 3.4）、ダイバーシ
ティ経営の情報に接する機会の多さや、ダイバーシ
ティ経営に対するとらえ方、理解が進むと、「今後
取り組む予定がない」とした割合は大幅に減少する
と予想される。

【ダイバーシティ経営の具体的な取り組み】
　ダイバーシティ経営に着手しているまたは取り組
む予定の企業の具体的な取り組みについて報告する
（表 1）。高齢者 ･障がい者 ･外国人・女性といった
多様な人材の雇用・活用が多く、また、在宅勤務・
短時間労働・育児休業・介護休業等の柔軟な働き方
の取組みが多くみられた。そのほか、イノベーショ
ンにつながる事例等もあったので、参考として欲し
い。

ダイバーシティ経営の
認知と実践進む
コンプライアンスや人手不足への対応が後押しか

　平成 30年 8～ 10 月にかけて、2回目の「ダイバーシティ経営」についてのアンケート調査を行い
ました。平成 28年に行った 1回目のアンケート調査との比較検討、また、今回のアンケートで見えて
きた現状・課題についてご報告します。尚、アンケート調査の全容については全印工連のHP（http://
www.aj-pia.or.jp/）にて公開しておりますので合わせてご覧ください。

「ダイバーシティ経営」についての
アンケート結果報告

第 ２ 回

ダイバーシティ推進委員会

0

20

40

60

80

42%

72%

21%

42%

100
（%）

「ダイバーシティ」
という言葉を
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具体的な内容が思い浮かぶ

■平成 28年
■平成 30年

ダイバーシティ経営の認知度（グラフ 1）

■着手している
■着手していないが、今後取り組む予定
■着手していないし、取り組む予定もない
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ダイバーシティ経営の実践度（グラフ 2）

女
外

シ
障

L

053



資料編

「ダイバーシティ経営」についてのアンケート結果報告第 ２ 回

　〈参考事例〉
● 親の介護のために日中に営業職が自宅に帰るのを
認める。高齢者を短時間勤務で雇用。有給休暇取
得の促進。長時間残業の是正など働き方改革を進
める
● LGBTフレンドリー企業登録（札幌市）
● 女性の経営への参画、女性の重要ポストへの登用
● 女性管理職への積極的な登用、事業領域拡大（新
事業）への女性役員を軸に展開
● 多様な勤務体制 ･時間を就業規則で定め、従業員
の働きやすい環境作りに努めている
● 性別 ･国籍 ･雇用形態を問わず、職務遂行能力が
基準を満たした場合、本人の意思を確認した上で、
正社員その他の雇用
● ベトナムからの研修生を雇用している。

「ダイバーシティ経営」についてのアンケート結果報告第 ２ 回

ダイバーシティ経営

働
き
方
改
革

組
織
風
土
変
革

●長時間労働の是正
　残業上限規制・中小企業向け割増猶予撤廃・有給休暇取得義務化
　（例外としての高度プロフェッショナル）
　勤務間インターバル・産業医制度

●雇用形態による格差の是正（同一労働同一賃金）

●継続就業への取り組み
　（育児・介護対応など生活状況に合わせた柔軟な勤務形態、
　雇用形態や職種の転換、再雇用など）

●配置・育成の多様な人材への対応・勤務評価方法の見直し

●女性の積極採用と積極登用・性別役割分担意識の見直し

●障害者（身体・知的・精神）への対応
　　差別の禁止・合理的配慮提供義務・法定雇用

●多様性を強みに変える経営意識と社内体制
　　価値を創出する知的生産の取組
　　ミッション・ビジョン・戦略の共有
　　計画、活用、評価（PDCA）　

女
性
活
躍
推
進
法
（
及
び
一
部
は
次
世
代
育
成
支
援
対
策
法
を
含
む
）

　一
般
事
業
主
行
動
計
画 

で
の
対
応
・
狭
義
の
従
業
員
満
足
向
上

●新しい働き方を実施するための様々な取り組み
　（テレワーク導入、職場環境改善、生産性向上等）

●シルバー人材、外国人の雇用・活躍の場の検討・LGBT への対応

人
材
不
足
へ
の
対
応
・
雇
用
面
で
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
会
社
へ
の
変
革
・
広
義
の
従
業
員
満
足
向
上
・
顧
客
接
点
の
拡
大

（2018.5.9日印産連セミナー「ダイバーシティ経営への可能性」 立教大学経営学部 尾崎俊哉教授資料、および厚生労働省資料「 女性の職業生活における活躍の推進に関する法律の概要」を参考に作成）

働
き
方
改
革
推
進
法

 

遵
守
対
応

障害者雇用
促進法対応

（経営課題解決への）取り組み 目的（各取り組みで解決を目指す経営課題）

レベル  1 レベル  2(レベル  2’) レベル  3

●キャリアを活かした就業への取り組み（中途採用など）

ダイバーシティ経営に着手している、または取り組む予
定の企業の具体的な取り組み（表 1） 
高齢者 ･障がい者 ･外国人雇用 161 件
女性の活用 68件
在宅勤務 ･短時間労働 55件
育児休業 ･介護休業 39件
再雇用 ･定年延長 36件
働きやすい職場環境 27件
就業規則 ･人事考課制度 24件
多様な人材活用 22件
職場環境（ハード面）の改善 7件
介護などと仕事の両立 7件
その他 115 件

　ダイバーシティ経営は大きく 3つの段階（3つのレベル）に分けられる。
レベル 1：働き方改革推進法遵守対応
レベル 2’： 女性活躍推進法（及び一部は次世代育成支援対策法を含む）一般事業主行動計画 での対応・狭義の従業員満足向上
レベル 2：人材不足への対応・雇用面でのCSR
レベル 3： イノベーションを起こせる会社への変革・広義の従業員満足向上・顧客接点の拡大
　人手不足や適材適所の側面からであれ、女性や高齢者が働いている環境は、すでにダイバーシティ経営の入り口にあ
るといえる。日頃の取組みが、ダイバーシティ経営だと認識し、レベルアップしていって欲しい。
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　どのような「多様な人材」が就労しているのかに
ついては、今回改めて、多い方から女性、高齢者、
障がい者、外国人の順になっていることを確認する
ことができた（グラフ 3～ 5）。

　現状の従業員に占める割合も、今後活用を進めた
い人材でも女性が最も多い。ただ伸び率からみると
だいぶ落ち着いてきた感がある（グラフ 3・10）。
　一方で育児休業に対する不安を取り除くための取
り組みがこの 2年で減少した（グラフ 6）。　一定
の育児休業取得者がいる現状から（グラフ 7）、育
児休業に対する認知が進み、特別のケアが不要に
なってきているからではないかと想像するが、本ア

ンケートからだけでは
何ともいえない。

多様な人材の活用
現状と今後
女性活躍は次のステージへ
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全従業員における障がい者・外国人の割合（グラフ 5）
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全従業員における高齢者の割合（グラフ 4）

■いる
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67%

33%

直近 3年間の育児休業取
得者（グラフ 7） 

　直近 3年間の育児休業取得者数を県別でみると、
新潟・岐阜・富山・広島・山形・石川この 5県が多
いことに気が付く。
　実はこの 5県は「3世代同居世帯率」でも上位を占
めている。

　3世代同居世帯率が高い県は一般に米作付面積率や
農業就業人口が高く人口密度が低い地域に多いと言わ
れている。世代間で助け合いながら子や孫を育てる環
境が整っているわけだ。
　産休・育休の後家族に子どもの面倒を見てもらえる
安心感があり、一定期間子育てに専念して職場復帰が
できる。したがって、このような育児休業の取得率と
比例した結果がでるのだろう。
　とはいえ、都市部では頼りたくても家族が傍にいる
とも限らない。「社員は家族」会社という一つ屋根の
下で、経営者も従業員同士も互いを理解し助け合い、
足りない所を補い合いながら楽しく稼ぐことができた
ら最幸ではないだろうか。　　　　（文責／岩間奏子）

育児休業取得と 3世代同居コラム

（一般世帯に占める 3世代同居世帯の割合　H27年国勢調査）
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女性の職場復帰は、
まわりの協力体制が大きな後押し
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「ダイバーシティ経営」についてのアンケート結果報告第 ２ 回

【直近 3年間のパートから正社員への転換】
　一人もいない会社が 75％と全体の 3/4 もしめて
いる（グラフ 8）。
　この結果の背景に、次のような状況が推察される。
• 正社員転用制度が整っていない
• 制度はあるがパートという働き方を、柔軟な働き
方の一つとして好んで選択している
• 制度はあるが、パートという不安定な働き方をや
むなく選んでいる

　今回のアンケートで
多く寄せられた、ダイ
バーシティ経営を進め
ていくうえでの課題、
「社員の理解」、「公平
性をどう保つか」、「女
性の意識改革」などは、
このパート・正社員転
換問題と密接に関係が
ありそうだ。

【女性の管理職割合】
　国の目標 2020 年までに課長職以上の比率を
30％、に対し印刷業界においてはまだ道は遠いと
言えよう。
　女性の存在感は確実に増している。制度も整って
きている。女性が本当の意味での活躍をしていくた
めには、会社の風土改革や女性自身の意識の変革な
ど、新たな課題をクリアするステージへ進んでいる
のではないだろうか。

【65歳以上の高齢者雇用がアップ】（グラフ 10）
　現状の就労に関しても、これからの人材としての
期待度ともにポイントを大きく上げている。
　高齢者の雇用が望まれているのは、現場の戦力、
技能継承といった面で必要性が感じられているから
だろう。定年延長制度を会社側が対応を求められて
いたり、求人をかけても若手が集まらないという状
況も背景にある。

【外国人雇用が急激にポイントを挙げた】（グラフ 10）
　雇い入れるための環境整備、言葉の壁、運用の仕
組みづくりなど簡単にいかない問題も多そう。
　「ダイバーシティ経営を進めるうえでの課題」にも

高齢者と外国人の伸び顕著
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管理職における女性の割合（グラフ 9）

①事業所規模　小（～ 9人）
• 女性社員の子育て・介護・働きやすい環境の整備　
•女性の印刷現場への登用
②事業所規模　中（10～ 49人）
•女性管理職の育成
•女性管理職の登用・充実
③事業所規模　大（50人以上）
• 女性活躍機会を増やすため女性だけのチームを編成
し、職場環境改善を実施するとともに課題解決の意
見具申をおこなっている

• 女性社員を中心にダイバーシティ推進プロジェクト
活動を行い、意見を規定や施策に反映している

女性に関するダイバーシティ
経営の取り組み事例
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直近 3年間のパートから正
社員への転換（グラフ 8） 
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これから活用を広げたい人材（グラフ 10）
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•外国人の雇用に不安がある
• 外国人の場合の量や賃金の問題、他スタッフとの
平等なバランス（作業料や賃金、責任範囲での格
差）　
など、外国人雇用に対する不安を上げている会社が
8社ある。今後伸びしろが期待される人材だけに、
具体的なノウハウの共有が求められる。

【業界外からの確保】
• 他業種からのキャリア採用
• 専門技術者
　印刷業界の固定観念を持たない他業種からの人材
投入は戦略的なダイバーシティ経営ともいえるので
はないか。

　柔軟な働き方の取組み事例としては、依然として
育児休業の完備、短時間勤務制度は高い水準にあり、
前回よりも伸びていることから環境整備がいっそう
進んでいることがうかがえる（グラフ 11）。
　前回は選択肢にあげていなかった「有給休暇の時
間取得、時差出勤（フレックス）、介護休業の完備」
は、予想以上に高い割合の回答が得られた。また、
在宅勤務・副業を認めているという回答も、数は少
ないが寄せられている。各社で柔軟な働き方に対応

した取り組みが確実に増えており、ダイバーシティ
経営に着手しているポイントが伸びたことがうなず
ける。少数意見の中にこそ「多様な人材を活用する
ヒント」が隠されているのかもしれない。

　社内における働く時間に制約のある従業員は、在
籍していない 40％と、前回（48％）同様それほど
多くはない結果であった（グラフ 12）。育児や税法
上の扶養限度（103 万円未満）など主に女性が抱
える制約が伸びたことは女性雇用が進んでいること
の裏付けともとれる。また病気にかかっても治療を
しながら働き続けたい、家族の介護に合わせた勤務
体制を望む、など現役世代・働き盛りの従業員が抱
える制約も微増しており、働く時間に制約のある従
業員は今後も増えていく可能性は高い。

「柔軟な働き方」が浸透
優秀な人材を繋ぎ止めるかぎ

働く現場の実状

シフト勤務・ローテーション・中抜け・土曜日の短時
間勤務・特定した曜日を休日取得・変形労働時間制・
裁量労働制・定時以外でも仕事が終われば帰っても良
い・有給の計画的付与・有給の半日取得・半月休暇・
誕生日休暇・リフレッシュ休暇

柔軟な働き方の取り組み事例
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柔軟な働き方への取り組み（グラフ 11）

①事業所規模　小（～ 9人）
• 外国人の雇用
• 高齢者・外国人社員の活用
②事業所規模　中（10～ 49人）
• 外国人実習生雇用
③事業所規模　大（50人以上）
• フィリピンからの技能実習生の受け入れ（H27 年
より）、障がい者の雇用

• 女性の重要ポストへの登用とベトナム研修生の受け
入れを行っている

• 女性に優しい、外国人社員、シニア活用、時短社員、
1/4 日有給制度

• 女性の経営への参画、外国人の雇用

　事業所規模が大きくなるにつれ、複数ある多様な人
材活用のひとつとして外国人が雇用されている傾向に
ある。やはり、外国人雇用は上級編といえるのかもし
れない。

外国人に関するダイバーシティ
経営の取り組み事例
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「ダイバーシティ経営」についてのアンケート結果報告第 ２ 回

　少数コメントの中で多かったのは、高齢者・年金
の関係・健康保険の扶養限度 130 万円未満など高

齢者雇用に関することや、本人が障がいをもってい
る等の身体的理由が挙げられた。多様な人材として
今後採用を伸ばしていきたい層ではあるが、実際の
ところ労働力の制約がかかっている実状がある。
　また、障がいを持った子どもや放課後児童クラブ
など乳幼児・未就学児に限らない子育て上の制約、
家業との兼業（実家援助）など家庭の都合・趣味・
個人の希望、契約社員など様々な制約が浮き彫りに
なった。
　ダイバーシティ経営に取り組む理由として、「優
秀な人材を出産・育児・介護・病気などで失いたく
ないから」の回答が多いことにもあるように、従業
員が抱える制約に対応できず離職に至っている実態
がわかる。既存の従業員の流出阻止、優秀な人材を
繋ぎ止めるためにも「柔軟な働き方」を取り入れて
いくことは今後必要不可欠であると考える。

40%

3%

在籍していない

その他 ■平成 28年度
■平成 30年度

0 10 20 30 40 50 60

31%

（%）

税法上の扶養限度
（103 万円未満）

10%疾病治療

10%介護

34%育児

働く時間に制約のある従業員（グラフ 12）

　ダイバーシティ経営を進める上での課題を、
大きく 8項目に分類してみた。
〔ダイバーシティ経営への理解が不十分〕
•何から始めていいのかわからない
• どのような取り組みが効果があるのか分から
ない

〔規模による困難さ〕
• まだまだ労働集約型産業であり、かつ小規模
事業所につき、働き方改革は難しい
• 零細企業では足りない分をカバーする人材が
いないので難しい

〔社員の意識を変えることの困難さ〕
• 女性自身の仕事への意欲、業績向上への意欲
がなければ名目上での管理職でしかない
• ノー残業、有給休暇など従業員から権利ばか
り主張されてしまう

〔業務改善〕
• 業務の平準化、標準化ができないとなかなか
代わりの人があてがえない

〔平等感の担保〕
• 一般社員にしわ寄せがいっている。その不満
を解消しなくてはならない
•処遇の問題、適正な評価方法
〔外国人・障がい者雇用に対する困難〕
• 外国人や障がい者を雇う上で言葉の壁やニュ
アンスの表現の仕方などで問題。技術はあっ

ても指導できる社員がいない
•設備の見直しなどの費用
〔経営的な成果を得られるか〕
• 業界の競争が激しい中、「効果の
ある」ダイバーシティ取組みでな
ければ続けていくことはできない

• 印刷事業の付加価値がもとめられるが、年々
厳しくなっている中で、生産性のマイナスと
なる取り組みは難しい

〔公的機関への要望〕
• 育児休業、介護休業を可能にするため、一定
規模以下の企業が受けられる助成金制度があ
ればよい

　ダイバーシティ経営に対して足踏み状態の会
社が感じている課題、実践を始めたばかりの会
社が直面する課題、とりあえず働き方改革から
取り組みだしたが、経営的に価値をもたらして
くれるのだろうかといった不安や焦りも感じら
れる。また、規模の大小によって取り組みやす
さは確かに変わると思うが、寄せられた記述の
中には、「小規模企業であり柔軟に対応できるの
で特に課題はない」という頼もしいものもあっ
た。組織の大小にかかわらず、会社の特性を活
かしながら、できることから取り組んでみて頂
きたいと強く感じる。

こんなことで困っています！課題紹介課題紹介課題紹介
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小野綾子委員長（プライズコミュニケーション）
古木直人副委員長（連合社印刷）
武智美樹副委員長（セブンクリエイト）
今井孝治委員（今井印刷）
本田直子委員（本田印刷）
近藤起久子委員（近藤印刷）
東　淑恵委員（文昌堂）

プがどれだけあるかが分かりました。今では自社
を見直すきっかけとして取り組む価値があると思
います。
小野　組合の事業として活動するからには全国の
組合員の皆さんに何らかアウトプットする必要が
ありました。ただ企業視察の報告やセミナーを開
いただけでは、全国5,000社の組合員企業にどれ
だけ伝わるか分かりません。何か伝えるものを形
にしなければと、委員会メンバーが実践した行動
計画の策定やダイバーシティマネジメントの取り
組みを冊子にまとめました。
東　地元では以前から女性活躍推進や「えるぼし
認定」を申請しませんかと行政から話をもらって
いましたが、必要ないだろうと聞き流していまし
た。それが委員会に参加した途端に行動計画の策
定だったので戸惑いました。でも委員会に参加し
て行動計画の意義を知り、自社の現状を確認する
のに非常に有効なものだということが分かりまし
た。会社の中で当たり前のことが世間で当たり前
ではなかったり、自社に足りていないことに気付
かせてくれました。
武智　行動計画の策定は、最初、大変だとしか思
いませんでした。しかし、策定を手伝って頂いた
社会保険労務士の小倉絵里先生（株式会社GIMS）
の話を聞いて、自社なりに出来ることがあること
が分かりましたし、そもそも以前から自社の仕事
で男女差がないことにも気付きました。行動計画
の策定でむしろ今まで意識されていなかった男女
の差が浮き彫りになりました。
　最近では女性活躍がどうこうという話を特段聞
かなくなりました。ダイバーシティについても早
くそうした特別な言葉で言わなくても当たり前の
ように考え方が定着して欲しいと思っています。

―ダイバーシティ推進委員会について
近藤　当社の場合、補助金を頂くために、行動計
画に取り組んでいましたが、私が先走ったため結

　少子高齢化による労働人口の減少やIoT、AI技
術の進化といった環境変化に対し、社員のモチベー
ションを高めて働いてもらうための働き方改革が
印刷業界でも迫られている。全日本印刷工業組合
連合会のダイバーシティ推進委員会（小野綾子委
員長）は中小印刷業における多様な人材を活用す
るためのダイバーシティマネジメントを推進すべ
く、委員自ら一般事業主行動計画（以下、行動計画）
を策定。ダイバーシティマネジメントを実践して
いる。委員会メンバーに取り組みを通して得た気
づきや、ヒントを伺った。

地域、風土で異なる働き方

―行動計画の策定について
本田　小野委員長から行動計画を各社で作成する
よう言われた時は、組合員に伝えるだけでなく自
社でも考えなければいけないのかと正直戸惑いま
した。今になってみると当然のことで、自分たち
がやっていないことを人に伝えられるはずもあり
ません。
　実際、作成するプロセスは非常に勉強になりま
した。ダイバーシティ経営の考えや自分がどうし
たいのか、会社の現状と目指すところとのギャッ

座 談 会
ダイバーシティ推進委員会

座談会出席者

小野綾子委員長（プライズコミュニケーション）

ダイバーシティ推進で行動計画
多様な人材を活かす人事戦略
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局、社員の十分な理解が得られず一部の社員と衝
突して、私自身体調を崩すこともありました。そ
んな時、委員会の皆さんが話を聞いて、励まして
くれたことが力になりました。
本田　私たちよりも先行している近藤印刷さんの
苦労話を聞いて、皆もそう簡単なことではないと
感じましたし、やるからにはじっくり取り組まな
ければと気を引き締めさせてくれました。
　そして、ダイバーシティについて、働き方改革
や法律など、それぞれの関係性が分からなくなっ
ていたところに、今井さんが資料（図①）を作っ
てくれました。これを見てすごく腑に落ちました。
東　ダイバーシティというと、つい働き方改革に
目が向きますが、この資料を見て、地域風土によっ
てそれぞれ働き方があること、地方だからとマイ
ナスになることばかりではないこと、必ずしも都
心が進んでいるわけではないことが分かりました。
　最終的な「イノベーションを起こせる会社への
変革・広義の従業員満足向上・顧客接点の拡大」
という目標設定はありますが、今、自社がどの段
階にしかいないから駄目だとか、どこの段階なら
良いというわけではなく、どんな仕事でも頑張っ
ていれば必ずダイバーシティ経営のどこかに該当
するということが見えてきます。

―ダイバーシティマネジメント実践へのアドバイス
近藤　今から考えると、当社は短期間で風土改革
を実現しようと無理をしたのだと思います。風土
改革は時間がかかることなのに、社長である私が
焦って結果を求めるあまり、社員との間にギャッ
プが生まれました。
　この会社で働き方改革に取り組む理由は何なの
か、自らの理念を共有しながら、ゆっくり進める
ことが大切です。
本田　ダイバーシティ経営は、社員を家族と思う
ような昔の家族主義的な経営に相通ずるところが

あるように思います。何らかの理由で障がいを持っ
たり、子どもを産んだり、その人にとってのライ
フステージの変化で、雇用に対してマイナスの状
況になった時、その状況にある人材をより良く活
かす、社員が持つキャラクターを活かそうとする
観点を昔から経営者は持っていたはずです。
　格好良く言うなら、社員に対し愛情をもって、
一人ひとりに会社で能力を発揮してもらうベース
が経営者側にあれば、あとはお互いに理解しあっ
てルールを作っていけばいいと思います。つまり
ダイバーシティは雇用のユニバーサルデザインだ
とも言えると思います。
　その上でブランディングに繋げて、イノベーショ
ンを起こせるところに行ければいいですが、そこ
にたどり着く前に、まずは社員に生き生きと活か
されて働いているのだと思ってもらえる会社にし
ていくことが大切なのではないでしょうか。
東　失敗したと思うことがあるかもしれませんが、
そこにも何らかの気付きがあれば失敗にはなりま
せん。九州地区でダイバーシティの話をさせて頂
いた時に、「うちはやっていない」という組合員さ
んに、女性が働いていることがすでにダイバーシ
ティの一つだと説明すると、自社でもすでに取り
組んでいたことに気付かれました。

座 談 会ダイバーシティ推進委員会

本田直子委員（本田印刷） 近藤起久子委員（近藤印刷）

東 淑恵委員（文昌堂）
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　同じようにまず自社の中での気付きを得て、働
き方を工夫する前に社員とのベクトルを合わせる
と意外とスムーズに進むかもしれません。
　社内には独身女性もいれば、子育てしている女
性や親を介護する男性もいます。それぞれに自分
の置かれている立場で仕事に対する考え方が異な
ります。立場が異なると反発したくなります。難
しいですが上手く皆の方向性を合わせると大きく
一歩を踏み出すことができます。
　今、会社で出来ていることは何か、小さなこと
でもいいので気付くことが大切だと思います。そ
の気付きがあると、意外とすんなり自社に落とし
込むことができ、興味のない人も取り組みやすく
なります。経営者の役割は、社員に小さなやりが
いでもいいので、それを見つけてあげられるよう
にすることです。

今井　ダイバーシティ経営とは何かというと、企
業における人事戦略だと思います。その上に経営
戦略があります。人材不足や市場環境の変化、そ
してソリューションプロバイダーを目指す時、こ
れまでのようにただ機械を回すのではなく、社員
一人ひとりが活躍して、よりイノベーティブなこ
とをしていかなければ生き残れない状況にありま
す。そのための人材戦略として、ダイバーシティ
経営に取り組んだほうがいいのではないかと考え
ています。
　ダイバーシティ経営は紐解くと、働き方改革と
組織・風土改革の二つの柱があります。その中で
働き方改革推進法や障害者雇用促進法、女性活躍
推進法への対応は、行動計画を立てることである
程度カバーできる内容になっています。
　戦略を立てていく上で、理念と自社の状況把握
が必要になります。それを踏まえて、ダイバーシ
ティ経営に活かさなければなりません。ダイバー
シティとは経営者の心構えであり、マインドセッ
トだと思います。それをまず表に出すことが大前
提となります。
　ダイバーシティの企業視察で気付いたのは、キー
マンが人事部長だったことです。金沢市の共和電
気工業さんの人事部長はほかの社員に対する眼差
しが非常に優しく、家族的な雰囲気を醸し出して
いました。ありのままで、その人の能力を発揮し
てもらうにはどうすればいいかを考えている。そ
れが人事の仕事だということを教わりました。

武智美樹副委員長（セブンクリエイト）

図①　ダイバーシティ経営のまとめ資料（今井委員作成）

　11月号　201816
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　ダイバーシティ戦略の例えとして適切か分かり
ませんが、美味しい肉をミンチにして均一に焼い
て提供するのではなく、ハラミはハラミ、カルビ
はカルビで分類して、それぞれの焼き加減で提供
した方が美味しいはずです。素材を活かすのは大
変ですが、その方がより良い仕事をしてもらえる
と思います。これまで均一の管理の方が楽なので、
そうしたことに無頓着でした。企業視察を通じて、
人は企業の活力の源泉だと改めて気付かされまし
た。
古木　以前から思っていたことですが、中小印刷
会社の多くは、女性のパートスタッフや高齢者を
雇用するなど、すでにダイバーシティの形を実践
しています。それを意識することで次のステップ
にいけると感じています。
　行動計画を作った時、労務関係が多く違和感を
覚えましたが、取り組みのきっかけとしては良かっ
たと思います。企業視察で多種多様な人が働いて
いる会社を見学すると、働く環境が整備されたと
ころで、様々な工夫が生まれていました。それを
見て、色々な人が働ける環境を整えることで何か
必ずいいものが生まれることを実感しました。
　まずやってみることが大切です。正社員と同じ
ように働かなければならないという考えはもう古
い。入口は何でもいいので、自社の働き方を見直
すことから始めて頂きたい。
　失敗しても分析して次に繋げれば本当の失敗に
はなりません。波風立てないようにするのは無難
ですが、そうすると企業はどんどん衰退します。
全てが上手くいくとは思っていません。半分くら
いがついて来られればやったかいがあったと思い
ましょう。
小野　衝突してもその後お互いに反省してもう一
度話をすると同じことを考えているということも
あります。駄目なのは反発して何も言わないで放
置することです。

　100人いれば、100人全員が同じ意識にはなり
ません。中にはついていけず去っていく人もいる
でしょう。人の流動性は新しい血が入るきっかけ
にもなります。新陳代謝を繰り返すことで企業は
活性化していきます。ダイバーシティ経営の取り
組みを通じて、より良い企業を目指して頂ければ
と思います。

　ダイバーシティ推進委員会は、ダイバーシティ・
マネジメントの研究として、経済産業省のダイバー
シティ100選企業の視察やセミナーを通じて、様々
な「働き方改革」を学んできた。
　今年4月に発刊した冊子『「ダイバーシティマネ
ジメント」への取り組み』は、各委員が自社の働き
方改革を推進する上で、課題の抽出と目標を立てて
まとめた「一般事業
主行動計画」が掲載
されている。行動計
画は、従業員101名
以上の企業で義務付
けられるものだが、
中小事業者において
も今後の人材確保と
企業価値向上の観点
から、行動計画の策
定と実践が望まれる。

「ダイバーシティマネジメント」への
取り組み

～実践事例から行動計画策定を紹介～

古木直人副委員長（連合社印刷） 今井孝治委員（今井印刷）

冊  子

座 談 会ダイバーシティ推進委員会

　11月号　2018 17
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はじめに

　全印工連ダイバーシティ推進委員会は、2020 年の東京オリンピック・パラリンピックを控え、少

子高齢化による労働不足解消に向けた取組としてダイバーシティ・マネジメント推進の研究をしてま

いりました。これまでは均質性・効率性を優先することが合理的な経営戦略でしたが、イノベーショ

ン創出課題、リスクへの対応、産業構造の変化とグローバルな競争の激化、そして少子高齢化と多様

性の時代を迎えた今、経営改革として、従来の日本人男性中心の人材戦略からダイバーシティ・マネ

ジメントへの変革が急務となっています。

この背景には、日本型雇用システムの特徴としての男性中心の労働供給が業務の非効率を招いたり、

人手不足が長時間労働を招いていることが挙げられ、IoT 時代に通用しないスキルなど課題は深刻化

しています。

　我が国の将来的な生産年齢人口は 1990 年以降減少を続け、2060 年には生産年齢人口割合が約 50％

となると推定されています。このような労働市場の今後の目指すべき方向は、多様な働き手による労

働供給力の確保と企業内での人材の最適配置の実現、働き手の能力向上などが挙げられます。これら

の課題解決にはダイバーシティ・マネジメントを取り入れ、人材戦略の変革の取り組みや、「働き方

改革」による多様な人材の活躍が生産性の向上に不可欠です。

　ダイバーシティ推進委員会では、ダイバーシティ・マネジメントの研究として、経済産業省ダイバー

シティ 100選企業の視察やセミナーを通して、様々な「働き方改革」を学んでまいりました。

　本冊子は、各委員が自社の「働き方改革」を推進する上で、課題の抽出と目標を立て「一般事業主

行動計画」を策定いたしました。「一般事業主行動計画」は「女性活躍推進法」の従業員 301 名以上、「次

世代育成支援対策推進法」では従業員 101 名以上の企業に義務付けられておりますが、対象外の企業

においても「一般事業主行動計画」を立て、社内外に取組内容を周知することは、企業価値の向上と

評価を受けることに繋がり、継続的な人材確保が期待できます。

　巻末には、今回視察協力して頂きました企業の紹介と委員の感想を掲載しています。本冊子が少し

でも皆様の経営にお役立て頂けることを祈念致しまして、ごあいさつに代えさせていただきます。

平成 30 年 4月

全日本印刷工業組合連合会
ダイバーシティ推進委員会

委員長 　小野　綾子
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　政府は平成 28 年 8 月に『働き方改革』を閣議決定しました。その後この『働き方改革』の実行計

画案が平成 29 年 3 月に発表され、我々印刷業を含めすべての企業において、抜本的な働き方の転換

を迫られているところです。

　この働き方改革は、『一億総活躍社会実現に向けた最大のチャレンジ』であり、多様な働き方を可

能とするとともに、中間層の厚みを増しつつ、格差の固定化を回避し、成長と分配の好循環を実現す

るための取り組みとされています。

　『一億総活躍社会』は少子高齢化に直面した国の経済活性化策です。

　若者も高齢者も、女性も男性も、障がいや難病のある方々も、一度失敗を経験した人も、みんなが

包
ほうせつ

摂され活躍でき、一人ひとりが、個性と多様性を尊重され、家庭や地域、職場でそれぞれの希望が

かない、能力を発揮でき、誰もが生きがいを感じることのできる社会に向けたスタートです。そして、

子育て支援や社会保障の基盤を強化し、それが更に経済を強くするという『成長と分配の好循環』を

生み出していく新たな経済社会システムの構築を政府は目指しています。これは正に我々ダイバーシ

ティ推進委員会が組合員の皆様と共に目指してきたダイバーシティ・マネジメントへの取り組みその

ものと言えます。

●想定されている緊急課題
１. 求人を行っても、採用の応募者が非常に少ない。

２. 職員の高齢化が進んでいて、次世代へのバトンタッチに不安がある。

３. 育児により職場を離れてしまう女性職員がいる。

　 これは印刷業全体の緊急課題であり、早急な対策が必要

●対策：柔軟な働き方へ
１. 育児や介護の対象家族がいる社員を含めた、生産性効率を下げない勤務体制の見直し

２. 女性社員の管理職への育成に向けた教育の開始

３. パートタイマーから正社員へのキャリアステージ変更のシステム整備

４. 時間外労働の多い部署間の偏りの改善、雇用環境整備により働きやすい職場形成へ

５. 高齢化する社員の為の定年退職ではない選択肢の検討

６. 地域ボランティアや PTA 等行事参加を進める為の有給休暇の取得等、休み方改革
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●具体的な取り組み：一般事業主行動計画の策定を進める事で社内整備への第一歩

一般事業主行動計画とは

事業主が従業員の仕事と子育ての両立を図るための雇用環境の整備や、多様な労働条件の整備など

に取り組むにあたって、①計画期間 ②目標 ③目標を達成するための対策の内容と実施時期を具体

的に盛り込み、策定するものです。

●一般事業主行動計画策定 ( 女性活躍推進法）のポイント     
　一般事業主行動計画には目的別に次のものがあります。

（１）『次世代育成支援対策推進法』における一般事業主行動計画

目的：次代の社会を担う子どもが健やかに生まれ、育成される環境を整備すること

（２）『女性活躍推進法』における一般事業主行動計画

目的：職業生活において、女性の個性と能力が十分に発揮できる社会を実現すること

　今回ダイバーシティ推進委員会では、（２）の女性活躍推進法における一般事業主行動計画

への取り組みを行いました。これは印刷業において、やや立ち遅れ気味であった女性活躍の

拡大とキャリア整備が一気に進むことで、企業全体において育児や介護を抱える社員への対

応また多様な働き方へのアプローチが進み、より働きやすい職場にむけて大きなリードにな

ると想定したからです。

　急激な労働力人口減を迎える我が国において、一緒に働くメンバーを増やしていくためには、

育児や介護を抱える女性のキャリア形成等を含めた必要課題の見直しは重要な事項です。また、

印刷業における技術革新へのアドバンテージにおいても今後、大きく寄与することが出来ると

思われます。この改革をビジネスチャンスに役立てていきましょう。

　今回、ダイバーシティ推進委員会メンバーのアプローチを一般論ではない生の声でお届け

しています。働き方改革への第一歩として『一般事業主行動計画』に取り組まれることをお

すすめします。そしてこの一冊がそのお役に立てれば幸甚です。
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残業は「当たり前」「仕方ない」から抜け出す

① 一般事業主行動計画策定を
　行うに至った背景⇒当社の現状と課題

　当社の最大の課題は繁忙期と閑散期の差が激

しいことである。繁忙期は特に、社員一人一人

にかかる責任と負担は重い。そのため、女子社

員は、結婚、あるいは出産を機に退職するケー

スが多い。また、部門別にみて女性の就業率の

高い制作課で、近年残業時間が増える傾向が強

い。長年目をつぶってきた長時間残業の問題が、

女性が結婚し子育てと仕事を両立できる雇用環

境を整えるために取り組まざるを得ない課題と

して浮上してきた。

②策定を行ったことによる効果
●  就業規則の改定を行った。現行の育児介護休

業法に合致した内容に見直し、社会保険労務

士から社員へ、改定に関する説明を行った。

●  制作課に対するバックアップとして、営業部

が丁寧な入稿を行う、外注先の確保、スポッ

ト的なサポート要員の手配などを試みている。

●  残業時間の社内共有。特にこれまで隠してい

たつもりはないが、従来は経理担当者が把握

するのみだった。

③策定を行ったことによる気づき
●  そもそも社員一人一人がワークライフバラン

スをどう考えているのか、お金なのか時間な

のか労使間で確認し合ったこともなかった。

●  労働時間に関しても「いつもあの部門が遅い」

というような感覚的な把握にとどまり、数字

で共有できていないことが社内にとても多い

ことに改めて気付いた。

●  恒常的にどこかの部門が残業をしている状況

が当たり前になって、むしろ全員が早く帰れ

る日が続くと「暇で大丈夫だろうか」と感じ

るような感覚が全体にある。残業の問題を解

決するためにも仕事量や売上額で業績を評価

するのではなく、仕事の質で評価できる尺度

を持たなくてはならない。

本田印刷  株式会社
　　　　　　　 　  （宮城県仙台市）

◆創　　業：昭和 26 年

◆男性社員：15 人（正社員 15 人）

◆女性社員：05 人（正社員 05 人）

◆平均雇用期間：男性社員　11.8 年

◆　　　　　　　女性社員　05.6 年

　策定を行う過程で、労働時間の長さが女性活躍の

場面においても、問題点の１つであるところにいち

早く着目し、計画を策定しています。就業規則の改

定に伴い、専門家から社内への説明が行われている

点は今後の改革にも大きく寄与されるところです。

気づきに挙げられているように、今後の目標達成の

為には、社内の意識改革がやはり重要といえます。

（特定社会保険労務士　小倉絵里）
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＜本田印刷  株式会社　　一般事業主行動計画案＞

　社員がその能力を発揮し、仕事と生活の調和をはかり、働きやすい雇用環境の整備を行うため、次

のように行動計画を策定する。

１. 計画期間　平成 30 年 4月 1日～平成 33 年 3月 31 日までの 3年間

２. 当社の課題

女性が結婚し子育てと仕事を両立できる雇用環境が整っていない

●季節による繁閑差が大きく残業の多い時期がある

●長時間労働が当たり前の社風がある

●部門による残業時間の格差が大きい

●女性活躍に対して肯定的な価値観が社内にない

３. 定量的目標

もっとも残業時間の長い部門（制作課）の残業時間を対前年比 10％削減する

４. 取り組み内容

①制作課内での残業時間の偏りを減らす

●長時間残業を行っている者ヘは個別に残業時間の上限を設ける（年間 680 時間）

●部門内の技能格差を縮めるよう人材育成に努める

●業務分担の見直し

②繁忙期にサポートを得られる人員補充体制を整備する

●平成 30 年 04 月～ 組織のトップからの長時間労働是正に関する強いメッセージの発信

 ●部門責任者との意思の共有

 ●部門内の業務分担の見直し

 ●どのような形で補充人員を活用するか検討する

●平成 30 年 05 月～ 部門責任者の残業時間に上限を設ける

 ●補充人員の投入

●平成 30 年 06 月～ 制作課内の技能格差を補うOJT 随時実施

●平成 30 年 10 月 半期の見直し　

●平成 31 年 03 月 前期成果の確認　見直し

●平成 31 年 10 月 半期の見直し 

●平成 32 年 03 月 前期成果の確認　見直し

●平成 32 年 10 月 次の課題の洗い出し
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女性社員の採用に向けて

【現状と課題】

　当社では、13 年前まで女性社員がおりまし

たが、現在は男性社員のみとなりました。

　現在はオフセット印刷機オペレータ 1名、制

作 1名、営業 2名の体制となっております。

　今後、状況を見て新たな社員の採用を行うに

あたり、幅広い人材を募集するべく、女性の採

用も勿論考えたいのですが、ハード・ソフト両

面で取り組むべき課題があります。ハードの面

では女性のためのトイレ・更衣室等がない状況

です。ソフトの面では、女性が長らくいない職

場であり、それに慣れている状況なので、女性

の入社に対し従業員も戸惑う可能性があると考

えております。また、就業規則の改定を長らく

行っていないことから、現状では多様な勤務形

態を想定しておらず、現在の様々な女性の就労

のかたちへの対応できない状況です。さらに、

採用にあたり、女性にとって当社がきちっと働

ける環境であるかどうかについて、現状では不

安に思われる方も多いのではないかと考えてお

ります。

【対策】
●社内設備の整備（トイレ、更衣室等）。

●  従業員に対する女性が働ける職場づくりへの

意識共有。

●就業規則の改定。

●このような取り組みの社外への広報。

今井印刷  株式会社
　　　　　  　　（東京都千代田区）

◆創　　業：昭和 21 年

◆男性社員：4人（正社員 4人）

◆女性社員はおりません

◆平均雇用期間：男性社員　23 年

　13 年前から職場に女性がいないという点からハー

ド面、ソフト面両方で明確な課題策定がされていま

す。１人の女性を雇い入れるハードルは高いように

感じますが、１人の女性が職場に参加できるように

なる事で、より働きやすい職場環境へ大きく変革す

るものと思います。

（小倉社労士）
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＜今井印刷  株式会社　　一般事業主行動計画案＞

　女性の活躍に必要なワーク・ライフ・バランス、職場環境整備を目的とした行動計画を策定する。

１. 計画期間　平成 30 年 10 月 1日～平成 35 年 3月 31 日

２. 当社の課題

長らく女性従業員がおらず、女性を受け入れる風土がない

●トイレ、ロッカールーム等必要な設備がない

●従業員の中で同じ職場で女性が働く意識がない

３. 定量的目標

採用の際は、女性を１名以上採用する

４. 取り組み内容
●女性が働ける職場作り

　－（平成 31 年 4月～平成 32 年 9月）女子トイレの増設

　－（平成 31 年 4月～平成 32 年 9月）女子ロッカールームの増設

●女性が働ける職場であることの広報

　－（平成 31 年 4月～平成 34 年 8月）募集の際に女性が働ける旨の文言を入れる

　－（平成 31 年 4月～平成 31 年 9月）ウェブサイト等企業イメージ PR方法の見直し

●従業員に対する意識付け

　－（平成30年 10月～平成31年 9月）国や社会の現状を踏まえ、当社の取り組みを

理解するよう働きかける

●就業規則の見直し

　－（平成 31 年 4月～平成 32 年 9月）短時間勤務等の制度を見直し、さまざまな方にとって

働きやすい制度の策定を目指す。
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ー 8ー

女性社員を積極的に採用

【現状と課題】

　これまですべての部門において、女性の雇用

があった当社ですが、結婚などで退職すること

が続き、社内外から「残念だ」という声が上がっ

ておりました。アナログからデジタル、ネット

ワークの時代の変化に対応が難しく、培った知

識や技術を全面に出して活躍することよりも、

家庭を優先にせざるを得なかったのかもしれま

せん。

　コミュニケーション能力が高く、真面目な女

性の存在は、会社の中でとても貴重な存在で

あったため、仕事と家庭の両立ができるように

働きやすい社内環境を整え、長く勤めてもらえ

るようにしていきたいと思いました。

　更衣室の増設など、設備面での環境改善は順

次行っていきましたが、いざ人材募集をかけて

も男性しか応募がないことが続き、女性社員を

採用するまでに至りませんでした。

　また、採用後は、新入社員に対してどのような

教育方法が良いのか、チーム全体で話し合いの

時間を共有することにより、小さな問題も解決し、

居心地の良い会社にしたいという目標ができ、沢

山の情報の共有も図ることができました。

　当初は、女性向けに偏りがちな話合いも、今

は男性社員が抱える介護や子育て問題、自身の

通院などの事情も、お互いのコミュニケーショ

ンの中で自然と理解され、サポートをしあうよ

うになりました。

【対策】

　女性の積極的な採用をするためには、設備環

境だけを視野に入れるのではなく、安心して仕

事に取り組めるように、時短勤務制度などを整

備していきたいです。

　一般事業主行動計画を策定するにあたり、働

きやすい環境作りを推進し、積極的に女性採用

を目指します。

株式会社  日伸ライトカラー
　　　　　　　　　　　　　　 　   （東京都台東区）

◆創　　業：昭和 41 年

◆設　　立：昭和 56 年

◆男性社員：20 名　（平均雇用年数 17 年）

◆女性社員：03 名　（平均雇用年数 17 年）

　今回掲げられている育児や介護等への対策は、１

つの部署内だけで改善をしようとしても中々進まな

いという会社も多いところです。女性の働きやすい

職場への改善を社内全体の各部門の作業内容の見直

しから対策しているところは、非常に重要で他の会

社においても大変参考になります。　　（小倉社労士）
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＜株式会社  日伸ライトカラー　　一般事業主行動計画案＞

　女性社員の採用を積極的に行える雇用環境を整えるため、次のように行動計画を策定する。

１. 計画期間　平成 30 年 5月 1日～平成 33 年 4月 30 日までの 3年間

２. 当社の課題

女性社員が少ないため、女性活躍が進んでいない。社員採用時には積極的に女性を採用できる環

境を整える。

目標１：女性が活躍できる部門を広げられるように、社内各部門の見直し

＜対　策＞

●平成 30 年 05 月～　　各部署の作業内容見直し

●平成 31 年 01 月～　　女性が働きやすい環境を部署ごとに整備する

●平成 31 年 05 月～　　介護や子育て、自身の通院などの時短勤務制度のための

ヒアリングを含めた状況把握　

目標２：平成 32 年 12 月までに、女性が勤務しやすい環境の対策を検討

＜対　策＞

●平成 31 年 08 月～　　管理職を対象とした研修及び社内掲示などによる社員への周知

●平成 31 年 12 月～　　各社員の子育てや介護、通院への対応方法の問題を確認し、

対策を検討

●平成 32 年 06 月～　　時短勤務制度の見直しと、新制度策定

目標３：平成 32 年 9月までに女性の採用を 1人以上積極的に行う

＜対　策＞

●平成 32 年 10 月～　　ハローワークや学校などで女性採用に向け募集開始

※平成 30 年２月現在
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育児　介護支援の促進

①策定を行うに至った背景
　【現状と課題】

　古紙を回収する当社の業務は、正に “Man-

Power” を圧倒的に要する職場で、「現場主義」

の男性主体の職場から女性を戦力に出来るよう

な業界の意識改革と労務環境の着手へは、まず

印刷業界の土壌の変化を助力なしでは、2次・

3次産業に生きる我々のハードルは高いままに

なると思われます。

　大手とは異なり、また当社は零細の家族経営

ですので、女性社員は家族で十分まかなえてし

まいます。しかし、家族経営による自営業の強み。

それは「妻や娘」の女性からの支援＝活躍であ

ると考えた結果、今回の行動計画に対してのキー

ワードは社員をサポートしてくれる「家族」に

着目し策定しました。当社は幸いにもここ数年

短期離職者がなく、嬉しい事に結婚し家族を持

つ若い社員が多く在籍しております。また数年

前、介護が理由で離職した40代後半の社員もお

りましたのでベテラン中堅のためにも介護目的

での休職も念頭に置く必要がありました。

　自分の為に休むというより、家族の為に業務

を中断する勇気を持ってほしい。直接ではなく

間接的なアプローチになりますが、狙いとして、

長期の休みを得る前提として全体業務の改善

と、どのように時間短縮を社員が主体性を持っ

て工夫できるのかを考える動機づけになると考

えております。

　当社の弱みは『属人化』で、自分が居なけれ

ば会社が回らない、または一昔前の感覚で仕事

場にいることが仕事していると感じている社員

も多くいるようです。

　『80％の力で 100％を成す』が目標です。最

初はバースディ休暇など誰も不公平に感じない

理由で休暇を取る事を恒常化し、変則的に減 1

名体制となっても慌てず仕事を完了する状況を

作りたいと思っております。

②策定を行ったことによる効果

　自社の労務環境を改めて見直しすることが出

来ました。

③策定を行ったことによる気づき

　若手は休暇取得を希望し、一方ベテランは会

社を休む事による罪悪感があるようです。

　また休んだことによる仕事引き継ぎのノウハ

ウが確立されてない為、伝達などが口頭のみで

とても危うい。現状、お休みが１日だけですの

で翌日なんとかカバー出来ミスも小さく収まっ

ております。

株式会社  清水　（東京都荒川区）

◆創　業：昭和 42 年

◆男性社員：9人

◆女性社員：3人

◆平均雇用期間：男性社員 15 年
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＜株式会社  清水　　 一般事業主行動計画案＞
～ 育児　介護支援の促進　行動計画 ～

　㈱清水は社員の働き方を見直し、もっと子育て並びに介護に関われるよう支援するため、次のよう

に行動計画を策定する。

１. 計画期間　平成 30 年 9月 1日～平成 33 年 8月 31 日までの 3年間

２. 内　　容

目標１： 育児休職、育児休業給付、育休中の社会保険料免除などの制度の周知や情報提供を行う。

＜対　策＞

　平成 30 年 1月～　

①法に基づく諸制度の調査を開始する。

② 社員の長期休業による生産性の妨げを防ぐために同制度の説明をするとともに、導入にあたり

社員の技量の統一化を目的とする仕事役割の見直しと各部署の問題点の検討を行う。　

目標 2：子どもの出生時における育児休職と親の介護サポートをするための休職の取得を促進する。

＜対　策＞

　平成 30 年 9月～

①行動計画期間内における社員の育児・介護休業法に基づく休職の取得を促進していく。

②また計画的に行動できるよう会社でサポートする為に、相談窓口を設ける。

③ 休職取得見込の社員が現れた場合、各所属長と連絡・相談し、代替要員を確保することによっ

て業績に影響が出ないように計画を推進していく。

　『80％の力で 100％を成す』これは働き方改革につ

いて各社が目指す、正に今求められている生産性向

上です。若手の休暇取得希望は今後益々顕著になっ

て行く傾向です。そしてベテラン社員の会社を休む

事による罪悪感もどの会社も共通の事項です。時代

の変革に対応する為のスタートは現状分析と課題の

発見からです。変化に向けて皆様のご参考になるア

プローチと思います。

　　　　　　　（小倉社労士）

女
外

シ
障

L

075



資料編

「働き方改革」の実現に向けて

【現状と課題】

　弊社では、従前より女性の採用を積極的に

行って参りましたが、「急な残業が多い」「遅番

シフトに対応できない」「少人数でのシフト体

制の為、有給休暇が取りにくい」等の課題が多

く、家庭との両立、特に子育て中の女性が働く

には厳しい環境にあります。

　また、上記に述べたことは、近年の家族形態

の変化を考えると、女性だけが対象の課題では

ないと思います。

　弊社では、全従業員の「働き方改革」とし、

全従業員が仕事と生活の調和を図り、能力を十

分に発揮できる雇用環境を目指したいと考えて

います。

　現在、弊社では初めての育児休暇取得中の女

性社員がおりますが、保育園に入れないとのこ

とで育休の延長を申請いたしました。しかし、

産休・育休一年、さらに延長一年となると少人

数のグループでは周りへの負担も多く、また、

復帰してもすぐに第 2 子が出来るのではない

か？等々の不安があります。

　私自身 3人の子供が居りますので、お子さん

は何人でも産んで欲しいと願っていますが、課

題も多く理想と現実に頭を悩ませています。

【策定を行ったことによる効果】　

　計画的に有給休暇を取得することで、一部の

人だけが有給を取る、という不公平さが無くなる。

　少人数のグループによるシフトの為、長期休

暇を取得するにはグループ内での協力はもちろ

ん、他グループの協力も必要不可欠であるため、

他グループへの配慮・応援要請などのコミュニ

ケーションが増え、意識の向上につながった。

【策定を行ったことによる気付き】

　当初は「働き方改革」と聞いて、「そんな事は

大手がやるもの、うちでは出来ない。」と難しく

考えていましたが、小倉社労士の指導の下で「出

来ることからやってみよう、出来なければまた

考えればいい」と思えるようになりました。

　小人数だからこそ柔軟に対応できることもあ

ると思います。

株式会社  セブンクリエイト
　　　　　　　　　　　　   　　　（東京都大田区）

◆創　　業：昭和 60 年

◆従業員数：23 名　（男性 17 名　女性 6名）

◆平均雇用期間：男性社員　11.9 年

◆　　　　　　　女性社員　10.0 年

　初めての育児休暇取得中の社員の方の復職に向け

てグループによるプラン思案中であること、この様

に全社員の「働き方改革」に踏み出す機会が必然的

に増えてくる事は、我々印刷業界において、人数の

少ない企業においても必至です。一部の社員だけで

はなく、全社員の力をもって、その上でできるとこ

ろからチャレンジして行く事で、チャンスにも繋がっ

てくると思います。　　　　　　　　　（小倉社労士）
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＜株式会社  セブンクリエイト　　一般事業主行動計画案＞

　全従業員が仕事と生活の調和を図り、能力を十分に発揮できるよう雇用環境の整備を行う為、次の

ように行動計画を策定する。

１. 計画期間　平成 30 年 8 月 1 日 ～ 平成 35 年 7 月 31 日までの 5 年間

２. 当社の課題
●少人数でのシフト制の為、有給休暇を取りにくい環境にある

●  グループ内での交代制シフトの為、遅番勤務があり、女性が子育てをしながら勤務することが

厳しい

３. 目　　標
●  年次有給休暇の一人当たりの年間取得日数を毎年度向上する為に、有給休暇取得を推進していく

●子育て中の女性でも勤務できるよう、グループ内でシフト調整をする

【 対　策 】
●平成 30 年 4月～ 年休取得の現状を把握し、計画的な取得について協議する。

 育休中の女性の復職に向けてグループでシフト見直しについて協議する。

●平成 30 年 7月～ 部署ごとに取得計画表を作成し、有給取得時対応の別シフトを作成する。
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ワークライフバランスへの取組み

1. 策定を行うに至った背景

　ワークライフバランスの取組みは、自身の病

気の経験から命の大切さ、時間の大切さを思い

知ったことが背景にあります。時間は命そのも

のであり、社員にも時間を大切にして豊かな人

生を歩んでほしいと強く願うようになりまし

た。けれども社内を見渡してみると、残業が営

業部だけに偏っていたり、また、長く残業した

者が評価されるという評価軸では、だれも効率

よく働こうとは思わないですよね。

　そのため、行動主計画の目標としたのは、

　１. 特定の時期や部署で長時間労働になってい
る現実をかえる

　２.生産性の高い働き方に対する評価軸をつくる

　この２点でした。

2. 策定を行ったことによる効果

　１年間、２つのチームにわかれて、それぞれ

ワークバランスについて考える活動をしました。

　指導される社労士の先生の方針で、押し付け

にならないよう、一年目は経営者はノータッチ、

社員の意識から変えていく方法を選びました。

　社内の各部署から選ばれた 6～ 7人で混成し

た 2つのチームが、毎月の定例会を軸に活動。

それぞれの目標は、Aチームが「チームで仕事

をシェアすることで、それぞれがやりたい事を

実現する」、Bチームが「オリジナル就業規則

を作成して、MYタイムを充実させる」でした。

１年間の活動のなかでワークライフバランス実

践の難しさや課題、今後の可能性が見えてきま

した。

3. 策定を行ったことによる気づき

　ワークライフバランスへの取組みから、世代

による働き方に対する価値観の違いや、部署ご

との負担、ライフに対する考え方の相違がみえ

てきました。また、“ 売上数字があるから早く

帰れない ”“ 早く帰ることで業績が落ちないか不

安 ”“ 対応の遅れによる顧客離れが心配 ” といっ

た声が挙がりました。こうした不安に対し、こ

れまでのような価格競争の中での顧客至上主義

では社員も疲弊してしまう、さらに上流にある

仕事の取り方から変えていく必要があることが

分かりました。

　そこで弊社では付加価値率が高く、独自性の

あるサービスを育てていく中長期戦略を立てま

した。

　ワークライフバランスの実践は生易しい物で

はありません。プロジェクトメンバーが非常に

苦労する姿も目にしています。それでも社員の

幸福、そして会社の経営基盤の強化に欠かせな

いものだと考えています。

株式会社  近藤印刷
　　　　　　　    （愛知県名古屋市）

◆創　　業：昭和 29 年

◆男性社員：16 名（正社員 15 名、パート１名）

◆女性社員：06 名
　　　　　（正社員４名、時短社員１名、パート１名）

◆平均雇用期間：男性社員　15.5 年

◆　　　　　　　女性社員　12.8 年
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＜株式会社  近藤印刷　　一般事業主行動計画案＞

　女性が管理職として活躍できる雇用環境の整備を行うため、次のように行動計画を策定する。

１. 計画期間　平成 28 年 12 月１日～平成 31 年 11 月 30 日

２. 当社の課題

課題１）特定の時期や部署で長時間労働になっている。

課題２）生産性の高い働き方に対する評価がない。

３. 目　　標

従業員全員の所定外労働時間を、１人当たり月22時間未満とする（現在28時間）。

４. 取組内容と実施時期

取組１）外部コンサルタントとの連携により、所定外労働時間の現状分析と改善を行う。

●平成 29 年 01 月～ 所定外労働の原因の分析等を行う

●平成 29 年 08 月～ 各部署における問題点の検討及び改善の実施

●平成 29 年 10 月～ 全従業員を対象とした意識改革のための研修を実施

●平成 30 年 08 月～ 各部署における現状分析と問題点の検討及び改善の実施

●平成 29 年 10 月～ 全従業員を対象とした意識改革のための研修を実施

●平成 31 年 08 月～ 各部署における現状分析と問題点の検討及び改善の実施

取組２）外部コンサルタントとの連携により、人事評価基準について制度を整える。

●平成 29 年 01 月～  現在、社員全員が認識する明確な人事評価基準がないため、新しい評価基

準を検討・構築する。

●平成 31 年 06 月～ 新しい評価基準の試行を開始し、課題を検証。

　時間分析、人事考課制度の導入を行い、継続して

目標達成にトライしています。働き方改革は労働時

間の削減を唱えるだけでは難しく、TOP の強い決意

と社員の意識改革両方が不可欠です。この点は印刷

業における共通事項として皆様にも参考にして頂き

たいところです。

 （小倉社労士）
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「ワークライフバランス（ＷＬＢ）を考えた女性雇用」の意識改革

①策定を行うに至った背景

　20 年前、創業者である先代社長が急逝後、

下降傾向の景気の中、身の丈に合ったスリム化

をせざるを得ない状況が続き、従業員の削減入

替、本社移転や工場再稼働、受注発注の見直し

など、様々な改革を実行し、多くの女性経営者

が抱える男女雇用問題も「男女雇用は適材適所

適時雇用」で、なんとかこの 10 年余、やっと

形となってきた。

　そんな中、問題になってきたのが、その改革

を下支えしてくれていた社員の高齢化である。

当社では、定年と言っても形式上で、「働ける

間」、「働きたい間」は双方理解の元、継続雇用

となっているが、次代を考える時期となり、従

来のベテラン社員の通常勤務と並行して、新人

を育てたいと考えるようになった。

②策定を行ったことによる効果

　この行動計画は平成 30 年からの実施を考え

ているが、計画を作りながら、再度社員一人一

人の仕事への取り組み方、モチベーション、得

手不得手、心身共の行動力、家族構成、家庭事

情など、再観察できたと思う。上記①で述べ

たように、彼らの目的は「定年退職」ではな

く、自身が考える就業への終点スタイル探しで

ある。経営者側としては、季節労働者の彼らの

終点までの一つの課題として、繁忙期、閑散期

を新人社員と共にWLB を考え、労働分配をし、

本社と工場で多機能労働者を育成できるような

行動計画をまず本社で策定できたと思う。

③策定を行ったことによる気付き

　計画を作り始めたこの１年を通し、改めて「会

社とは？良い働き方とは？」を深く見つめるこ

とができた。結果的に当社のような零細企業は

経営者、正社員、パート社員も含め、それぞれ

の立場を理解しながら、自然に意見を言い合え

る雰囲気を作っていくこと、「臨機応変」さを

身につける必要性があると思う。この行動計画

がうまく進めば、工場内の男性雇用も進めてい

きたい。

第一  株式会社　（大阪府大阪市）

◆カレンダー企画、製造

◆創　業：昭和 28 年

◆男性社員：4人（正社員 2名、パート期間社員 2名）

◆女性社員：4人（正社員 3名、パート社員 1名）

◆平均雇用期間：男性社員　05 年

◆　　　　　　　女性社員　10 年以上

　社員 1人 1 人の家族構成や、家庭事情等まで考慮

した分析を行い、定年退職ではない就業の終点熟考

は、現状急激な改善が求められない日本の超高齢化

社会の緊急課題です。社内の高齢化と新しいメンバー

へのバトンのリレーは印刷業の全ての企業にとって、

とび越えなければならないハードルです。

　　　　　　　　　　　　　　　（小倉社労士）
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＜第一  株式会社　　一般事業主行動計画案＞

　繁忙期・閑散期のはっきりした 1年ワンサイクルの季節労働を安定させるため、そして、女性の細

やかさを引き出せるよう、次のような行動計画を作成する。

１. 計画期間　平成 30 年 4月 1日～平成 32 年 6月 30 日

２. 当社の課題

　事務職スタッフの高齢化が進み、業務継承を踏まえた、ベテランスタッフの今後の働き方の見

直し、新しいスタッフの増員時期となっている。

３. 目　　標

１～２年の間に１名を目標に、次年度以降も１名ずつの女性スタッフの増員をめざし、採用を進める。

４. 取組内容と実施時期
●平成 30年 4月～

　新入女性スタッフを採用する必要性を伝え、現従業員から希望する「働き方」をヒアリング。

　本社の女性正社員 1名が翌年定年 (60 歳 ) を迎え、と同時に、定年後はパート社員として働いて

いる女性スタッフも近々65歳を迎えるので、会社側の雇用延長歓迎の意思を伝え、本人の働き方の

希望について確認する。

⇒　１名　女性新規スタッフの採用へ

新人1名を加えてのWLBを重視した勤務体系をシュミレーションしてみる。

　有給 (年間7日間 )や長期休暇 (年末年始、GW、お盆休みの延長 )、週4日勤務、繁忙期における残

業の仕方、ワークシェアの仕方など、新人女性スタッフが入った場合の協働できる働き方を検討する。

●平成30年 5月～ 8月

　求人を始める。女性パート社員1名、採用する。

　雇用準備期間 (年末まで )に、現スタッフと管理職、また工場勤務の男性スタッフの意見も聞きな

がら、9月以降の繁忙期のそれぞれの働き方を決定していく。

●平成 30年 9月～ 12 月

　管理職共々、協働体制がうまく取れるか確認していく。

●平成31年 1月～　

　雇用準備期間を終えたスタッフが正式に正社員またはパートとして、WLBを考えながら、契約す

るかどうかの確認をし、仕事のローテーションや繁忙期に向けてのワークフローを決定していく。

平成32年春まで 3人体制で進めていく。

平成30年から準備をし、平成31年で、この「働き方」がうまく動けば、平成32年以降は現スタッ

フの退職による人員不足や業務承継への危惧に困窮する事のないよう内部環境の充実を図り、引き

続き、工場勤務の男性スタッフについても同様の方法で検討していく。
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「女性が継続就業できる職場環境へ」

【現状と課題】

　昨今の求人状況は、売り手市場の傾向が加速

し、企業にとって有能な人材を確保することへ

の対策が急務です。

　特に製造業においては、社員の男性比率が高く、

有能な人材を確保する意味でも女性が活躍でき

る職場環境を整えることは必須で、当社でも職種

に関係なく、女性の採用を推進しています。

　しかし、当社において、男性の平均勤続年数

より女性の平均勤続年数が３分の２しかなく、

継続して勤務できる体制づくりが必要と考えま

した。

　これまで、女性の活躍においては、活躍する

チャンスの多い DTP や Web の職種において、

在籍数を多くしていましたが、パラパラと退職

してしまいました。

　また、当社で昨年初めて女性の印刷オペレー

タを採用しましたが、１年で退職する状況と

なっています。

　来年は、女性の営業社員が入社しますが、継

続勤務できるよう、活躍できる職場環境を整え

たいと思います。

【対策】

　女性社員が活躍できる機会を増やし、公正な

評価をして、職種に関係なく採用することで、

女性社員の比率を向上させます。それに伴い継

続して勤務できるように女性が働きやすい職場

環境や制度を整えていきます。

　また、短時間でも能力を発揮できる体制を整

え、女性が結婚しても継続して働けるよう、柔軟

な組織づくりを目指し、多様な人材が活躍でき、

社員がいきいきと働ける会社にしていきます。

株式会社 Ｔａｉｓｅｉ 　 （広島県広島市）
◆創　業：昭和 40 年

◆男性社員：38 名（正社員 37 名、パート社員 1名）

◆女性社員：09名（正社員 06名、パート社員 3名）

◆平均雇用期間：男性社員　14.6 年

◆　　　　　　　女性社員　08.5 年

　今後は働き方の多様性が強く求められ、公正な評

価という点においてはどの会社においても重要なポ

イントになってきます。また、労働時間の削減を進

める為にも、柔軟な短時間勤務制度の導入は効果的

といえます。特に相談窓口の設置については、より

改善を進める際に、参考にしたい取組内容です。

（小倉社労士）

女
外

シ
障

L

082



資料編

＜株式会社  Ｔａｉｓｅｉ　　一般事業主行動計画案＞

　Ｔａｉｓｅｉでは、女性が継続して就業でき活躍できる雇用環境の整備を行うため、次のように行動計

画を策定しました。今後は行動計画に基づき、女性活躍と合わせ、これまで以上に社員一人ひとりの

活躍促進に向けた取り組みを進めてまいります。

１. 計画期間　平成 30 年５月１日～平成 32 年４月 30 日までの２年間

２. 当社の課題

（1）全体に占める女性の割合が少ない

　　＜平成 29 年８月現在　19.1％＞

（2）労働者全体の所定外労働時間が広島県平均値の 14.7 時間よりも多い

　　＜平成 28 年６月～平成 29 年５月の平均値：23.2 時間＞

３. 目　　標

（1）全体に占める女性の割合を 30％以上にする。

取組内容と実施時期

●平成 30 年 05 月～  総務課長ヒアリング等により女性が継続就業するうえでの課題の把握と、

解決策の検討

●平成 30 年 07 月～ 短時間勤務制度の柔軟な運用等必要制度の検討

●平成 30 年 07 月～ 働く上での不安解消に向けた相談窓口の設置

●平成 30 年 10 月～ 短時間勤務制度の柔軟な運用等必要制度の構築・運用

●平成 31 年 04 月～ 待遇や処遇等の評価制度の見直し

（2）労働者全体の所定外労働時間を前年度よりも 10％削減する

取組内容と実施時期

●平成 30 年 04 月～ 組織のトップからの長時間労働是正に関する強いメッセージの発信

●平成 30 年 05 月～ 組織全体・部門毎の所定外労働時間実績の把握と見える化

●平成 30 年 06 月～ 幹部会議での部門毎の所定外労働時間実績の評価とフォローアップ

●平成 30 年 06 月～ 業務の棚卸しプロセスの見直し及び属人的な業務の把握と課題の検討

●平成 30 年 08 月～ 組織全体・部門毎の数値目標（時間当たり生産性）の設定

●平成 30 年 11 月～ 業務の棚卸しの実施と業務改善、業務のカバー体制の構築及びその継続
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働きやすい環境づくり

【現状と課題】

　当社は、創業より名刺等の端物印刷から始ま

り、商業印刷、自費出版物などの製本技術の向

上に努めてきている。現在では、制作も多様化

し、お客様のニーズにお応えするべくデザイン

などにも力を注いでいる。

　そのような中、女性も働きやすい職場環境の

整備をすることにより、男性も働きやすい環境

になることを目指している。

　以前より、女性社員の PTA 行事などへの参

加に伴う有休取得などは推奨してきており、子

育て世代の女性社員の多くは有効に活用してい

る。また最近では地域ボランティアに積極的に

参加希望する男性社員も増えており、地元消防

団に入団、地区役員を引受け出勤時間の変更を

希望する社員も出てきた。

　当事者自身の意識は高くなりつつあるが、そ

の一方で、古参社員、特に男性社員の理解を得

られにくい部分も生じている。

　そこで、弊社で取り組む内容として、互いの

社員に対する理解を深め、より良い職場環境の

整備を実施することにより、限りある就業時間

の有効な使い方、工夫を社員自らが考え、実行

できる仕組みを作る。生産性向上を見える化し、

長時間残業の削減や有休取得率の向上を目標と

する。さらにワークライフバランスといわれる

仕事と生活の調和も整い、働き続けやすい職場

にする。

【対策】

　有休取得率の向上を図るため、有給休暇取得

奨励日を設ける。計画的な有休取得を推奨する

ことにより、仕事と家庭のバランスを整える。

環境整備検討委員会を設置し、職場環境の改善

をし、社内において仕事と休憩のバランスをと

ることにより、生産性向上を狙う。 

株式会社  文昌堂　 （宮崎県都城市）

◆創　　業：昭和 25 年

◆男性社員：22 名（正社員 21 名、パート社員 1名）

◆女性社員：14 名（正社員 12 名、パート社員 2名）

◆平均雇用期間：男性社員　19.2 年

◆　　　　　　　女性社員　10.6 年

　働き方改革は一方で休み方改革であると言われて

います。有給休暇の取得の促進には社員の意識改革

が必要である点も十分に考慮された計画の策定です。

また職場環境の改善は女性ばかりではなく社員全体

の士気の向上に繋がると言われる事が多いので、こ

の点においても今後への期待の高い策定です。

（小倉社労士）
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＜株式会社  文昌堂　　一般事業主行動計画案＞

　女性が社会で活躍できる仕事と生活の調和（ワークライフバランス）の取れる雇用環境整備を

行うため、また女性活躍だけでなく、その他の社員一人ひとりの活躍促進のための生産性向上を

図り働きやすい環境を整えるため、次のように行動計画を策定いたします。

１. 計画期間　平成 30 年 7月１日～平成 34 年 6月 30 日までの 4年間

２. 当社の課題

① 受注生産性に伴う、残業や休日出勤の発生と子育て世代（特に母親）に対しての有休取得等に

関しての職場内における理解不足

②①に付随しての有休取得困難な業務や計画的有休取得の難しさ

③休憩室（リフレッシュルーム）がない

３. 目標の内容と対策

目標１：男女が平等に取得しやすい環境を作り、有給休暇取得奨励日を年間５日設ける

＜対　策＞

●平成 30 年 07 月～ 社員へのアンケート調査、検討開始

 制度に関するパンフレットの配布

 管理職を対象とした研修及び社内広報誌などによる社員への周知

  職員を対象とした年次有休の計画的付与制度の導入と奨励日設定に向けて

の説明会実施

 年次有給休暇の計画的付与制度の導入開始（初年度は２日）

●平成 31 年 04 月～  年次有給休暇の有効性の確認と次年度設定、以後年度末に年間予定確認の

上、計画的有休奨励日を５日まで増やす

目標２：職場内環境の整備の充実　洋式トイレの整備（増加）・リフレッシュルームを配置する

　　　（環境の整備に伴っての生産性向上の一助となることがねらい）

＜対　策＞

●平成 30 年 07 月～ 職場内環境の見直しとアンケート実施

 環境整備検討委員会の設置と実行開始

●平成 32 年 07 月 リフレッシュルーム完成

 女性トイレルームの改装（洋式トイレ増加）
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女性社員の意識改革

【現状と課題】

　当社では、20 年前まで製本補助のパート女

性が 2名のみ働いていましたが、女性の能力の

高さに着目し、女性が働きやすい職場環境の整

備に努めてきました。

　子育て優先、家事優先ということで、保育園、

学校行事、PTA 活動に支障がないように比較的

自由な出勤体制を取りました。さらに女性専用

のトイレ、洗面化粧室、更衣室、休憩室を設置

して快適な職場環境を整えました。

　当初の狙い通り、現在では、営業 2名、事務

1 名、デザイン 3 名、印刷オペレーター 1 名、

製本 2名の女性が働くようになりました。男性

社員との比率も逆転するまでになり、パートか

ら正社員へのルートも整備し、パートから時短

社員、フルタイムの正社員になる人も出てきま

した。現在では、一名の女性社員が、パートか

ら正社員の管理職になっています。

　しかし、ほとんどがパート社員から入社して

くる女性社員は、男性社員のサポートの域をな

かなか出ることが出来ません。仕事内容は、男

性正社員に引けを取らない女性社員が、キャリ

アをストップさせてしまう傾向があります。原

因は、いくつか考えられますが、心の部分にあ

りそうです。正社員や管理職になると責任が増

える、または、自分には男性社員と同等もしく

は上司にはなれないという呪縛があるように思

います。

【対策】

　女性社員のモチベーションを上げ、より能動

的に仕事に関わるように、キャリア教育と、プ

ロジェクトリーダーを経験させる。

　一般事業主行動計画に落とし込み、平均雇用

期間を延ばすことで、成果の見える化を目指す。

株式会社  連合社印刷　　（神奈川県横浜市）

◆創　業：昭和 40 年

◆男性社員：8名（正社員 7名、パート社員 1名）

◆女性社員：9名（正社員 2名、時短社員 2名、パート社員 5名）

◆平均雇用期間：男性社員　22.8 年

◆　　　　　　　女性社員　06.4 年

　既に女性の働きやすい職場改善に積極的にアプ

ローチされてきた企業です。対策に挙げられたキャ

リア教育を推進する事やプロジェクトリーダーとし

ての経験値が増える事で、今後女性リーダーが育っ

てくると企業全体で新しいキャリアステージを描く

事が出来るようになると思われます。

（小倉社労士）
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＜株式会社  連合社印刷　　一般事業主行動計画案＞

　女性社員がその能力を発揮し、仕事と生活の調和を図り働きやすい雇用環境の整備を行うと共

に、中長期にわたりキャリア構築が出来るように、次のように行動計画を策定する。

１. 計画期間　平成 30 年 2月 1日～平成 35 年 1月 31 日までの 5年間

２. 内　　容

目標１：男女が平等に取得しやすい環境を作り、有給休暇取得奨励日を年間５日設ける

＜現　状＞

男性従業員（8名）　平均雇用期間　　22.8 年

女性従業員（8名）　平均雇用期間　　06.4 年

＜対　策＞

●平成 30 年 02 月～ 女性が活躍できる環境にするという会社の方針を社員に告知。

●平成 30 年 02 月～ 各職場の全女性社員を対象に、管理職への意識調査を開始

●平成 30 年 02 月～ 学生向けのパンフレットを作成し、求人活動をする。

●平成 30 年 05 月～ 全社員と面談し、中長期にわたるキャリアシートを作成する。

●平成 30 年 05 月～ 管理職候補者に、管理職となるまでのロードマップを提示。

●平成 30 年 06 月～ 管理職候補者に、プロジェクトリーダーを経験させる。

●平成 30 年 09 月～ パート社員に時短正社員への移行を打診する。

●平成 30 年 10 月～  半期に 1度、定期的なヒアリング、社内勉強会を実施。キャリアシートの

更新および状況を確認する。

●平成 31 年 01 月～ 就業規則を見直す。

●平成 31 年 04 月～ 女性正社員を 1名採用する。

●平成 32 年 04 月～ 女性正社員を 1名採用する。

●平成 32 年 10 月～ 実際に女性管理職を 1名登用し、女性管理職を 2名にする。

●平成 33 年 04 月～ 新たに管理職候補となった社員に、プロジェクトリーダーを経験させる。
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女性社員の意識改革

【現状と課題】

 　当社の職種別の女性の割合は、正社員では事

務職以外で営業職や技術職は、希望者が少なく

女性の人数が少ない。勤務年数も短く、結果管

理職に占める女性が少ない。

　過去において産休明けに時短勤務で働いてい

た女性正社員が、保育園に子供を預け、約 1時

間かけて通勤をしてもらっていたが、子供の急

な発熱など度々保育園からの迎え要請があり、

往復 2時間の通勤時間は子育中の女性にとって

は継続するのが難しく、仕事上で「周りに迷惑

をかける」との気遣いもあり結果、退職に至る

という残念な経験がある。

　一方パート社員においては、扶養の範囲で働

きたいとの希望があり、10 年以上前より、時

短勤務を取入れ、一週間を前半 3日後半 3日の

2交代勤務体制を取入れたところパート社員の

定着に繋がった。

　また、今年 76 歳になる男性パート社員で毎

日時短勤務の希望があり、夜勤で印刷した刷り

本・印刷用紙の搬出入の仕事で、午前 8時出勤

の 3時間勤務をしてもらい定年後も継続勤務を

している。

【対策】

　女性の営業職や技術職が働きやすい職場環境

を整備し、社内外にホームページなどで周知し、

女性の雇用を増やす。そして、女性管理職のキャ

リアアップにつながる外部研修を増やし管理職

登用を目指す。これらの取組を、一般事業主行

動計画に落とし込み、女性社員の雇用や登用に

繋げ、働き方改革を進め平均雇用期間を延ばす。

　課題へのアプローチとしてまず意識改革研修に取

組まれています。制度の変更や新しい改革を行う際

に、一番大切なところです。就業規則等の変更だけ

が先行してしまうと、社員が不安に感じたり、実態

と合わない部分が出てきやすくなります。会社の方

向性が明確になる事で会社全体の課題に対し、積極

的に取組む事ができると期待できます。

（小倉社労士）

株式会社プライズコミュニケーション
　　　　　　　　　　　　　　　 　（東京都江東区）

◆創　業：昭和 48 年

◆男性社員：48 名

◆（正社員46名、パート社員１名、時短パート社員1名）

◆女性社員：11名（正社員 7名、時短パート社員 4名）

◆平均雇用期間：男性社員　19.2 年

◆　　　　　　　女性社員　10.6 年
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＜株式会社  プライズコミュニケーション　 一般事業主行動計画案＞

　女性が能力を活かし働き易い環境を整え女性の採用を増やすとともに、長く勤務できる体制、制度

を整え、管理職として活躍できる雇用環境の整備を行う為、次のように行動計画を策定する。

１. 計画期間　平成 30 年 4月 1日 ～ 平成 32 年 9月 30 日

２. 当社の現状と課題

　当社の職種別の女性割合は事務職以外その水準が低く、継続勤務年数も男性に比べ短く、結果 

管理職に占める女性割合が低い。

３. 課題への取組内容

　事務職以外、営業職、技術職にも職場環境を整備する事により女性でも対応でき環境を整える。

営業職には女性チームの設置。技術職には設備の入替等による操作性の向上を目指す。又、求人

を行う際は、女性に関心がある求人媒体を使い募集を募る。

４. 定量的目標
●各職場、部門で女性の割合を増やし全体で 30％とする。

●管理職に占める割合を全体で 20％とする。

５. 取組内容と実施時期

　はじめに、管理職への女性の活躍の場を増やすための意識改革研修を平成 29 年 11 月に実施。

その後以下の内容で計画・実施を行う。

●平成 30 年 04 月～ 女性求職者に向けWeb募集実施。

●平成 30 年 11 月～ 営業職での女性チームの設置。

●平成 31 年 04 月～ 待遇や就業規則の見直し。

●平成 31 年 09 月～ 技術職での設備の見直し。

●平成 32 年 04 月～ 女性管理職の登用。

●平成 32 年 06 月～ 以後、定期的な評価、見直しを実施。
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＜一般事業主行動計画策定入力支援ツール＞
（厚生労働省・女性活躍推進法特集ページより）
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所 在 地：石川県金沢市増泉 4ー8ー16

創　　業：昭和 21 年 3月

代 表 者：代表取締役　竹鼻  達夫

従業員数：250 名

事業内容：電気・電子機器等の設計・製造・
　　　　　メンテナンス

　「ダイバーシティ」。マスコミでは聞いている言葉

でも、私自身理解しているわけではなかった。それ

を実感したのは、ダイバーシティ 100 選に選ばれた

会社を訪問した時だった。

　2016 年 11 月、石川県の共和電機工業株式会社を

訪問。出迎えてくださったのは総務部長の杉村さん。

この方のとにかく熱い思いと、強い行動力でダイバー

シティの取り組みが成功しているのだと思えた。

　約 15 年ほど前から工業高校卒の男性を採用したい

のに、ほとんど採用できなかった。理由は対象の男

性は大手へ、ものづくりの好きな女性は製造業には

就かず、その他の職種へいってしまうため、戦略的

な切り替えを行ったとのこと。「ものづくり　男性→

女性」この時が、ダイバーシティ経営のスタートだっ

たのだろうか。女性社員が安心して働けるように、

色々な事情を対応してきたところ、今の風土の基礎

が出来上がったとも思える。

　短時間勤務制度や、育児休業、障がい者雇用、・・・

色々な事情を抱えた社員がいる。例えば、短時間勤

務の社員は「短時間だからできない」ではなく「集

中してクリアしていく」ことに目を向け、育児休業

は３年に延長し、復帰後も、小学校３年終了までは

短時間勤務ができる。子供が夏休みの間だけ短時間

勤務もあるという。さらに広い意味での育児休業、

「孫」に対して使う「孫サポート」も認めた。どれも

生産効率化で成功しているという。「制度よりも風土」

が、自然と女性の働きやすい職場につながっている。

　多くの企業がなかなか踏み出せないのは、「障がい

者雇用」かもしれない。

　共和電機工業は、知的障害、精神障害、聴覚障害

の方の雇用もされている。雇用率は 4.5％。職種は、

障がい者用に作り出すのではなく、健常者と同じ仕

事内容なので、同一労働・同一賃金。

　雇用してから、問題行動が多かった一人の社員。

こだわりが強く、割り込み業務に対応できない、階

段を猛スピードで降りる、荷物を乱暴におく・・・等。

わかりやすく絵を付けた注意喚起のポスターを階段

に貼り、半年に一度の面談（両親や学校関係者、ハ

ローワークなど）を行い、成長を確認してもらう機

会を意識的に作ることにより行動が改善された。聴

覚障がい者へは「今日残業できる？」「休憩しよう」

「ミスでました」などの単語帳カードのようなもので

コミュニケーションをとっている。これにはもちろ

ん「危ない」「逃げよう」など、防災への注意書きも

含まれている。障がい者を雇用して実感したことは

指導する人間の「教えるスキルの上達」、気づきが多

くなり、配慮ができるようになる、全ての社員に笑

顔が増え、自分の会社に誇りを持つようになったこ

とだという。

　「制度より風土」。社員一人ひとりが成長し、深く

考え、お互いをサポートすることが、ダイバーシティ

経営の目標になるのかもしれないと思った。

レポート　福田  祥子（株式会社  日伸ライトカラー）

　共和電機工業  株式会社 　　　　　　　　　
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所 在 地：宮城県仙台市太白区秋保町湯元字薬師 28

創　　業：文禄 2（1592）年

代 表 者：代表取締役　佐藤  勘三郎

従業員数：230 名

事業内容：ホテル・旅館業

　仙台市の中心部から車で 30 分余の距離にある秋保

温泉。その中でも昨年開催された G7 のメイン会場

に選ばれた「伝承千年の宿　佐勘」が今回の見学先。

　現在 34 代目となる佐藤勘三郎社長は、秋保温泉旅

館組合の組合長も務める地元では顔の知れた敏腕社

長。自ら「勘三郎塾」なるものを定期的に開き、社

員教育にも力を入れておられるらしい。G7会場に選

定された「佐勘」の魅力を探るべく見学会に臨んだ。

旅館業を取り巻く環境はマイナス要因のオンパレー

ド、廃業する旅館は後を絶たないという。生産性の

悪い業種のひとつである旅館を、逆の視点から伸び

代が大きい業種であるととらえ、チャレンジングに

ダイバーシティへの取り組みを行ってきたという。

　そのきっかけとなったのが、ファミリービジネス

における、代替わりの時であったようだ。否が応で

も起きる社長交代に伴う大きな変革のタイミングを

活用して、ダイバーシティ経営へと大きく舵を切ら

れたとのこと。ちなみに社長就任は 2005 年という

からすでに 15 年近く前からイノベーションのタネは

蒔かれ始めていたわけだ。

　G7開催が決まって、企業体としての「ホテル佐勘」

は畳敷きの部屋をカーペットやフローリングに変え

るといったハード面の変貌はもとより、ソフト面でも

様々な整備を迫られた。消防・建築・労務すべてにお

ける法令順守。労務環境の整備も加速したという。

　具体的なダイバーシティ経営の取り組みは以下の

ようなものであった。

〇働き方の多様性

　マルチタスク・ジョブローテーション

　部門間でのスタッフの「貸し借り」※

〇勤務環境の整備

　短時間正社員制度の整備

　人事考課制度の整備　

　イノベーションカードの携帯

　公休を増やす

　リフレッシュウィーク制度（6日連休）

〇女性の積極的な登用

　専門職から一般職への転換制度

　管理職への登用

〇マネジメント層の意識改革

　社長による育成塾「U40 の会」　

※毎週金曜日に「貸し借り会議」を開く。部門長は

翌週の予定を見据えて、忙しいと他部門からスタッフ

を借りようと、真剣な応酬が繰り広げられるそうだ。

　ふつう旅館では部屋へ案内さ

れると、仲居さんがやってきて

お茶を入れてくれるが、佐勘で

はこれをやめた。かわりにロ

ビーでウェルカムドリンクとい

う形で飲み物が提供される。仲

居さんの手間が大幅に減り別の

サービスに時間を使えるようになったという。

　仲居さんとして入社し、子育てを経て現在は関連

施設の施設長となった女性が、女性登用のロールモ

デルとして紹介されたのだが、彼女に館内見学をし

ながらこっそり聞いてみた。「仕事を続けてこられた

原動力は何ですか？」「おかみさんの背中を追いかけ

ていたらここまで来ていました。」脈々と続いてきた

商いの魂と経営のイノベーションが融合し、佐勘は

進化し続けている。

　ダイバーシティが「経営戦略の一環として、自社の

競争力強化という目的意識を持って戦略的に進められ

ている」好例として非常に有意義な見学会であった。

　レポート　本田  直子（本田印刷  株式会社）

　秋保温泉

　  株式会社  ホテル佐勘
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所 在 地：広島県福山市曙町 1ー13ー15

創　　業：昭和 37 年 7月 24 日

代 表 者：代表取締役社長　佐藤  守正

従業員数：807 名

事業内容：ポリスチレンペーパーおよびその他の

　　　　　合成樹脂製簡易食品容器の製造・販売

　食品トレー製造においてトップシェアを誇る㈱エ

フピコ（本社：広島県福山市）は平成 26 年度ダイバー

シティ経営企業 100 選に選出、また翌年には「障が

い者雇用率ランキング」（東京経済新報社発表）にお

いて第１位を獲得しています。エフピコでの障がい

者雇用の歴史は長く、1986 年から始まり日本初の営

利法人として「就労継続支援Ａ型」認定（2006 年）

を受けました。昨年はグループで 618 名の障がい者

雇用を生んでいます。

　今回の見学は福山にあるリサイクルセンターにお

伺いしました。同社では食品トレーを食品トレーに

リサイクルする技術「エフピコ方式リサイクル」の

確立（トレー to トレー）（ボトル to ボトル）をされ

ており、印刷古紙を回収している当社と循環型社会

を構築する為の基本要素「使用済み」「リサイクル」

そして「原料」と多く重なります。

　「原料」への前工程は、汚れ・異物がある回収物か

らリサイクル可能なものをより分け、かつ素材を同

じにしなければ成り立ちません。「撰
せんぶん

分工程」といい

ます。循環型社会を両立するリサイクル製品の製造

と、高い品質との両立は大変難しいですが、同社製

品の再生トレーは「エコ認定」を受けていて付加価

値をつけ更なるシェア拡大をしているそうです。そ

の肝となる要を同社は障がい者従業員による「撰分」

だと言います。

　当初回収されたトレーの不適品の選別や白・柄物

との選別は機械で行っていたようです。いまでも選

分ラインの最終工程となる近赤外線センサーでＰＥ・

ＰＰ等の人間ではカバーできない素材別の撰分が行

われますが、2008 年から「人間の眼・人間の手」に

よる撰分を障がい者の従業員が担当して前工程とし

て組み込むことにより、生産性・品質の向上の成果

を得ました。大量に積まれた使用済みトレーの山が

ベルトコンベアーに流れてきます。障がい者従業員

が「高い集中力」をもって根気よく色別の選別や不

適品をはじいていくスピードはまるで機械のようで

した。

　本年より中国の環境規制政策ナショナルソードが

始まり、日本からの廃プラスチックの輸出に大きな

制限がかけられます。そのために行き場を無くす大

量の廃プラスチック。益々国内でのリサイクルを高

める必要に迫られています。エフピコのように人を

必要とし上手に生かせる企業であればこそ、このよ

うな世界情勢も大いにビジネスチャンスとされるの

だろうなと感じました。

レポート　清水  朋子（株式会社  清水）

　株式会社  エフピコ
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所 在 地：広島県福山市曙町 1ー11ー18

創　　業：元和 6（1620）年

代 表 者：高田  信吾

従業員数：80 名

事業内容：和洋菓子製造販売

　平成 29 年９月、広島県福山市にある株式会社虎屋

本舗へ見学に伺った。江戸時代初期まで営まれてい

た廻船問屋から事業転換し、菓子匠を開業されてか

ら現在まで、驚くほど永きに亘り事業継続されてお

り、まもなく創業 400 年を迎えられる。最初は、何

故ダイバーシティ委員会の視察先なのかよくわから

ないまま、現在 16 代当主になられる高田社長とご子

息からいろいろなお話を伺い、工場内と店舗の視察

をさせて頂いた。

　和菓子の命である餡子の製造は、先代からの遺言

である「美味しい餡子を拵えろ。絶対に味を落とす

な。」に忠実に毎朝作られていた。湯気の立つ釜で小

豆を炊く姿に、永き 400 年もの歴史を創ってきた受

継がれる力強さを感じた。小さな和菓子をたくさん

作るための工夫、無駄のない所作が自然な作業風景

となっている。また、商品は定番のどら焼きからは

じまり、時の流行やユニークな発想をとりいれた和

洋菓子がならび、美味しさとあわせ、楽しさがふん

だんに提供されている。ご子息から、出張和菓子教

室の取組みのお話があった。敬老会、こども会、町

内会など 10 名以上集まれば、一番高齢（70 代）の

職人の方と、若きご子息がペアを組んで出張し、デ

ジタル漬けの現代社会で、日本の菓子文化・郷土文

化を伝承する社会貢献に積極的に取り組まれている。

見学を終え、最初に感じた何故？は消え失せていた。

社長が取り組んでおられるＣＳＲ活動、雇用・高齢

者・ワークライフバランス・教育・文化・環境に対

する積極的な活動は、社会のテーマである労働力不

足・地方創生・文化継承・環境問題など全てにおい

て、バランスよく自社の企業展開に盛り込まれてい

た。老舗と言われる由縁、永く続く企業には決して

切れない柔やかな一筋の生命線が、細く長く通って

いた。企業精神と技術を引き継いでこられた大先輩

が、未来を担う若者に伝承していくことの大切さを

目の当たりにし、ダイバーシティ経営、働き方改革

の素晴らしさを実感した。これからの時代、「本当に

重要なことは何なのか」を見極め、“しなやかな経営

判断が出来る経営者 ” になりたいと強く感じる貴重

な見学であった。

レポート　吉岡  ゆかり（株式会社 Ｔａｉｓｅｉ）

　株式会社  虎屋本舗
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所 在 地：東京都品川区戸越 4ー7ー15

創　　業：昭和 7年 7月

代 表 者：代表取締役社長　橋本  久美子

従業員数：228 名

事業内容：茶・海苔を主とする食品包装資材の
　　　　　企画・製造・販売

　今回私たちが伺った株式会社吉村では、12 年前に

就任された橋本社長が「社員が自主的に働く環境づ

くり」を目指し、大きな改革をされていました。

　ダイバーシティは社員が自主的に働く環境作りの結

果だと橋本社長は仰っています。沢山の取り組みの中

で、私が特に印象に残っているものは次の２つです。

■トップダウン → 会議体でネットワーク

　橋本社長は、最も大事なものは「情報開示・自己

開示」と仰っており、バランススコアシートを使

い会社全体で情報共有することにより、損失額の影

響や経費削減の効果を一人一人が意識できるように

なった。

　会議方法は全員参加型のカンファリスト会議術を

取り入れており、会議の活性化を図ることで社員の

実行力を高め、皆で決めて実行する会社へと成長さ

せている。

　また、多能工化することで効率アップを図り短納

期・残業時間の削減を達成。

残業時間が削減したことで、現在は出産退職ゼロと

なり多くの女性社員が活躍している。

■ 優秀な人材が欲しい → 相思相愛

　「履歴書の学歴等は入社するまで一切見ない」とい

う橋本社長。

　優秀な社員を求めるのではなく、「会社と従業員が

相思相愛であること」がモットー。

　社員の適正に応じた配置をして能力を伸ばし成長

させていく。役職に関係なく「さん」づけで呼ばせ

ている所も相思相愛となる取り組みの一つの様です。

社長の経験上、若いころにやんちゃしていた子の方

がトラブル回避が上手いそうです。

　また、高齢者は一度退職させ、再雇用派遣子会社

からの出向という形式を取ることで軋轢を防ぎ働き

やすい環境を作っていました。

　製品の企画についてはお客様の声、従業員の声を

積極的に取り入れて商品開発を行っていました。「給

茶スポット」は女子大生の声をヒントに発案された

ものだそうです。

　橋本社長のパワフルだけれどもワンマンではなく、

聞く耳を持って共に成長する力がダイバーシティ経

営の成功に繋がっていると思いました。

　「一度は泥んこになってやってみてから、這いあげ

る方法を考える」という親心の様な言葉がとても印

象に残っています。

　橋本社長のお話を聞けたことは、私にとって大変

役立つものでした。

レポート　武智  美樹（株式会社  セブンクリエイト）

　株式会社  吉村
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所 在 地：東京都国立市泉 1ー12ー3

創　　業：昭和 42 年９月 20 日

代 表 者：藤波  克之

従業員数：160 名

事業内容：おしぼりレンタル

受　　賞：平成 28 年度　経済産業省

　　　　　新・ダイバーシティ経営企業 100 選

　今回、見学させていただいたＦＳＸ株式会社（旧藤

波タオルサービス）は、従業員の働く環境改善（ワー

クライフバランス）の構築を積極的に実行されてい

ます。また、ノー残業デーの導入、育児休業を取得し、

復職しやすい環境の整備や定年後の継続雇用制度の

充実化など、雇用促進を図っていらっしゃいます。

　私たちが一番初めに気づいたことは、障がい者や

女性、外国人の方が多く働いていたことです。まさ

に適材適所に職員を配置されている職場でした。黙々

と仕事をこなされる障がい者の方には、定期的に休

憩が取れるように時間配分等も細かくされており、

パートナーには健常者の主任クラスの職員が同フロ

アで作業をされていました。また、聴覚障がいをお

持ちの方のフロアでは、視覚で伝わる工夫等もされ

ていました。

　障がい者の学生の実習を積極的に受け入れられ、

それぞれの能力と適性に合わせて実習後の雇用にも

つながっているようでした。現在では、障がい者就

労継続支援 A型事業所として障がい者雇用に取り組

んでおられます。

　女性の年齢構成も様々で 19 歳～ 66 歳の女性がお

り、仕事を続けやすい制度を数多く取り入れていらっ

しゃいました。特に子育て世代のサポート制度も充

実しており、短時間勤務制度や子どもの看護・学校

行事出席等への休暇取得優遇などの制度が設けられ

ていました。結婚、出産、子育て、そして介護など

ライフスタイルは変化し続けています。それらひと

つひとつに対し、お互いを感じなから対応されてい

るのを感じました。もちろん外国籍の女性もいらっ

しゃいました。そして、高齢者のベテラン女性も多

く勤務されていました。職員相互の助け合いの姿を

数多く見ることができました。

　その中でも、ぜひ自社へ持ち帰って実践したいと

思ったことは、自己紹介カードです。勤務形態も

様々で職場で顔を合わす機会の少ない職員同士でも

コミュニケーションの取りやすい、自分を知っても

らうツールとして顔写真のついた自己紹介カードは、

役員はもちろん男性女性にかかわらず、また正規雇

用、パート、アルバイト、実習生の区別なく全員が

表示されていることで親近感もわき、職場環境を良

くするツールとして活用されていると思いました。

　見学を通して、社内の職場環境や掲示物などの視

覚の面からも変えていくことは可能だと感じました。

そして、そのことによって仕事に対するモチベーショ

ンを上げ、商品開発などの新しいアイデアや商品・

サービスを創ることができていると思いました。

　仕事の内容に関わらず、現状を洗い出し、継続す

べきこと改革すべきことを見える化して、うまく多

様性（ダイバーシティ構想）を活用していくべきだ

と実感いたしました。印刷業においても取り入れら

れることはたくさんあります。

レポート　東  淑恵（株式会社  文昌堂）

　ＦＳＸ 株式会社（旧藤波タオルサービス）
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　平成 29 年 10 月 18 日に東京・渋谷で、ダイバー

シティ推進委員会と東京青年印刷人協議会の共催に

て、【～ LGBT を考える～「自分らしく生きる」とい

う選択】というセミナーが開催されました。講師の

西原さつき氏は、男子として生まれましたが、幼少

期から強い性別違和を覚え、16 歳からホルモン治療

を開始し、現在は女性として暮らしていらっしゃい

ます。LGBT 関係の講演会や、モデル、テレビ出演、

執筆などの仕事を中心に活動されております。

　本セミナー前半で、LGBT の概要についてお話いた

だきました。 LGBT とは（言葉の定義については様々

な議論がありますが）、「レズビアン（女性同性愛者）」

「ゲイ（男性同性愛者）」「バイセクシュアル（両性愛

者）」「トランスジェンダー（心と体の性が一致しな

い人）」の人たちのことで、その頭文字をとったもの

です。また、性的少数者の総称としても使われてい

ます。性的少数者とは、「男性に生まれ、自分が男性

だと自認して男性として暮らし、女性（だけ）を好

きな人」および「女性に生まれ、自分が女性だと自

認して女性として暮らし、男性（だけ）を好きな人」

以外の人々、と考えていただければいいと思います。

性的少数者のおもな人々が上記の L/G/B/T です。平

成 27 年の電通による 20 ～ 59 歳の人々を対象にし

た調査では、その 7.6％、約 13 人に 1 人が LGBT 層

に該当するとされています。

　セミナーの後半では、「もし自分の会社の 30 歳の

男性課長が、女性として働きたいと言ったらどうす

るか」をテーマにテーブルディスカッションを行い

ました。当日の参加者は、LGBT に対する理解の深

い人が多かったからか、この想定でもネガティブな

反応をすることなく、当人の能力があれば会社や職

場としてできるだけ対応（家族手当などへの対応や、

トイレ問題等）したいと言う意見が多かったです。

　ただ、翌日別の印刷業経営者の方達と「昨日 LGBT

に関するセミナーがあって…」という話をしたら、

私以外の 3人中 3 人が LGBT という言葉を知りませ

んでした。現在の実情はそのようです。とはいえ、

昨今急速に日本でも海外でも LGBT に対する理解は

深まってきたように思います。まずは、私達自身が

正しく理解することが重要です。また、自分は LGBT

では無いけれど LGBT の人たちの活動を支持し支援

している人たちのことを「アライ (Ally)」と呼びます。

このセミナー終了時、参加者はおそらくこの「アラ

イ」になったと思いますし、この動きがもっと広がっ

てほしいと思います。

　平成 30 年１月に放映された、NHK ドラマ「女子

的生活」では、主人公が元男性のトランスジェンダー

という設定で、アパレルメーカーで元気に働いてい

る姿が描かれています（本ドラマは西原氏も監修に

あたり、出演もされています）。すべての人が自分ら

しく個性を活かして働ける、多様性を許容する社会

環境、就労環境が実現され、多様性を強みにした企

業が成長していく時代がもうすぐそこに来ているの

だと思います。

レポート　今井  孝治（今井印刷  株式会社）

　～ ＬＧＢＴを考える～

　　 　　「自分らしく生きる」という選択
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今月号からスタートした「輝く女性社員」の第
1回目に登場していただくのは、株式会社プラ
イズコミュニケーション（江東支部）の生産本部
生産管理課の菊地 綾さんです。入社して4年
になる菊地さんは、同課に所属しつつ、このほ
ど立ち上げた新事業「スパダン工房」ペットのワ
ンちゃん用クローゼットの商品企画からネット
販売までの仕事も担当しています。毎日多忙の
日々ではあるものの、モノづくりの仕事にやり
がいを感じているとのことです。小野綾子社長
にとっても事業を推進していく上で期待してい
る人材である菊地さん。同社を転職先に選んだ
理由から現在の仕事、目指していることなど、
お話を伺いました。

■編集部　転職するに当たって御社を受けられ
た動機は何でしょうか？
■菊　地　音楽やコンサートで使用する照明の
裏方の仕事をしていたのですが、仕事柄重い
物を持つ必要があって体力的にきついというこ
とで、いつまでも続けられる仕事ではないと感
じていました。それで3年勤めてある程度やり
遂げたと思ったので辞めたわけです。次は生涯
やっていく仕事に就こうと考え、「色」が好きで
それに関する仕事をしたいと探していたところ、
当社で募集をしていたので、印刷会社なら自分
の色に対する知識が活かせるだろうと思って面
接を受けました。
面接する際には当然会社情報を見てから受け

るのですが、その時に社長の顔写真を見て女性
というだけで、随分と気が楽になり受けやすく
なったことを覚えています。会社では生産管理
の人材を募集していたので、長く仕事を続けて
いける部署だと思って、この会社に託すことにし

ました。
■編集部　新事業に取り組んでいるとのことで
すが？
■菊　地　「スパダン工房」と言って、ワンちゃ
んの洋服やおもちゃを収納するクローゼットを
販売する事業です。製品は紙製で軽くて丈夫な
のが特長です。現在女性2人を含む4人で取り
組んでいますが、今後はマーケティングや販促
に注力していくつもりです。小グループながら1
週間に1回程度はミーティングで意見を出し合っ
て取り組んでいます。デザインを決める際にはイ
メージを提案し、それに対してデザイン担当者
が具現化していきます。この仕事は常に新しい
発見や情報が得られるので楽しいです。分から
ない事が出てきますと、すぐネットで調べるよう
にしています。
■編集部　モチベーションを高めるために何か
されていますか？
■菊　地　モノづくりに関わっているという点
で、本来携わりたい仕事に就けたという満足感
はあります。ですから、自ずとモチベーションは
高まりますね。現在は事業部という位置づけで
すが、子会社化して独立する計画もありますか
ら、それだけ注目されている事業という事で、
責任を感じていますが、その分やりがいのある
仕事として日々精一杯取り組んでいます。
■編集部　結婚や出産、育児等のライフイベン
トについては？
■菊　地　まだ20代ですから具体的には考え
ていませんが、もちろん将来結婚しても現在の
仕事が続けていければと思っています。実際に
先輩の女性社員の中に、結婚して出産して育児
を経てまた会社に戻ってこられた方がいますの
で、育児を得た後でも会社で雇用してもらえると

好きなモノづくりの仕事に
やりがいを感じる

　菊地 綾さん
㈱プライズコミュニケーション生産本部生産管理課
輝く女性社員①
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いう環境が整っているのをみますと、将来に対
しての安心感が持てて、勇気づけられますね。
■編集部　女性が定着するために必要なことは
何だと思われますか？ハード面、ソフト面につい
て普段思っていることは？
■菊　地　印刷業界に限らず、日本の会社は男
性中心ですから、なかなか女性から意見や考え
をいうのが難しいと思うのです。その点、当社
は女性社長ですから、女性の気持ちを伝えやす
いという利点があります。ミーティングや食事会
でご一緒させていただく機会がありますので、
考えを伝えるようにしています。例えば、女性ト
イレの鍵が壊れていたので、社長にお話しして
直していただきました。現在、女性社員はパー
トを入れても15名ほどで、全体の20数％です
から、これから女性社員が増えていけるように
私たち女性社員が働きやすい職場を少しずつ
創っていければと思っています。
■編集部　キャリアアップのために必要なこと
は何だと思われますか？
■菊　地　自分から視野を広めるため、また
仕事に活かしていくために、業界以外のイベン
トに足を運んで外の世界を見ることが、自分の
キャリアアップを図る上で大切なことだと考えて
います。例えば、現在楽天に出店して通販のビ
ジネスに携わっているのですが、販売のノウハ
ウやマーケティングの知識を得ることは重要で
すので、参加の価値がありそうなセミナーを見
つけて出席するようにしていきたいです。
■編集部　働いていて女性は大変だと思われる
ことは？
■菊　地　私自身まだ先輩や上司に助けても
らっていることが多いので、その点で感謝して
います。1人で仕事をしているという感覚はあり
ませんから、助け合って仕事を進めている状況
です。女性の気持ちを男性社員に伝えること自
体が大変なことですから、その点、社長が女性
ということで理解してもらいやすいですし、トッ
プに考えをすぐに言える状況というのは恵まれて
いるのかなと思っています。

■小野社長のコメント
菊地さんは当初、印刷オペレーターを希望さ
れていたのでびっくりしました。面接しますと、
モノを作りたいという意識が高い女性であるこ
とが分かりました。生産管理では全体のモノづ
くりに携わることができますし、各工程を自分
の目で見て指示を出す部署でもあります。将来
的には管理職になってもらいたい気持ちもあっ
て採用し、今では新しい事業を軌道に乗せるた
めに頑張っています。
女性が働きやすい。あるいは女性に優しい会
社にするためには、男性社員も女性社員も意識
を変えていく必要があります。女性にも管理職
を目指すための教育や外部研修に行ってもらう
こと。また男性管理職は女性管理職に理解を得
られるような社内研修や外部研修を行う必要が
あると感じています。
いま当社ではビジョン計画を策定しており、
それに当たって、一般社員の行動指針と管理職
や役員に対する行動指針、陥りやすい課題を記
述した冊子を制作する予定です。セクハラやモ
ラハラなど、気が付かないで言ってしまっている
ことや、気を付けて意識していても、つい言って
はいけないことを言ってしまうことがあります。
それらを是正していくためにも必要だと考えてい
ます。

㈱プライズコミュニケーションの概略
◆本社住所　東京都江東区大島2-9-25（江東支部）
◆従業員数　65名（2015年7月現在）
◆事業内容　企画・デザイン、広告制作、商業印刷、製本・加

工全般、SP、ネット販売、スパダン事業など。
企画・提案・制作・印刷・加工・発送までをワンス
トップサービスで展開し、お客様のさまざまな想
いをカタチにする会社。
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今回登場していただくのは、静岡県浜松市に
本社を構える杉山メディアサポート株式会社の
東京営業所（日本橋支部）に勤務している梶山
友里さんです。メーカーはじめ大手企業を得意
先に持つ同社で、紙媒体を中心にした企画提
案・制作全般に携わっています。同社は数年前
から女性を中心とした仕事を推進する部署も立
ち上げていて、女性が働きやすい職場に力を入
れているのが特徴です。今年で6年目を迎える
梶山さんは、顧客のために積極的に提案を行
う向上心の持ち主で、今後期待されている女
性社員の1人です。入社の動機から職場や仕事
についてお話をお聞きしました。

■編集部　入社された動機は何でしょうか？
■梶　山　大学の造形学部に在籍しグラフィッ
クデザインを学んだのがきっかけです。授業の
課題のほかに、有志で作品展示会や、子どもに
向けたワークショップを企画しました。このワー
クショップでは、企画から制作と、来場してい
ただくための告知を行いました。イベントは無
事に成功して、たくさんの親子に楽しんでいただ
きました。この経験で「ものづくり」を通して人の
心を動かせるということに感動し、それを仕事
に活かしたいと思うようになりました。
　当社を望んだ理由は、地元静岡に本社がある
という安心感と、大手企業と直接取引されてい
るからです。また、印刷会社なので、作りたい
ものを自社で生産できるというところも魅力に感
じました。
■編集部　入社されて想像されていたことと
違ったところは？
■梶　山　初めはいろいろな案件が同時に進ん
でいくスピードに戸惑いがありましたが、想像し

ていたよりも、新入社員
の頃から仕事を任せて頂けたことで、仕事が早
く覚えることができ経験も積むことができまし
た。特にカタログの仕事では、タイトル名からイ
メージ作り、ロゴデザインなど総合的に案件に
関わらせて頂きました。営業の方や、先輩社員
と相談しながら制作を進めています。
　仕事をしていく中で、お客様に初校をお見せ
したときの、ファーストインプレッションが特に
大切だと気付かされました。お客様は初校がイ
マイチだと思えば顔が曇り、良いと思えば明る
い顔になります。明るい顔が見たいと思い、こ
だわって仕事をしていくうちに信頼を得て、「印
刷物は全ておたくに任せる」と言ってくださった
お客様もいらっしゃって、やりがいを感じてい
ます。
■編集部　モチベーションを高めるために、何
を実践されていますか？
■梶　山　打ち合わせに同行させていただく
と、制作物だけでなく、売れ行きやビジョンな
どのお話を聞けることも多く、自然とモチベー
ションが高まりますね。会話の中に様々なヒント
があるので、ヒアリングしてきたものを形にした
時に、採用していただけると嬉しく思います。
　また、チラシひとつでも、訴求力のある他の
チラシを見ると、「こんなまとめ方があるのか」
「自分の力はまだまだだな」と痛感して、同じ案
件でも必ずひとつは新しい表現を取り入れるこ
とを心がけています。最近では、来場記念品
などの「ノベルティ」を企画する部署のサポート
を経験しました。商品を喜んでいただけたとき
は、モチベーションが高まります。仕事だけで
はなく、プライベートも大切にして消費者の感性
を磨き、提案に活かせるように心がけています。

働きやすい職場環境で
顧客の利益になる提案を行う

　梶山 友里さん
杉山メディアサポート㈱ 東京営業所（日本橋支部）・プランニングルーム
輝く女性社員②
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■編集部　結婚・出産などのライフイベントと
仕事に関しては、どのようにお考えですか？
■梶　山　現時点ではまだ具体的に考えていま
せんが、先輩の女性社員で出産を経験している
方も何名かいます。実際、休職されて、また会
社に復帰される方もいますので、仕事と出産・
育児などの両立がしやすい環境ではないかと感
じます。お客様あってのお仕事なので、家族の
理解を得ることと、社内でのコミュニケーション
を密にすることが大切だと考えています。
■編集部　仕事に対する考え方について教えて
ください。
■梶　山　私たちの仕事は「お客様の利益を生
み出す」ことを目指しています。お客様の想いと
消費者のニーズをよく理解して、あらゆる情報
伝達手段をご提案できるようにするために、新
しいことを学ぶ姿勢を忘れないようにしていき
たいと思っています。
■編集部　女性社員が定着するためにはどのよ
うなことが必要だと思いますか？
■梶　山　仕事を1人に任せるのではなく、
チームとして仕事を管理して、チームで取り組む
ような組織づくりが必要ではないでしょうか。仕
事をフォローし合える職場になれば、女性の定
着率も高まるのではないかと思います。
■編集部　働いていて、女性は大変だと感じる
ところを具体的に教えてください。
■梶　山　体力的な面では大変さも感じてしま
うこともありますが、今の職場環境はあまり女
性だから大変だと感じることはありません。繁
忙期であれば男性社員も女性社員も関係なく、
部署のリーダーが中心となって仕事を分担して
います。無理が偏らないような仕事の配分をし
ていますので、自分だけが大変となることはあり
ません。
　また展示会や講習会などに参加させて頂く機
会もあり、新しいことへの挑戦にも後押しして
貰えています。そのチームワークの中で積極的
に新しいことに挑戦していきたいと感じています
し、女性ならではの感性も活かしていきたいと
考えています。

■大髙里枝子取締役のコメント
当社で東京営業所に1名募集していたとこ
ろ、地元の静岡から梶山さんが「東京で働きた
い」という強い意向があり、採用しました。第一
印象では実年齢より若く見えることもあって頼り
なさを感じ、果たして東京で1人で生活できる
のかな…と思ったのですが、今ではたくましくな
りました。
最初は仕事がこなせないことで悔しい思いを
し、泣いたこともあったのですが、くじけないで
頑張り続けたことで、とても頼もしい社員になり
ました。後輩が増えてきて面倒見も良く慕われ
る存在になっていますね。
梶山さんが企画を考えて女子会を開くことが
あるのですが、上司で誘いにくいのに私にも声
をかけてくれます。仕事面では以前、Webサイ
トなどデジタルコンテンツの制作もこなせるよう
になりたいと、日曜日に自ら負担して専門学校
に通ったこともありました。仕事に対して前向き
で積極的にお客様へ企画・提案しており、たい
へん向上心のある女性です。会社としても今後
ますます期待しています。

杉山メディアサポート㈱の概略
◆本社住所　静岡県浜松市東区丸塚町196-1
◆従業員数　200名(2015年1月期)
◆事業内容　印刷をコアに、企画・デザインから在庫管理・発

送までワンストップサービスで、トータルサポート
を信条としている。
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今回登場していただくのは、株式会社プリ
ネット（港支部）の刷版部で入稿データをCTP出
力する仕事をしている青山怜(あおやまさとい)
さんです。大切な顧客の印刷データをチェック
し、適切でかつ正確に出力する前工程業務の
要といえる仕事です。同社は「心と情報のネット
ワーク」をモットーに、顧客に安心して発注して
もらえる環境づくりを目指しており、社員のス
キルアップやコミュニケーション力向上にも力
点を置いています。今年入社10年目を迎えた
青山さんは、昨年結婚というライフイベントも
あって仕事への考え方やモチベーションに変化
が出てきたと言います。仕事のこと、職場のこ
と、ビジョン等について伺いました。

■編集部　会社に就職された動機や経緯は？
■青　山　デザインの専門学校で2年間学び、
授業では手描きでイラストを描くこともしまし
た。それでイラストレーターの道も考えていた
のですが、卒業後は商業デザインに進むことに
し、イラスト制作も可能なデザインに従事でき
る会社に就職しようと、広告会社、デザイン会
社など数社、就職試験を受けました。でも、な
かなか就職が決まらず焦っていた時に、当社が
丁度デザイン業務の募集をしていたので面接を
受けました。関社長から印刷がいかに社会に役
立っているのか、それにデザインの仕事に従事
できるということで、入社することにしました。
女性社員に活躍してほしいという社長の熱意に
ほだされたところもあったかと思います（笑）。
■編集部　実際に入社され仕事に就かれてどう
思われましたか？
■青　山　2006年3月に仮採用扱いで入社
し、印刷業務がどういうものなのか、また、

実際の仕事に慣れるた
めに、3カ月ほど試用期間がありました。その
間、印刷について勉強し、非常に多岐にわたっ
ていることを知りました。担当している仕事は、
お客様がデザイン制作し入稿された印刷デー
タを、不備や問題がないかをチェックし、完成
した印刷データをCTP出力する刷版オペレー
ターとしての業務になります。
　そのため私が何か新たにデザインを制作する
ことはほとんどありません。デザインに携われ
るのは、社内で掲示するようなチラシ類を制作
する時で、その際にここぞとばかりに力を発揮
する感じでしょうか（笑）。本当はデザインそのも
のを考える仕事をしていきたい気持ちがありまし
たので、当初はギャップを感じていたのは確か
ですね。
■編集部　なるほど。希望どおりの仕事がなか
なかできなかったわけですね。
■青　山　ただ、私も全くの素人でしたから、
いろいろと勉強することが多かったです。印刷
の仕組みを理解することが、まずは大切だと感
じました。実は、入社する際にCTPを導入する
ことになっていて、そのオペレーターとしてやっ
てほしいという会社の意向もありましたので、
CTPの運用を軌道に乗せるという重要な仕事
を任されたという気持ちがあって、当時はとに
かく仕事を覚えていくことが何より先でしたか
ら・・・。
■編集部　そうですか。新しい機械の運用
を任されたことへのプレッシャーもあったので
は・・・。
■青　山　そうですね。責任感が生じたという
ことはあったと思います。お客様から大切な印
刷データが入稿されるわけですから、データに

刷版オペレーターとして
お客様にプラスαの仕事を

　青山 怜さん
プリネット株式会社（港支部）・刷版部
輝く女性社員③
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不備や問題がないか、しっかりとチェックしな
ければなりませんから、プレッシャーはいつも
感じていますね。チラシのデータで不備があっ
た場合に、指摘させていただくのですが、その
ことでお客様から一言感謝の気持ちをもらい
ますと、お客様の役に立っていると実感しモチ
ベーションは上がります。
　いろいろなお客様からさまざまなデータが入
稿され、それが印刷物となって世に出るという
仕事は勉強になりますし、クリエイティブな仕事
に携わっていると感じています。これからは一
層お客様の媒体にプラスαの価値を与えていけ
ればと考えています。
■編集部　最近、ライフイベントはありました
か？
■青　山　昨年11月、他社の印刷会社の人と
結婚しました。同業ですから仕事の内容につい
ては理解し合えますし、残業がなければ大体同
じ時間に帰宅できます。結婚する前は結構残業
がありましたが、結婚後に残業を極力減らして
いただけないかと、直接社長にお願いしたとこ
ろ、快く承諾していただきました。その点で非
常に理解があって助かっています。また、職場
の同僚・上司も寛大で仕事をサポートしていた
だけますから、感謝しています。
■編集部　そうですか。女性が働きやすい職場
にするためにはどのようなことが求められると思
いますか？
■青　山　現在、女性社員は5人ですが、女性
社員が入社した際に困らないように、女性更衣
室を設けるなどのハード面や、出産や育児をサ
ポートするソフト面での制度も整っていれば、女
性は安心して働けるのではないでしょうか。当
社は社内のコミュニケーションは活発なほうです
し、明るい職場ですので、女性が働きやすい環
境だと思います。私自身も女性社員をもっと増
やしていけるお手伝いをしていけたらと考えてい
ます。

■関社長のコメント
経験を後輩に伝えて、さらなる成長を!

　青山さんが入社したときは、CTPの設備が
なく、社内にCTPのノウハウはありませんでし
た。それで一からのスタートだったのですが、職
場の社員と共に一生懸命取り組まれたことで、
版数を順調に増やすことができ、現在は月に
4,000版以上の出力が可能な体制を築くことが
できました。営業のスタッフにも積極的に意見
を言われて、それがプラスになっていますので、
感謝しています。
　現在、我々が所属している東京都印刷工業組
合の組合員企業では、働く社員さんが夢や希望
をもてるような職場づくりに積極的に取り組んで
いる企業が少ないように思われます。一人ひとり
に光が当たる仕組みができているのか？ 仕事を
通じて自己を成長させていく社風があるのか？ 
それらを今一度見直してビジョンを持つことが大
切だと考えています。そして、我々が変化してい
くためには女性の力が必要だと実感しています。
　青山さんには、今までの経験がありますの
で、それを後輩に伝えていくことで、人間として
さらに成長し、幸せになってもらいたいです。ひ
いては、自分の部分最適だけでなく、会社の全
体最適・家庭の最適・地域社会の最適を考えら
れる人になってもらいたいです。

※編集部では、組合員企業からの女性社員の推薦を
　お受けしています。

 プリネット株式会社の概略
◆本社住所　東京都港区芝浦2-8-7(港支部)
◆従業員数　45名(2015年10月現在)
◆事業内容　制作から校正、CTP刷版、印刷、製本加工までワン

ストップサービスを実現し、お客様の業績アップのた
め、最適な情報加工の手法をアドバイスする会社。
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今回紹介するのは、池田印刷株式会社（城南
支部）で製造部部長・京浜島工場長として重責
につかれている岩佐育美さんです。パート社員
で入社し、15年後に工場長になった印刷業界
では数少ない女性管理者の1人と言えるでしょ
う。当初は育児をしながら電話受付と事務をこ
なす中で、「もっとこうすれば仕事が効率的に
なる」と、印刷業務に関心を持ち、自ら進んで
仕事に取り組んでいったそうです。その仕事ぶ
りが認められ、生産管理のマネジメントを任さ
れ、生産効率の向上、業務改善に注力したこ
とで、業績アップに貢献しました。いまや会社
にとってなくてはならない女性リーダーとなって
います。そんな岩佐工場長にお話を聞きました。

■編集部　パート社員で入社された経緯は・・・。
■岩　佐　小さな子供がいましたので、育児を
しながら勤められるところを探していたときに、
当社でそれが可能ということでパート社員として
働くことになりました。男性中心の職場環境な
のに、先代の池田寛社長はじめ社員の人たちの
理解と支援があったからこそ、パートの勤務が
実現できたと思っています。
■編集部　当初、どのような仕事をされていた
のでしょうか？
■岩　佐　電話受付が主な仕事でした。空いて
いる時間に事務所や工場内を見て歩くうちに、
汚れが目立っているところを掃除したりしていま
した。また、事務所の隣が製本部門で、そこ
で女性社員が製品の梱包の仕事をしていたの
で、その人と親しくなるうちに仕事を手伝うよう
になったのです。そうこうしていると、製版フイ
ルムの整理が不完全なために取り出すのに手間
が掛かっているのに気づき、工場長にお願いし

て整理する仕事もするよ
うになりました。電話対応も担当の営業マンで
なくても、私で十分応対できることがあったの
で、合理的にしようと、可能な要件は私の方で
応えるようにして、事務以外の仕事にも携わる
ようになったのです。
■編集部　そうですか。細やかさと気づきを発
揮されたわけですね。それにしても積極的でし
たね・・・。
■岩　佐　パートとはいえ給料をいただいてい
ますから、それなりの仕事をしたいと思っていま
した。電話も頻繁に掛かってくるわけではあり
ませんから、時間を持て余していたこともありま
す。皆さんのお役に立てればという気持ちがあ
りましたので、自ら印刷業務の流れを覚えてい
きました。
■編集部　正社員になられたきっかけは？
■岩　佐　そうですね。本社からある担当者に
電話があって取り次いだときに、その社員に内
容を尋ねたところ、「言ってもわからないから」
と冷たくあしらわれたことがあったのです。その
後、電話の内容について改めて尋ねたときに、
内容を聞いて「それなら私でも対処できる」と
思って、印刷の仕事にもっと積極的にアプロー
チしようと決心したわけです。私の中の負けん気
に火がついた感じでしょうか（笑）。それが正社
員になるきっかけになったと言って良いでしょう。
■編集部　そうですか。社員になられてからは
どのような仕事を・・・。
■岩　佐　生産管理部でマネジメント業務を任
せていただきました。業務の流れがまだ非効率
的なところがあって「こうしたらもっとスムーズに
仕事が運ぶのに」「こうすれば効率的で生産性
が高まるのに」という気持ちはありました。そこ

　岩佐 育美さん
池田印刷(株) 製造部部長/京浜島工場長

業務改善・合理化等で
実績残す唯一無二のリーダー
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で経営を合理化するためにコンピュータの導入
を推進し、デジタル化に着手していきました。
仕事が評価され、主任に抜てきされたときは、
女性であっても実績を残せば認められることが
分かりましたし、結果的には製造部長という重
責の役職に就くことができました。ただし、女
性ということで風当たりは強かったこともあり
ます。とくに新しい制度や仕組みを導入する際
は、反対する社員もいましたが、意見交換を重
ね、コミュニケーションを重視することで理解を
得るよう努めていきました。
■編集部　数多くの認証を取得されています
が・・・。
■岩　佐　はい。2000年以降、社内のコン
ピュータ化と同時に、品質管理、環境管理も重
要だと積極的に認証を取得してきました。当社
はお客様第一主義を掲げ、ステークホルダーの
ための施策を大切にしています。2004年には
国内企業で2社目、業界では初の品質・環境
の国際規格である総合マネジメントシステムの
認証を取得しました。当社は皆様に信頼される
企業を目指しています。中小企業ではあります
が、社会的責任を果たせられるよう、できるだ
けのことをしています。
■編集部　工場長のお話をいただいた時
は・・・。
■岩　佐　正直言いまして「私で良いの？」と、
思いましたが、これまでの仕事ぶりが認められ
たと思い、ありがたくお引き受けすることにしま
した。池田社長はじめ皆さんに支えられて、こ
れまで務めることができたと感謝しています。
■編集部　女性社員の採用や登用へのお考え
を聞かせてください。
■岩　佐　当社は採用も人材登用も公平公正
をモットーにしていますので、女性社員にも門
戸は開いています。私がその代表例と言えるで
しょう。ただし、印刷会社は女性を採用しても
定着率がどうしても悪いのは、仕事の内容か
らしても仕方がないことですが、女性は自らモ
チベーションを持って働いていくしかないのか
と・・・。会社としては職場環境などもっと改

善して、採用した女性が少しでも長く働ける職
場づくりを目指していきたいですね。
　現在、京浜島工場には私の他に女性社員が1
人だけなのですが、印刷会社であっても女性が
活躍できる会社は末永く存続していけるはずで
すから、いままで以上に女性の人材育成に力を
入れていきたいと考えています。もちろん、男
性社員にも分け隔てなく接していくつもりです。
これまで有言実行をモットーに、社員とはでき
るだけ意見交換して、共に納得した上で仕事を
進めてきました。これからもその考えで、会社
の発展に貢献できたら良いなと思っています。

■池田幸寛社長のコメント
　当社は、ステークホルダーの方々に幅広く貢
献することを目指していて、「最善」を経営理念
にしています。また、外国人にも機会均等を基
本方針にしています。長年働いているベトナム人
が数名いるのも当社の特徴と言えるでしょう。
岩佐工場長は、本当に積極的に業務に当たって
もらっていて、人事も公平公正にされています。
今では当社の唯一無二のリーダーと言っても過
言ではないでしょう。今後は女性の採用・登用
にさらなる力を発揮していただきたいです。

 池田印刷株式会社の概略
◆本社住所　東京都品川区西五反田6-5-34
◆京浜島工場住所　大田区京浜島2-4-18
◆従業員数　31名
◆事業内容　美術系印刷を得意とする総合印刷会社。

「顧客重視」を掲げて、ステークホルダーへ誠実な
対応を図り、環境と品質を重視した経営を目指して
いる。
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今月は、1818年に創業した老舗印刷会社の
株式会社丸庄(足立支部)で、総務部に所属さ
れている田中小百合さんを紹介します。総務部
主任として活躍されている田中さんは、入社14
年目を迎えた中堅社員です。モノづくりに携わ
る仕事がしてみたいと、食品関連の会社を辞め
て中途入社し、営業アシスタントから現職につ
いています。田中さんは、同社の「産休育休制
度」利用者第1号になりました。その点からも
後輩の女性社員にとってロールモデルになる存
在と言えるでしょう。今後「女性が長期に亘って
働き続けていくためには、責任ある仕事を任せ
ていくことが大切なのでは」という田中さん。
仕事と家庭を両立されている状況、仕事に対す
る考え方などをお尋ねしました。

■編集部　入社された経緯をお聞かせください。
■田　中　卒業後、食品関連の会社で販売や
事務の仕事をしていたのですが、そのうちにモ
ノづくりの業界に惹かれるようになり、それに
関する仕事がしてみたいという気持ちが湧いてき
ました。丁度転職を考えていたときに、当社で
営業アシスタントの募集をしていたので、中途
採用試験を受けることにしました。企画・デザ
インから印刷まで一貫生産をしている印刷会社
で、印刷物というモノづくりにも興味がありまし
たし、新しい業界でチャレンジしてみたいという
想いもあって、転職することにしました。入社し
て今年で14年目になります。
■編集部　当初はどのような仕事をされていた
のでしょうか？
■田　中　入社して6年ほどは営業アシスタン
トの仕事をしていました。内勤ですので、営業
担当者が外出をしているときに、代わりに進行

手配を行ったり、新規開
拓や名刺製作の進行生産管理など、会社に居
てさまざまなフォローをする役割でした。営業は
ケースバイケースで動くことが多く、印刷物の品
目も多いですから、新しい案件に携わるたびに
勉強になりましたし、日々いろいろなことが経験
出来て新鮮でした。8年ほど前から現在の総務
部に配属され、総務経理の仕事に加えて営業ア
シスタント、当社配信のメールマガジンの発行
管理など、様々な仕事を経験させて頂き今日ま
で来ています。
■編集部　勤続年数が増えていくに従い、モチ
ベーションを保つ必要があると思いますが、何
かされているのでしょうか？
■田　中　総務部に配属されてからは、モチ
ベーションを保つために、新しい情報や知識を
入手するようにしています。例えば成長してい
る会社や活躍している社員を紹介しているビジ
ネス番組や情報誌を観て、励みにしています。
活躍している人が同世代にも増えてきているの
で、自分ももっと向上しなければと、とてもいい
刺激になります。それから、社外のセミナーや
見学会等には希望すれば比較的自由に参加でき
るようになっていますので、会社でも勉強をする
機会があることはとても有難いことだと思って
おります。私自身は、以前にビジネスマナーやコ
ミュニケーションについて学ぶセミナーがあった
時に、何人かの社員と共に参加する機会をいた
だきました。
　また、社長は新しいことに興味を持たれて積
極的に取り組んでいかれる方で、この14年間で
工場の新設から新事業の立ち上げと、いろいろ
なイベントを展開してきました。常に新しいこと
にチャレンジしていく社風に魅力を感じていて、

　田中 小百合さん
株式会社 丸庄(足立支部)・総務部

 「産休育休制度」利用者第1号の
ロールモデルとして活躍

輝く女性社員⑤

女
外

シ
障

L

111



資料編

5東京の印刷  2016年1月号  No.1403

それがここまで勤めることができた要因の1つ
でもあると思っています。
■編集部　女性が働きやすい職場にするために
何か制度は設けてらっしゃいますか？
■田　中　当社には就業規則に「産休育休制
度」が明文化され、私が第1号の利用者として、
約1年間利用させて頂きました。会社に戻って
からも、そのまま以前の仕事に就けるというこ
とは、女性にとっては素晴らしい制度です。ま
た会社からみれば「産休育休制度」は女性を採
用する際のアピールになると思っています。
■編集部　残業で帰宅が遅くなることもあるか
と思いますが、仕事と家庭の両立は・・・。
■田　中　両親が近くにおりますので、仕事で
遅くなった時は子供の面倒をみてもらっていま
す。その点でも家族の支えには大変感謝してお
ります。子供は幼稚園に通っていますので、行
事などは主人と分担しながら参加しているので
すが、そのときは有給休暇を使わせて頂いてい
ます。有給休暇を取っているときは同じ部署の
社員に仕事をサポートしてもらっているので大変
ありがたく、このようにたくさんの支えがあって
両立ができていると思っています。
■編集部　家庭を持たれて、仕事に対する考え
方に変化は出てきましたか？
■田　中　産休育休制度を取らせていただき、
復帰してからでも、当社は新しい事業に積極的
に取り組むという社風がありますから、仕事の
量は年々増えている状況です。個人的には仕事
とプライベートの時間配分を大事にするようにな
りました。限られた時間の中でいかに効率よく
働き、スピーディに行動していくか。同時に家庭
での時間も大切にしていかなければという想い
もあります。ですから、時間がますます貴重に
感じられますし、今まで以上に時間配分を意識
して行動をするようになりました。
■編集部　そうですか。女性の地位向上を含め
て普段考えてらっしゃることはありますか？
■田　中　女性が活躍できるフィールドを設け
ていくことが必要かと考えています。責任ある
仕事を任せることで、充実感を得られますし、

働き甲斐が出てくると思うのです。当社でも、
これからライフプランを考えていく女性社員がい
ますので、仕事に対する充実感がキャリアアッ
プに繫がっていけるような仕組みを、作っていく
ことが大事だと考えています。仕組みができれ
ば、仕事を続けていくというライフプランも立て
やすくなっていくと思っています。

■佐々木正一社長のコメント
　田中さんを採用する際に面接をしましたが、
非常にしっかりしていて、入社して欲しい人材で
した。現在、総務部で経理から営業アシスタン
トまで幅広く業務をこなしており、期待通りの働
きをしてもらっています。現在は主任の立場で、
直属の部下に女性社員が1名いますが、面倒
見が良く、非常に頼りになる存在です。まだ小
さなお子さんがいて、家庭と仕事を両立させる
のは大変だと思いますが、頑張って欲しいです
ね。今後は男女に関わりなく社員教育を推進す
る役割であるとか、女性社員を増やしていく施
策などで、是非とも活躍して欲しいと思ってい
ます。

 株式会社丸庄の概略
◆本社住所　東京都足立区千住4-16-2
◆従業員数　28名(2015年11月現在アルバイト含む)
◆事業内容　商業印刷製品（カタログ・ポスター・チラシ・DM）

及び各種印刷物の企画・制作・製造、ＳＰ、Web制
作、デジタルメディアの企画・制作、販促ツール企画
制作等で、顧客の販売促進を支援。
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今回登場していただくのは、子供さんの育児
から手離れできるまでの10数年間、パート勤
務で就労していたセントラル印刷株式会社(文
京支部)の梅津智子さんです。現在は企画制作
部部長として4人の部下を統括していますが、
入社されて17年のベテランということで、部下
からの信頼も厚い上司です。河野里美社長の
右腕・盟友といえる存在として活躍されていま
す。女性が育児をしながら勤務を続けていくに
は、フレックスタイム制のような柔軟な勤務体
制が不可欠だという梅津さん。入社してから今
日までの経緯を中心にお話を伺いました。

■編集部　入社された経緯は？
■梅　津　出産で一時仕事から遠のいていたの
ですが、落ち着いたこともあって、働こうと思っ
ていた時期に、知人を介して当社を紹介してい
ただきパート勤務で入社しました。印刷業界は
アナログからデジタルに移行していく時期で、以
前パソコンのインストラクターやプログラマーの
仕事をしていたので、パソコン業務の仕事で採
用していただきました。下の子供がまだ1歳でし
たから、保育園に預けてから出勤し、午後4時
に会社を出て保育園に立ち寄って帰宅するとい
う日課でした。ただ、子供が熱を出したら会社
を休むという状況でしたから、会社には迷惑を
かけましたし、当時の社員の皆さんには本当に
感謝しています。
■編集部　仕事の内容は・・・。
■梅　津　当初は営業マンから上がってくる伝
票を入力して納品書を出力し、請求書を作るとい
う営業事務でした。仕事に慣れてくるに従い、入
力業務だけではなく、制作のサポートとして印
刷に関する仕事もするようになったのですが、

最初はテキスト入力や、
顧客向けの提案書の作成など、簡単な作業ばか
りでした。次第に本格的なデザイン業務をしな
ければということで、いろいろ学びながらレイア
ウト制作や、デザインに実践を通じて携わるよ
うになった感じです。下の子供が中学の高学年
になった4年程前に、ようやくパートから正社員
になりましたから、パートの期間がかなり長かっ
たです。
　その点で自分の好きなように勤務時間を決め
て仕事ができたのは、子育てをする身にとって
は、本当にありがたいことだったと、振り返って
つくづく思います。
■編集部　現在は部長職に就かれてらっしゃい
ますが・・・。
■梅　津　パートから正社員になって、事務か
ら企画制作、営業と、さまざまな仕事をして経
験を積んできました。2014年に制作部門を増
員し新人を3名入れて、企画制作部という名称
でリスタートしたのを機に、部長職にしていただ
きました。現在4名の部下がいて、統括する立
場ではありますが、一般企業の管理職とは違っ
て、当社は15名という規模ですから、先頭に
立ってあれもこれもこなしていかなければなりま
せん。今は「待ちの営業」ではお客様から仕事を
いただける状況ではありませんから、企画提案
で積極的に営業展開しています。
　社長の方針として、仕事は効率よく行ってなる
べく定時に退社する。また、有給休暇もどんど
ん取って、いろいろな場所に行ったり、趣味の
時間を持ったりと、人と会う機会を増やし、自
分の時間で見聞を広めていくことを打ち出してい
ます。インプットできなければアウトプットもで
きないと、常々言われておりますので、社員には

　梅津 智子さん
セントラル印刷株式会社（文京支部）・企画制作部部長

子育て女性には
フレックスタイム制の自由勤務を
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そう伝えるのですが、なかなか残業は減りませ
ん・・・。
■編集部　なるほど。人材育成にも力を入れて
らっしゃるようですね。
■梅　津　若い社員にはこれから大いに活躍し
て将来を担う人材になってもらいたいです。そ
の点で人材育成は非常に重要だと考えています
が、当社のような小規模経営ですと、経験がな
い新人を一から教えるのはなかなか難しく、ど
うしても即戦力になる人材を採用せざるをえま
せん。ですから、実務を通じていろいろと学ん
でいってもらうようになりますね。ただ、全てを
そつなくこなせる“五角形”の形をした人材を求
めているのではなく、どこか“尖がった”能力や
秀でた専門知識を持っていて、それらを各自で
発揮してもらって、会社に貢献してもらえれば良
いかと・・・。
　それぞれの個性が集まって、組織として“五角
形”を形成していければ良いという考えを持って
います。3人の新入社員は年齢もバラバラで、
世代によって仕事に対する考え方も違いますか
ら、全員をまとめるは結構難しいものがありま
す。
■編集部　勉強会やセミナーは・・・。
■梅　津　制作部ではたまに勉強会を行ってい
ます。4人しかいませんが、社内コンペを開いた
りしています。例えばオリジナルのカレンダーの
デザインを各自で考えて、最終的にデジタル印
刷機で製品の形にまで仕上げて、皆で批評し合
うこともしています。それによって個々のデザイ
ンのスキルアップに繋がればという狙いで実施し
ています。私は個人でコピーライターやWebデ
ザイナー等の集まりの勉強会に参加していまし
て、いろいろとお話を伺う中で他の職種の方の
考え方や知識を習得しています。
■編集部　では、女性が末長く会社で仕事を
続けていくには何が必要と思われますか？
■梅　津　女性自身のモチベーションの高さや
家庭の協力などいろいろなファクターが考えられ
ますが、1つには時間のありようでしょうか。フ
レックスタイム制の導入や在宅業務が行える職

場にして、柔軟に働ける環境にすることが重要
ではないでしょうか。出産し育児をしなければ
ならない状況では、そのような働き方が絶対に
必要になります。女性に優しい職場を目指すの
であれば、フレックスタイムや在宅勤務を可能に
し、自由に働けるようにすることが重要になって
くると思います。いまは各家庭にパソコンがあ
り、メールのやり取りで完結できる仕事が増え
ましたから、在宅勤務などを導入した勤務体制
にしても、問題なく仕事ができる状況だと思い
ます。勤務のあり方を改革していかないと、出
産後に女性社員が辞めてしまう状況は減ってい
かないでしょう。

■河野里美社長のコメント
　次の世代にどのように会社を渡していくかが
会社としての今の最大のテーマです。梅津さん
には人材の育成と、現在している彼女の仕事を
部下に継承していける仕組みを作って欲しいと
思っています。仕事の状況が常に誰もが分かる
体制作りが、男女問わず働きやすい環境につな
がると考えます。また今後も、彼女の経験を活
かした女性ならではの製品を、ともに産み出し
て行きたいと考えています。

 セントラル印刷株式会社の概略
◆本社住所　東京都文京区関口1-17-2
◆従業員数　15名(2015年12月現在)
◆事業内容　帳票印刷、チラシ・ポスター、書籍・冊子、
　　　　　　  Webサイト、カラーコーディネート
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今回登場していただくのは、株式会社杏林舎
（北支部）で、営業企画部学術出版サポート課
でリーダーをされている蓬田みゆきさんです。
専門学校で雑誌制作について学んだことを活
かして、雑誌の編集・制作を仕事にしている印
刷・出版会社を目指し、医学系の学術雑誌を
専門に印刷している同社の採用試験を受け就
職したとのことです。勤続20年という中堅に
なり、リーダーとして会社に欠かせない存在に
なっています。近年、電子ジャーナル制作、オ
ンラインジャーナルなどインターネットを駆使し
たデジタルコンテンツ制作が増えつつあるとの
こと。希望通りの仕事に就き、しかも働きやす
い職場だという蓬田さんに話を伺いました。

■編集部　入社された当時のことについて教え
てください。
■蓬　田　バブル崩壊後の就職氷河期の時期
でしたので、かなり厳しい雇用環境だったことを
覚えています。それでも希望通りの雑誌を制作
する弊社から、早い時期に内々定をいただくこ
とができたのは幸運でした。入社した当時は平
屋の古い建物でしたが、すぐに現在の新社屋に
建て替えられ、新しい建物で気持ち良く仕事を
することができました。入社した当初は電算写
植のオペレーターとして勤務していました。
■編集部　現在の仕事の内容についてお聞かせ
ください。
■蓬　田　電算写植のオペレーターを1年間ほ
ど勤めた後、工程管理の部門に異動となり雑誌
に掲載される広告の管理を任されていました。
広告代理店さんと掲載広告の確認をするのが中
心の業務です。
　現在は雑誌全体の制作に携わる業務に就い

ています。原稿整理や工
程管理、お客様の対応など内容は多岐にわた
り責任の重いものではありますが、間違いのな
い確実な作業を心掛け取り組んでいます。社内
工程は何重にもなっていますので、後工程の担
当者がしっかりとフォローしていく万全な体制に
なっています。
■編集部　女性が多い会社とのことです
が・・・。
■蓬　田　はい。現在120名ほど社員がいま
すが、女性が半分近くを占めています。この比
率は私が入社した頃から大差なく女性が多い職
場でした。雑誌制作に携わるオペレーターは細
かな部分にも気付ける女性が適していることも
あって、女性が多かったのだと思います。
■編集部　入社した当時から年齢が近い女性が
多かったのでしょうか？
■蓬　田　そうですね。年の近い先輩など同じ
世代の女性が多かったので、仕事についても聞
きやすく、いろいろと教えてもらいました。
■編集部　20年勤めることができた理由は何
でしょうか？
■蓬　田　女性も多くアットホームな雰囲気や
居心地の良さもあり長続きしているのかもしれ
ません。また、雑誌制作は比較的仕事のサイク
ルが決まっていますから、スケジュールの下で時
間配分がしやすく、プライベートと仕事の時間
を分けやすい面があります。それがこれまで勤
めてこられた要因ではないでしょうか。部署内で
も上司と部下、気軽に声を掛け合える雰囲気も
あり、板挟みになってストレスが溜まることもほ
とんどありません。
■編集部　普段、モチベーションを高めるため
に何かされていらっしゃいますか？

　蓬田みゆきさん
株式会社杏林舎　営業企画部 学術出版サポート課リーダー

産休・子育ての女性社員を
フォローする組織が特長
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■蓬　田　紙媒体と並行して電子媒体の制作も
行っていますから、仕事で関わる技術やノウハウ
はその都度学んでいければと思っています。
■編集部　部下との接し方は・・・。
■蓬　田　リーダーという立場ではあります
が、仕事の内容から次の工程に指示を伝えるこ
とが多くなりますから、あまり上司という意識は
持ってもらわないように、堅くならないよう、フ
ラットな感じで話しかけるようにしています。堅
苦しい話し方になりますと、部下も堅く身構えて
話しかけづらくなると思いますので。私も「リー
ダー」と言われるより、「さん」づけで呼ばれたほ
うが良いですから、こちらもなるべく構えないよ
うにしています。実は私は気が付かなかったの
ですが、中途入社の社員に言われて気が付いた
ことがあります。課長や部長を、役職を付けな
いで「さん」付けで呼ぶことに、その社員は驚い
たというのです。普通ではありえないと・・・。
社内では「さん」が昔から浸透しているので、気
にならなかったのですが、他社ではほとんど役
職を付けて呼ぶというのです。入社当時から社
内では皆「さん」付けで呼んでいて、とくにギク
シャクしたこともありませんでした。それが弊社
の社風なのかもしれません。
■編集部　そうですか。女性が多いので、女性
に配慮した制度が充実されているのでは？
■蓬　田　男性だから、女性だからと、制度
を分けていることはありません。結婚して子供
が生まれて、子育てしながら勤務されている女
性が何人もいます。私が所属している課でも産
休・育休を経て職場復帰している方が2人いま
す。「子供の具合が悪くなったので早退したい」
と言えば、「大丈夫？」と言いながら、周りの社
員が協力して仕事をサポートしています。そうい
う面で女性にとっては働きやすい職場なのだと
思います。
■編集部　男性社員の理解が得られているわけ
ですね。
■蓬　田　男性社員も同年代の方が多く、お子
さんもいますから、子供が体調を崩したりする
ことにもきちんと理解を示し、とても協力的で

す。女性社員は結婚して子供を産んでも、仕事
は続けていこうと考えている方が多くて、皆さん
お子さんがいても頑張っています。ですから、
仕事を長く続けていこうという意思があれば続
けていける会社です。医学系の学術雑誌を専門
にやってきて、その分野で安定した経営が行わ
れているのも大きな要因ではないかと思います。

■渡邊一正社長のコメント
　近年は紙媒体だけでなく、電子媒体の需要
が増えてきていますので、お客様のニーズに応
えるために、電子ジャーナルやWebサイトの制
作、Webアプリケーション等のシステム開発、
その他のデータ加工などデジタルコンテンツの
制作にも力を入れています。今後はこれらの電
子媒体をより充実させて、お客様の「つたえるち
から」のお手伝いを、今まで以上にしていきたい
と考えています。
　蓬田さんについては、最初、写研の入力オペ
レーターとして雇用しました。その後、写研が
業界から離脱したことで、工務部門の業務はじ
めさまざまな業務に就いてもらうようになり、
現在まで来ています。責任感があって部下への
面倒見も良いですし、仕事に対しては積極的で
す。現在、リーダーですが、もっと上を目指して
いただきたいです。

株式会社杏林舎の概略
◆本社住所　東京都北区西ヶ原3-46-10
◆従業員数　120名（2016年1月現在）
◆事業内容　医学系学会の学術雑誌の制作、電子ジャーナル、学

術集会・学会事務支援等。顧客の「つたえるちから」
をサポート。
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今月は、製版業を中心にデザインから印刷、
電子媒体に至る事業を展開している東京平版
株式会社で、事業企画室副室長をされている
塚本恵美さんにお話をうかがいました。入社
15年目の中堅社員で、今年から管理職に就い
ている塚本さん。営業担当者とチームを組み、
顧客に企画・提案する事業企画担当として多
忙な毎日を送っています。入社後しばらくは、
女性営業職が少ないことから苦労もありました
が、現在はご主人の協力も得て仕事と子育てを
両立され、会社としても大いに期待している女
性社員です。そんな塚本さんに、入社時のこと
から仕事と子育ての両立など、幅広くお聞きし
ました。

■編集部　会社を選ばれた動機や入社の経緯に
ついてお聞かせください。
■塚　本　大学3年生のときに進路を民間企
業へ切り替えて、インターシップ講座に参加して
就職先を見つけることにしたのですが、4年生
になっても就職先が決まらず悩んでいました。
就職試験を受ける前に、興味があった色彩やカ
ラーコーディネートについて勉強し、色彩検定
試験2級を取得し、いろいろな業界を調べてい
たところ、色やデザインに関連する業種として
印刷業界があることを知ったのです。それで藁
をもすがる思いで、9月になって当社の入社試験
を受けました。実のところ当時、当社では四大
卒女子を採る予定はなく、面接でもそう言われ
たのですが、結果的に初の女子営業職として採
用していただきました。
■編集部　入社されてどのような仕事を……。
■塚　本　はじめは営業のアシスタントとして、
まずは出社して社員全員にお茶を出すことから

スタートしました。どの
湯飲み茶碗が誰のかを覚えることが最初の仕
事でした。今ではそういう習慣もなくなりました
が、慣れない仕事の連続で、このまま勤めてい
けるのかなと弱気になることもありました。
■編集部　仕事を続けていくためのモチベー
ションはどのように……。
■塚　本　それでも次第に仕事を覚えたいとい
う気持ちが芽生えてきて、印刷の仕事に興味が
出てきたのです。仕事を知るには自分でなんと
かしなければならないと、印刷関係の本を買っ
てきて読んだり、直接、製版や印刷の現場のス
タッフに聞いて覚えたりしました。就職難の時
代でしたから、仕事になじめないからといって簡
単に転職などできませんし、「石の上にも3年」
と言われるように、同じところで3年くらいは勤
めないと仕事を覚えることはできません。どこ
に再就職しても同じことになると自分に言い聞
かせて頑張りました。
　半年ほど経った頃、休暇を利用して母校を訪
ね、印刷の仕事があればください。と、お願い
したのです。その時は、営業ができることを会
社に認めてもらうために必死でした。母校も卒
業生が苦労しているのを見るに見かねて（笑）、
お仕事をいただけそうな雰囲気になったので
す。さっそく上司に同行してもらってお仕事を発
注していただくことができました。私にとって初
の成約となったのです。それが契機となって、
だんだんと営業の仕事に馴染んでいくことがで
きました。
■編集部　結果として新規開拓営業をご自身の
力で行ったということですね。
■塚　本　御用聞きのような営業は今ではあま
り通用しないと思いますが、その時は無我夢中

　塚本 美恵さん
東京平版株式会社（新宿支部）・事業企画室副室長

企画提案を目指す新部署で
管理職と子育てとの両立図る
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でしたね。営業職に就いて10年以上になりま
すが、当社では今年、新たに事業企画室を発
足し、副室長を仰せ付かりました。ただ受注を
待つのではなく、お客様とのコミュニケーション
の中からニーズを聞き出し、お客様に最適な企
画を考えてご提案し、新しい「仕事」をつくり出し
ていくのが事業企画室の役割です。そうするこ
とで、お客様と長いお付き合いができると思い
ます。その実現に向けて、専門知識やコミュニ
ケーション力を高め、クリエイティブなご提案が
できるよう勉強しているところです。
■編集部　仕事と家庭の両立は大変ではありま
せんか？
■塚　本　営業ですから、仕事の都合で帰宅
が遅くなることも少なくありません。主人は私の
仕事については理解してくれていますが、子供
を授かったときは、子育てをしながら仕事もでき
るのかどうか、会社を辞めなければならないの
か、とても不安で悩みました。実際には会社の
育児制度を利用できましたので、それほど心配
する必要はありませんでした。
　出産手当が出る直前まで勤務を続け、産休に
入りました。出産後は育児休暇制度を利用して
8カ月ほどお休みをいただきました。子供を保
育園に預けられるようになったのを機に職場に
復帰したのですが、仕事と子育てとの両立は思
いのほか大変でしたね。子供を保育園に入れて
いる間は、主人と私とで時間を調整しながら、
送り迎えをしていました。職場の皆さんのご協
力があったので、本当にありがたかったです。
子供も今は小学生になり、１人で通学していま
すし、下校後は近くの学童保育まで1人で通っ
ています。子供は学校生活が楽しいようで、１
人でも大丈夫と言ってくれますが、親としては何
かと心配です。ただ、学校行事には欠かさず私
と主人のどちらかが参加しています。
■編集部　子育てで苦労されていて、いま必要
だと思うことは何でしょうか？
■塚　本　女性が結婚・出産後も生き生きと仕
事を続けられるためには、会社がしっかりとした
育児制度を設けるなど、女性が安心して働ける

環境をつくることが大事だと思います。それとと
もに、一緒に仕事をする人たちの理解が欠かせ
ないと思います。その点、私の場合は会社の仲
間ばかりでなく、お客様にもアドバイスや励まし
の言葉をいただくなど、良い環境の中で仕事と
子育てができていると感謝しています。

■佐々木幸太社長のコメント
　塚本さんは、お客様とのコミュニケーション
能力が高く、女性としてのきめ細かな切り口
で、トップクラスの実績を上げています。今年
から事業企画室を設けて副室長の管理職とし
て力を発揮してもらっていますが、今後、事業
企画室をさらに拡充していただけると期待して
います。出産され子育ての女性社員は会社とし
ても初めてのケースでしたから、支援の態勢が
不完全でしたが、ハード面の改善も含めて、今
後は積極的に取り組んで行きたいです。将来は
女性社員を3分の1程度まで増やして、女性が
生き生きと働ける職場にしたいです。体力が求
められる印刷部門ではまだまだ難しいでしょう
が、企画・提案など営業や制作であれば問題な
く女性でも活躍できますし、むしろ女性の感性
が求められている業界ですので、今後、女性社
員の増強に注力していく方針です。

東京平版株式会社の概略
◆本社住所　東京都新宿区箪笥町8番地
◆従業員数　45名（2016年1月現在）
◆事業内容　デザイン、DTP、校正、製版、印刷、電子ブック、

HP制作までトータルにサポート。
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今回は、自社4工場を保有し、菊4倍サイズ
のオフセット印刷など大判印刷を得意としてい
る田中産業株式会社(板橋支部)で、営業部・
営業2課に所属している野田美里さんを取材し
ました。福利厚生面での同社の特長は、何と
言っても運営会社と提携し、業界で唯一と言え
る『たまご保育所』という保育所を、社内に開設
している点です。社員だけでなく地域の働く女
性をサポートする保育所は、田中社長の社員に
優しい職場づくりを目指す理念の表れと言える
でしょう。野田さんも子供さんを保育所に預け
て仕事に打ち込んでおり、仕事と子育ての両立
が図られているとのことです。印刷業界を選ば
れた理由、入社の経緯、近況などについて話
を伺いました。

■編集部　印刷業界に進むきっかけとなったの
は？
■野　田　岡山の大学時代に写真展の企画を
通して、広報物の制作で関わることがあり、そ
れがきっかけで印刷業界に興味を持ちました。
卒業後、岡山市内の印刷会社に就職し、４年
ほど勤めましたが、結婚を機に退職し、さいた
ま市に引っ越してきました。転職先を探していた
ところ、当社が社員を募集していましたので、
採用試験を受けましたら、採用が決まって入社
することができました。
■編集部　入社された直後は、会社や仕事につ
いてどう思われましたか？
■野　田　当社では日本最大サイズの菊4倍版
7色印刷機や12色印刷機などオフセット印刷機
が11台、その他シルクスクリーン印刷機、ラミ
ネート機、インクジェットプリンタなど多彩な印
刷機を設備していて、あらゆる印刷ニーズに応え

ているのが特長です。
ですから、業務が多岐にわたっていますから、
入社当初は仕事の内容や流れを覚えるのが大変
でした。
■編集部　なるほど、大規模にビジネス展開さ
れていらっしゃるのが分かります。現在のお仕
事の内容は・・・。
■野　田　営業部の営業2課に所属していて内
勤業務になります。営業担当者のサポート役と
して、見積書・伝票の作成や入稿されたデータ
を後工程に引き渡す仕事がメインになります。
■編集部　現在、仕事のモチベーション向上の
ために何かされていますか？
■野　田　元々印刷物が好きですので、デザイ
ン関連の雑誌を購読しています。総務や、他の
業務もやってみたい気持ちはあります。
■編集部　仕事は定時に終わることが多いので
しょうか？
■野　田　現在、1歳半の子供がいますので、
出産後の時短勤務という制度を利用して、朝8
時30分から午後4時30分までの勤務時間に
してもらっています。仕事が終わると、隣のＫ棟
の1階にある保育所に寄って、子供を引き取っ
て帰宅します。職場の皆さんも4時30分になり
ますと、仕事が残っていても「時間だから、帰っ
て」と言っていただき、気遣ってもらっているこ
とを感じます。本当に恵まれているとつくづく思
います。
■編集部　社内に保育所があるというのは画期
的なことですよね。
■野　田　はい。子供が生まれる前に、市役所
に出向き保育所のことを尋ねましたら、待機児
童が40人ほどいると聞かされた時は、保育所
には入れないと半ば諦めて、どうしようかと悩ん

　野田 美里さん
田中産業株式会社　営業部 営業2課

社内に保育所を開所し
働きやすい環境下で仕事を
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だ時期もありました。でも、会社が保育所を開
所するということになって、本当にありがたかっ
たです。しかも、会社の中に設けていただきま
したので、子供の体調が悪くなった時は、いつ
でもすぐに駆けつけることができますから、安
心して仕事ができます。非常に助かっていて、
これ以上の事はないなと思っています。
■編集部　「たまご保育所」について説明してい
ただけますか？
■野　田　昨年4月に開所し、1年経ったとこ
ろです。職員は保育士が8名、調理師が2名で
す。児童の定員は12名になります。当社が事
業主となり、運営は㈱サクセスアカデミーさん
が行っていて、大きな病院内で保育所を運営さ
れていますから、万が一「たまご保育所」の保育
士さんが足りなくなっても、すぐにそちらの方か
ら保育士さんを派遣していただけようになってい
ます。
■編集部　では、子育てと仕事の両立という点
では恵まれた環境と言えますね。
■野　田　そうなのですが、保育所は小規模認
可保育所なので、2歳児クラスまでしかありませ
ん。3歳になると、出ていかなければならない
ので、子供が3歳になった時のことが、今から
気がかりです。預かってもらえる保育所があれ
ば良いなと思いますが・・・。
■編集部　そうですか。他の福利厚生面はいか
がでしょうか。
■野　田　更衣室、社員食堂、さらに社内は
バリアフリーと、整備されています。また、ユニ
バーサルデザインにも取り組んでおり、社会の
役に立ちたいという想いから、点字印刷も行っ
ています。社長も人に社会に貢献できる社員に
なってほしいという願いを持っていますから、私
たちもそれに応えていかなければと思っています。

■田中裕社長のコメント
　保育所の開設は5年ほど前から考えていまし
た。女性社員の職場環境を整え、長年勤務して
もらうためには、結婚し出産した後の育児をサ
ポートしていくことが重要だと考え、Ｋ棟を建て

る時に「たまご保育所」を一緒に設けました。当
社が事業主となって、保育所の設計、さいたま
市への認可手続きなどを行いました。ただし、
当社は運営のノウハウはありませんでしたから、
病院や大学、企業内で保育所を手掛けている
㈱サクセスアカデミーに運営をお願いしました。
いわば業務委託という形で運営しています。
　社員の子供と地域住民の子供さんに利用し
てもらっており、常に定員12名のお子さんを
預かっている状況です。ただし、3歳になりま
すと、卒園しなければなりませんから、3歳児
以降を受け入れる園を、いかに設けていくかが
テーマになります。
　野田さんは子供さんと共に出勤し、保育所に
預けてから職場に向かうという毎日です。当社
では男性女性公平に働ける環境を整えていくこ
とに注力しています。社員には仕事を通じて成
長する楽しさ、貢献できる豊かさを感じてほし
いです。野田さんの子供さんはまだ小さいです
から、いろいろと大変だと思いますが、それを
乗り越えて活躍していってほしいです。そして、
次の世代の女性社員の見本になってもらえれば
と思っています。そのために会社としてはできる
だけ応援していくつもりです。

社内保育所「たまご保育所」

田中産業株式会社の概略
◆本社住所　さいたま市中央区本町西4-16-15
◆従業員数　170名（2016年3月現在）
◆事業内容　K4倍の大判印刷まで可能。タペストリー印刷、懸垂

幕、垂れ幕、等身大パネルなど大型印刷や特殊印
刷に対応。「いい機械×いい技術者×納得の印刷品
質」の理念でビジネス展開している。
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今回紹介するのは、東洋美術印刷株式会社
(千代田支部)の埼玉工場で印刷オペレーター
をされている根津萌(ともみ)さんです。総合技
術高校を2011年に卒業し入社された根津さん
は、6年目を迎え、印刷オペレーターとしての
知識を身に付けられ成長しています。当時、同
社では工場勤務の女性オペレーターの採用は
初めての試みでしたが、男性社員に交じっても
臆することのないキャラクターで、職場に新風
を吹き込みました。その後にもう1人女性オペ
レーターを採用し、一段と活気のある工場に
なったとのことです。入社の経緯や仕事の内容
を中心にお話を伺いました。

■編集部　入社の経緯を聞かせてください。
■根　津　地元の総合技術高校のデザイン科
で、グラフィックデザインやさまざまなデザイ
ンを学びました。就職するならデザインを活か
した仕事に就こうと、就職活動しているときに
当社を見つけたわけです。社名に「美術」という
文字があったので、担任の先生に相談したとこ
ろ、「印刷会社なので仕事はきついと思うが、
いろいろ勉強にはなるだろう」と言われましたの
で、面接試験を受けることにしました。
■編集部　印刷会社で、しかも工場勤務を選
ばれたのはどうしてですか？
■根　津　昔からモノを作ることが好きでした
し、デザインを学びましたので、印刷工場の現
場で働くことができれば、モノ作りに直接携わ
れますし、学んだことが活かせると思ったから
です。それが印刷会社を選んだ動機です。
■編集部　面接を受けられたときは・・・。
■根　津　2011年10月に技能五輪国際大会
で、亜細亜印刷さんの伊東真規子さんが金メダ
ルを獲得されましたが、ちょうど日本代表に選

ばれた時期で、その話を
山本工場長から聞いて、それなら私も印刷オペ
レーターとして頑張ってみようという想いがこみ
上げてきました。後日、本社に赴いた時には山
本社長から、激励の言葉と実際に就職するまで
まだ間があるので、いろいろ印刷物に触れてみ
て、どういう仕事をしたいのか考えるようにと、
言われたことを覚えています。
■編集部　なるほど。印刷の仕事について改め
て見つめ直すようになったのですね。
■根　津　はい。いままでは中身の文章を読む
だけだったのが、今度はハードカバーがどうい
う作りになっているのか。装丁やデザインを気に
するようになりました。
■編集部　入社されてから実際に印刷機を操作
されるまでというのは・・・。
■根　津　最初は印刷用紙の種類を覚えて紙
に慣れることや、印刷工程の流れを勉強しまし
た。半年ほど経ってから、小森のスプリントと
いう菊半裁2色両面兼用印刷機を担当すること
になり、そこからは実際に印刷して色を出すとい
う作業に取り組みました。
■編集部　毎日、同じような勉強をする感じ
だったと思いますが、どのようなモチベーション
を持って取り組まれましたか？
■根　津　最初はとにかくはやく印刷機を回し
たいという一心でした。頭で考えるより、動いて
覚えていくという感覚でした。でも、知識や技
術をいろいろと覚えなければなりませんから、
それ相当の時間が掛かるのは仕方ないかと思う
ようになり、確実に正確に仕事をこなしていくこ
とが大切なのだと感じるようになりましたね。そ
れと納得してから取り組みたい性格ですので、
分からないことがあれば、積極的に先輩に聞く
ようにしています。

　根津萌さん
東洋美術印刷株式会社　製造部印刷課

印刷オペレーターとして
工場に新風を吹き込む
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■編集部　なるほど。初めて自分の手で印刷機
を回した時はどんな気持ちでしたか？
■根　津　初めて色を出したときは嬉しかった
ですね。最初はベテランのオペレーターから引
き継いだ印刷機が、デジタル方式ではなく、ネ
ジを調整してインキ供給量を変えるアナログ方
式でしたから、思った色がなかなか出せずに苦
労しました。でも、アナログ方式でインキの色
の出し方を覚えることができたことは、貴重な
経験になったと思います。その後、デジタル操
作の同じサイズの２色機を担当することになり、
アナログからデジタルにタイミングよく移ること
ができました。
■編集部　将来は４色機を扱いたいですか？
■根　津　そうですね。隣に4色機があって、
去年の秋頃から手が空けば、少しずつ4色刷り
の勉強をする機会をいただいていますが、4色
を重ねて思い通りの色を出すのはなかなか難し
いです。でも、楽しいですし、やりがいはありま
すから、チャレンジしていきたいです。
■編集部　女性のオペレーターが新たに入社さ
れたとのことですが・・・。
■根　津　翌年2012年に、山田さんが印刷オ
ペレーターとして入ってきたので励みになってい
ます。女性同士ならではのプライベートの話もで
きるようになりました。お互い頑張っていければ
いいなと思っています。
■編集部　伺ったところ、職場結婚をされたと
のことですが・・・。
■根　津　はい。昨年、職場の先輩と結婚しま
した。交際期間は長かったのですが、昨年皆さ
んに報告しました。
■編集部　今後はどのような仕事をされたいです
か？
■根　津　やはり４色機を扱いたい気持ちがあ
ります。でも以前に、デザイナーさんが2色をい
ろいろと掛け合わせたり、グラデーションをも
たせたりして、２色を工夫した本を見たことがあ
るのですが、２色なのに２色に見えないような
多彩な色使いに感化されました。そのような仕
事ができるオペレーターを目指したいですね。
それと、デジタル印刷機にも興味がありますの

で、そちらも操作してみたいです。とにかくいろ
いろな経験を積んでいきたいです。

■山本久喜社長のコメント
　根津さんが面接を受けるに当たっては、印刷
オペレーターで採用するのではなく、刷版分野
に就いてもらおうかと考えていました。しかし、
本人が印刷オペレーターをやってみたいと言いま
したから、それなら、亜細亜印刷さんの女性オ
ペレーターの金メダル受賞の話もありましたの
で、当社も少なからず触発され、オペレーター
として採用したわけです。根津さんは女性なら
ではの細やかさと、一方で根性も持ち合わせて
いますので、今日まで音を上げないで続けてく
れています。
　また、根津さんが入社されるということで、急
遽、工場では男性のお手洗いを1個所女性専用
に変えたり、更衣室も設けたりして、女性を受
け入れる態勢づくりもしました。その後、大卒で
山田さんが女性オペレーターとして入社し、2人
の女性オペレーターになったことは、画期的な
ことではないかと思っています。とにかく工場で
も女性が印刷機を回せられるという実績を作り
ましたので、将来が楽しみです。もっと女性が
活躍できる会社を目指していきたいと考えてい
ます。

東洋美術印刷株式会社の概略
◆本社住所　東京都千代田区飯田橋4-6-2
◆従業員数　104名（2016年4月現在）
◆事業内容　高精細印刷、美術印刷、3DCG・Web・店頭プロ

モーション等多彩なコンテンツ制作を支援。印刷を
核にしたコミュニケーションサポート事業を通じて価
値ある製品やサービスを提供。
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今月号は、印刷会社を顧客に持つ印刷受託
製造専門会社の株式会社ウエマツ(豊島支部)
で、営業本部第一営業グループに所属してい
る齋藤栞さんです。齋藤さんは入社4年目を迎
えられ、仕事に慣れてきた時期と言えるでしょ
う。同社は顧客重視を打ち出しているために、
夜遅くなる場合もあるそうですが、残業を極力
しない経営方針が、女性でも働きやすい環境
を築いているようです。同社は、2013年に印
刷産業環境優良工場表彰で経済産業大臣賞を
受賞し、2015年には「経営の見える化」などの
社内改善を行ったことで、東京商工会議所の
「第13回勇気ある経営大賞」の優秀賞に輝きま
した。そんな同社で営業に携わっている齋藤さ
んに、仕事のことを中心にお話を伺いました。

■編集部　印刷会社を就職先に選ばれた動機
というのは？
■齋　藤　本や漫画が好きでしたので、その
好きな事に関する仕事に就きたかったというの
が、そもそもの動機です。仕事はどれも大変だ
とは思いますが、好きなことを仕事にしていれ
ば、辛いことがあっても乗り越えられると思った
ものですから・・・。ただし、志望先を絞って
いたわけではなく、主に印刷会社を中心に就職
活動をしていたというわけで、当社のことは「リ
クナビ」で募集していたのを見つけて、入社試験
を受けました。
■編集部　そうですか。面接はどちらで・・・。
■齋　藤　他の大学生ら10数人とともに戸田
工場で行いました。面接は工場見学を兼ねたも
ので、印刷工程を見て回ったのですが、とにか
く印象は印刷機が非常に大きかったことです。
それと工場を2010年に建てたばかりというこ

とで、非常に綺麗だった
ことが印象に残っています。それまで印刷工場
＝汚いというイメージがありましたので、それが
払拭されギャップを感じたのを覚えています。
■編集部　なるほど。入社されたのが2013年
ということですが、研修はどのように・・・。
■齋　藤　当初は印刷の知識を習得するための
座学が中心でした。インキを製造しているメー
カーや、印刷機を製造している工場、紙の博物
館などに、新入社員は連れて行ってもらってい
ろいろと勉強しました。5月からはOJT研修に
入り、1週間サイクルで営業、総務、工場の現
場などを回って実務をしながら、仕事を覚える
というスケジュールでした。7月から営業本部に
配属され、先輩に同行していただきながら実際
の営業の仕事に携わるというものでした。その
年の10月からは車を運転して1人で営業するよ
うになりました。
■編集部　御社では毎年リーダーシップミーティ
ングという、1泊研修をされていますね。
■齋　藤　はい。私も入社した年の7月には、
湘南国際村センターに行きました。選抜した社
員を対象に毎年100名前後が、1泊2日で研修
するもので、リーダーシップのあり方やコミュニ
ケーションの取り方、講師を招いての講演会な
どをプログラムに沿って学びます。以後、毎年
選抜されています。
■編集部　営業をされていて大変だなと思われ
る点は何でしょうか。
■齋　藤　しいて言えば、刷り出しの見本紙を
お客様に届ける際に量が多いと、車に積む作
業が少し大変ですね。でも、同僚に言えば手
伝ってもらえますから問題ありませんが・・・。
女性だから辛いという面は特にありません。た

　齋藤 栞さん
株式会社ウエマツ　営業本部 第一営業グループ

社風は若い女性にも仕事を
任せて自主性を育むこと
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だ、仕事が完了して印刷に回すという、最後の
工程になりますので、締め切りが迫っている状
況下で、お客様に刷り出しをチェックしてもらう
ために深夜まで仕事が及ぶ場合は、大変さが身
に沁みます。今は独身だから良いのですが、結
婚して家庭を持ったときは、あまり残業が続き
ますと、状況によっては事務職のほうへ転属願
いも考えてみたいです・・・。
■編集部　御社は女性が働きやすいイメージを
受けますが・・・。
■齋　藤　そうだと思います。比較的女性が多
い職場ではないでしょうか。また同僚の年も近
いですから、プライベートでいろいろな話ができ
る環境にあります。それに新しい社屋で、非常
に清潔で綺麗というのは、女性にとってポイント
が高いと思います。
■編集部　ところで、御社は漫画の印刷をされ
ているようですね？
■齋　藤　直接、出版社から漫画の印刷を受
けてはいませんが、当社のお客様はほぼ印刷
会社というのが特色で、そういった同業者から
漫画や雑誌、本のカバーの印刷を受託してい
ます。もちろん、他にもカレンダー、パンフレッ
ト、写真集、学参物など、さまざまな色彩豊か
な印刷物を扱っています。
■編集部　書店に入って自社で印刷した漫画や
本を見つけたときのお気持ちは？
■齋　藤　やはり嬉しいです。手に取って改め
て見たりします。受託製造会社ですので当社の
名前は出ませんが、当社がお役に立てていて、
実際に売られているのを見ますと、誇りに思い
ますね。
■編集部　仕事のモチベーションとなっている
ことは何でしょうか？
■齋　藤　そのように書店に印刷した漫画や本
が積まれているのを見た時もそうですが、当社
は、入社して比較的短期間で仕事を任せられま
すので、自然と責任感が芽生えてきます。その
際に頑張らなければという気持ちが出てくること
でしょうか。仕事を任せられるというのはモチ
ベーションにつながりますね。それに、お客様

から企画の段階で、プロとして相談を受けるこ
とが少しずつ増えてきました。直接デザインに
関わることはありませんが、精一杯お応えした
印刷物ができあがったときに、お客さまに満足
していただきますと、こちらも達成感が出てきま
す。
■編集部　なるほど。仕事を任せる風土が若手
社員を育てているわけですね。
■齋　藤　そうだと思います。それに営業本部
では社員の平均年齢が若いと思います。先輩か
らも声をかけやすいですし、分からないことが
あれば、気軽に相談できる職場です。

■福田浩志社長のコメント
　当社は受託製造専門会社として、100%印
刷会社のお客様からの仕事になります。ですか
ら、高品質・短納期に絶対の自信を持っていま
すし、お客様からも厚い信頼を得ています。そ
んな状況下、齋藤さんは営業の仕事に就いてい
るわけですが、プレッシャーが掛かる仕事にも
関わらず、非常に頑張っていると思います。今
後さらに成長されることを期待しています。当社
は女性、男性分け隔てなく人材育成に注力して
いますし、それぞれの社員が個性を活かせる職
場づくりを目指しています。

株式会社ウエマツの概略　　
◆本社住所　東京都豊島区南長崎3-34-13
◆従業員数　182名
◆事業内容　印刷会社の受託製造専門会社として、刷版・印刷・

加工を高画質・短納期でサポート
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今月は、書籍・電子書籍、定期刊行誌など
ページ物印刷を得意としている研友社印刷株式
会社（京橋支部）の営業部営業総務課で、主任
をされている市倉亜希子さんに登場していただ
きました。市倉さんは大学卒業後、金融会社
の総務部秘書課に勤務した経歴があり、対応
力には定評がある女性社員です。退職後、研
友社印刷の人たちと知り合ったのがきっかけで
入社し、10年目を迎えています。新井社長に
前向きに仕事に取り組む姿勢が買われて、「プ
ライバシーマーク」の認証取得の担当責任者とし
て職務を全うしたこともあり、会社への貢献度
が高いことが窺えます。入社の経緯から仕事へ
の考え方、働き方などについてお話を伺いまし
た。

■編集部　中途採用の経緯について教えてくだ
さい。
■市　倉　以前いた会社の時にフットサルをし
ていたのですが、その頃研友社印刷の社員さん
たちもフットサルをされていて、親しくしていまし
た。私が会社を退職して、次の仕事先を考えて
いた頃に、丁度、研友社印刷で女性の退職者が
出るという話があり、その方の後継者という形
で、当社を紹介されたのがきっかけでした。そ
れで新井社長の面接を受けて入社させていただ
くことになりました。営業部の半分近くの人たち
とは、そのフットサルを通じて知り合っており、
今では同僚として一緒に仕事をさせていただいて
ます。
■編集部　仲間たちの交流があって、それが縁
で入社に繋がったというわけですね。
■市　倉　はい。振り返れば人と人のつながり
の大切さを感じます。実際に入社すると、会社

の中に複数の知り合いが
いたことは心強かったですから・・・。それに、
新井社長とお話をさせていただいた時に、社長
の人間性に惹かれたというのも当社に入った要
因の1つです。そのように人間関係が構築しや
すいという理由が大きかったですね。
■編集部　当時は印刷への関心は・・・。
■市　倉　入社した時は印刷の知識は全くあり
ませんでしたが、本を読むのは好きでしたし、
本を印刷・製本し、刊行するという観点から見
たことがなかったので、これから携われること
が決まって、改めて書籍の印刷に興味を持つよ
うになりました。実際に仕事に就きましたら、
総務の仕事とは言え、やはり印刷については
知っておかなければと思い、印刷に関する本を
読んだり、埼玉県和光市にある当社の工場に、
私の方からお願いして工場見学させてもらったり
もしました。
■編集部　それは積極的でしたね。総務以外
の仕事でサポートされることはありますか？
■市　倉　営業担当者に代わって、お客様のと
ころに原稿を取りに行くことはあります。私のし
ている総務関係の仕事は、自分で時間調整しや
すいのが利点です。それによって、他の人の仕
事もサポートできる立場でもあります。
■編集部　仕事に対する考え方は・・・。
■市　倉　印刷会社に勤めているという意識は
常に持っていますね。この印刷物は綺麗だなと
か、この紙は何を使っているのか、などといろ
いろなことに興味を持つようにしています。ま
た、私生活と仕事のオンとオフのスイッチをはっ
きりとさせて、仕事は外に持ち出さないようにし
て、メリハリを付けるようにしています。
■編集部　モチベーションが高まる状況はどう

　市倉 亜希子さん
研友社印刷株式会社 営業部 営業総務課 主任

会社への高い貢献が評価され
さらなる向上心に溢れる

輝く女性社員⑫
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いうときでしょうか？
■市　倉　お得意先や協力会社さんのお客様
とお話をすることがあるのですが、帰られた後
で「お客様が対応について良かったと高い評価
をされていたよ」と、上司に言われた時はやはり
嬉しいですね。モチベーションが高まります。
また、仕事に関することで提案させていただく
こともあるのですが、その場合でも聞き入れて
もらえる社風ですので、一段とやる気が出てき
ます。
■編集部　女性の働き方についてどのように考
えていますか？
■市　倉　女性は結婚とか出産、育児というラ
イフステージの変化に影響されやすいと思いま
すので、時期とか環境によって、働き方や仕事
の意識が変わってくることはあると考えていま
す。それでも将来もずっと会社勤めを続けてい
くのであれば、産休や育休の規定の整備や、周
りの社員の方たちの支援は不可欠なのかな、と
いう考えは持っています。それと、先輩の女性
社員で育児をしながら働いている人がいるのも
心強いです。ただ、私が入社してから後輩の女
性社員が何名か入社しましたが、まだ誰も産休
や育休の制度を利用する立場になっていません
ので、働くママさんの実績をもっと積み上げて
いきたいなと思っています。
■編集部　今後のビジョンについては？
■市　倉　数年前に「プライバシーマーク」の
認証取得担当者として任命され、奮闘しました
が、取得できた際に主任という肩書をいただき
ました。大変ありがたく思いました。大きな仕
事をやり遂げたことに対して、評価していただけ
る会社なのだという気持ちを、改めて持ちまし
た。そのように責任のある仕事を任せてもらえ
て、働きやすい職場でもありますから、ライフ
ステージが変わっても仕事をずっと続けていくつ
もりです。今後一層、キャリアアップを図ること
ができれば良いなと思っています。
■編集部　印刷業界についてはどう思われます
か？
■市　倉　新井社長にお供する形で京橋支部

の会合に参加する機会が増えてきています。こ
のたび、銀座地区の会計の仕事を仰せつかり、
お引き受けしたところです。業界や支部では若
輩者なのに、そうして声をかけていただくのは
光栄です。お役に立てればと思っています。

■新井修次社長のコメント
　市倉さんは、以前秘書課の仕事をされていた
ので、入社した時から対応は抜群でした。それ
まで総務の仕事を十分にこなせる人材が見当た
らなかったので、素晴らしい人に入社してもらっ
たと思いました。当社は、環境に負荷を与えな
い最新設備と技術を導入し、地球環境優良工
場の証である「GPマーク（グリーンプリンティン
グ工場認定制度）」と、環境保護印刷認証制度
の最高ステータス「クリオネマークGOLDプラ
ス」の認証を取得し、「地球環境保全」のための
活動を展開しています。当社が「プライバシー
マーク」を取得することになった際に、入社して
まだ3年程しか経っていなかった市倉さんに、
白羽の矢を当てて担当責任者にしました。実質
的には1人で頑張って認証取得し、現在、個
人情報保護管理者として職務に就いています。
今後は人材育成などにも注力してもらいたいで
す。大いに期待しています。

 研友社印刷株式会社の概略
◆本社・工場住所　埼玉県和光市白子3-35-9
◆営業本部住所　　東京都中央区銀座1-9-19
◆従業員数　32名
◆事業内容　書籍、定期刊行物を中心に、商業美術印刷、POD・

電子ブック等を営業品目に展開。地球環境保全を経
営理念に顧客のニーズに応えている。
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今月は、壮光舎印刷株式会社（荒川支部）の
工務部第二工務課で、子育てをしながら勤務さ
れている堀江恵美さんに登場していただきまし
た。堀江さんは入社18年目となる中堅社員で、
2014年9月に出産されて、2016年4月から復
職されています。まさに働くママさんのロール
モデルになる女性です。出産から1年半仕事を
離れていたこともあって、休職中は子育てに苦
労される生活の中で、果たして再び仕事に就け
るのかという、不安が付きまとっていたそうで
す。しかし現在は、復職され両立されながら、
さらなる向上心で、以前にもまして仕事に意欲
が出てきているとのことです。同社に入社され
た経緯から、産休期間中の想い、仕事につい
て語っていただきました。

■編集部　印刷会社に興味をもたれた契機と
なったのは何でしょうか？
■堀　江　就職難の時代で、夏の暑い時期に
会社訪問で歩き疲れて、公園で一休みしてい
ました。その時に美しい景色のポスターが目に
飛び込んできたわけです。そのポスターの写真
を見ていると疲れた心が癒されたので、それを
作っている会社はどこだと考えたところ、印刷
会社が頭の中に浮かび、それである印刷会社の
会社説明会にすぐに出向いたのです。説明会で
「お客様の声をカタチにするのをサポートする仕
事です」という担当者の話を聞いて、カッコいい
と思い、そんな仕事ができたら良いなという理
由から、大学の就職課に募集要項が載っていた
当社の入社試験を受けて、採用していただきま
した。
■編集部　そうなのですか。入社された当時の
ことを振り返っていただけますか？

■堀　江　新卒6名が
採用され、私は当初、営業部のほうに配属さ
れるだろうと思っていたのですが、2カ月くらい
配属先が決まらず、印刷業務全般について、さ
まざまな研修をしていたのですが、最終的に決
まったのが第二工務課で、現在の職場です。前
任の女性社員が丁度出産で退職されるというこ
とになり、その後を継ぐ形で配属されました。
■編集部　工務部での仕事は・・・。
■堀　江　最初は、会社で調達する紙やお客
様から依頼された紙を、紙問屋に発注する業務
がメインでした。その後は仕事の幅が広がり、
配送の手配、外注管理の仕事などを15年間続
けてきました。業務の流れを読んで、的確に効
率的に印刷業務を進めていく役割を担っていま
した。
■編集部　なるほど。御社は女性が働きやすい
職場環境を整えていらっしゃるようですが・・・。
■堀　江　そうですね。育休に入る前から、仕
事を部署で分担する仕組みを作ってくれました
し、以前は発注業務に携わり、穴が開けられな
い毎日でしたが、復帰後は、後の工程の事務処
理の仕事に回していただくなど、配慮していた
だいているのを感じます。勤務時間は、通常午
前8時30分から午後5時ですが、小さな子供
がいるということで、午前9時から午後4時30
分の勤務時間にしてもらっています。
■編集部　長年勤務されていますと、他の仕事
もやってみたいという気持ちは出てきますか？
■堀　江　いまは子育てと仕事の両立でなかな
かそこまで考えられないのですが、他の部署の
仕事はどうなっているのだろうかと、いろいろと
見て回っているうちに、他の仕事も覚えてみたい
という気持ちが出てきました。最近、デジタル

　堀江 恵美さん
壮光舎印刷株式会社  工務部 第二工務課

仕事と育児を両立させながら
新たな分野に意欲を示す
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印刷機が導入されたので、操作してみたいとい
う気持ちがあって、課長にお願いしているところ
です。
■編集部　別の仕事への関心や意欲を持たれ
ているのですね。
■堀　江　それと、協力会社さんなどが機械を
導入されたら見学させてもらって、どのような仕
事をされるのか刺激を受けたり、また、展示会
を見て新しい技術や情報を収集したりして、積
極的に見聞を広めるようにしています。
■編集部　なるほど。ところで、一昨年に出産
された後、1年半育休を取れられたとのことです
が・・・。
■堀　江　はい。待機児童となり、すぐに保育
園に入れなくて、育休の延長制度を利用させて
いただき、半年間延長し、今年の4月から復職
しました。若干仕事の内容は異なりますが、同
じ部署ということで慣れた環境で働きやすいの
で助かっています。ただ、育休を取らせていた
だくに当たって、私がそれまでしていた仕事を
部署の方たちに分担することになり、その方た
ちの負担が増えた点は、申し訳ないなという気
持ちは常にありました。
■編集部　家事と仕事の両立は大変だと思われ
ますが・・・。
■堀　江　そうですね。今は、勤務を終えて午
後5時頃保育園に行って子供を引き取り、朝は
8時までに保育所に子供を預けて、8時40分
までには出勤するという毎日です。保育所の行
き帰りや子育ては大変ではありますが、仕事を
していることで生活の中でメリハリがあり、ま
た、会社に勤務することで社会との繋がりも感
じて、充実した気持ちになるのは確かですね。
■編集部　女性が子育てをしながら、仕事も続
けていけるようにするには、どうすれば良いと思
われますか？
■堀　江　育休制度がありますから、当社のよ
うにそれを活かせる環境を作っていくことが、
一番大切なことかと思います。女性が結婚し
た後も安心して仕事を続けていける職場であれ
ば、女性もこの会社で長く仕事をしていこうとい

う気持ちになるはずですから・・・。でも、育
休制度が存在していても、子供が生まれたら退
職しなければならない雰囲気が会社に広がって
いますと、女性もその雰囲気に従わざるを得な
い状況になってしまいます。それでは制度自体
意味のないものになってしまいますから、会社
全体で制度を活用していく社風を作っていただ
ければと感じています。当社としても、結婚して
子供が生まれたら、退職していくことが多かっ
たのですが、今後、後輩の中で結婚して子供が
生まれても、私のように子育てをしながら仕事も
続けていく女性が出てきたら嬉しいですね。そ
のためにも頑張っていきたいです。

■渡辺善広社長のコメント
　当社では、海外研修の受け入れから、新入
社員研修、OJT、フォローアップ研修、技術・
管理職研修など、人材教育には力を入れてきま
した。女性社員についても、これからはますま
す重要な戦力として考えていますし、女性の管
理職を増やしていこうという考えは持っていま
す。その中で、堀江さんは社内では明るくて、
コミュニケーションを率先して取られますし、対
外的には外注先や得意先からの信頼も厚いです
し、責任感もありますので、何でも任せられる
人材です。これからも大いに期待しています。

壮光舎印刷株式会社の概略
◆本社住所　東京都荒川区東日暮里6-20-9
◆従業員　　71名
◆事業内容　各種書籍、電子書籍、商業印刷、特殊印刷の各種メ

ディアの製品を通じて、顧客の文化的要求に貢献。
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今月は、育児、介護、高齢者雇用、女性
活躍推進など、働きやすい職場を推進してい
る株式会社金羊社（城南支部）で、メディア事
業部営業4チームに所属している佐川愛さん
に話を伺いました。入社8年目を迎えられ、
現在、主任の佐川さんは、2014年12月に女
性の営業担当者としてBS JAPANの教養・情
報バラエティ番組「Wのチカラ　ウーマノミク
ス」へ出演されたこともあります。また、先の
「drupa2016」の視察ツアーのメンバーに選出
されるなど、会社から高い評価を得ており、今
後、大いに期待されている社員の1人です。「仕
事を通じて出会った人から、新しい自分を見つ
けて成長につなげたい」という佐川さん。ポジ
ティブ志向で仕事に取り組んでいます。

■編集部　入社の経緯について教えてください。
■佐　川　大学では外国語学部でスペイン語を
専攻していたので、当初はそれを活かした仕事
を考えていましたが、ものづくりや色に関心があ
り、人の心に影響を与えるものを作る仕事がし
たいと思い、当社の就職試験を受けることにし
ました。入社前に女性社員に質問できる機会が
ありましたので、実情を伺っていますと、結婚、
出産後も働いている女性が少なくないことが分
かり、長く働くことができそうだと思ったのも、
当社を選んだ理由の1つになっています。
■編集部　入社後、最初に就いた部署はどちら
でしたか？
■佐　川　製版部に配属されました。データを
CTP出力する仕事で、一日中パソコンの前に
座って作業をしていました。それが3年目になっ
て、突然、営業部へ配属されたので驚きまし
た。正直、私は話ベタで営業には向いていない

と思っていましたので、
急に社外の方とのやりとりが増え、一体どうす
れば良いのか当惑した覚えがあります。でも、
上司から仕事の仕方を教わり、少しずつ営業
の仕事を覚えていくにつれ、お客様とコミュニ
ケーションをとって商品を仕上げていく楽しさを
知ることができ、今ではやりがいを感じていま
す。会社は、部署異動だけではなく、資格試験
の勉強など、男女関係なく様々な成長の機会を
与えているのだと思っています。
■編集部　そうですか。お仕事の内容は？
■佐　川　音楽や映像などエンターテインメン
トのCDやDVDのパッケージ制作に関する仕
事になります。映像メーカーやレコード会社の
制作担当の方やデザイナーさんの間に入って、
提案や校正紙のやりとりをしています。お客様
からは常に新しいデザインが要求されますの
で、デザイナーさんや先輩方と相談しながらアイ
デアを出しています。
　パッケージは、商品の売れ行きに直結する重
要な仕事ですから、注文は厳しいですね。ただ
凝ったものにすればいいというわけではないと
思いますし、その作品の魅力を表せるパッケー
ジであることが大切だと思います。そのために
自社で出来ることを考えながら、お客様の要望
に応えられるような営業になることを目標にして
います。難しい仕事に直面した場合は、小さな
課題に分けて考え、その1つ1つをクリアしてい
くようにしています。そうすると、大きな課題も
解決できていたりします。
■編集部　どんな点がモチベーションになりま
すか？
■佐　川　自分が担当したパッケージの商品が
店頭で売られているのを見た時に達成感があり

　佐川 愛さん
株式会社金羊社　メディア事業部 営業4チーム 主任

将来を嘱望される人材として
着実にステップアップを
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ますし、素直に嬉しいですね。また頑張ろうと
いう気持ちにさせてくれます。
■編集部　今では営業4チームの主任になら
れ、期待されている社員の1人かと思われます
が・・・。
■佐　川　上司や同僚に支えられ、お陰様でこ
こまでやってこられました。2014年12月には
女性社員を代表してTV番組に出演し、営業の
仕事を紹介させていただきましたし、今年6月
には「drupa2016」の視察メンバーとして、海
外出張という経験もしました。自分には難しい
と思っていましたが、貴重な経験をさせていた
だいたことに感謝しています。
■編集部　できるだけ長く働こうというお気持
ちを持っていたとのことですが・・・。
■佐　川　はい。将来は仕事と家庭を両立させ
たいという気持ちを持っていますし、女性であっ
ても、1人の人間として社会と繋がりを持つこと
は大切だと考えています。出産後の働き方につ
いては、その大変さをわかっているわけではな
いので想像でしか言えませんが、自分の意思と
しては働き続けたいと思っています。育児をしな
がら外勤営業として働くことが難しくなった場合
は、同僚の日常業務の仕事を代わりに行うこと
で、少しでも仕事の負担を軽減することができ
たら、それも良いかなと思っています。
■編集部　仕事と育児を両立させるために
は・・・。
■佐　川　とくに営業ではまだまだ女性の数は
少ないので難しいかもしれませんが、育児をし
ながら仕事をする女性が残業する場合に、子供
を預かってもらえるような場所が確保できると
良いかなと思っています。そうなれば女性はもっ
と働きやすくなるでしょうね。
■編集部　なるほど。現在、大変だなと思うこ
とは何でしょうか？
■佐　川　女性が大変なことは男性も大変だと
思いますので、特に女性だからということはあま
り感じません。しいて挙げれば、校正紙が大き
くて重いために、持ち運びに苦労する点でしょ
うか。地下鉄の階段がとても辛いです。仕事で

どんなに遅く帰宅しても、仕事のことは一旦忘
れて、オンとオフを切り替えるようにしています。
■編集部　仕事を通じて得ることは何でしょう
か？
■佐　川　人との出会いがありますから、そこ
で新しい自分を発見したり、自分の知らない面
を気づかされたりします。自分の長所はより伸
ばして、短所は克服できるようにして、少しずつ
成長していくことができれば良いかなと思ってい
ます。

■立山恵子取締役のコメント
　当社は、男女雇用機会均等法が施行された
30年前から、女性社員を積極的に活用するこ
とを掲げて推進し、今日まで男女の差別をし
ない経営で、社員に対して、公平・公正にして
います。佐川さんには、金羊社の仕事だけでな
く、印刷工業会の女性活躍推進部会の分科会
メンバーとしても活躍して頂いております。当社
の女性社員は十分に能力を発揮し、生き生き
輝いて働いている状況ですが、今以上に女性
社員の比率（現在30％弱）を高めていければと
考えています。その上で、女性・男性社員、双
方の良さを最大限に発揮してくれることを期待
します。

 株式会社 金羊社の概略
◆本社住所　東京都大田区鵜の木2-8-4
◆従業員　　293名
◆事業内容　映像・音楽パッケージを主体にエンターテインメント

のコンテンツ制作を得意とする総合印刷会社。
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今月号は、市広報誌・刊行誌などの頁物か
ら商業印刷全般を受注している株式会社共同
印刷所(三多摩支部)に勤めている井原めぐみ
さんに登場していただきました。中途入社し14
年目を迎えた井原さんは、市刊行物、各種頁
物のＤＴＰ業務に就いており、製造部制作課第
二係長として制作課の要となる女性社員です。
一男一女をもうけて家庭と仕事を両立してきた
井原さんですが、その背景には市のファミリー
サポートセンターの支援を利用したことが大き
かったと言います。同センターのことや組織に
ついて話を伺いました。

■編集部　印刷会社を選ばれた理由について聞
かせてください。
■井　原　武蔵野美術大学で油絵学科を出て
いるのですが、就職活動でいろいろな業界や会
社について説明を受けた際に、印刷業界は右肩
上がりで安定した業界と言われたので、それな
ら倒産することはないと思って印刷会社に就職
しました。30年前の当時はこれからバブルに向
かっていくという良き時代でした。
■編集部　御社には中途入社とのことです
が・・・。
■井　原　就職した印刷会社を経て、弊社は
3社目になります。最初の会社に7年勤めて退
職し、別の制作会社を経て、平成14年に弊社
に中途採用で入社しました。最初の印刷会社で
はまだ電算写植による組版の仕事がありました
が、その後Macでデザインもするようになりま
した。以後、会社が変わっても好きなDTPの
仕事を続けてきました。
■編集部　御社に入られた経緯というの
は・・・。

■井　原　以前の会社
で一緒に働いていた方が、先に弊社に入って営
業の仕事をしていて、中途採用を募集している
ので来ないかと電話をいただき、それではとい
うことでお世話になりました。
■編集部　そうですか。ところで、子供さんが
お二人いらっしゃるとのことですが・・・。
■井　原　はい。弊社に入社した時は長女が
4歳でした。元々私は、結婚して子供が生まれ
ても仕事は続けたいと思っていましたので、前
の会社の時も子育てをしながら勤務していまし
た。確かに家庭と仕事を両立させるのは大変で
す。主人のお母さんが近所に居ましたから、保
育所に長女を迎えに行ってもらったりして、家
族の協力や支えがあったことは大きかったです
ね。それに特筆すべきは、ファミリーサポートセ
ンターを利用できたことです。
　一般の方が、ボランティアで子供の送り迎
えをしてくれる組織で、近所の方で登録されて
いる方を探してお願いしました。その方に子供
を迎えに行っていただき、自宅で預かってもら
い、さらにはその方の自宅で晩ご飯もいただい
て、私が夜迎えに行くまでご自宅で預かっても
らうというものです。そんな素晴らしい仕組みで
すから、安心して遅くまで働くことができたわ
けです。２人目の長男の時もセンターを利用さ
せていただき、お世話になりました。もしもセン
ターがなかったら、会社勤めはできなかったか
もしれません。子供たちには苦労を掛けたかも
しれませんが・・・。
■編集部　それは良い仕組みですね。ところ
で、現在のお仕事の内容は？
■井　原　DTPの業務に就いていて、企画・
デザインから広告制作、コピー、ＨＰ制作など

　井原 めぐみさん
株式会社共同印刷所　製造部 制作課 第二係長

コミュニケーションを重視し
制作課の要として役割担う
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株式会社共同印刷所の概略
◆本社住所　東京都府中市寿町3-13-8
◆従業員　　40名
◆事業内容　広報誌、パンフレットなど頁物印刷を中心に印刷か

ら製本まで一貫生産を展開。各種広告立案から実
施、デジタルソリューションも展開。

何でもこなせますが、今は広報誌の制作が中心
です。最近はメディア・ユニバーサルデザイン
も重要視しています。部署では、役割分担を決
めたり、全体の流れを見定めて仕事を進めたり
して、制作チームをまとめる立場になってきまし
た。制作部は比較的フラットな関係ですので、
お互い仕事を任せたり任せられたりして、助け
合って進めていくような職場環境にあります。
会社を休んでも大丈夫なように、普段から男性
女性に限らず、関係を作っていくことが大切だ
と考えています。また仕事でモチベーションにな
ることは、制作した広報誌を読んでいただき、
デザインや編集面で高い評価をいただいた時で
しょうか。嬉しいですし、やりがいにつながりま
すね。
■編集部　なるほど。やはり組織ではコミュニ
ケーションが大切だということでしょうか？
■井　原　はい。社長も日ごろ、コミュニケー
ションが大切だと言われています。風通しの良
い組織づくりや部署間のコミュニケーションが
重要テーマになっています。毎週金曜日にはミー
ティングを行っていて、仕事の流れをスムーズに
するためにはどうすれば良いかなど、いろいろと
話し合ったりしていますが、会議では女性社員
がなかなか発言してくれないのが気がかりな点
です。ですから、会議以外の場で少しずつ聞く
ようにして、社員が何を考えているのかを知る
機会を増やしています。社長の人徳もあって部
長を飛び越えて社員が直接社長に話をする機会
が結構あるのですが、そのことで問題になるこ
とがないのは、弊社の社風を表していると思い
ます。
■編集部　組織で課題にされていることは？
■井　原　他の部署とのやり取りがもっと上手
く行えて、もっと良い関係を築いて活性化してい
くことでしょうか。その辺が気がかりな点です。
営業、制作、印刷、製本と、各部署ではそれ
ぞれ立場があり、また川上から仕事を受けて対
応せざるをえませんから、仕事がスムーズに流
れない場合に、部署間でのコミュニケーション
不足を感じます。どんなことを考えているのか、

話しあえる機会を増やしていくことが会社として
の課題なのかなと思っています。部署を越えて
間を取り持つ人材が望まれますね。
■編集部　その役割を担う１人が井原さんなの
では？
■井　原　いや、まだ立場としては難しいです
が、制作部内ではコミュニケーションを取って、
お互いの考えや気持ちをできるだけ出して、仕
事に活かそうというスタンスで臨んでいます。現
在の仕事が好きですし、これからも弊社で仕事
をしていきたいですから、組織が活性化するよ
うに頑張っていきたいと考えています。

■大久保秋生社長のコメント
　女性はパートをいれて10名ほどですが、なか
でも井原さんは大変な頑張り屋さんで、いつ寝
ているのかというくらい仕事をしている社員で
す。幸いなことに、弊社には優秀な女性が大勢
おります。嘱託やパートを含め総勢40名ほど
が働いていますが、社員の定着率が抜群に良い
ですし、退職した社員の再雇用にも力を入れて
いる点が、弊社のアピールポイントです。井原さ
んは制作部の中でベテランになりつつあります
が、今後、管理職を目指していただきたいです
し、若い人を育てていくという人材育成面でも
力を発揮していただければと考えています。
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今回登場していただくのは、富沢印刷株式
会社(上野支部)に入社されてまだ1年半とい
う、フレッシュな今田奈津実さんです。営業部
第一課に所属し、ルートセールスから紹介、飛
び込みまでこなし、着実に成果を上げている若
きホープです。同社はGP認定工場とクリオネ
マークゴールドプラスを取得し、地球環境に優
しい印刷会社を謳っていると同時に、高精細な
高品質印刷にも注力しており、某印刷コンテス
トでは4年連続で金賞を受賞したこともありま
す。そんな同社において、実践で営業ノウハウ
を身につけ、得た知識をフィードバックさせて
次に活かしている今田さんに、営業の仕事を中
心に伺いました。

■編集部　就職活動で印刷会社を志望された
理由は？
■今　田　大学は文学部だったのですが、部
活でチラシを作った経験があったことと、紙や
デザインが好きでしたので、それに関われる仕
事・業界となれば、印刷会社かデザイン会社だ
と考え、印刷会社を就職先に選びました。ま
た、印刷会社はいろいろなアイテムや媒体の仕
事に関われるという点にも興味がありましたの
で、志望するに当たって迷いはありませんでした。
■編集部　そうですか。御社に就職を決められ
た経緯は？
■今　田　大手印刷会社を中心に数社入社試
験を受けましたが、大手は面接していて自分と
は合わないなと感じました。いろいろな印刷会
社で面接をしていますと、同じ印刷会社であって
もそれぞれ職場の雰囲気が違いますので、その
中から仕事がしやすそうであるとか、働きやす
いと思われる社風を重視したわけです。それで

当社で試験と面接をした
際に、自分に合っている会社だと思って選びま
した。
■編集部　内定し採用が決まってから大学を卒
業されるまでは・・・。
■今　田　月に１回程度の割合で会社に出てき
て、ビジネマナーを学んだり、会社の行事の懇
親会や新年会に参加したりしていました。次期
の新入社員として紹介され、会社の方と話す機
会もあって、覚えてもらえるようになりました。
ですから、そのようなイベントに参加したこと
で、4月に入社して皆さんとすぐに打ち解け、安
心して仕事に取り掛かることができました。
■編集部　営業部への配属は、希望されたので
しょうか？
■今　田　はい。営業職を募集していて、その
試験を受けて採用されましたので・・・。
■編集部　営業は最初に印刷の知識がいろい
ろと求められると思いますが・・・。
■今　田　そうなのですが、基本的には実践
で覚えていきました。上司について行き、上司
とお客様が商談されている場を通じて、少しず
つ知識やノウハウを吸収させていただき、それ
で得たものを、次回お客様にお会いした時に活
かすという営業を、身に付けていくスタイルでし
た。また簡単な案件を与えられて、自らお客様
と商談に臨むようなシチュエーションも与えてい
ただきました。交渉していて分からなくなれば、
上司が横からアドバイスや助け舟を出していただ
く、ということもありました。私のような新人に
対しても、なるべく任せることで、自主性を持た
せることを重んじていたのだと思っています。
■編集部　では、割と早い段階から顧客との商
談に臨んだわけですね。

　今田 奈津実さん
富沢印刷株式会社　営業部 第一課

顧客との会話で営業スキルに
磨きをかける次代のホープ
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 富沢印刷株式会社の概略
◆本社住所　東京都荒川区南千住3-4-4
◆従業員　　30名
◆事業内容　環境保護印刷・GPマークを提唱し、カタログからパ

ンフ、チラシ、ポスター、会社案内、その他各種印
刷まで手掛ける総合印刷会社。

■今　田　そういうことになります。とは言って
も新人ですから、当初は何も分からない状態で
した。9月には先輩が担当していたお客様何社
かを引き継ぎ、お客様のところに1人で伺うよう
になるのですが、案件の相談を受けてもその場
で答えられないので、会社に戻ってどのように対
処していけば良いのかを上司に教わりながら、
仕事を進めていくスタイルがしばらく続きまし
た。そのうち自分1人でも案件を具体化し受注
し、納品まで結び付けて仕事を完結させられる
数を増やしていきました。
■編集部　実際に印刷の営業をされていて、ど
う感じていますか？
■今　田　印刷の営業に限らず、どんな業種の
営業もそれなりに大変で厳しいかと思います。
お客様から話を伺って、ニーズに応えたり、ま
た課題を解決したりするための印刷物を作っ
て、お客様をサポートしていく営業は、非常に
やりがいのある仕事です。私としてはお客様の
要望や付加価値の高い媒体をつくるために、細
かいところにも目を向けてお話するようにしてい
ますので、対応ぶりをほめていただきますと、
やはり嬉しいですね。納品した印刷物が良い結
果をもたらしたことを伝えられますと、この仕事
に携わっていて本当に良かったと感じます。
■編集部　職場はどうでしょうか？
■今　田　上司にも声がかけやすく、コミュニ
ケーションが取れて働きやすい職場だと思いま
す。女性の営業担当者も私を含めて3人います
ので心強いですし、お互い相談もしやすい良好
な関係を築いています。また、さまざまな業種
の企業に伺いますから、知らない話がたくさん
聞けて勉強になりますし、何よりお客様と話を
するのが楽しいです。
■編集部　結婚などライフイベントについて考え
ることはありますか？
■今　田　社会人になって間がないですし、こ
れからが仕事の質を高める時期になろうかと思
いますので、現時点ではまだ結婚については考
えていません。ただし、結婚しても当社で仕事
は続けていくつもりです。

■秋山昌彦常務取締役のコメント
　当社の採用では、長く仕事を続けていく気持
ちが強い人を優先しています。それに合致した
のが今田さんでした。今日では新規顧客を獲得
していくことが急務です。新規開拓の場合、お
客様からすれば男性よりも女性のほうが会って
いただける機会が多いものですから、やはり女
性の営業に注力していくことは重要だと考えて
います。新卒を採用する際に感じることは、女
性の仕事に対する熱意が男性よりも優っている
ことです。
　今田さんは面接をした時に非常にやる気を見
せられ、当社で頑張って営業をするのだという
気持ちが伝わってきました。実際に入社されてか
らの働きぶりはガッツがあって積極的ですし、
まだ1年半ですが、既に飛び込みで何社か受注
を頂いてきています。当社のホープとして大いに
期待しています。今の若い人は、新規開拓でも
動じないでどんどんお客様に会いますので、昔
とは感覚が違ってきているように思います。
　また、当社は環境保護印刷に注力しています
から、お客様が環境に配慮されていれば、積極
的に環境に優しい印刷を勧めるようにしていま
す。それに新規開拓をしていて、環境に関心が
ありそうなお客様と分かれば、環境に配慮して
いる点を前面に打ち出すようにしています。
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4 東京の印刷  2017年1月号  No.1415

企業には要となる社員が1人や2人はいるも
のです。今回登場していただいた株式会社日伸
ライトカラー (浅草支部)の高橋滋子さんは、
まさに同社にとってなくてはならないキーパー
ソンです。現在、DTP部画像処理室の室長に
就いており、レタッチャーという技術職ではあ
りますが、企画営業から刷版、若手社員の教
育までこなしているオールラウンダーです。高
橋さんは特に印刷の色の美しさを追求し、色の
「質」や「表現」を重視されていて、顧客目線で色
と向かい合っています。勤続21年目を迎え、
業界ではベテランの域に差し掛かってきました
が、ますます向上心に溢れる高橋さんに、仕
事への想いや印刷業界について語っていただき
ました。

■編集部　中途採用で入社されたとのことです
が、経緯について教えてください。
■高　橋　前職は婦人服の生地の卸会社に勤
めていました。アパレル会社で打ち合わせをし
て、生地の色への要望を聞いて、生産工場に
行って、今度はこの色で作ってくださいとお願い
するのが主な仕事でした。でも、仕事が違う方
向に向かって行ったので辞めました。美術系の
大学を出ていることもあって、色に関する仕事
に携わりたかったわけです。それならアパレルに
拘らなくても、印刷会社でも色を扱うという点
では共通しているわけですから、次の就職先は
印刷会社にしようと・・・。丸4年勤めた会社
を1996年3月に退社し、翌4月に当社が中途
採用を募集していましたので、すぐに面接を受
け入社を決めました。
■編集部　最初はどのような仕事をされたので
しょうか？

■高　橋　丁度、DTPの
部署が立ち上がろうとしていた時期でしたが、
アナログ製版のレタッチの仕事に就きました。
大学では色を専門にしていたところがありますか
ら、フィルムに焼き付けて刷版し印刷すること
は理解できましたし、興味と関心が非常にあり
ましたので、教えていただくと、比較的早く習得
できたのかなと思っています。当時バリバリと仕
事をされていた方には及びませんでしたが、皆さ
んに追いつこうと知識を吸収し、必死で働いた
ことを覚えています。既にデジタルの部署は立
ち上がっていましたので、しばらくして会社がデ
ジタルに移行することになり、デジタル製版をや
りたい人はいませんかと言われた時は、真っ先
に手を挙げました。
■編集部　デジタル製版になった頃の作業と言
うのは・・・。
■高　橋　版下をスキャナで取り込み、Macに
搭載した「ArtWorker」というソフトを使ってポ
ストスクリプトファイルにしてから、テキストと写
真をデジタル加工・編集するというものです。主
に、チラシやパンフレット、ポスターなどのペラ
物から新聞等を作っていました。お客様から赤
字が返ってきますと、写真の色味の直しがあり
ますから、Photoshopを使って修正するので
すが、アナログ時代にはできなかった綺麗なグ
ラデーションが、自分の思うように自在にかけら
れましたから、それは面白かったですね。
■編集部　ずっと色に関する仕事をされてこら
れたので、色への拘りは人一倍だったのですね。
■高　橋　そうですね。スキャナの部署から上
がって来る初校の写真のクオリティに満足でき
なくなりました。もっと綺麗にスキャニングでき
るはずだと。（笑）それと、もともとふんわりとし

　高橋 滋子さん
株式会社 日伸ライトカラー　DTP部 画像処理室室長

品質を重んじ色の美しさ
を伝えるレタッチャー
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5東京の印刷  2017年1月号  No.1415

 株式会社日伸ライトカラーの概略
◆本社住所　東京都台東区入谷2-17-2
◆従業員　　30名
◆事業内容  デザイン・企画から印刷納品まで一貫生産で、POP、

チラシ・カタログ・ポスター、パッケージ、販促グッ
ズ、電子書籍等を多角的に展開。

た写真をもっとメリハリをつけてほしいとお客様
から要求され、Photoshopで修正したものが、
お客様から赤字で「色調OK」という返事をいた
だくと、「やったー」という気持ちになって一番嬉
しい時でしたね。ですから、色の直しがある時
は率先して取り掛かっていました。綺麗な色を
作ることやお客様が求められている色をいかに
出すかということについては、とにかく自信があ
りました。
■編集部　なるほど。同じ会社で20年勤めて
こられたのは、働きやすい環境だったということ
でしょうか？
■高　橋　会社で長く働いていく上で、気兼
ねなく働ける職場の環境は確かに重要な要因
かもしれませんが、自分の仕事そのものが本当
に好きかどうかという点ではないでしょうか。
している仕事の何がおもしろいのか。それを見
いだせているかどうかがポイントになるのかな
と・・・。おもしろい仕事に出会えて続けてい
くことができる環境があったから、これまで続
けてこられたと思います。私は色の仕事に携わ
れる今の仕事が好きですし、綺麗な色を作るこ
とは止められません。（笑）　これからもずっとこ
の会社で仕事をしていきたいと考えています。
■編集部　業界についてどのような考えを持っ
ていますか？
■高　橋　印刷の仕事は、お客様の都合に合
わせて作っていくしかありません。しかも私たち
の後にはデータを渡して印刷してもらう印刷会
社があります。データに不備があってはいけま
せん。より良いデータを作ってスムーズに受け渡
していく必要があるわけです。納期のためには
夜中まで仕事をすることもありますから、きつ
いと言えばきついわけですが、それが仕事です
から。
　それと、どの会社もそうだと思いますが、限
られた人数でいつも納期に合わせてぎりぎりの
仕事をしていますから、新人を育てる余裕がな
いわけです。それは業界にとって大きな問題だ
と思います。後に続く人たちを育てていかない
と、ただでさえ市場が縮小している印刷業界で

すから、先行きはもっと厳しくなるでしょう。折
角新しい人が入社しても、誰に何を聞いて良い
のか分からない状況だと、新人は育たないです
し、仕事は長続きせず、すぐに辞めていくこと
になるでしょう。ですから、会社としては、何と
か人を育てられる時間を作っていく工夫をしてい
くことが重要だと考えています。

■福田祥子社長のコメント
　高橋さんは落ち着いて物事を判断できる女
性で、他の社員はもちろん私も非常に頼りにし
ている社員です。現在は画像処理を専門に、
DTPから刷版まで幅広く仕事に関わって、他の
部署のサポートもしてもらっています。なくては
ならない存在と言えるでしょう。しかも、女性
社員の重要性がクローズアップされている時代
ですから、高橋さんには今後も大いに期待して
いますし、将来は組織をまとめていく重要なポ
ストも担っていただけたらと考えています。厳し
い環境ではありますが、効率よく仕事をこなし
ながら、余裕の時間を創出し、新規事業や人材
育成などに時間を使える会社を目指して行きた
いです。経営者としてはダイバーシティの考え方
を取り入れつつ、フレキシブルな勤務形態も考
えていく必要があると思っています。
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2 東京の印刷  2017年2月号  No.1416

今月号は、書籍スリップ製作の第一人者で、
組版・編集から各種印刷物の制作、Web制
作、情報処理まで幅広い事業を展開している
株式会社ワイズ（墨東支部）で、工場長代行と
して活躍している宇田川光代さんを取材しまし
た。平成元年にパートで入社された宇田川さん
は、3人の子供さんを育てながら、家庭と仕事
を両立させてこられました。今では同社の要と
なるスリップ製作工場を一手に任される管理職
として、営業から総務・製作までこなす逸材で
す。女性でありながら重責を担い、見事な手腕
を発揮され着実に業績を上げている宇田川さ
ん。工場を任されるまでに至った経緯、現在
の仕事、ビジョンなどについて話を伺いました。

■編集部　入社の経緯と当時の仕事について
簡単に振り返っていただけますか？
■宇田川　平成元年に長女が4歳になった時
にパート採用の会社を探していたところ、当社
がパソコン入力のパートを募集していたので、面
接を受けて入社したのが当社との出会いです。
パソコンを触るのは初めてで不安はありました
が、初心者でも一から教えてくれるということ
でしたので入社しました。当時はポストカードの
住所や宛名を入力する仕事で、多くのパートを
雇って対応していました。とにかく操作を覚えて
仕事をこなすのに必死でした。パソコンが普及
し始めた頃で、覚えなければならない事が沢山
ありました。めまぐるしく技術革新が進んだ時
代で、大変でしたが、仕事はとても面白かった
ので今日まで続けて来られたと思います。
■編集部　子供さんを育てながらですから、や
はり大変だったかと思いますが・・・。
■宇田川　当初は母親が保育園の送迎などの

手助けをしてくれること
になっていたのですが、入社まもなく母親が事
故で足を怪我し入院してしまい、病院通い、保
育園の送迎などで時間が思うようにとれなくな
りました。そんな時、当時の人事担当者や社
長に、時間調整や優しい気づかいをしていただ
き、非常に良くしてもらい、とても恵まれた職
場環境だったことが思い出されます。その後、
2人の子供を出産し、育児と仕事を両立させて
きたのですが、毎日が忙しく、傍から見れば慌
ただしい印象を持たれていたでしょうね。それ
でも、毎日は充実していました。
■編集部　女性に優しい会社だったわけでしょ
うか？。
■宇田川　はい。実にいろいろと親切に対応し
ていただきました。女性に活躍の場を与え、女
性が働きやすい環境づくりをする事は社長の理
念であり、社風でもあるわけです。それが現在
でも脈々と続いていて、女性の定着率も高く、
現在もキャリアを積んだ女性社員が現役で活躍
しているのも当社の特徴だと思っています。女
性社員が自ら仕事を改善することを厭わず、毎
週決まった曜日に、オペレーター自らが、新し
いソフトの報告やDTP業務についての勉強会
を開くなど、女性が自主的に研修や勉強会を
やってきた会社です。
■編集部　そうですか。それでこちらの工場に
来られた経緯というのは・・・。
■宇田川　パート時代が20年ほど続いた頃、
本社が移転することになったのです。現役を退
いた年配の男性社員たちを中心に、スリップ製
作の工場を運営していたのですが、高齢者もい
て不安なので何かの際に面倒が見られる女性が
いたほうが良いとなって私が選ばれたのです。

　宇田川 光代さん
株式会社ワイズ　工場長代行

環境改善に努め実績も上げる
かけがえのないリーダー
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3東京の印刷  2017年2月号  No.1416

 株式会社ワイズの概略
◆本社住所　東京都江東区富岡1-26-18
◆従業員　　25名
◆事業内容  印刷物の制作、Web制作などデジタルコンテンツ制

作、データベース、アプリ開発など。新しい価値を
創造するチャレンジ精神で事業を開拓している。

打診された時は、男性の中で女性1人だけと
いうこともあり辞退しましたが、思えば今まで
パートである自分のわがままに会社は耳を傾け
てくれてきたわけです。大変お世話になっていた
し、仕事も続けたかったので、まずは3カ月の
期間を設けていただきチャレンジすることで転
属に応じました。機械の騒音、インクの臭いで
環境は一変してしまいましたが、女性が入ったわ
けですから、職場環境に配慮してもらうように
会社に進言し、トイレの改善などいろいろと工
夫してもらいました。
■編集部　工場の職場環境は宇田川さんによっ
て改善されていったわけですね。
■宇田川　ええ。口幅ったいことを言うようで
すが、自ら職場環境を改善していきました。現
在ではすっかり工場も女性活躍の場となってい
ます。それで4年ほど前に肩書が工場長代行
となり、責任者となったのですが、パートで入
社してから今日までの道のりは非常に長かった
ですね。現在の業務は印刷機を回すこと以外
は、営業から事務、発送まで何でもやっていま
す。工場は4人ですので、分担し助け合って仕
事をしています。印刷機の稼働は午後4時程ま
でで、残業は基本的にしないという体制を敷い
ています。また、業績を落とすことはできませ
んので売上増のためにも営業に注力しています
し、社員をまとめて効率化を図り売上を伸ばし
ていけるよう努めています。
■編集部　会社から全幅の信頼が寄せられて
いるわけですね。同じ会社で長く勤めてこられ
た要因というのは何でしょうか？
■宇田川　第一は、子供たちが毎日、困らせる
事なく元気で学校に通ってくれたことにとても
感謝しています。健康が第一ですね。それと、
前述したように当社は女性を大切にしてくれて、
女性に優しい職場ということもあります。働きや
すい環境というのは長続きできる最大の要因か
と思います。
■編集部　今後はどのような点を改善していき
たいですか？
■宇田川　実は印刷機と隣接しての作業ですか

ら、騒音でお客様の電話応対等がままなりませ
ん。それで工場を間仕切りしてオペレーティング
ルームを設けて、そこを事務専用にしたいとい
う計画を持っています。また、業務を効率的に
スムーズに行えるように、皆の目に留まるところ
にデジタルサイネージのようなディスプレイを設
置して、個々の1日もしくは1週間の業務の流れ
を表示し、仕事の「見える化」をしたいです。全
体の進行がつかめ、皆で把握する事でフォロー
もしやすくなりますから、今以上に効率的な仕
事が可能になると思います。

■荒木淳社長のコメント
　宇田川さんは実によく頑張っておられて、長
年会社へ貢献されてこられました。これからも
大いに期待しています。当社はタイプ入力の時
代から女性向けの仕事を中心に事業展開してき
ましたから、女性の多い職場です。それゆえに
女性が主体となって業務改善に努めてきた歴
史があります。自然と女性が働きやすい会社に
なったと言えるでしょう。そのため女性社員だ
けでなく男性社員も含めて社員の定着率は相当
に高いです。これからますます女性の力が求め
られる時代になりますから、ワークライフバラ
ンスに沿った経営を今以上に心がけていきたい
です。
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2 東京の印刷  2017年3月号  No.1417

今月号は、社内外から信頼を集めている株
式会社賢工製版(港支部)で執行役員をされて
いる、営業部第3グループリーダーの富澤明子
さんに登場していただきました。富澤さんはさ
まざまな職種を経験されて20年程前に中途入
社された方ですが、印刷のことは全く分からな
いまま営業職に就いて奮闘されてきた女性社
員です。持ち前の明るさとバイタリティ溢れる
行動力で実績を上げられ、現在の地位に辿り
つきました。営業一筋にやってこられて組織を
牽引するリーダーとして活躍されています。入
社から今日までを振り返っていただきました。

■編集部　入社された時は不安とか、心配はあ
りませんでしたか？
■富　澤　いえ。それまでも接客業や外回りの
仕事をしてきましたから、とくに不安はありませ
んでした。当社が就職情報誌で営業職を募集し
ていたときのコピーで「小型車でちょっとドライ
ブ」という一文に惹かれて応募しました。
■編集部　当初はどのような仕事をされていた
のですか？。
■富　澤　会社では社員が1名退職することに
なっていて、その代わりとして採用されました。
当時は刷版の仕事を印刷会社などから請負う刷
版専門の会社でした。同業者のお客様から預
かった4色のフィルムを焼いて、刷版を届けると
いう仕事がメインでした。やがて辞めていかれ
る先輩に同行し、担当者の方と先輩社員のやり
取りの中から仕事の流れを覚えていくというもの
でしたが、お客様との面談でどのようなトークを
するのかをそばで聞き、仕事の中身を理解する
という実地研修というスタイルで教わりました。
最初は専門用語ばかりが飛び交い何も分かりま

せんでしたが、とにかく
必死で覚えて少しずつ慣れていく感じでしたね。
■編集部　そうですか。今はフィルムレスのデ
ジタル製版ですから、随分と仕事が変わったの
ではないでしょうか？
■富　澤　はい。製版工程は随分と変わりまし
た。入社して間もなく経ったころにデジタル製
版の時代が到来するというので、印刷を内製化
するために印刷機を導入していくことになりまし
た。この十数年間で印刷部門を強化し、その
都度規模拡大のために会社は移転を繰り返して
きました。今では総合印刷会社として印刷機を
計7台所有し、お客様は250社ほどになります。
■編集部　現在は営業部第3グルーブのリー
ダーで、執行役員もされていらっしゃるので、
管理職という立場でしょうか？
■富　澤　いえ、名前だけです。実際は馬車馬
のごとく働いています。（笑）　お客様は同業者
の方がほとんどで、さまざまな部数に応えた見
積書を求められますから、それぞれに対応して
いかなければなりません。お客様はスピーディ
さを要求されますから、問い合わせがあればす
ぐに応えるようにしています。また、それが当社
のモットーでもありますが。
■編集部　そうですか。でも20年間も勤続し
てこられたのには理由があると思いますが・・・。
■富　澤　振り返りますと、人と関わる営業が
自分に合っていたこと、また、仕事をした分だ
け実績となり、会社に貢献できますし、自分自
身の成長にもなったことで、続けてこられたの
ではないかと思います。一所懸命頑張れば必ず
報われるという気持ちを持ち続けてきました。
とにかく、営業の仕事が好きでやりがいがある
ことが大きかったと思います。デジタル製版時

　富澤 明子さん
株式会社 賢工製版　営業部第3グループリーダー

バイタリティに溢れた人柄で
組織をリードし信頼集める

輝く女性社員⑲

女
外

シ
障

L

139



資料編

3東京の印刷  2017年3月号  No.1417

 株式会社賢工製版の概略
◆本社住所　東京都品川区東品川5-6-15
◆従業員　　47名
◆事業内容  環境印刷を重視した経営で、最新の設備によるオフ

セット印刷、CTP出力、DTP等で、顧客のニーズに
応える。

代になって、当社も印刷会社に比重を置いてい
ますから、仕事の質も変わって来て夜遅くまで
仕事をすることも随分減ってきました。現在は
印刷機を稼働させるために、印刷の受注に力を
入れています。
■編集部　刷版オペレーターに求められる職人
技が段 と々不要になりつつあるのですね・・・。
■富　澤　それだけに自社なりの特徴や優位
性を見出していく必要をひしひしと感じていま
す。最近のお客様は再生紙でなければならない
とか、FSC認証を取得していないと駄目だと
か、環境保護を重視されるようになりました。
ですから、当社では環境印刷に注力していま
すし、全印工連のCSR認証も取得しました。
FSC COC認証からグリーンプリンティング認
定、ペーパー・カーボンオフセット、MCP（マ
イナスカーボンプリンティングシステム）、クリオ
ネマークなどを取得し、地球環境保護に貢献す
る環境方針を前面に打ち出しています。また、
個人情報保護に対して厳しいお客様も増えてき
ており、プライバシーマーク制度を取得していな
いと仕事を出してくれないお客様も出てきました
ので、当社でもＰマークを取得しました。それ
らのことが功を奏して、近年は環境に配慮され
るお客様から印刷の仕事をいただくケースが増
えています。
■編集部　営業での課題、今後取り組もうとし
ているテーマはありますか？
■富　澤　お客様の会社にあちこち出向きます
から、いかに効率的なルートで1日の営業をこ
なしていくかがポイントになります。朝出勤して
その日回るお客様の順番を決めて極力ロスのな
い営業活動をするようにしています。そのため
に営業支援ソフトなども活用しています。
■編集部　ところで、家庭と仕事の両立につい
てお聞かせいただけますか？
■富　澤　主人とは職場結婚です。長年共働
きでやってきました。主人はCTPの部署で比
較的残業が少ないので、会社を出るのは私より
早いです。お互い会社の事情や仕事の流れを
知っていますから、働きやすいと言えますね。

■編集部　なるほど。女性が働きやすい職場に
するためにどうすれば良いと思われますか？。
■富　澤　現在女性社員は5名ですが、みん
な私よりキャリアは短いということで頼りにされ
ているところはあります。分からないことがあれ
ば訊いてきますから、コミュニケーションは取れ
ていると思います。ただ、女性社員が1割程度
と決して多くありませんから、今後は女性社員
を増やして定着させていくことが、会社としては
1つの目標になるでしょう。私の性分としては外
回りでお客様のところに出向く仕事をしている
ほうが自分らしさを発揮できるので、営業職で
頑張りたいのですが、立場としてはそろそろ人
材を育てる面でも貢献していかなければと考え
ています。

■佐野貞雄社長のコメント
　富澤さんは本当に頑張り屋さんで、今では絶
大な信頼を寄せています。仕事については誰よ
り詳しくなりました。営業職で男性社員の中に
混じって働いているのですが、実績を上げてい
る姿を見れば男性社員も負けてはいられないと
いう気持ちになり、相乗効果をもたらしていま
す。また、女性男性分け隔てなくコミュニケー
ションを取られますから人望も厚いです。なくて
はならない逸材としてこれからも大いに期待して
います。

女
外

シ
障

L

140



資料編

2 東京の印刷  2017年4月号  No.1418

今月号に登場していただいたのは、スリーエ
ムジャパン株式会社の特約加工販売店として
事業展開している八欧産業株式会社(杉並支
部)で、経理を担当されている中尾功美さんで
す。中途で入社された中尾さんは、経理一筋に
18年間務めてきた中堅社員です。現在は責任
者として嶋社長の右腕とも言える立場で信望を
集めています。同社は非常に多彩で豊富な商
品を販売しており、品質と信用によって安定し
た業績で黒字経営を続けています。その背景
には経理の仕事がしっかりとしていることも一
つの要因と言えるでしょう。中尾さんに経理の
仕事を中心に話を伺いました。

■編集部　入社された経緯について聞かせてく
ださい。
■中　尾　高校を卒業して16年間で2社に
勤めて、当社は3社目になり、中途入社して丸
18年になります。前の会社を辞めた時に、自
宅から近い会社に勤めたいと思いハローワーク
に行きましたら、当社で経理の仕事を募集して
いましたので、簿記の面で多少不安はありまし
たが、面接を受けたところ、すぐ採用が決まり
ました。以前から経理の仕事をしてきましたか
ら、経験が活かせる職種であり、何より自宅か
ら近いということで希望通りの申し分ない会社
です。
■編集部　長く勤めて来られた要因は何でしょ
うか？
■中　尾　そうですね。アットホームな感じが
あって働きやすいことでしょうか。実際、社長
は温和ですし、それが社風になっている印象が
あります。経理の仕事についても細かく指図さ
れることもなく、自由に仕事を任せていただい

ています。
■編集部　お金を扱う仕事ですから、なかなか
大変だと思いますが？
■中　尾　当社は営業担当者がいないのが特
徴で、女性社員が電話に出て営業を兼ねた業
務を担当しています。私も経理だけでなく電話
応対で注文を受けたり、問い合わせに答えたり
という営業事務も行いますから、入社した当初
は大変でしたが、すぐに慣れました。
　3年前に経理の担当者が退職した時に、派
遣社員にサポートされながらも実質的には1人
で経理を担当したために、その間は仕事の負担
は大きかったですね。でも、昨年11月に女性
の新入社員が入社し、部下に就きましたので、
今はその社員に一から経理の仕事を教え、育成
しているところです。現在、売掛や買掛の仕事
を少しずつ任せている状況です。また、経理で
何より大事なことは、間違えてはいけないという
ことですね。正確性が要求される仕事だと思い
ます。
■編集部　経理の仕事と言いますと、計算とか
単調な仕事のイメージがあるのですが・・・。
■中　尾　そうでもありません。お客様は取
引先の業者さんだけではなく、一般の人も直接
会社に商品を買いに来られることもありますか
ら、常に同じ仕事ではないところが新鮮です。
新しいお客様が増えたり、商品に喜んでもらえ
たりすると嬉しいです。さらに、銀行の担当者
や取引先の方と打ち合わせもしますから、やり
がいのある仕事です。
■編集部　なるほど。ところでどのような人が
経理の仕事に向いていると思われますか？
■中　尾　きちっとした性格であるのは条件
の１つになります。金額や数字はもちろんのこ

　中尾 功美さん
八欧産業株式会社

信望を集めて会社を支える
経理のスペシャリスト

輝く女性社員⑳
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資料編

3東京の印刷  2017年4月号  No.1418

八欧産業株式会社の概略
◆本社住所　東京都杉並区南荻窪4-38-11
◆従業員　　40名
◆事業内容  スリーエムジャパン㈱商品の特約加工販売店として事

業展開。顧客の役に立つ製品と開発に努めている。

と、仕事の細かい部分でも注意が行き届くと言
いましょうか、気が付くというのは重要かと思
います。最初に小さな事を見逃してしまったこと
で、後で大きな問題に発展してしまったというこ
とがあるかと思いますが、そうなると、解決す
るのが難しくなりますから、経理の仕事でも問
題が発生しないように対処して、できるだけトラ
ブルを未然に防ぐことができる資質の人が経理
には適任だと思います。もちろん、そのような
人材は経理だけでなく、全ての職種で求められ
る要素だとは思いますが・・・。
■編集部　全業種で経理のIT化や省力化が進
んでいる状況ですが、そのことについてはどの
ようにお考えですか？
■中　尾　当社でもIT化していく話は出てきて
いて、ネット通販も実際に展開していますし、新
しい会計システムを導入する方針もあります。で
も、結局はそれを動かすのは人ですし、いくら
業務を自動化しても、人が適切に操作し、マネ
ジメントしていくことの重要性に変わりはないと
思います。インターネットを駆使した業務はます
ます重要になってくるとは感じていますが、人
とのコミュニケーションやお客様との交渉、打
ち合わせは人の力が大切になりますので、シス
テムのデジタル化と人がするアナログの部分を
両立させていくことが求められてくると思います
ね。事務の効率化は今後も進化していくのでは
ないでしょうか。
■編集部　近年、具体的に変わってきたことは
ありますか？
■中　尾　手間を少なくするために、現金の支
払い等は口座振替に変えて簡素化しました。直
接現金のやり取りがなくなったことで、安全性
や確実性がさらに向上したと思っています。
■編集部　なるほど。ところで女性社員の割合
や残業について教えてください。
■中　尾　数年前に事務職の人員を削減しまし
たので、工場の加工部門よりも本社の事務職
が少し残業は多いでしょうか。それでも印刷会
社さんと比べると、多分当社の残業時間は少
ないかと思います。当社はパートを含めて総勢

40名ほどで、女性と男性の割合は半々なので
すが、40代の社員が一番多く、社員の年齢構
成が年々上がっている状態でした。それで会社
としては活性化していかなければということで、
数年前から若い社員を増やすようにしました。
若い社員が増えたことで雰囲気が明るくなっ
て、活気を帯びてきた感がありますね。新しい
感覚に刺激を受けることもあります。
■編集部　そうですか。今後の抱負について
は？
■中　尾　女性社員の中では最年長になってき
ましたので、先ほども言いましたように、後に続
く女性社員の人材育成面で貢献できるようにな
りたいですね。

■嶋信介社長のコメント
　当社はお客様の信用を得て安定した業績を続
けてきました。企業だけでなく、一般の人も直
接買いに来ることもあります。そんな当社にお
いて中尾さんは、長年、経理担当者として勤務
され、今では資金繰りや銀行関係の交渉など
も任せられる右腕と言っても過言ではありませ
ん。的確に仕事をこなされていますので大変信
頼しています。営業がいない分、経理など総務
の担当者がお客様に対応するわけですが、中尾
さんもベテランらしく幅広い業務に応対してお
り、社員からの信望も厚いものがあります。今
後ますます活躍されることを期待しています。
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資料編

2 東京の印刷  2017年5月号  No.1419

今月登場していただいたのは、プロの印刷
会社から受注し、一般商業印刷の印刷から製
本、加工までトータルで請け負っている株式会
社ナカニワ印刷(日本橋支部)で、経理を担当さ
れている中庭ひろみさんです。経理と言っても
実際は総務全般を受け持ち、場合によっては作
業も手伝うオールラウンドの働きをされている
存在です。中庭さんは今から18年程前に専業
主婦から同社に正社員として入社され、会社を
支えてきました。印刷のことが分からないまま
仕事に就き大変苦労されたそうですが、今では
お兄様の中庭藤夫社長の右腕として活躍されて
います。入社当時の苦労から、経理の仕事、省
エネ改善など、幅広い角度から話を伺いました。

■編集部　主婦から印刷会社の正社員として働
くことになり、苦労されたかと思いますが・・・。
■中　庭　長年専業主婦をしていたのですが、
外に働きに出ることになり、両親が経営してい
た当社の社員として勤めることになりました。当
時、大学1年生と高校2年生の子供がいました
が、子育てからは手離れしていましたので仕事
に専念することはできました。とは言っても、高
校を卒業して2年間ほどＯＬの経験があっただ
けで長いブランクがありましたから、生活が一
変したことは確かです。印刷会社の業務の流れ
や仕事の内容が分からないまま仕事に就きまし
たので、右も左も分からない状態でした。総務
全般から営業のサポート、印刷物の配達などい
ろいろな仕事をしましたね。仕事を覚えるため
の研修などもありませんでしたから、本当に大
変でした。
■編集部　そうですか。では、先輩からその場
その場で指示を受けて動くという感じだったの

でしょうか？
■中　庭　はい。例えば、お客様の会社に校
正紙を届ける仕事を頼まれれば、先輩が手書き
で描いたラフな地図を渡されて、それを見なが
ら車を運転して届けるわけです。最初はどこも
初めて伺うお客様でしたから、なかには道に迷
いながらようやく到着することもありました。万
事が初めての仕事でしたから、まずは覚えるこ
とが全てという状況でしたね。
■編集部　専業主婦からいきなり社員として働
くことになり、どのようなところが特に大変でし
たか？
■中　庭　主婦ですと、家事をする場合に自分
のペースで行えたのですが、会社勤めになりま
すと、朝食の用意・片づけから洗濯など家事を
済ませてから出勤することになりますので、そこ
で時間に追われるわけですね。そして、会社で
は仕事の時間を守らなければならず、決まった
時間までに当該の仕事を済ませる必要がありま
す。主婦の頃の生活と会社員としての生活のス
ピード感が違うわけです。長年主婦として身に付
いたペースを仕事のペースに合わせることが大変
でした。それと営業に出ますと、当然お客様と
仕事の会話をしなければなりませんから、ビジ
ネスマナーはもちろんのこと、印刷の専門用語
を理解する必要もあります。営業トークとしての
会話にも苦労しました。
■編集部　経理の仕事はどのように覚えていか
れたのですか？
■中　庭　出金伝票を記入するような簡単な仕
事をアルバイトでは経験していたのですが、本
格的な経理の仕事は習得していませんでしたか
ら、母親に教えてもらいながら少しずつ覚えて
いきました。当初は手書きで出納帳に記入して

　中庭 ひろみさん
株式会社ナカニワ印刷　経理部

経理・総務から業務全般まで
オールラウンドにこなす

輝く女性社員㉑
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資料編

3東京の印刷  2017年5月号  No.1419

株式会社ナカニワ印刷の概略
◆本社住所　東京都江東区福住1-12-11
◆従業員　　10名
◆事業内容  一般商業印刷を中心に製本・後加工まで受注。特色

印刷を強みにしている。

いましたね。毎日の出金伝票を処理したり、出
納管理など簡単な仕事をしたりと、最初は簡単
な内容でしたが、そのうちだんだんと複雑な業
務もこなせるようになっていきました。今では会
計ソフトを導入しデジタルで処理しています。そ
れに経理だけでなく総務全般の仕事、手が空
けば梱包や発送に伴う作業まで何でもしていま
す。とにかく当社は10名ほどの規模ですから、
お互い助け合って仕事をしていかなければならな
いのが実態です。
■編集部　とは言っても、病気で休まなければ
ならないときもあるかと思いますが・・・。
■中　庭　はい。10年ほど前ですが、手術し
入院することになりました。緊急を要しなかった
ので、病院と打ち合わせをして予め手術をする
日を決めて、入院中の10日ほどの間に私の業務
を軽減するために、事前に処理できる仕事はで
きるだけ手術前までに片付けてから手術に臨ん
だことがありました。とにかく会社に迷惑をか
けたくない思いから、そのような対応をしたので
すが、それも私の代わりになって経理や総務の
仕事を任せられる人がいなかったからで、苦肉
の策ではありました。
■編集部　それではいま一番の悩みは、いざと
いう時に自分の仕事を任せられる人がいないと
いうことでしょうか？
■中　庭　はい。それが悩み事ですね。今
後、いつまた病気になるか分かりませんか
ら・・・。ですから、当社が直面している大き
な課題は人材の問題になります。
■編集部　ところで、環境に優しい印刷工場を
目指されていますが・・・。
■中　庭　はい。3年前にはグリーンプリンティ
ング認定工場の認定を取得しました。環境方針
を掲げてエコ印刷に取り込んでいます。普段か
ら社員4～5名の担当者を設けて、毎月のよう
に会議を開いて、環境保全に配慮した業務や仕
事のムダをなくすように心掛けています。
■編集部　省エネで具体的に取り組んでいるこ
とは何でしょうか？
■中　庭　電気料金を削減するために工場内

に電気管理システムを設置しています。電気が
一定以上使われると事務所で警報が鳴るのです
が、警報が鳴れば私が電気を切っても大丈夫な
蛍光灯やエアコンなどの電気を消して、設定値
以下の電気量に抑える役割をしています。それ
によって、当社の場合で年間10万円ほど電気
料金を削減することができました。他社さんも
是非電気管理システムを導入されて実践するこ
とをお勧めします。また、電気会社も東京電力
から別の会社に変えて、さらに別の会社という
ように、安価な会社に移行してきました。とに
かく省エネに関してはコスト削減につながります
から、私から社長に提案して、良いとなればス
ピーディーに対応するようにしています。

■中庭藤夫社長のコメント
　いま当社では、日本印刷個人情報保護体制
認定制度（JPPS）の取得に向けて申請書を作成
しているところです。顧客には印刷会社さんが
多いことから、プロの印刷会社さんにも納得し
ていただける品質と環境に配慮した生産体制、
それに個人情報保護は欠かせません。そのよ
うな中で、中庭ひろみさんは実の妹になります
が、経理はもちろん総務の仕事全般にわたって
的確に仕事をこなしており、頼りになる右腕で
す。しかも何でも相談できるので心強いです。
課題としては、総務の仕事をカバーできる人材
をいかに確保していくかになるでしょう。
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資料編

2 東京の印刷  2017年6月号  No.1420

今月号は、画像処理技術・高品位印刷で定
評がある株式会社山田写真製版所・東京本部
（城西支部）で、制作部プリプレス2課に所属さ
れている二宮ちひろさんに登場していただきま
した。二宮さんは東京デザイン専門学校を経
て入社して6年になる、期待されている社員で
す。仕事はプリプレスで入稿されたデータを印
刷データに仕上げる、印刷品質の要を担う業
務に就いています。同社は業界トップクラスの
高品位な製版・印刷技術で確固たる地位を築
いており、そのような職場で、クライアントや
デザイナーから信頼を寄せられる仕事をこなし
ている二宮さんに、入社してから今日までの心
情を中心に語っていただきました。

■編集部　入社されるまでの経緯について聞か
せてください。
■二　宮　山梨県からデザインを学ぶために
東京デザイン専門学校に入学しました。就職す
るに当たって、デザインの知識が活かせるデザ
イン会社などにエントリーしたのですが、なか
なか決まらずどうしたものかと思案していました
ら、学校の先生が当社を紹介してくださったの
で応募しました。直接デザインの仕事に関われ
るわけではありませんでしたが、印刷にはデザ
インが欠かせませんし、印刷自体にも興味を
持っていましたから、受けることにしたわけで
す。副社長に面接していただき、当社の経営理
念ですとか、お客様の高い品質要求に応えてい
ることなどを伺い、やりがいのある仕事だと感
じました。
■編集部　実際に入社されてどう思われました
か？
■二　宮　印刷については何も分からないまま

入社しましたから、先入
観はとくに持っていませんでした。最初に印刷
物や書籍が完成するまでの工程をつぶさに見さ
せていただき、大変勉強になりました。これか
ら自分もこの仕事に携わっていくのだと、身が
引き締まると同時にやる気が出てきたことを覚え
ています。
■編集部　それで研修はどのようなことを・・・。
■二　宮　いきなり職場に放り込まれたことを
覚えています（笑）。実践あるのみという感じで
した。具体的には先輩社員が行う仕事の仕方
を横で見ながら、その都度ソフトウェアの操作
を教わりながら、一緒に制作していく方法でし
た。基本的にはお客様からいただいたデータを
印刷データに変換する作業になりますし、これ
は今でも変わらないのですが、変換していく中
でデータに不具合やバグが発生しないかチェッ
クを行うのがメインの仕事になります。最初は
先輩の指導を仰ぎながら見様見真似でしたが、
慣れてくると、簡単なチラシなどの変換作業を
1人でするようになり、次第に画像修正を要する
難しい仕事を任せていただけるようになりました。
■編集部　仕事をしていて良かったなと感じる
のはどんな時でしょうか？
■二　宮　渡されたデータをより良い状態に、
また最適な状態に仕上げたいという気持ちを
常々持っていますので、営業担当やお客様か
ら、仕事の出来について「良かったよ」とか、
「ありがとう」と言われますと、嬉しいですね。
この仕事をしていて良かったと感じます。また、
完成した書籍が出版される際にレセプションを
開くことがあるのですが、自分がデータ制作で
携わった書籍ですと、やはり嬉しいですし、次
も頑張ろうという気持ちになります。

　二宮 ちひろさん
株式会社山田写真製版所　東京本部 制作部プリプレス2課

お客様から「ありがとう」と
言われる仕事をしていきたい
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■編集部　そうですか。スキル向上のために何
かされていることはありますか？
■二　宮　当社が携わった美術書や書籍はよく
見るようにしています。カメラマンの写真集など
画像を扱う仕事が多いですから、それらの書籍
には一応目を通して、自分の仕事に活かせれば
という観点で、印刷になった場合のクオリティ
をチェックしたりしています。
■編集部　なるほど。ところで、こちらには女
性社員は何名いらっしゃるのでしょうか？
■二　宮　5名です。少人数ですから、却って
皆でまとまりやすい印象があります。皆さん年
上の先輩ということもあって、何かと甘えさせて
いただいている感じです。非常に雰囲気はいい
ですね。
■編集部　では、女性社員の中には結婚されて
子供さんがいらっしゃる方もいるのでしょうか？
■二　宮　東京本部では2人結婚されていま
す。家庭と仕事を両立するのは大変だなと思う
のですが、そんなことは口にも出さずに仕事を
されている姿を見ますと、私も将来結婚しても
仕事を続けていくことができればと、感化され
ますね。
■編集部　女性社員が男性社員にまさっている
と思われる点はありますか？
■二　宮　先輩の女性社員を見ていますと、
往々にして女性のほうが男性よりも細かい部分
に気づきやすいのでは、と感じられました。で
すから、細部に渡って気遣いができる仕事を心
がけて、お客様に一層信頼を得られるように今
後の仕事に臨みたいです。個人的な希望です
が、そのような観点から女性社員をもっと増や
していただければありがたいのですが・・・。
■編集部　女性の力が望まれている時代ですか
らね。
■二　宮　それと、当社はワンフロアですから
業務間のやりとりがスムーズですし、男性と女
性の間でもコミュニケーションが自然にできて
いて風通しが良い職場だと感じます。そのよう
な環境の中で、お陰様で画像処理を含めていろ
いろな仕事を任せていただき、自信がつきまし

たので、今後新たな領域にもチャレンジしてい
ければと思っています。

■山田充宏副社長のコメント
　当社は「今日の縁が未来（あした）を結ぶ」を
モットーに、お客様をサポートさせていただい
ています。二宮さんはプリプレスの現場で力を
発揮されており、今では安心して仕事を任せら
れる社員になりました。これからも活躍される
ことを期待しています。女性社員がまだまだ少
ないため、今後はもっと増やして女性社員の能
力を活用していける会社にしていこうと考えてい
ます。そのためには、女性社員が働きやすい環
境を整備する必要があると考えています。
　そこで、社員が仕事と子育ての両立ができ、
社員が能力を十分に発揮できるようにするため
に、「次世代育成支援対策推進法」に基づく行
動計画を策定し、今年度から第4期行動計画
に移ります。目標は、産前産後休養や育児休業
等、育児休業給付、産休・育休中の社会保険
料免除など、制度の周知・情報提供を行ってい
くことです。また、育児のために始業・終業時
刻の繰り上げまたは繰り下げができる制度を整
える方針もあります。より働きやすい職場にして
社員の定着率を高めていくつもりです。

株式会社山田写真製版所の概略
◆東京本部所在地　東京都中野区弥生町2-4-9
　　　　　　　　　ツナシマ第3ビル4F
◆全社従業員　　　173名
◆事業内容  　　　企画デザイン・製版・印刷・製本をワンストッ

プサービスの高品位印刷で、お客様に新しい
価値を提供する。
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今月は、印刷加工から梱包発送、物流まで
幅広い事業を展開している株式会社ソウマ(墨
田支部)で、業務部に所属されている岡田成美
さんに登場していただきました。同社が特筆す
べき点は、室内環境を美化し快適な空間を提
供する光触媒コーティング事業を行っており、
その製品が一般住宅から企業、公共施設に至
るまで採用され着実に業績を伸ばしていること
です。岡田さんは入社されて6年目を迎え、同
僚、先輩社員から厚い信頼を得ています。休
日に社会人大学に通って勉学に励んだこともあ
り、非常に高いモチベーションを持ち続けてい
ます。入社の経緯から仕事への心がまえまで、
幅広く話を伺いました。

■編集部　入社された経緯について教えてくだ
さい。
■岡　田　大学で就職活動をすることになった
際に、趣味でイラストを描いたり、文房具や画
材など紙製品が好きでしたので、そんな分野に
関わる業界で仕事がしたいと思い、印刷業界を
選びました。東日本大震災の年が就職活動の時
期でしたので、厳しい経済状況ということもあっ
て就職先がなかなか決まらなかったことを覚え
ています。卒業式の直前になって、知り合いの
方から当社が事務職を募集していることを聞い
て、それですぐに面接していただき入社すること
ができました。
■編集部　就職するのが大変だったのですね。
当初から現在の業務部に就かれたのでしょう
か？
■岡　田　はい。最初は表面加工の受注処理が
主で、営業の方たちが受注してきた案件を集約し
て、制作から納品までの予定表を作成したりする

仕事をしていました。
■編集部　仕事はどのように覚えられたのです
か？
■岡　田　最初だけ先輩の方に手順や作成方
法を教えていただきましたが、すぐに仕事を任さ
れて業務を担当することになりました。表面加
工の業務については得意先が大体決まっていま
したし、コンピュータに当社専用の販売管理ソ
フトが搭載されていて、それを操作するのが主
な仕事になりますので、進行管理や予定表の作
成はすぐに慣れて、仕事自体の難しさは感じま
せんでした。性格上、予定表を作って管理した
り、業務のリストを作って片付けたりすることが
好きでしたので、業務の仕事は私には向いてい
たと思います。
■編集部　では、仕事が特に大変だと感じたこ
とはなかったのでしょうか？
■岡　田　ただ、入社して半年ほど経った頃
に、同じ部の先輩の女性社員が産休に入ること
になったので、その先輩がしていた請求業務全
般の仕事を受け持つことになった時は、仕事量
が増えた上に、お金に関する業務でしたから、
以前以上に神経を使うことになり、慣れるまで
は大変でした。
■編集部　仕事へのモチベーションを高めるた
めに何かされたことは・・・。
■岡　田　一時期、もっと勉強し成長したいと
思って、土日の休日に社会人が通える大学や講
座に通ったことがあります。しかし、仕事をしな
がら学ぶことにのめり込み過ぎたこともあって、
体調を崩してしまったので途中でやめてしまいま
した。また、会社からも英会話教室に通わせて
いただいたこともありました。というのも、環境
事業部で光触媒のコーティングに関するビジネ

　岡田 成美さん
株式会社ソウマ　業務部

働きやすい職場でさらに力を
発揮し会社の役に立ちたい
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スを展開しているのですが、海外からたまに問
い合わせの電話やメールがあり、英語で応える
必要があって、私が応対をしなければならない
時期がありましたので・・・。その時は英語を
学んだことが仕事の役に立ちましたね。
■編集部　御社は事業が多岐にわたっているの
が特色ですよね。
■岡　田　はい。そのため請求方法もそれぞれ
の事業ごとの様式に当てはめなければなりませ
んから、多少複雑な面があるのが他の印刷会社
さんの業務部門と異なっている点でしょうか。
■編集部　なるほど。ところで女性社員は何名
でしょうか？
■岡　田　5名ですが、パートの女性が10名
ほどいますので、女性の比率は3割程度になり
ます。女性社員の中には子育てしながら働いて
いる先輩の方もいますから、将来、結婚して子
供が生まれても多分働き続けると思います。ま
た、当社は40歳代の中堅社員が比較的多いの
が特徴です。
■編集部　職場環境はいかがでしょうか？
■岡　田　皆さん温かくて働きやすいです。先
ほど言いましたが、社会人大学に通っていた時
は仕事との両立できつい時期でしたが、あまり
仕事をムリしなくていいよと、皆さん気遣ってく
れましたし、自信が持てない時に、大丈夫だ
よ。と、励ましてくれたりした時もありました。
そのような職場ですので、居心地は良いです
ね。というのも、社長のご家族が役員や社員と
なって働かれていることもあって、非常にアット
ホームな職場で働きやすいです。ですから、よ
ほどの事情がない限り、長く働き続けたいと思
います。
　ただし、新卒で入社しましたので、最初は、
社員の方たちからは、なぜ新卒を入れたのかと
いう気持ちで見られていましたので、何となくア
ウェイの感覚でしたが、なるべく自分から挨拶
するなどコミュニケーションをとるように心がけ
て、打ち解けていきました。
■編集部　そうですか。入社したばかりの新入
社員にアドバイスをもらえますか？

■岡　田　私が言うのもおこがましいのです
が、上司から準備された仕事をただこなすだけ
でなく、自分から上司の動きや仕事の流れを観
察して、サポートできることを見つけて積極的に
動いてもらいたいですね。そうすることが、会
社の中での自分の居場所を見つける近道になる
のではないかと考えています。また、そんな行
動を上司は見てくれていますから、信頼され仕
事を任せてもらえるようになると思うのです。

■相馬武夫社長のコメント
　当社は、お客様の利益を一番に考え、常に
質の高い仕事とサービスを提供することをモッ
トーにしています。経営理念では、全社員の幸
せを追求すると共に、地域社会へ貢献していく
こと、顧客の信頼と期待に応え発展の役に立
つこと、全社員が一生働ける強い会社を作るこ
と、を掲げています。岡田成美さんは入社され
てから非常に真面目に仕事に取り組んでくれて
おります。向学心・向上心も旺盛で、社内で募
る「改善提案」にも度々選出されるなど、アイデ
アパーソンでもあります。今では社員だけでなく
私自身も厚い信頼を寄せており、今後ますます
期待する社員の1人です。ただし、とても頑張り
屋さんで多少無理をするところがありますので、
身体に気を付けて、これからも楽しんで仕事を
続けていただきたいと思っています。

株式会社ソウマの概略　　
◆本社住所　東京都墨田区菊川3-3-16
◆従業員 　約50名
◆事業内容　印刷全般、表面加工、梱包・発送・物流、光触媒商

品販売・施工等で質の高い仕事とサービスを提供。

女
外

シ
障

L

148



資料編

2 東京の印刷  2017年8月号  No.1422

今回登場いただいたのは、書籍・雑誌の印
刷製本から商業印刷全般を請け負う明和印刷
株式会社(山之手支部)の戸田工場本部でプリ
プレス課に所属されている門脇すみ代さんで
す。都内のビジネススクールを卒業されて同社
に新入社員として入社し、最初は戸田工場の生
産管理部門に配属されました。当初は営業を
介して制作の進行に携わっていた門脇さんです
が、すぐにプリプレス課に移り、印刷物の組版
業務を中心にプリプレスワークフローを担って
きました。入社されて20数年が経ち、今では
プリプレス部門の要となっています。入社から
今日まで、アナログからデジタルを経験されて
きた門脇さんに話を伺いました。

■編集部　入社の経緯についてお聞かせくださ
い。
■門　脇　元々マンガが好きで、印刷について
も興味は持っていました。就職するに当たって
数社の印刷会社の求人票を見て、その中から
書籍の印刷をされている当社に興味を持ち、採
用試験を受けました。あくまでも印刷される書
籍や印刷物に興味があったという程度で、当
社を選んだというのが本音です。ですから、印
刷物がどのような工程を経て作られているのか
は全く分かっていませんでしたから、学校で学
んだことが活かせるのかどうか不安ではありま
した。ただ入社した頃は、何かしらのお役に立
ちたいという一心でした。実は、私が入社した
年は新入社員が10名ほどいて、最も採用が多
かった年だったようです。同期の女性社員もか
なり入社しましたので、和気あいあいとしたムー
ドでしたね。
■編集部　なるほど。初めて印刷の現場を見ら

れたときの印象はいかが
でしたか？
■門　脇　文字が入稿されて、版下から製版を
経て印刷、製本される工程を見まして、想像以
上に複雑で、さまざまな機械を経て作られる工
程を目の当たりにしてすごいなと感じました。
■編集部　それでは、20年以上同じ会社に勤
めてこられたのは、何か理由があったのでしょう
か？
■門　脇　そうですね。一番に言えることは会
社の雰囲気が自分と合っていたということでしょ
うか。働きやすい環境で、のんびりした性格が
会社の風土とマッチしたのかもしれません。
■編集部　プリプレス部門に移ったのはすぐで
しょうか？
■門　脇　はい。90年代半ばに電算写植を少
し経験し、その後、DTPシステムを使って組
版業務をするようになりました。生産管理部門
からDTPに移るよう言われたことに対しては、
ビジネススクールでPCの操作を学んだ経験が
ありましたから、抵抗感もなくすぐに取り掛か
れるかと思いました。しかし、いざ業務に就き
ますと、初めて見る組版ソフトに戸惑い、簡単
ではありませんでした。それで会社からDTP
の操作を習得するための研修に行かせてもらっ
て、改めて一から勉強することになったのを覚え
ています。とにかく技術を習得し操作を習うの
ですが、非常に大変でしたね。でも、仕事を習
得する上で欠かせないことでしたから、一生懸
命取り組みました。
■編集部　DTPでは、具体的にどのような仕
事が多いのでしょうか？
■門　脇　書籍印刷が中心ですから、単行本
が主体になります。あと定期的に受注している

　門脇 すみ代さん
明和印刷株式会社　プリプレス課

プリプレス部門の要として
厚い信頼を寄せる逸材
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ものでは雑誌ですね。お客様が入稿されたデー
タをレイアウトしPDFファイルにして出力する
わけです。入社当時は興味本位なところもあり
ましたが、DTPをするようになってレイアウト
制作の知識が深まり、いろいろな組版に携わ
り、文字に対しても次第に興味を持つようにな
りました。当社のお客様は大学や団体、出版社
にしても割と堅い内容の書籍を出しているお客
様が多いですし、文字組版へのこだわりが結構
ありますから、90年代は写植で出力する仕事
が主流でした。MacによるDTP制作へ切り替
わったのは、かなり後になってからだと思います。
■編集部　仕事の中でコミュニケーションを取
られる方というのは・・・。
■門　脇　営業担当者とお客様の出版社の方
が多いです。打ち合わせに同席して制作方法
や進行の仕方について話し合っています。それ
と、新入社員が入ってきますと、毎年DTPの研
修を講師の立場でさせていただいています。研
修と言いましても、Macを立ち上げ実際の書籍
や印刷物のデータを開いて、ソフトの操作を見
せながら、実技を覚えてもらう方法になります。
■編集部　モチベーションが高まるのは、どん
なときでしょうか？
■門　脇　一番は自分が制作に携わった本が
完成したときですね。実際に組み上がった誌面
を見たときに達成感があります。
■編集部　書籍印刷で今後どのようなことに取
り組んでいくのが望ましいのか。ご意見をお聞
かせください。
■門　脇　私個人の意見としては、紙の書籍は
これまで通り続けていくことが大事だと思いま
すし、紙の本はなくならないという印象を持っ
ています。ただ一方で、まだまだ少ないニーズ
ではありますが、電子書籍にも応えていける仕
事をしていきたいですね。ただ、お客様のほう
も手探り状態で、電子書籍化するケースはま
だまだ少ないのが実情です。それと、会社では
なかなか難しいのでしょうが、個人的には個人
ユーザー向け、具体的には同人誌の印刷にも興
味を持っています。小ロット分野ですから利益

を上げるのは難しいですから、会社の事業とし
ては考えられないでしょうが、実際に同人誌を
作っている人たちは沢山いますから、個人向け
市場を掘り起こして、その分野のビジネスでお
役に立てることがあれば仕事をしてみたいです。

■山上文明取締役工場長のコメント
　門脇さんが入社された頃は、私は生産管理部
の係長だったかと思います。1995年頃に業界
に先駆けてMICSYSTEMを構築し、デジタ
ル処理を逸早く導入した際に、門脇さんを担当
にしたことを記憶しています。その後、当社は
デジタル化に向かっていくわけですが、まさに
デジタル化を最も身近に体験し仕事に活かして
きたのが門脇さんです。現在はDTPだけでな
く、刷版までの仕事もこなしていかなければな
りませんから、かなり大変だとは思います。新
入社員が入ってくれば、プリプレス業務を教え
る責任者としていろいろと尽力してもらっていま
す。そんな状況下で門脇さんは残業もいとわず
頑張ってくれています。ですから、当社としても
厚い信頼を寄せていますし、なくてはならない
社員としてこれからも大いに期待しています。
当工場では女性が少なくなったのが気がかりで
す。これからは女性が活躍していく会社が望ま
しいと思いますので、門脇さんに続く女性社員
の育成は重要課題と考えています。

明和印刷株式会社の概略
◆本社住所　東京都文京区向丘1-5-2
◆従業員　　約50名
◆事業内容　書籍・雑誌等の印刷製本業務全般とカタログ・パ

ンフ・ポスター等の商業印刷全般。
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今回登場していただくのは、三映印刷株式
会社（練馬支部）に入社されて10年目を迎え、
製版室でDTPの仕事をされている石井聖子さ
んです。同社は、東映のグループ企業として各
映画会社のポスター、チラシ、パンフレット、
販促物に特化した企画・印刷・制作・全国配送
業務を展開しています。石井さんは子供の頃か
ら印刷会社に興味を持ち、工業高等専門学校
でデザインを学んだ女性です。長年倉庫で事務
の仕事をされていましたが、2年前に現在の仕
事に就き、今後はデザイン分野でさらに力を発
揮していくことが期待されています。石井さん
に入社の経緯から現在の仕事について話を伺
いました。

■編集部　入社された経緯について教えてくだ
さい。
■石　井　高専で工業デザインを専門に学びま
したが、DTPを使って紙媒体のデザインも教わ
りましたので、就職では学んだことを活かせる分
野に進みたいと思っていました。就職活動をして
いた時に、学校に当社の就職の募集案内が来て
いたのを見て、面接試験を受けたのがきっかけ
です。不思議なのですが、昔から印刷物ができ
る工程に興味を持っていて、小学生の時に工場
見学で印刷会社に行った際に印刷機を目の当た
りにして、一層印刷が好きになったのを覚えてい
ます。当社は母校のＯＢの方が数名入社されて
いて、現在の上司の石井与雄室長も同じ高専の
卒業生ということもありましたので、安心感があ
りました。
■編集部　なるほど。最初に就いた仕事は・・・。
■石　井　 倉庫のほうで各映画会社に納品する
各種印刷物の指示書を入力する事務作業で、8

年程その業務を担当して
いました。DTPの仕事をしたいという気持ちは
ありましたが、実際にDTPをするとなると、学
校で学んだ程度では無理かなという思いはありま
した。Photoshopは使いこなせる自信はありま
したが、組版ソフトとなると難しいかなという印
象でした。それで現在の部署に配属してDTPの
仕事をするようになったのは、今から2年前です。
■編集部　製版室に配属されDTPの業務に就
いた時はどう思われましたか？
■石　井　DTPは本来、学校で学んでいた専
門的な知識でしたので、その知識がようやく仕
事に活かせるようになると感じました。それで新
しい仕事にチャレンジしていく気持ちが芽生えま
した。ただし操作をマスターしなければならず、
そのために横に先輩がついて一から教えてもらい
ながら、練習用の印刷物をデザインすることか
ら始めました。技術が身に付き仕事が任せても
らえるようになるまで1年は掛かったかと思いま
す。途中、知恵熱が出そうになるくらい頭が混乱
したこともありました。（笑）
■編集部　そうですか。仕事の流れはどうなっ
ているのでしょうか？
■石　井　お得意先の端物や頁物のDTPにな
るのですが、基本的に外部のデザイナーさんが
仕上げたデザインデータが入稿されてきて、そ
のレイアウトデザインで、特に写真などに修正
が必要な場合は、適正に修正して印刷用データ
に変換するのが主な仕事になります。映画など
エンターテインメントの商業印刷が主流ですか
ら、パンフレットやポスターで撮影した俳優さん
の写真をPhotoshopで修正を掛ける作業が多
いのが特徴です。ですから、色校正に関しては
かなり厳しいものがありますね。社内ではイン

　石井 聖子さん
三映印刷株式会社　生産部 製版室

デザイン力を活かせる仕事に
チャレンジしたい

輝く女性社員㉕
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クジェットプリンターで出力してお客様が作成し
たデータ通りに出力されているかどうかチェック
し、問題がなければお客様には本機校正で色
校正を出して確認してもらいます。そして、印刷
に回すというのが仕事の流れになります。
■編集部　仕事のモチベーションや達成感はど
ういった時にありますか？
■石　井　大量の仕事が入って来て、効率的に
上手くこなせた時に達成感があります。頁物も
任せてもらえるようになって、それなりにスキル
アップできているのかなと感じます。頁物はペラ
にはない難しさがあるのですが、難しいと思って
いたことができるようになると、モチベーション
が上りますね。それと、社内に定期的にデザイ
ンに関する書籍や雑誌が入ってきますので、それ
らを見て勉強させてもらっています。また、分か
らないことがあればすぐに上司に質問するように
しています。
■編集部　そうですか。社内のコミュニケーショ
ンも上手くいっているようですね。
■石　井　はい。同僚や上司との関係は良好
で、社内のコミュニケーションはよく取れている
と思います。
■編集部　ところで、将来のことになります
が、結婚されて家庭を持った場合、仕事は続け
ていかれますか？
■石　井　そうですね。現時点では結婚しても
働いていける状況であれば、この会社で働き続
けたいですし、子供が産まれても私自身は子育て
と両立させて仕事をしていきたいと思っています。
■編集部　今後、新しい分野の仕事に取り組ん
でみたいと思いますか？
■石　井　ええ。当社では今夏からお得意様
のキャラクターネイルプリントの仕事を始めまし
た。商品は子供向けのネイルプリントで、当社は
市販されている無地の付け爪にキャラクターを印
刷しています。このような新しい事業に携わって
いけたらと思いますね。
■編集部　これからの印刷会社や印刷市場につ
いて思っていることはありますか？
■石　井　ネットプリントの市場が拡大しつつあ

りますが、コンビニ感覚の印刷会社が街中にあ
れば一般の人たちにも利用してもらえるのでは
ないかと思うことがあります。店舗にはデジタル
印刷機だけでなく、3Dプリンターも置いてあっ
て、地域に密着した営業展開で、印刷会社と個
人ユーザーが密になって様々なニーズに応えて印
刷物を作っていくというスタイルです。現在のコ
ンビニのように気軽に入店できて、自由に設備
も利用でき、スタッフにも相談できる店舗です。
法人向けの大型プリントショップを小規模にして
街中に設けるプリントショップというイメージです。

■木戸秀一執行役員工場長のコメント
　石井さんは入社して8年程、商品を出荷する
倉庫で全国の映画館と連絡を取って、各種印刷
物の指示書の入力業務を毎日数百件こなしてい
た社員です。大変な仕事に従事していたので、
バイタリティがあって仕事に熱心に取り組む社員
であると感じていました。3年程前に社長から
自社生産できる商品のデザインを全社員に出す
よう言われた時に、石井さんが提出したストロー
マーカーのデザインが認められ、現在の製版室
に配属され、DTP業務をするようになりまし
た。そんなアイデアを出せる女性ですから、今
後もデザインや商品開発で大いに力を発揮して
ほしいです。

三映印刷株式会社の概略
◆本社住所　東京都練馬区貫井4-1-7
◆従業員　　72名
◆事業内容　各映画会社の印刷物・販促物などエンターテイン

メント業界に特化した企画、制作、印刷、全国配
送管理等を展開。
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今回登場していただくのは、有限会社篠原
紙工(江東支部)で業務管理を担当されている
佐藤絵弥(えみ)さんです。同社は工場見学会
を定期的に行うなど地域に開かれた製本会社
であり、しかも、企画から関わったり、自社製
品を開発したりと、高い技術と品質でクライア
ントからの信頼が厚いのが特徴です。そんな同
社で佐藤さんは当初パートタイムで入社し事務
や製本作業に携わってきました。今年5月に正
社員となり、仕事のステップアップが求められ
ているところです。入社から今日までの経緯や
仕事のビジョンなどについて話を伺いました。

■編集部　入社された経緯を教えてください。
■佐　藤　大阪出身で服飾のデザイン専門学校
を卒業し、結婚後に東京に移って来ました。東
京生活は今年でもう17年になります。その間会
社勤めはしないで、主婦をしながらいろいろなア
ルバイトをして家計にプラスとなればと働いてき
ました。2009年に扶養の範囲で働けるパート
の仕事はないかと、求人誌を見ていましたら、家
の近所の当社がパートを募集していましたので、
製本の知識は全くありませんでしたが、すぐに
連絡して面接を受けました。後日採用のお返事
をいただき、仕事に就くことができました。
■編集部　最初はどのような仕事から始められ
ましたか?
■佐　藤　希望の週4日の1日5時間勤務が叶
えられ、仕事は社員の皆さんのお手伝いをすると
いう簡単な作業でした。製本については何も知り
ませんでしたから機械を操作する仕事はできませ
ん。当時はまだ手作業の仕事がかなり残ってい
た時代でしたので、シールや両面テープを貼る仕
事をしました。しかし、なかなか上手く貼れなく

て皆さんの足を引っ張っ
ていましたね。とにかく専門用語が飛び交う中
で右往左往の日々が続きました。
■編集部　 そうですか。それでも入社されて8
年になります。ここまで続けてこられた要因は何
だと思われますか？
■佐　藤　町工場というものは、男性社会で失
敗すると怒号が飛び交う職場というイメージがあ
りましたが、当社は全くそんな感じではなく、仕
事ができなくても、「大丈夫だよ。あとでやって
おくから」と、割と大事にしてもらえたのが、こ
こまで続けて来られた大きな要因ではないでしょ
うか。非常に働きやすい職場環境です。
■編集部　モチベーションを感じたことやエピ
ソードはありますか？
■佐　藤　以前、再版の仕事が多い時期があっ
たのですが、社員の皆さんは前回の仕事の方法
についてどうやっていたのか、記憶に頼ってい
ることが多く、誰もデータ化していなかったので
す。また、備品についても誰かが管理していると
いうこともなかったので、仕事が非効率的で、
それが不思議だなと感じていました。それで、
自分の判断で仕事の作業工程を書き出して、次
回、同じような仕事が入ってきたら、メモに沿っ
て作業をしていくというスタイルを採ったわけで
す。そうしますと、そのうち佐藤が仕事の内容を
メモっているので、佐藤に聞けば分かるというこ
とになり、重宝がられるようになりました。
■編集部　自分で工夫して仕事をしていたわけ
ですね。
■佐　藤　はい。最初は言われた仕事を手伝う
程度でしたので、手持ち無沙汰になる時もありま
した。誰もアドバイスをくれず居場所がない感じ
でしたが、皆さんの仕事をサポートしていくこと

　佐藤 絵弥さん
有限会社篠原紙工

 業務改善部署の担当者として
社内改善に取り組む
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で、仕事をはかどらせるために何をすれば良いか
を考えるようになったわけです。業務改善と言え
ば大げさですが、それを勝手に進めていても誰
も咎める人もなく容認されていたことが、結果的
にプラスになったのではと思っています。
　また、私がミシンをあつかえることが分かりま
すと、社長からミシン綴じ製本の仕事を担当する
よう言われ、しばらくはその仕事の担当になった
こともありましたね。そうなると、もはやパート
では追いつかなくなり、フルタイムで働かざるを
得なくなったのです。手で裁く仕事を専門に行う
「手加工」というチームにも配属され、帰属意識
が高まってきました。
■編集部　現在は業務部門に配属されています
が・・・。
■佐　藤　事業開発部といった社内のさまざま
な改善をつかさどる部署の担当者として、生産
管理から人材育成・教育、環境整備（整理整頓
など）、イベント運営等を担当しています。生産
管理については、仕事が入ってきますと、その
仕事は誰が何時から何時まで担当するかを決め
て、エクセルで作った表に入力し作業管理の仕
事もしています。将来は業務管理システムにもう
少しコストを掛けていこうという話が出て来てい
ますので、そうなればＩＴ化されたワークフロー
の構築も考えられるかなと思います。
■編集部　なるほど。人材育成にも関わってい
らっしゃるのですね。
■佐　藤　大げさなものではありませんが、新
入社員が入ってきますと、最初の2カ月の試用期
間に仕事を覚えてもらうように、スケジュールを
組んで指導しています。学生から社会人になりま
すから、社会人としてのルールや仕事の流れを教
えて身に付けてもらっています。それと、分から
ない事があれば何でも相談してほしいというスタ
ンスで臨んでいます。
■編集部　今後も、活躍が期待されると思いま
すが、キャリアアップとしてはどのようなことを
考えられていますか？
■佐　藤　正社員となりましたので、従来以上
に責任が求められてくると思います。当社に合っ

た業務管理の仕方を考えて、少しでも会社のお
役に立てればという気持ちで仕事に臨んでいくつ
もりです。近々大阪に出向くのですが、その機
会を活かして工程管理で先進的なワークフロー
を築いてらっしゃる製本会社さんを見学してくる
予定です。スケジュール管理の仕方を学んでき
たいと思っています。少しずつキャリアアップを
図っていければと考えています。

■篠原慶丞社長のコメント
　佐藤さんを面接した時に、当社に相応しい人
材というインスピレーションを持ったので、採
用を決めました。パートタイムでの勤務でしたか
ら、どうなるのかなと半信半疑ではありました
が、今年で9年目となり、今では勤務年数では
長い方になりました。今年5月に正社員になっ
てもらったのですが、佐藤さんには当社にはな
かった生産工程を効率的に進めてもらう業務管
理の担当者として力を発揮してもらうつもりで
す。将来は社員と会社を結ぶよき管理者となっ
てもらえればと考えていますし、それができる
人材だと思っています。

有限会社篠原紙工の概略
◆本社住所　東京都江東区大島5-51-13
◆従業員　　28名
◆事業内容　企画から印刷提案、デザイン、各種製本加工業務

を展開し、紙の可能性を追求する製本会社。

※「輝く女性社員」は今月号をもちまして終了させていただきます。
　ありがとうございました。
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「女性活躍推進セミナー」を開催
―団体別採用力スパイラルアップ事業―

　東印工組とマンパワーグループ㈱が東京しご
と財団から受託し実施している「団体別採用力
スパイラルアップ事業」の一環として、10月31
日（木）に「女性活躍推進セミナー―女性が活躍
する組織をつくるためにリーダーが知っておくこ
と―」を開催した。
　本セミナーでは、国を挙げて職場での女性活
躍を推進している昨今、「女性の扱いに困ってい
る」「どうすればいいのかよく分からない」という
悩みを抱えている経営層や管理者を主な対象
に、女性社員が活躍する環境や体制づくりに欠
かせない、相互理解やコミュニケーションを促
進するためのポイントを中心に解説した。
　講師に池内ひろ美氏（八洲学園大学教授、内
閣府後援女性活躍推進委員会理事、よしもとク
リエイティブ・エージェンシー所属）を迎え、日
本印刷会館2階会議室で開催し、33社45名
が参加した。

【セミナー概要】
1．女性活躍推進の変遷
　1985年、男女雇用機会均等法が制定さ
れ、職場における男女差別を禁止し、募集・採
用・昇給・昇格などの面で平等に扱うことが定
められた。2003年、内閣府が2020年までに

指導的地位（①議会議員、②法人・団体等にお
ける課長相当職以上、③専門的・技術的職業
のうち特に専門性が高い職業に従事する者）に
女性が占める割合が少なくとも30％程度になる
よう「2030目標」を掲げ、社会全体で男女間格
差の積極的な改善措置を行うことを推奨した。
　2019年5月には「女性の職業生活における
活躍の推進に関する法律等の一部を改正する法
律案」が可決成立し、企業がセクハラ、パワハ
ラ、マタハラなどを防止する措置をとることが義
務とされた。

2．男女の脳の思考・行動の違い
　人間には論理的思考（合理的、科学的、理性
など）を司る左脳と、直感的思考（創造的、柔軟
性、感情など）を司る右脳があり、男性は主に
左脳を中心として論理的に考え、女性は右脳を
中心に感情的に考える傾向にあると言われてい
る。
　これを、人類600万年の進化の過程で考え
ると、男性は狩猟、女性は採集という役割の中
で、狩猟では出かける方向確認・チームワー
ク・指示系統が、採集では周囲とのコミュニ
ケーションや関係性構築が重要になる。現代に
置き換えれば、男性はポジション、成績、上下
関係、権力などを重視するようになり、女性は
居心地、周囲との関係性、やりがいなどを求め
るように変化してきたと考えられる。
　脳には性差はあるが、上下はない。男女それ
ぞれが重視していることが異なっているというこ
とを念頭に置いて接すれば、信用度と信頼感が
高まる。相互理解を深めることで職場や家庭で
の安定した関係に繋げてほしい。

講師の池内ひろ美氏
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～多様な人材活用を目指して～
「ダイバーシティ経営」への取り組みレポート

2017年度
愛知県印刷工業組合

CSR・ダイバーシティ委員会
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はじめに
　2017年度、愛知印刷工業組合CSR・ダイバーシティ委員会では、各委員の会社の「ダイバーシ
ティ経営」について、具体的な取組みを事例発表しました。

　政府の掲げる「ダイバーシティ経営」は大きな会社だからこそできることが多いように感じられま
す。けれども、わたしたち中小企業は、もともと多様な人材を大切にし活かすことに長けてきました。
そうせざるを得ない状況に置かれてきたともいえます。そこで、今年度初めて委員会で「ダイバーシ
ティ経営」について取り組むにあたり、まずは、わたしたち中小企業の、工夫にあふれた生の「ダイ
バーシティ経営」への取組みを共有し肯定したいと思いました。また、委員会で話し合われたこと
を、「愛知の印刷」で連載記事にしました。このレポートはその記事をまとめたものです。
　また、各事例へのコメントは、全日本印刷工業組合ダイバーシティ推進室でお世話になってい
る、社会保険労務士事務所Eオフィス・小倉絵里先生からいただきました。

■ 「ダイバーシティ経営」とは
　「ダイバーシティ経営」とは、これまで社会の中で均質性・効率性を優先することで機能してきた
システムや制度、経営戦略を見直し、社員一人ひとりが持つ様 な々違い（性別・国籍・年齢・学歴・
職歴等）を受け入れ、互いにストレスを感じることなく共存し、それぞれの特性を発揮し活動できる
ようにマネジメントし、企業の競争力に活かしていく経営戦略のことをいいます。
　この背景には、日本型雇用システムの特徴としての男性中心の労働供給が業務の非効率を招
いたり、人手不足が長時間労働を招いていることが挙げられ、IOT時代に通用しないスキルなど
課題は深刻化しています。
　我が国の将来的な生産年齢人口は1990年以降減少を続け、2060年には生産年齢人口割合
が約50％となると推定されています。このような労働市場の今後の目指すべき方向は、多様な働き
手による労働供給力の確保と企業内での人材の最適配置の実現、働き手の能力向上などが挙
げられます。これらの課題解決にはダイバーシティ・マネージメントを取り入れ、人材戦略の変革の
取り組みや、「働き方改革」による多様な人材の活躍が生産性の向上に不可欠です。

　　　　　　　　＊全日本印刷工業組合ダイバーシティ推進室「働き方改革」事例集より抜粋

■ 「働き方改革」とは
　「働き方改革」は政府の経済政策の「ニッポン一億総活躍プラン」において、少子高齢化という
日本の構造的な問題に立ち向かい、名目ＧＤＰ６００兆円、希望出生率1.8、介護離職ゼロをめざす
中での最大のチャレンジと位置付けされています。
　２０１７年３月２８日に発表された「働き方改革実行計画」の中で、以下の９つの項目を２０１７年か
ら２０２７年までに段階的に実施していくことがうたわれました。

　① 非正規雇用の処遇改善
　② 賃金引上げと労働生産性向上
　③ 長時間労働の是正

　④ 柔軟な働き方がしやすい環境整備
　⑤ 病気の治療、子育て・介護等と仕事の両立、障害者就労の推進
　⑥ 外国人材の受入れ
　⑦ 女性・若者が活躍しやすい環境整備
　⑧ 雇用吸収力の高い産業への転職・再就職支援、人材育成、格差を固定化させない
　　 教育の充実
　⑨ 高齢者の就業促進

■ 印刷業界の会社経営における問題点
　・ 従業員の高齢化
　・ 労働力の減少
　・ 優秀な人材の確保・定着
　・ 業務の効率化
　・ 生産性の向上
　・ 従業員の満足度・意欲向上
　・ 従業員のスキルアップ
　・ 従業員の心身の健康増進
　・ 育児・介護との両立

■ 「日本で一番働きやすい業種 ＝ 印刷業 」 となるために
　業務の効率化や残業の削減をはじめとする働き方の見直しや、育児や介護などのライフス
テージに応じて多様な働き方が選択できる制度の取り組み、ダイバーシティ経営を推進することが
これからの企業成長のカギとなります。

　このレポートが、少しでも皆様の経営にお役立て頂けることを祈念し、ごあいさつに代えさせて
いただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CSR・ダイバーシティ委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　山田　慎二
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　創業して３８年を経過すると、従業員の中から６０歳に
なり定年を迎える方が出てきます。 昔と違い今の６０歳
は若 し々くて、活動的な人が多い。今後６０歳以上の方
が当社も増えるなかでお互いに価値が発揮できる環境
づくりが必要だと思っていました。
　今後は、毎年２～３名ほど定年（６０歳）を迎える方が
います。営業・制作・生産等、職種は全般にわたります。
又、２年ほど前から新入社員の採用は減少しています。
理由は公務員等の採用結果が出ると辞退する方が増
えたからです。
　そのような状況下で、いままでの経験を活かしながら
働いていただく高齢者の働き方は重要な課題でした。

 対応策
●就業規則の見直し
　４年前に就業規則を見直しました。定年は６０歳その
ままですが、引き続き勤務を希望した場合は希望者全員
を６５歳まで再雇用する内容を就業規則に追記しました。
　まず定年を迎える方それぞれに、３年まえ（５７歳）にな
ると、雇用延長の希望を確認して、６０歳まで能力面・健
康面を考慮しながらどんなポジションが最適なのか決め、
処遇についても規定を策定して公平に行って」います。
　現在グループ全社で14名います。総務・営業・生産
管理と職種は定年前と同じ部署がほとんどです。みなさ

ケース１（第二種知的障害者／判定区分B）
　現相談役が約18年前に「知人の息子が作業所で勤
務出来なくなり困っていると相談を受け採用することに
なった。
　廃棄物の分別、整理整頓清掃、在庫紙の包み直しな
ど数多くの雑務、印刷部・加工部のフォローなど能力に
合わせた作業を担当して頂いている。
　印刷・加工のオペレーターがやると作業が停止してし
まうなど効率が悪くなってしまう。
　雑務・業務を担当して頂く事で会社全体の作業効率
アップに貢献している。
　その他、周りの社員がどう接しているかを観察するこ
とで社員の人間性を見ることができ、仕事以外での評価
にもつなげられている。

ケース２（第二種知的障害者／判定区分C）
　約20年前から「愛知県立春日井高等特別支援学校」
より職場体験を年2回受け入れている。約５年前、職場
体験で来た生徒の中に雇用したい子がいたため学校
側に相談すると、その子の実家から弊社は通えない距
離だったため断念。
　その時、学校側から別の子を紹介してもらい採用が
決定。加工部にて梱包をメインに担当して頂いている。

●事例紹介
　出身国は中国で、弊社が独自のサ－バ－を開発した
時に入社していただきました。勤続２０年で現在５２歳の
男性です。中国人の女性と結婚して、平成１０年に帰化
されています。今はサ－バ－の開発をしておりませんが、
サ－バ－関連機器やソフト・ＯＳなどに詳しく、プログラミン
グも行えるので、サ－バ－の構築提案・設置調整・トラブ
ル対応をしていただいております。
　また、日本語も使えるので、中国メ－カ－との商談や中
国の展示会視察などでは通訳もしていただいておりま
す。当初の開発には携わっていませんが、知識・能力を
活かした仕事をしていただいており、永い間、働いても
らっております。

●本人からの一言
　中国人としてではなく、仲間として扱ってくれることがと
てもうれしいです。また、仕事以外でも、いろいろな場面
で援助・アドバイスをいただけるので、大変助かっており

ん今までの経験の中でも得意とするジャンルで働いてい
ます。そこに生きがいが生まれ、後輩の育成にも繋がると
考えています。職場のコミュニケーションも良い状態で元
気に働いています。
　又、今年の２月に５０歳を超える方を採用する計画もあ
ります。印刷技術をもっている方で、今後の活躍に期待し
ています。

●社長からの一言
　社会では益々高齢者の方が増える中、当社は今年、
新たな事業領域の拡大を図っています。いままでの印刷
事業と合わせて、多様なフィールドで高齢者の活躍を推
進しています。
　いつまでも情熱をもってやりがいのある仕事をしてい
けば、75歳まで働けます。

　女性ならではの丁寧な作業とオペレーターが気づか
なかったキズや汚れにもよく気がつき出荷前の最終検品
としてもおおいに貢献して頂いている。

まとめ
　当時からダイバーシティに取り組もうなんて意識は全く
なく今に至る。
　偶然の出会いで二人の雇用に至ったが、弊社自身が
非常に助けられている欠かせない人材。
　社内に障害を持った方がいることが自然である現状
は非常にありがたいこと、他社では簡単に真似出来ない
ことだと思うのでこれからも職場体験などを通して取り組
んでいきたい。

ます。お互いに助け合いながら仕事に取り組む雰囲気が
気に入っています。

●上司からの一言
　サ－バ－関連の仕事とは別に、社内で運用している通
販サイトの構築、インタ－ネット関連の構築、メンテナンス
なども永い間行っていただいています。最近取扱いが増
えてきている中国製品の窓口担当なども行ってもらって
おり、ソフト開発から外国との取引に関してまで対応でき
る、頼りになる社員です。

〈事例 1〉  高齢者の雇用 〈事例 3〉  障害者の雇用

〈事例 4〉  外国人の採用

3 4

コメント（小倉先生）

社員数 118名（男女比 55%：45%）

社員数 180名（男女比 84%：16%）

社員数 43名（男女比 87%：13%）

　今後60歳超えのメンバーの取り合いが予想される
中、先取りした対策で企業全体の活力をつけていま
す。もともとの職場で得意なジャンルの仕事を続ける
事ができる事は、社員のモチベーションに繋がります。
　特に57歳からそれぞれの希望をキャッチする事で、
社員にとっても未来の新しいライフプランが想定で
き、安心感のある制度です。

コメント（小倉先生）
オリンピック開催に向け大きく環境が変化すると思わ
れますが、近い将来日本においても、「社内に障害を
持った方がいることが自然である現状」になって行き
ます。その環境を「非常にありがたいこと」としてとら
え、取り込んでいる事は会社全体の大きな財産となり
ます。「愛知県立春日井高等特別支援学校」から職場体
験を年2回受け入れているという積極的な取組は印刷
業において、お手本とすべき点ではないでしょうか。

コメント（小倉先生）
　日本国内での人口減にあわせ、グローバル化は一
気に進んでいます。特筆することが無くなる時代はそ
こまで来ています。ご本人の談であるように、国籍や性
別ではなく同じ社内で共に働く仲間です。今後は色々
な国籍のメンバーがより集まってくることで新しいイノ
ベーションに期待が広がっていきます。

　出産のために育児休業を取っていた従業員が休業
後復帰するときに、当初子どもを預かってもらう予定だっ
た従業員の親が病気のため子どもを預けることができな
くなり、就業時の子どもの預け先が決まらずに困っており
ました。

 対応策

　従業員本人が子どもの預け先が決まり次第職場復
帰を望んでいることと、従業員の自宅が会社から近くや
り取りもしやすいこともあり、在宅にて仕事をしてもらうこと
になりました。
　しかし、もともとは事務職で、担当していた仕事内容は
在宅でできるものではなかったので、社内で行っている
別の部署の業務の中で、在宅でも可能な仕事を集めま
した。仕事内容としては、文字の入力作業・校正作業・
検品作業・内職作業などをやっていただきました。
　その後従業員の親の体調もよくなり、子どもも就業中
は面倒を見ていただくことができ職場に復帰しました。

　現在は在宅勤務の従業員はおりませんが、これがきっ
かけで幼い子どもをもつ従業員に対して社内で理解が
進み、またもともと役員が小さい子どもを会社に連れてき
ていた前例もあり、夏休みなどの長期休みや土曜日など
は子連れ出勤も可能にして、子育て世代が安心して働
ける環境を少しずつ整えています。

〈事例 2〉  在宅勤務について

コメント（小倉先生）
　印刷業界においても、在宅勤務は色々な場面で活
用されてきています。特に「出産」と「介護」をかかえる
社員は年々増加していて、政府もこの在宅勤務制度を
積極的に後押ししてきているところです。「うちの会社
で在宅勤務なんて無理」という声が聞こえてくる事も
多い中、在宅でできる業務への切替は視点を変える
思い切った試みです。他の業務に携わる事で自身に
とっても新しい発見があったのではないでしょうか。
今後意外に早いスピードで在宅勤務の沢山の取組が
増加する事が想定されています。

社員数 23名（男女比 66%：34%）
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　創業して３８年を経過すると、従業員の中から６０歳に
なり定年を迎える方が出てきます。 昔と違い今の６０歳
は若 し々くて、活動的な人が多い。今後６０歳以上の方
が当社も増えるなかでお互いに価値が発揮できる環境
づくりが必要だと思っていました。
　今後は、毎年２～３名ほど定年（６０歳）を迎える方が
います。営業・制作・生産等、職種は全般にわたります。
又、２年ほど前から新入社員の採用は減少しています。
理由は公務員等の採用結果が出ると辞退する方が増
えたからです。
　そのような状況下で、いままでの経験を活かしながら
働いていただく高齢者の働き方は重要な課題でした。

 対応策
●就業規則の見直し
　４年前に就業規則を見直しました。定年は６０歳その
ままですが、引き続き勤務を希望した場合は希望者全員
を６５歳まで再雇用する内容を就業規則に追記しました。
　まず定年を迎える方それぞれに、３年まえ（５７歳）にな
ると、雇用延長の希望を確認して、６０歳まで能力面・健
康面を考慮しながらどんなポジションが最適なのか決め、
処遇についても規定を策定して公平に行って」います。
　現在グループ全社で14名います。総務・営業・生産
管理と職種は定年前と同じ部署がほとんどです。みなさ

ケース１（第二種知的障害者／判定区分B）
　現相談役が約18年前に「知人の息子が作業所で勤
務出来なくなり困っていると相談を受け採用することに
なった。
　廃棄物の分別、整理整頓清掃、在庫紙の包み直しな
ど数多くの雑務、印刷部・加工部のフォローなど能力に
合わせた作業を担当して頂いている。
　印刷・加工のオペレーターがやると作業が停止してし
まうなど効率が悪くなってしまう。
　雑務・業務を担当して頂く事で会社全体の作業効率
アップに貢献している。
　その他、周りの社員がどう接しているかを観察するこ
とで社員の人間性を見ることができ、仕事以外での評価
にもつなげられている。

ケース２（第二種知的障害者／判定区分C）
　約20年前から「愛知県立春日井高等特別支援学校」
より職場体験を年2回受け入れている。約５年前、職場
体験で来た生徒の中に雇用したい子がいたため学校
側に相談すると、その子の実家から弊社は通えない距
離だったため断念。
　その時、学校側から別の子を紹介してもらい採用が
決定。加工部にて梱包をメインに担当して頂いている。

●事例紹介
　出身国は中国で、弊社が独自のサ－バ－を開発した
時に入社していただきました。勤続２０年で現在５２歳の
男性です。中国人の女性と結婚して、平成１０年に帰化
されています。今はサ－バ－の開発をしておりませんが、
サ－バ－関連機器やソフト・ＯＳなどに詳しく、プログラミン
グも行えるので、サ－バ－の構築提案・設置調整・トラブ
ル対応をしていただいております。
　また、日本語も使えるので、中国メ－カ－との商談や中
国の展示会視察などでは通訳もしていただいておりま
す。当初の開発には携わっていませんが、知識・能力を
活かした仕事をしていただいており、永い間、働いても
らっております。

●本人からの一言
　中国人としてではなく、仲間として扱ってくれることがと
てもうれしいです。また、仕事以外でも、いろいろな場面
で援助・アドバイスをいただけるので、大変助かっており

ん今までの経験の中でも得意とするジャンルで働いてい
ます。そこに生きがいが生まれ、後輩の育成にも繋がると
考えています。職場のコミュニケーションも良い状態で元
気に働いています。
　又、今年の２月に５０歳を超える方を採用する計画もあ
ります。印刷技術をもっている方で、今後の活躍に期待し
ています。

●社長からの一言
　社会では益々高齢者の方が増える中、当社は今年、
新たな事業領域の拡大を図っています。いままでの印刷
事業と合わせて、多様なフィールドで高齢者の活躍を推
進しています。
　いつまでも情熱をもってやりがいのある仕事をしてい
けば、75歳まで働けます。

　女性ならではの丁寧な作業とオペレーターが気づか
なかったキズや汚れにもよく気がつき出荷前の最終検品
としてもおおいに貢献して頂いている。

まとめ
　当時からダイバーシティに取り組もうなんて意識は全く
なく今に至る。
　偶然の出会いで二人の雇用に至ったが、弊社自身が
非常に助けられている欠かせない人材。
　社内に障害を持った方がいることが自然である現状
は非常にありがたいこと、他社では簡単に真似出来ない
ことだと思うのでこれからも職場体験などを通して取り組
んでいきたい。

ます。お互いに助け合いながら仕事に取り組む雰囲気が
気に入っています。

●上司からの一言
　サ－バ－関連の仕事とは別に、社内で運用している通
販サイトの構築、インタ－ネット関連の構築、メンテナンス
なども永い間行っていただいています。最近取扱いが増
えてきている中国製品の窓口担当なども行ってもらって
おり、ソフト開発から外国との取引に関してまで対応でき
る、頼りになる社員です。

〈事例 1〉  高齢者の雇用 〈事例 3〉  障害者の雇用

〈事例 4〉  外国人の採用

3 4

コメント（小倉先生）

社員数 118名（男女比 55%：45%）

社員数 180名（男女比 84%：16%）

社員数 43名（男女比 87%：13%）

　今後60歳超えのメンバーの取り合いが予想される
中、先取りした対策で企業全体の活力をつけていま
す。もともとの職場で得意なジャンルの仕事を続ける
事ができる事は、社員のモチベーションに繋がります。
　特に57歳からそれぞれの希望をキャッチする事で、
社員にとっても未来の新しいライフプランが想定で
き、安心感のある制度です。

コメント（小倉先生）
オリンピック開催に向け大きく環境が変化すると思わ
れますが、近い将来日本においても、「社内に障害を
持った方がいることが自然である現状」になって行き
ます。その環境を「非常にありがたいこと」としてとら
え、取り込んでいる事は会社全体の大きな財産となり
ます。「愛知県立春日井高等特別支援学校」から職場体
験を年2回受け入れているという積極的な取組は印刷
業において、お手本とすべき点ではないでしょうか。

コメント（小倉先生）
　日本国内での人口減にあわせ、グローバル化は一
気に進んでいます。特筆することが無くなる時代はそ
こまで来ています。ご本人の談であるように、国籍や性
別ではなく同じ社内で共に働く仲間です。今後は色々
な国籍のメンバーがより集まってくることで新しいイノ
ベーションに期待が広がっていきます。

　出産のために育児休業を取っていた従業員が休業
後復帰するときに、当初子どもを預かってもらう予定だっ
た従業員の親が病気のため子どもを預けることができな
くなり、就業時の子どもの預け先が決まらずに困っており
ました。

 対応策

　従業員本人が子どもの預け先が決まり次第職場復
帰を望んでいることと、従業員の自宅が会社から近くや
り取りもしやすいこともあり、在宅にて仕事をしてもらうこと
になりました。
　しかし、もともとは事務職で、担当していた仕事内容は
在宅でできるものではなかったので、社内で行っている
別の部署の業務の中で、在宅でも可能な仕事を集めま
した。仕事内容としては、文字の入力作業・校正作業・
検品作業・内職作業などをやっていただきました。
　その後従業員の親の体調もよくなり、子どもも就業中
は面倒を見ていただくことができ職場に復帰しました。

　現在は在宅勤務の従業員はおりませんが、これがきっ
かけで幼い子どもをもつ従業員に対して社内で理解が
進み、またもともと役員が小さい子どもを会社に連れてき
ていた前例もあり、夏休みなどの長期休みや土曜日など
は子連れ出勤も可能にして、子育て世代が安心して働
ける環境を少しずつ整えています。

〈事例 2〉  在宅勤務について

コメント（小倉先生）
　印刷業界においても、在宅勤務は色々な場面で活
用されてきています。特に「出産」と「介護」をかかえる
社員は年々増加していて、政府もこの在宅勤務制度を
積極的に後押ししてきているところです。「うちの会社
で在宅勤務なんて無理」という声が聞こえてくる事も
多い中、在宅でできる業務への切替は視点を変える
思い切った試みです。他の業務に携わる事で自身に
とっても新しい発見があったのではないでしょうか。
今後意外に早いスピードで在宅勤務の沢山の取組が
増加する事が想定されています。

社員数 23名（男女比 66%：34%）
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　弊社は21人の社員のうち６名が女性従業員です。そ
の中のひとりが産休・育休を取得することになりました。
弊社にとって初めての産休・育休の事例でした。相談を
受けたとき、本人がものすごく悩んでいることに、女性が
社会で働き続けることはこれほど困難なものなのだ、と憤
りを覚えました。社員ひとりひとりに自分の能力を活かし
てほしいので、社員のやる気をそがないように、仕事がし
やすいように、ほんの少し会社が後押しをしました。

 対応策
●育児のための短時間勤務を
　小学生３年生終了時まで拡大

　彼女の復帰後をサポートするため、子どもが６歳まで
可能だった育児のための短時間勤務取得を、小学校３
年生終了までに拡大する制度変更を行いました。この
女性従業員は会社にとって大きな戦力であり、「子育て
中だから仕事ができない」という状況には絶対にしたくあ
りませんでした。ときには赤ちゃんを連れて出社し、会議
室に寝かせてミーティングを行ったこともあります。
　「そんなことできるはずがない」という懸念の声もありま
したが、泣いたらあやすなどして滞りなく会議を進めるこ
とができました。育休取得後の短時間勤務については、
時間を効率的に使って大きな成果をあげるというプラス
の側面が大きかったと考えています。時間制約があるか

らこそ働き方を積極的に見直し、結果としてチーム全体
の生産性が改善されていきました。　　　　　　　　
　この成果から、後日マザーハローワークに募集をかけ
た際、「子育て中のママを応援します」とコメントを添えた
ところ、「そのような会社で働きたいので」と多数の応募
者がありました。このとき応募してくれたひとりが、いま弊
社の経理部長となって活躍しています。

〈事例 5〉  子育て中の社員

5 6

コメント（小倉先生）
　「お互い様」という声が聞こえてくるのではないで
しょうか。高度成長期の頃日本の職場の姿は正にこの
状況だったと聞きます。ベビーブームに押され沢山の
子供たちがいた時代ではありますが、同時に保育園が
今よりずっと少ない時です。職場に子供を連れてお
ぶって仕事をしたり、あやし合ったりして社会で子育て
を担ってきました。「赤ちゃんを連れて出社し、会議室
に寝かせてミーティングを行った・・・滞りなく会議を進
める事ができた」。頭で考えていては、一歩も進めませ
ん。まずはやってみる。どう工夫するのかが試されてい
ます。

社員数 21名（男女比 72%：28%）

●「女性の働き方を考える会」から
　「ダイバーシティ会議」へ
　2014年9月に女性社員全員参加で「女性の働き方を
考える会」を発足。出産や育児に直面した女性社員が、
不安なく、イキイキと働ける職場をめざし、男性の管理職
も交えてみんなで意見交換をしました。
　話を進めていく中で、会社の文化を変えるには男女全
員のワークライフバランスの推進が大事だということにな
り、「ワークバランスを考える会」、そして「ダイバーシティ
会議」と発展。すべての社員を対象に、さまざまなライフ
ステージにあった働き方を考える会になりました。
　話し合いの結果、「全部署フレックスタイム制度の導
入」「現在3歳までの短時間勤務制度を子どもが小学校
3年生修了までに拡大」「1時間単位で有給休暇の申請
ができる」の３つの要望を役員会議に提案し、承認を得
て導入することができました。　　　　　　　　　　
　　導入後はフレックスタイム制度を有効に活用するこ
とで残業時間を減らしたり、1時間単位で有給休暇を使
用することで女性社員のみならずお子さんをもつ男性社
員も子どもの行事に参加する機会が増えました。　　　
　また、子育て経験をもつ先輩社員で構成された「たま
ひよ倶楽部」を結成。プレママやこれから子育てを経験
していく女性社員に家庭の事を含めてアドバイスをする
ことで、働き方の選択をすることができるようになりました。
　いままでにも沢山の方が産休・育休を取得しています。
この度、制度が充実したことで育児ママが会社に増え、

立場を共感することでお互い様精神が芽生え、子どもの
病気や行事の時に安心して休むことができます。仕事だ
けでなく「入学準備はどうしたらいい？」などプライベート
のコミュニケーションも活発になりました。

●社長からの一言
　私は男だから、女だからという考え方ではなく、誰がど
のようなフィールドで活躍できるのかが重要な事だと思い
ます。
　「人は強いところもあれば弱いところもあります。それを
仲間であれば補わなければなりません。」そのことを良く
理解しなければ成り立ちません。
　会社が目的・目標を達成するためには、環境整備が非
常に重要であり我社の基盤戦略の１つです。それには、
仕事を行う方 も々やりがいがなければいけません。
　働きがいのある環境整備を今後もしていきましょう。

〈事例 7〉  産休と育休後の女性社員の雇用 社員数 118名（男女比 55%：45%）

コメント（小倉先生）
　会社の文化を変える試みはどの会社も苦労している
ところです。社員が話合いの上新しい制度の導入を
行っていますが、「導入後フレックスタイム制度を有効
に活用し残業時間を減らせた」「1時間単位での有給休
暇を使用することでお子さんをもつ男性社員が子ども
の行事に参加する機会が増えた」と、生産性向上そし
て意識改革両方の糸口をつかんでいます。積極的な社
員の参加は制度の推進に勢いをつけます。

　当社には、2人のシングルマザー社員がおります。
入社11年と10年になります。すでに、お子さんもそれぞれ
高校生になり、今は安定した仕事や生活をされていま
す。それこそ入社当時はお子さんの突然の病気や園の
送り迎えなど当然定時の出勤がかなわないときもありまし
たが現在のような時短社員制度もありませんでしたの
で、そのあたりは「大目に見る」ことにより過ごしてきたよう
に思います。
　大変なことだから皆で支えあえばよいといった発想で
それぞれが当たり前と感じていたようです。何が何でも
そうでなければならないと他の社員にも示しがつかない
といった社風もありませんでした。ごく自然な流れでこの
ようにしてきました。現在では、様々な制度改革をし働く
社員を応援する様 な々融通をしています。
　例えば2時間の有給使用で親の介護や子供、本人の
通院などに利用しています。女性社員比率の高さがそう

させたと思っています。これからも頑張る社員が働きやす
い環境整備に取り組んでほしいと感じています。

〈事例 6〉  シングルマザー社員

コメント（小倉先生）
　シングルマザーであっても産前産後時の出産手当
金や、育児休業期間中の給付金等も勿論受給する事
が可能です。今は背中を押してくれる制度も多いので
すが、社員は知らないケースもあります。ただ、制度の
みが社員を支えるのではなく会社の風土が人支えを
します。人生の中でどれ程の長い時間業務に携わり、
社内で過ごすかを改めて考え、このケースの様に、ど
の位相互に支え合える企業であるかが優秀な社員確
保のカギを握っているのではないでしょうか。

社員数 47名（男女比 64%：36%）

５９歳男性正社員
　幼少期より肢体不自由（下肢）１級にも拘らず、1977年
に入社以来、まずは職業訓練で学んできたタイプを業務
とし、次に文字組編集機や電算写植機が主流となった
際は、文字組編集機（Ｔｏｒａｙ ＦＸ）を習得し、現在では
ＤＴＰオペレーターとして活躍しています。
　もちろんＣＴＰ出力機の清掃や重い物の持ち運びな
ど、どうしても出来ないこともありますが、同じ部署の人た
ちはもちろん、他部署の人たちの協力もあり、またそれら
の同僚が普通に接することで、ハンディを感ずることは稀
です。
　印刷業界においては、下肢に負担をかけずに行うこと
ができる業務は必ず存在します。適所に配属すること
で、障害者雇用のハードルを下げることは可能です。

〈事例 8〉  障害者雇用

コメント（小倉先生）
　「印刷業界においては、下肢に負担をかけずに行う
ことができる業務は必ず存在します」の言葉にあるよ
うに、受け入れ側の意識改革がうまくいけば思わぬ
効果に出会う事が出来ます。誰でも、何でもかんでも
できるわけではありません。そして誰にでも得手不得
手があります。それは「歳だから~」等で蓋をしなけれ
ば人間には大きな力があるという事の再確認です。
出来ない事は出来る人に助けて貰えば良いのではな
いでしょうか。力の発揮どころは違えば違うほど総じ
て大きな力に変化します。素晴らしい仲間に相互に
出会えた事例です。

社員数 14名（男女比 36%：64%）
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　弊社は21人の社員のうち６名が女性従業員です。そ
の中のひとりが産休・育休を取得することになりました。
弊社にとって初めての産休・育休の事例でした。相談を
受けたとき、本人がものすごく悩んでいることに、女性が
社会で働き続けることはこれほど困難なものなのだ、と憤
りを覚えました。社員ひとりひとりに自分の能力を活かし
てほしいので、社員のやる気をそがないように、仕事がし
やすいように、ほんの少し会社が後押しをしました。

 対応策
●育児のための短時間勤務を
　小学生３年生終了時まで拡大

　彼女の復帰後をサポートするため、子どもが６歳まで
可能だった育児のための短時間勤務取得を、小学校３
年生終了までに拡大する制度変更を行いました。この
女性従業員は会社にとって大きな戦力であり、「子育て
中だから仕事ができない」という状況には絶対にしたくあ
りませんでした。ときには赤ちゃんを連れて出社し、会議
室に寝かせてミーティングを行ったこともあります。
　「そんなことできるはずがない」という懸念の声もありま
したが、泣いたらあやすなどして滞りなく会議を進めるこ
とができました。育休取得後の短時間勤務については、
時間を効率的に使って大きな成果をあげるというプラス
の側面が大きかったと考えています。時間制約があるか

らこそ働き方を積極的に見直し、結果としてチーム全体
の生産性が改善されていきました。　　　　　　　　
　この成果から、後日マザーハローワークに募集をかけ
た際、「子育て中のママを応援します」とコメントを添えた
ところ、「そのような会社で働きたいので」と多数の応募
者がありました。このとき応募してくれたひとりが、いま弊
社の経理部長となって活躍しています。

〈事例 5〉  子育て中の社員

5 6

コメント（小倉先生）
　「お互い様」という声が聞こえてくるのではないで
しょうか。高度成長期の頃日本の職場の姿は正にこの
状況だったと聞きます。ベビーブームに押され沢山の
子供たちがいた時代ではありますが、同時に保育園が
今よりずっと少ない時です。職場に子供を連れてお
ぶって仕事をしたり、あやし合ったりして社会で子育て
を担ってきました。「赤ちゃんを連れて出社し、会議室
に寝かせてミーティングを行った・・・滞りなく会議を進
める事ができた」。頭で考えていては、一歩も進めませ
ん。まずはやってみる。どう工夫するのかが試されてい
ます。

社員数 21名（男女比 72%：28%）

●「女性の働き方を考える会」から
　「ダイバーシティ会議」へ
　2014年9月に女性社員全員参加で「女性の働き方を
考える会」を発足。出産や育児に直面した女性社員が、
不安なく、イキイキと働ける職場をめざし、男性の管理職
も交えてみんなで意見交換をしました。
　話を進めていく中で、会社の文化を変えるには男女全
員のワークライフバランスの推進が大事だということにな
り、「ワークバランスを考える会」、そして「ダイバーシティ
会議」と発展。すべての社員を対象に、さまざまなライフ
ステージにあった働き方を考える会になりました。
　話し合いの結果、「全部署フレックスタイム制度の導
入」「現在3歳までの短時間勤務制度を子どもが小学校
3年生修了までに拡大」「1時間単位で有給休暇の申請
ができる」の３つの要望を役員会議に提案し、承認を得
て導入することができました。　　　　　　　　　　
　　導入後はフレックスタイム制度を有効に活用するこ
とで残業時間を減らしたり、1時間単位で有給休暇を使
用することで女性社員のみならずお子さんをもつ男性社
員も子どもの行事に参加する機会が増えました。　　　
　また、子育て経験をもつ先輩社員で構成された「たま
ひよ倶楽部」を結成。プレママやこれから子育てを経験
していく女性社員に家庭の事を含めてアドバイスをする
ことで、働き方の選択をすることができるようになりました。
　いままでにも沢山の方が産休・育休を取得しています。
この度、制度が充実したことで育児ママが会社に増え、

立場を共感することでお互い様精神が芽生え、子どもの
病気や行事の時に安心して休むことができます。仕事だ
けでなく「入学準備はどうしたらいい？」などプライベート
のコミュニケーションも活発になりました。

●社長からの一言
　私は男だから、女だからという考え方ではなく、誰がど
のようなフィールドで活躍できるのかが重要な事だと思い
ます。
　「人は強いところもあれば弱いところもあります。それを
仲間であれば補わなければなりません。」そのことを良く
理解しなければ成り立ちません。
　会社が目的・目標を達成するためには、環境整備が非
常に重要であり我社の基盤戦略の１つです。それには、
仕事を行う方 も々やりがいがなければいけません。
　働きがいのある環境整備を今後もしていきましょう。

〈事例 7〉  産休と育休後の女性社員の雇用 社員数 118名（男女比 55%：45%）

コメント（小倉先生）
　会社の文化を変える試みはどの会社も苦労している
ところです。社員が話合いの上新しい制度の導入を
行っていますが、「導入後フレックスタイム制度を有効
に活用し残業時間を減らせた」「1時間単位での有給休
暇を使用することでお子さんをもつ男性社員が子ども
の行事に参加する機会が増えた」と、生産性向上そし
て意識改革両方の糸口をつかんでいます。積極的な社
員の参加は制度の推進に勢いをつけます。

　当社には、2人のシングルマザー社員がおります。
入社11年と10年になります。すでに、お子さんもそれぞれ
高校生になり、今は安定した仕事や生活をされていま
す。それこそ入社当時はお子さんの突然の病気や園の
送り迎えなど当然定時の出勤がかなわないときもありまし
たが現在のような時短社員制度もありませんでしたの
で、そのあたりは「大目に見る」ことにより過ごしてきたよう
に思います。
　大変なことだから皆で支えあえばよいといった発想で
それぞれが当たり前と感じていたようです。何が何でも
そうでなければならないと他の社員にも示しがつかない
といった社風もありませんでした。ごく自然な流れでこの
ようにしてきました。現在では、様々な制度改革をし働く
社員を応援する様 な々融通をしています。
　例えば2時間の有給使用で親の介護や子供、本人の
通院などに利用しています。女性社員比率の高さがそう

させたと思っています。これからも頑張る社員が働きやす
い環境整備に取り組んでほしいと感じています。

〈事例 6〉  シングルマザー社員

コメント（小倉先生）
　シングルマザーであっても産前産後時の出産手当
金や、育児休業期間中の給付金等も勿論受給する事
が可能です。今は背中を押してくれる制度も多いので
すが、社員は知らないケースもあります。ただ、制度の
みが社員を支えるのではなく会社の風土が人支えを
します。人生の中でどれ程の長い時間業務に携わり、
社内で過ごすかを改めて考え、このケースの様に、ど
の位相互に支え合える企業であるかが優秀な社員確
保のカギを握っているのではないでしょうか。

社員数 47名（男女比 64%：36%）

５９歳男性正社員
　幼少期より肢体不自由（下肢）１級にも拘らず、1977年
に入社以来、まずは職業訓練で学んできたタイプを業務
とし、次に文字組編集機や電算写植機が主流となった
際は、文字組編集機（Ｔｏｒａｙ ＦＸ）を習得し、現在では
ＤＴＰオペレーターとして活躍しています。
　もちろんＣＴＰ出力機の清掃や重い物の持ち運びな
ど、どうしても出来ないこともありますが、同じ部署の人た
ちはもちろん、他部署の人たちの協力もあり、またそれら
の同僚が普通に接することで、ハンディを感ずることは稀
です。
　印刷業界においては、下肢に負担をかけずに行うこと
ができる業務は必ず存在します。適所に配属すること
で、障害者雇用のハードルを下げることは可能です。

〈事例 8〉  障害者雇用

コメント（小倉先生）
　「印刷業界においては、下肢に負担をかけずに行う
ことができる業務は必ず存在します」の言葉にあるよ
うに、受け入れ側の意識改革がうまくいけば思わぬ
効果に出会う事が出来ます。誰でも、何でもかんでも
できるわけではありません。そして誰にでも得手不得
手があります。それは「歳だから~」等で蓋をしなけれ
ば人間には大きな力があるという事の再確認です。
出来ない事は出来る人に助けて貰えば良いのではな
いでしょうか。力の発揮どころは違えば違うほど総じ
て大きな力に変化します。素晴らしい仲間に相互に
出会えた事例です。

社員数 14名（男女比 36%：64%）
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７８歳女性パート社員
　本人の能力が高く、まだまだ体力的にも十分に勤務
可能であったため、7５歳まで延長再雇用を繰り返し、営
業職（社内勤務）で活躍していただきました。一旦は心
臓の病のため退職したものの、クライアントなどから再雇
用を望む声があり、本人の健康状態に支障がないた
め、7７歳より再度週３日程度のパート勤務で復帰。
　筆耕を依頼しても外注業者と遜色ない品質を現在も
保っています。休日は習い事に通うためや、近隣に住む
長女一家を訪れるために、有意義に活用しているようで
す。高齢者でもスキルが高く、体力的にも過度に負担を
かけなければ、70歳以降も大いに活躍の場があるように
思われます。

〈事例 10〉  高齢者雇用

7 8

コメント（小倉先生）
　78歳という高齢ではと考えるケースは多いのです
が、女優業の方等を想定すると長年携わってきた業
務には経験が勝る事も多い事に気づきます。今回の
ケースは正にそれで、時間のコントロールがあれば
充分に力を発揮して頂ける場面があります。雇入れ側
の意識の入れ替えが一番のKEYWORDとなります。

社員数 14名（男女比 36%：64%）

　ワークライフバランスの取組みは、自身の病気の経験
から命の大切さ、時間の大切さを思い知ったことが背景
にあります。
　時間は命そのものであり、社員にも時間を大切にして
豊かな人生を歩んでほしいと強く願うようになりました。け
れども社内を見渡してみると、残業が営業部だけに偏っ
ていたり、また、長く残業した者が評価されるという評価
軸では、だれも効率よく働こうとは思わないですよね。
　そのため
１．特定の時期や部署で長時間労働になっている
　 現実をかえる
２．生産性の高い働き方に対する評価軸をつくる
　まずは上記の２点の達成を目標に掲げました。

 対応策
●ワークライフ・バランスプロジェクトチーム発足
　１年間、２つのチームにわかれて、それぞれワークバラ
ンスについて考える活動をしました。
　指導される社労士の先生の方針で、押し付けにならな
いよう、一年目は経営者はノータッチ、社員の意識から変
えていく方法を選びました。
社内の各部署から選ばれた6～7人で混成した2つの
チームが、毎月の定例会を軸に活動。それぞれの目標
は、Aチームが「チームで仕事をシェアすることで、それぞ
れがやりたい事を実現する」、Bチームが「オリジナル就業
規則を作成して、MYタイムを充実させる」でした。１年間
の活動のなかでワークライフバランス実践の難しさや課
題、今後の可能性が見えてきました。
　ワークライフバランスへの取組みから、世代による働き

方に対する価値観の違いや、部署ごとの負担、ライフに
対する考え方の相違がみえてきました。また、 “売上数字
があるから早く帰れない”“早く帰ることで業績が落ちな
いか不安”“対応の遅れによる顧客離れが心配”といっ
た声が挙がりました。こうした不安に対し、これまでのよう
な価格や納期のみを重視する顧客至上主義では社員も
疲弊してしまう、さらに上流にある仕事の取り方から変え
ていく必要があることなどを話し合いました。
　その結果、弊社では付加価値率が高く、独自性のある
サービスを育てていく中長期戦略を立てました。
　ワークライフバランスの実践は生易しい物ではありませ
ん。プロジェクトメンバーが非常に苦労する姿も目にして
います。それでも社員の幸福、そして会社の経営基盤の
強化に欠かせないものだと考えています。

〈事例 9〉  ワークライフバランスの取組み

コメント（小倉先生）
　ワークライフバランスを目指す時の両輪は、労働時
間の削減と生産性の向上です。労働時間を減らすと、
生産量が圧倒的に悪くなるのでは実現が不可能だか
らです。このケースの様に、「付加価値率が高く、独自性
のあるサービスを育てていく中長期戦略」等きっちりと
したビジョンが無ければ絵に描いた餅になりがちで
す。２４時間生産性の高い仕事をやり続ける事は我々
人間にはできません。今後AIも発達していく中で、機械
に任せられることを任せ、人間は人間にしかできない
事を行う時代に突入していきます。だからこそ、しっか
りとしたワークライフバランスを考え、フルに活動する
時間と、休息し人生を充実させる時間の切り分けがう
まくできるような工夫が早急に必要です。

社員数 21名（男女比 72%：28%）

　８年ほど前、若手社員より「有給休暇は使えるのです
か？」と質問がありました。
　年次有給休暇の取得に関して一応公表はしていた
が、それまでは病気やお葬式などの時に使う程度でほと
んどの社員は使用していない状況でした。従業員の権
利として有給休暇を利用することは至極もっともなので
すが、当時までは利用し辛い環境や雰囲気だったのだと
思います。
　以前より大学の就職関係の方から「今の学生は就職
先を選ぶ時、週休２日・有給休暇の取得できるかを重要
視してますよ」と伺っていたのと、そろそろ労働環境の見
直しを考えていかないといけないと思っていたところだっ
たので、会社として有給休暇を利用しやすくするための
方法を考えることにしました。

 対応策
●有給休暇届出書と有給休暇
　取得カードの作成
　まず書類の整備として、有給休暇届出書と取得カード
を作成しました。
あらかじめ従業員の勤続年数から決められた利用可能
日数を表にした取得カードは、従業員に管理してもらい、
利用時に届出書と一緒に提出してもらうようにしました。 
　これにより有給休暇を取り辛い雰囲気も無くなり、残り
日数の把握と計画的な利用ができるようになったと思いま
す。また、一日だけでなく半日や時間単位での利用も可

能としたので、特に年配者の従業員の方に利用者が多
く、働き方にも変化が現れてきたように思います。
　また、完全週休２日制希望者には休みではない土曜日
に有給休暇を利用してもらうことにしました。
とはいえやはり年配者の有給休暇取得日数は依然少な
く、完全消化はされていません。
　家にいても何もすることが無いのでという方もみえま
す。強制的に取得させることはしませんが、そのような従
業員には「有給休暇の利用は権利なので、利用したから
と言って文句は無しですよ」と説明して納得してもらって
います。
　利用時期も繁忙期をさけ閑散期に利用してくれてい
るなど、従業員も気をつかってくれていて、今のところ順
調にいっています。

〈事例 11〉  勤務時間・有給休暇の取得

コメント（小倉先生）
　有給休暇の取得ほど時代の変革があった項目はな
いのではないでしょうか。有給休暇を有効活用できる
よう社員にアドバイスする会社が増えています。これか
ら大きなテーマとなる生産性向上に向け、ONとOFFの
切替こそが非常に大切だからです。上手な有給休暇の
取得はその機動力としても大いに役立つと思われま
す。取得カードの作成等どのようにすれば取得しやす
いのかは会社の風土によりそれぞれですが、身近な
工夫で大きな成果を上げている事例といえます。

社員数 9名（男女比 56%：44%）

　十数年前から韓国や中国の企業と取引があります。
韓国法人も7年前に設立し社員はすべて韓国人です。
それらの社員とコミュニケーションをしっかりとるために日
本側に韓国人で日本語の堪能な社員が一人、日本人で
韓国大好きなビジネス韓国語のできる社員が一人おりま
す。二人は中国語も堪能です。おかげで韓国中国の会
社との折衝は非常にスムーズにおかなわれております。
　昨年ベトナムハノイでベトナム人大学生を採用いたし
ました。約8か月日本語学校で勉強したのちに日本語N3
程度の日本語が習得できたので晴れて就労ビザが取得
できWEBエンジニアとして本社採用いたしました。
　約3ヶ月が過ぎ日本語のスキルもかなりレベルアップし
予定どおり3月にベトナム法人も設立することが出来まし
た。来月には、通販サイトを立ち上げ現地採用も始まって
おります。　今後は、彼が中心となって日本とベトナムで
ビジネスを展開する準備が整いました。日本とベトナムの

懸け橋となり当グループの柱として成長していくことを約
束しました。

〈事例 12〉  外国人社員

コメント（小倉先生）
　7年前から韓国法人を設立し、韓国の方を採用す
る、あるいはベトナム人の大学生を採用するなど、積
極的な外国人社員の登用に早くから取り組んでいる
ケースです。特殊に感じる方もいらっしゃるかもしれ
ませんが、実は現在日本でも海外採用するケースが
増えています。この様な事案は今後もっと多くなると
見込まれます。また現地法人という選択肢もどんどん
増えていくと思われますので、印刷業としても大いに
参考にしたい事例です。

社員数 47名（男女比 64%：36%）
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７８歳女性パート社員
　本人の能力が高く、まだまだ体力的にも十分に勤務
可能であったため、7５歳まで延長再雇用を繰り返し、営
業職（社内勤務）で活躍していただきました。一旦は心
臓の病のため退職したものの、クライアントなどから再雇
用を望む声があり、本人の健康状態に支障がないた
め、7７歳より再度週３日程度のパート勤務で復帰。
　筆耕を依頼しても外注業者と遜色ない品質を現在も
保っています。休日は習い事に通うためや、近隣に住む
長女一家を訪れるために、有意義に活用しているようで
す。高齢者でもスキルが高く、体力的にも過度に負担を
かけなければ、70歳以降も大いに活躍の場があるように
思われます。

〈事例 10〉  高齢者雇用

7 8

コメント（小倉先生）
　78歳という高齢ではと考えるケースは多いのです
が、女優業の方等を想定すると長年携わってきた業
務には経験が勝る事も多い事に気づきます。今回の
ケースは正にそれで、時間のコントロールがあれば
充分に力を発揮して頂ける場面があります。雇入れ側
の意識の入れ替えが一番のKEYWORDとなります。

社員数 14名（男女比 36%：64%）

　ワークライフバランスの取組みは、自身の病気の経験
から命の大切さ、時間の大切さを思い知ったことが背景
にあります。
　時間は命そのものであり、社員にも時間を大切にして
豊かな人生を歩んでほしいと強く願うようになりました。け
れども社内を見渡してみると、残業が営業部だけに偏っ
ていたり、また、長く残業した者が評価されるという評価
軸では、だれも効率よく働こうとは思わないですよね。
　そのため
１．特定の時期や部署で長時間労働になっている
　 現実をかえる
２．生産性の高い働き方に対する評価軸をつくる
　まずは上記の２点の達成を目標に掲げました。

 対応策
●ワークライフ・バランスプロジェクトチーム発足
　１年間、２つのチームにわかれて、それぞれワークバラ
ンスについて考える活動をしました。
　指導される社労士の先生の方針で、押し付けにならな
いよう、一年目は経営者はノータッチ、社員の意識から変
えていく方法を選びました。
社内の各部署から選ばれた6～7人で混成した2つの
チームが、毎月の定例会を軸に活動。それぞれの目標
は、Aチームが「チームで仕事をシェアすることで、それぞ
れがやりたい事を実現する」、Bチームが「オリジナル就業
規則を作成して、MYタイムを充実させる」でした。１年間
の活動のなかでワークライフバランス実践の難しさや課
題、今後の可能性が見えてきました。
　ワークライフバランスへの取組みから、世代による働き

方に対する価値観の違いや、部署ごとの負担、ライフに
対する考え方の相違がみえてきました。また、 “売上数字
があるから早く帰れない”“早く帰ることで業績が落ちな
いか不安”“対応の遅れによる顧客離れが心配”といっ
た声が挙がりました。こうした不安に対し、これまでのよう
な価格や納期のみを重視する顧客至上主義では社員も
疲弊してしまう、さらに上流にある仕事の取り方から変え
ていく必要があることなどを話し合いました。
　その結果、弊社では付加価値率が高く、独自性のある
サービスを育てていく中長期戦略を立てました。
　ワークライフバランスの実践は生易しい物ではありませ
ん。プロジェクトメンバーが非常に苦労する姿も目にして
います。それでも社員の幸福、そして会社の経営基盤の
強化に欠かせないものだと考えています。

〈事例 9〉  ワークライフバランスの取組み

コメント（小倉先生）
　ワークライフバランスを目指す時の両輪は、労働時
間の削減と生産性の向上です。労働時間を減らすと、
生産量が圧倒的に悪くなるのでは実現が不可能だか
らです。このケースの様に、「付加価値率が高く、独自性
のあるサービスを育てていく中長期戦略」等きっちりと
したビジョンが無ければ絵に描いた餅になりがちで
す。２４時間生産性の高い仕事をやり続ける事は我々
人間にはできません。今後AIも発達していく中で、機械
に任せられることを任せ、人間は人間にしかできない
事を行う時代に突入していきます。だからこそ、しっか
りとしたワークライフバランスを考え、フルに活動する
時間と、休息し人生を充実させる時間の切り分けがう
まくできるような工夫が早急に必要です。

社員数 21名（男女比 72%：28%）

　８年ほど前、若手社員より「有給休暇は使えるのです
か？」と質問がありました。
　年次有給休暇の取得に関して一応公表はしていた
が、それまでは病気やお葬式などの時に使う程度でほと
んどの社員は使用していない状況でした。従業員の権
利として有給休暇を利用することは至極もっともなので
すが、当時までは利用し辛い環境や雰囲気だったのだと
思います。
　以前より大学の就職関係の方から「今の学生は就職
先を選ぶ時、週休２日・有給休暇の取得できるかを重要
視してますよ」と伺っていたのと、そろそろ労働環境の見
直しを考えていかないといけないと思っていたところだっ
たので、会社として有給休暇を利用しやすくするための
方法を考えることにしました。

 対応策
●有給休暇届出書と有給休暇
　取得カードの作成
　まず書類の整備として、有給休暇届出書と取得カード
を作成しました。
あらかじめ従業員の勤続年数から決められた利用可能
日数を表にした取得カードは、従業員に管理してもらい、
利用時に届出書と一緒に提出してもらうようにしました。 
　これにより有給休暇を取り辛い雰囲気も無くなり、残り
日数の把握と計画的な利用ができるようになったと思いま
す。また、一日だけでなく半日や時間単位での利用も可

能としたので、特に年配者の従業員の方に利用者が多
く、働き方にも変化が現れてきたように思います。
　また、完全週休２日制希望者には休みではない土曜日
に有給休暇を利用してもらうことにしました。
とはいえやはり年配者の有給休暇取得日数は依然少な
く、完全消化はされていません。
　家にいても何もすることが無いのでという方もみえま
す。強制的に取得させることはしませんが、そのような従
業員には「有給休暇の利用は権利なので、利用したから
と言って文句は無しですよ」と説明して納得してもらって
います。
　利用時期も繁忙期をさけ閑散期に利用してくれてい
るなど、従業員も気をつかってくれていて、今のところ順
調にいっています。

〈事例 11〉  勤務時間・有給休暇の取得

コメント（小倉先生）
　有給休暇の取得ほど時代の変革があった項目はな
いのではないでしょうか。有給休暇を有効活用できる
よう社員にアドバイスする会社が増えています。これか
ら大きなテーマとなる生産性向上に向け、ONとOFFの
切替こそが非常に大切だからです。上手な有給休暇の
取得はその機動力としても大いに役立つと思われま
す。取得カードの作成等どのようにすれば取得しやす
いのかは会社の風土によりそれぞれですが、身近な
工夫で大きな成果を上げている事例といえます。

社員数 9名（男女比 56%：44%）

　十数年前から韓国や中国の企業と取引があります。
韓国法人も7年前に設立し社員はすべて韓国人です。
それらの社員とコミュニケーションをしっかりとるために日
本側に韓国人で日本語の堪能な社員が一人、日本人で
韓国大好きなビジネス韓国語のできる社員が一人おりま
す。二人は中国語も堪能です。おかげで韓国中国の会
社との折衝は非常にスムーズにおかなわれております。
　昨年ベトナムハノイでベトナム人大学生を採用いたし
ました。約8か月日本語学校で勉強したのちに日本語N3
程度の日本語が習得できたので晴れて就労ビザが取得
できWEBエンジニアとして本社採用いたしました。
　約3ヶ月が過ぎ日本語のスキルもかなりレベルアップし
予定どおり3月にベトナム法人も設立することが出来まし
た。来月には、通販サイトを立ち上げ現地採用も始まって
おります。　今後は、彼が中心となって日本とベトナムで
ビジネスを展開する準備が整いました。日本とベトナムの

懸け橋となり当グループの柱として成長していくことを約
束しました。

〈事例 12〉  外国人社員

コメント（小倉先生）
　7年前から韓国法人を設立し、韓国の方を採用す
る、あるいはベトナム人の大学生を採用するなど、積
極的な外国人社員の登用に早くから取り組んでいる
ケースです。特殊に感じる方もいらっしゃるかもしれ
ませんが、実は現在日本でも海外採用するケースが
増えています。この様な事案は今後もっと多くなると
見込まれます。また現地法人という選択肢もどんどん
増えていくと思われますので、印刷業としても大いに
参考にしたい事例です。

社員数 47名（男女比 64%：36%）
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9

●セミナー「小さな種が大きな木になる方法」
　㈱ノウハウ　バンク様　
　働きやすさと売上げアップ

●企業視察
　㈱吉村の会社見学　静岡県焼津　
　ダイバシティ１００選に選出された企業。社員の多様性を認め、社員自ら考え
行動するための仕掛けを、２回以上は「いただきっ」とメモし持ち帰ることのでき
る会社見学会です。

●（名古屋市） 子育て支援企業認定制度
●（名古屋市） 女性の活躍推進企業認定制度
●（愛知県） 愛知県ファミリーフレンドリー企業認定制度
●（厚生労働省） くるみん認定制度
●（厚生労働省） えるぼし認定制度

　どの認定制度もこの数年で挑戦する企業が増えてきましたが、中小企業で
挑戦する会社はまだ珍しいです。表彰されれば会社のブランディングにも大い
に貢献し、採用時にも効力を発揮します。

認定制度

助成金

2018年度 CSR・ダイバーシティ委員会がご提供予定のもの

●女性活躍活性化助成金　ほか

　２年ほど前、ある女性社員から「副業はOKですか?」
と尋ねられました。彼女は「ウォーキング・スタイリスト」の
資格を取得後、自分で教室を開くという夢を持っていまし
た。そしてその教室を、会社の近くのカフェを借りて開き
たいとのこと。
　会社の就業規則には、「副業OK」の項目がすでにあ
りましたし、副業を持つことを国が後押ししている流れが
ありましたので、経営者としてすぐに許可を出しました。む
しろ難しかったのは、「なんであいつだけ?」という社内の
空気を変えていくことでした。

 対応策
●ワークライフバランスのミーティングの
　中で意識改革
　まず、社内にすでにあったワークライフバランスの取組
みのミーティングで、彼女自身が「副業」をテーマのひとつ
に取り上げました。就業規則の確認をチーム全員でした
り、副業についての新聞記事の回覧、「副業を持つこと
の意味」などについてチームで話し合いました。また彼女
の副業を会社も応援していることを、月一回の全体報告
会で話しました。
　彼女は実際に、近所のカフェで教室を開きました。水
曜日の５時以降と土曜日の夕方に生徒さんが来て、今も
続いています。「本業に差し支えないのか」「いつか会社

をやめてしまって、そちらに専念するのではないか」という
社員の一部のひとたちの懸念をよそに、本人は二つの
仕事をイキイキと両立しています。自分の教室を持つとい
う経験によって、お客さまのニーズを汲み取る能力が高ま
り、また、仕事を抱え込まず周囲に頼るなど、会社にとって
も本人にとってもよい影響が出てきています。
　ただ、「副業推進、推進」で進めすぎたため、まだ社内
では納得いかない社員もいることと思います。その人た
ちに心から納得してもらうためにも、副業を持つ本人がき
ちんと本業もこなすこと、そして、自社ならではの心のこ
もったルールつくりをしていきたいと思っています。

〈事例 13〉  副業・アルバイト

コメント（小倉先生）
　副業については、今期の国会で議論の進む「働き方
改革実行計画案」でも大きく掲げられています。自社の
業務がおろそかにならない様に、総労働時間の管理
など工夫は必要ですし、社内での調整も大切になりま
すが、自分の違う一面を充実させたいという希望は特
に若年層に多いようです。デザイナーが写真の仕事を
週末に受ける等、別の世界で活躍できる事でそれを現
在の業務にも役立てたいという思いもあります。今後
の印刷業界においては先行して対応が必要になりそ
うです。

社員数 21名（男女比 72%：28%）
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と
いっ
た
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
が
全

印
工
連
発
行
の

冊
子『
働
き
方

改
革
』に
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
メ
ン
バ
ー
は
、仙
台・山
形・東

京・神
奈
川・名
古
屋・大
阪・宮
崎
の
各

都
市
か
ら
集
結
し
、

①
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィの
浸
透
度
を
測
る
た
め

　
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
配
布
を
実
施

②
同
じ
業
界
で
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
活
か

　
し
た
経
営
を
さ
れ
て
い
る
会
社
の
視
察

③
東
京
で
の
開
催
に
な
り
ま
す
が
、委
員

　
会
メ
ン
バ
ー
の
実
体
験
を
も
と
に
取
り

　
組
み
を
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
を
通
し
て
、ど
こ
の
会
社
で
も
直

面
し
て
い
る
身
近
な
こ
と
、他
社
の
取
り

組
み
事
例
を
知
る
こ
と
は
参
考
に
な
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。所
属
地
域
に
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
の
考
え
方
を
普
及
し
た
り
、ど
う

取
り
入
れ
る
の
か
を
紹
介
す
る
役
割
も

担
って
い
ま
す
の
で
、誌
面
を
お
借
り
し
て

②
の
企
業
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の

取
り
組
み
に
理
解
を
深
め
る
た
め
実
施
し

た
長
野
県
の
2
社
への
視
察
の
様
子
を
紹

介
し
ま
す
。

　
こ
の
２
社
を
選
ん
だ
の
は
、技
能
五
輪

大
会
の
印
刷
部
門
で
女
性
オ
ペレ
ー
タ
ー

が
金
賞
を
受
賞
し
た
他
、翌
大
会
に
も
選

手
を
輩
出
し
て
お
り
、若
者
や
女
性
の
活

用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
ど

ん
な
会
社
な
の
か
？
ま
た
ク
ー
タ・バ
イ

ン
デ
ィ
ン
グ（
手
で
押
え
な
く
て
も
閉
じ
な

い
製
本
）を
考
案
し
た
製
本
会
社
の
技
術

者
の
年
齢
層
に
偏
り
が
な
い
の
は
ど
う
し

て
か
？
な
に
か
理
由
が
あ
る
の
で
は
と
興

味
を
持
っ
た
か
ら
で
す
。

亜
細
亜
印
刷
株
式
会
社

　
ま
ず
、藤
森
英
夫
社
長
か
ら
会
社
の
概

要
や
業
務
内
容
を
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

1
9
6
3
年
設
立
。学
術
書
や
専
門
書

な
ど
の
書
籍
印
刷
に
特
化
。社
員
80
名
の

う
ち
女
性
が
半
数
以
上
。長
野
県
は
養

蚕
が
盛
ん
で
、古
く
か
ら
女
性
を
働
き
手

と
し
て
活
用
す
る
土
壌
が
あ
り
、戦
時

中
、東
京
の
印
刷
会
社
が
で
き
な
く
な
っ

た
教
科
書
の
印
刷
の
依
頼
を
受
け
た
の

が
始
ま
り
。

　
活
版
か
ら
電
算
写
植
に
代
わっ
た
時
に

同
じ
人
が
携
わ
る
こ
と
で
、活
版
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
た
キ
メ
細
か
い
も
の
づ
く
り

が
出
版
社
に
重
宝
が
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

書
籍
づ
く
り
は
時
間
が
か
か
り
、長
い
も

の
だ
と
15
年
と
い
う
も
の
も
あ
る
。電
子

書
籍
な
ど
が
台
頭
し
て
い
る
が
、脳
の
働

く
部
分
が
、紙
面
と
画
面
を
見
た
時
と
は

違
う
と
い
う
研
究
結
果
が
あ
り
、紙
の
書

籍
の
存
在
意
義
は
あ
り
、誇
り
を
持
って

取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
早
速
案
内
さ
れ
た
電
算
部
で
は
、整
然

と
し
た
机
上
の
モ
ニ
タ
ー
で
作
業
を
進
め

て
い
る
女
性
社
員
が
多
い
な
と
い
う
印
象

を
受
け
ま
し
た
。原
稿
は
顧
客
か
ら
の
預

り
も
の
な
の
で
保
管
庫
か
ら
都
度
作
業

机
に
運
ん
で
き
て
作
業
を
し
て
、終
わっ
た

ら
戻
す
こ
と
を
徹
底
し
て
い
る
そ
う
で

す
。直
射
日
光
が
入
ら
な
い
よ
う
、ま
た
、

気
持
ち
が
落
ち
着
く
よ
う
に
と
窓
に
は
障

子
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
次
に
8
月
に
新
し
く
導
入
さ
れ
た
印

刷
機
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
る

印
刷
工
場
へ
、8
時
30
分
か
ら
と
13
時
30

分
か
ら
の
２
交
代
制
。残
業
は
で
き
る
だ

け
な
い
よ
う
に
し
て
、早
番
と
遅
番
の
人

が
重
な
る
時
間
帯
は
断
裁
な
ど
の
準
備

作
業
に
あ
て
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
印
刷
課
８
人
中
３
人
が
女
性
。技
能

五
輪
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
原
山（
旧

姓
伊
東
）さ
ん
、敢
闘
賞
を
受
賞
し
た
早

瀬
さ
ん
、華
奢
な
体
で
、新
し
い
機
械
に
も

全
く
動
じ
ず
機
械
を
操
る
姿
が
格
好
よ

く
、隣
で
４
色
機
を
操
作
し
て
い
た
21
歳

の
女
性
も
原
山
さ
ん
、早
瀬
さ
ん
に
憧
れ

て
電
算
部
か
ら
印
刷
部
への
異
動
を
志
願

し
、技
能
五
輪
を
目
指
し
て
日
々
健
闘

中
。原
山
さ
ん
は
11
月
に
出
産
を
控
え
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、新
し
い
機
械
が
気

に
な
っ
て
と
入
社
4
年
目
の
女
性
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
育
成
す
る
た
め
出
社
さ
れ
て

い
ま
し
た
。意
欲
の
あ
る
女
性
を
会
社
が

全
面
的
に
バッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
世
界
に
通

用
す
る
代
表
選
手
に
育
て
上
げ
る
環
境

が
あ
り
ま
し
た
。

　
印
刷
工
場
の
床
は
足
腰
に
優
し
い
木

製
。湿
度
管
理
だ
け
で
な
く
働
く
人
に

とって
優
し
い
環
境
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、

掃
除
も
行
き
届
い
て
い
ま
し
た
。

　
案
内
担
当
の
女
性
は
7
年
目
の
営
業

補
佐
兼
生
産
管
理
部
の
責
任
者
で
全
工

程
を
非
常
に
よ
く
把
握
し
て
い
て
、テ
キ
パ

キ
と
応
対
し
て
い
ま
し
た
。外
部
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
電
話
も
多
い
部
署
、電
話
対

応
は
女
性
の
方
が
柔
ら
か
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
円
滑
だ
と
意
識
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
旅
先
の
沖
縄
で
の
雇
用
環
境
を
憂
い
、

働
く
場
所
を
求
め
て
い
る
人
々
に
正
社
員

と
し
て
働
け
る
場
を
提
供
し
て
安
定
し
た

生
活
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
藤
森
社

長
の
思
い
か
ら
沖
縄
に
支
社
を
立
ち
上
げ

て
、遠
隔
地
で
も
で
き
る
D
T
P
オ
ペレ
ー

タ
ー
と
し
て
採
用
。応
募
者
が
殺
到
し
て

現
在
7
名
を
正
社
員
と
し
て
雇
用
。印
刷

を
伴
わ
な
い
仕
事
は
全
部
そ
こ
に
集
中
さ

せ
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。
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株
式
会
社
渋
谷
文
泉
閣

　
創
業
昭
和
34
年
、社
員
2
0
0
名
中

1
0
0
名
が
女
性
。年
齢
は
20・30・40・

50・60
代
の
人
数
比
は
ほ
ぼ
同
じ
。上
製

本
と
並
製
本
の
２
工
場
が
あ
り
、受
注
製

品
に
守
秘
義
務
が
あ
る
の
で
工
場
内
の
撮

影
は
禁
止
。

〈
パ
ー
ト
ナ
ー
制
〉

　
た
く
さ
ん
の
機
械
を
保
有
し
、自
動
化

も
さ
れ
て
い
る
が
、製
本
は
検
品
や
手
作

業
が
つ
き
も
の
な
の
に
長
野
県
に
は
内
職

の
会
社
が
な
く
、以
前
は
埼
玉
に
外
注
し

て
い
た
。も
の
の
移
動
が
大
変
な
の
で
、近

隣
で
内
職
の
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
大
勢
の

応
募
が
あ
り
、工
場
の
一
角
に
内
職
作
業

が
で
き
る
場
所
を
つ
く
っ
た
の
が
き
っ
か

け
。会
社
と
家
と
を
重
い
荷
物
を
持
って

往
復
せ
ず
に
す
み
、会
社
内
で
作
業
が
で

き
る
た
め
集
中
で
き
る
し
管
理
も
徹
底
で

き
る
。家
事
の
す
き
ま
時
間
を
有
効
に
使

い
た
い
主
婦
や
定
年
退
職
し
て
も
働
き
た

い
意
欲
の
あ
る
シ
ニ
ア
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、時
間
や
時
間
帯
問
わ
ず
、繁
忙
期
は

好
き
な
だ
け
働
い
て
も
ら
い
、閑
散
期
は

調
整
を
お
願
い
し
て
仕
事
の
山
谷
に
対
応

し
て
も
らって
い
る
。「
主
婦
の
方
た
ち
は
社

員
と
同
じ
く
ら
い
よ
く
働
く
ん
で
す
よ
」

と
おっし
ゃ
る
ほ
ど
戦
力
に
なって
い
る
。

〈
定
年
制
廃
止
〉

　
上
製
本
な
ど
手
作
業
が
必
要
な
部
分

に
用
い
ら
れ
る
高
い
技
術
の
継
承
の
た
め
、

定
年
制
を
止
め
て
現
在
80
代
の
方
が
３

名
も
働
い
て
い
る
そ
う
で
す
。体
調
面
に

無
理
が
な
い
よ
う
に
考
慮
し
た
勤
務
で
、

若
い
世
代
に
確
か
な
技
術
を
継
承
し
て
い

る
。今
ま
で
会
社
を
支
え
て
き
た
腕
の
あ

る
職
人
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
。

〈
中
国
か
ら
の
研
究
生
〉

　
期
間
３
年
の
中
国
か
ら
の
研
修
生
を

受
け
入
れ
て
26
期
目
、現
在
も
26
名
が
勤

務
し
て
い
る
。最
初
の
受
け
入
れ
時
に
中

国
残
留
孤
児
を
母
に
も
つ
娘
さ
ん
が
世

話
役
を
引
き
受
け
て
面
倒
を
み
て
く
れ
た

こ
と
も
あ
り
、研
修
生
の
定
着
が
よ
い
。そ

の
後
、研
修
生
の
一
人
と
そ
の
方
が
結
婚

し
、も
と
研
修
生
が
通
訳
兼
指
導
役
を

担
って
く
れ
て
い
る
。研
修
生
の
目
的
は
お

金
を
稼
ぐ
こ
と
で
、日
本
語
は
カ
タ
コ
ト

ど
ま
り
。初
め
の
２
年
は
折
丁
、３
年
目
に

で
き
る
人
に
は
断
裁
を
教
え
て
い
る
。賃

金
は
長
野
の
最
低
賃
金
と
な
る
が
、残
業

代
で
収
入
を
増
や
し
た
い
た
め
、繁
忙
期

の
残
業
、休
日
出
勤
な
ど
に
も
快
く
対
応

し
て
く
れ
る
の
で
助
かって
い
る
。

　
時
間
ご
と
に
細
か
く
仕
事
を
振
り
分

け
た
タ
イ
ム
ス
ケ
ジュー
ル
を
前
日
に
各
部

署
に
渡
し
て
工
程
管
理
を
行
って
い
る
。そ

う
す
る
こ
と
に
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

て
工
程
が
遅
れ
た
場
合
に
も
素
早
く
状
況

を
把
握
し
、適
切
な
フ
ォロ
ー
が
で
き
る
。

【
ま
と
め
】

　
業
務
内
容
や
地
域
性
の
違
い
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、若
者
や
女
性
、シ
ニ
ア
、

外
国
籍
の
方
な
ど
多
様
な
人
々
の
能
力
や

意
向
を
会
社
の
運
営
の
な
か
の
必
要
な
チ

カ
ラ
と
う
ま
く
マッ
チ
さ
せ
、活
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。働
く
場
の

環
境
づ
く
り
に
配
慮
し
な
が
ら
、働
く
人

の
声
を
聴
き
、柔
軟
に
対
応
す
る
姿
勢
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。自
社
に
とって
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
は
？
と
考
え
る
き
っ
か

け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
報
告
／
広
報
委
員
会 

鈴
木
裕
香
）

よ 

う

さ 

ん

なるほど“ダイバーシティ”
ってこういうこと
開催：平成30年9月14日（金）14：00～17：30
場所：長野県／亜細亜印刷株式会社、株式会社渋谷文泉閣

全日本印刷工業組合連合会
ダイバーシティ推進委員会 会社視察報告

女
外

シ
障

L働き方改革取組中
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ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
聞
い
て
、お
台
場
に

で
き
た
新
し
い
商
業
施
設
？
と
思
わ
れ

る
方
、耳
慣
れ
な
い
言
葉
に
抵
抗
を
感
じ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。私
も

そ
の
一
人
。こ
む
ず
か
し
い
カ
タ
カ
ナ
用
語

で
、面
倒
く
さ
そ
う
と
斜
に
構
え
て
い
ま

し
た
。

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
は“

多
様
性”

と
い

う
意
味
で
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
と
は

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
手
不
足
を
さ
ま

ざ
ま
な
属
性（
年
齢・性
別・国
籍etc.

）を

持
っ
た
人
に
活
躍
し
て
も
ら
い
会
社
を
う

ま
く
運
営
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
。

国
が
推
進
す
る“

働
き
方
改
革”
は
そ
の

入
口
に
な
り
ま
す
。

　
私
は
、今
年
６
月
よ
り
全
日
本
印
刷
工

業
組
合
連
合
会
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進

委
員
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。前
身
は
、

女
性
活
躍
推
進
委
員
会
で
し
た
が
、一
昨

年
か
ら
守
備
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
。昨

年
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
１
０
０
選
に
選
ば

れ
た
会
社
の
見
学
、自
社
に
と
っ
て
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
を
ど
う
と
ら
え
る
か
考
え
て

行
動
計
画
を
つ
く
る
と
いっ
た
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
が
全

印
工
連
発
行
の

冊
子『
働
き
方

改
革
』に
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
メ
ン
バ
ー
は
、仙
台・山
形・東

京・神
奈
川・名
古
屋・大
阪・宮
崎
の
各

都
市
か
ら
集
結
し
、

①
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィの
浸
透
度
を
測
る
た
め

　
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
配
布
を
実
施

②
同
じ
業
界
で
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
活
か

　
し
た
経
営
を
さ
れ
て
い
る
会
社
の
視
察

③
東
京
で
の
開
催
に
な
り
ま
す
が
、委
員

　
会
メ
ン
バ
ー
の
実
体
験
を
も
と
に
取
り

　
組
み
を
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
を
通
し
て
、ど
こ
の
会
社
で
も
直

面
し
て
い
る
身
近
な
こ
と
、他
社
の
取
り

組
み
事
例
を
知
る
こ
と
は
参
考
に
な
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。所
属
地
域
に
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
の
考
え
方
を
普
及
し
た
り
、ど
う

取
り
入
れ
る
の
か
を
紹
介
す
る
役
割
も

担
って
い
ま
す
の
で
、誌
面
を
お
借
り
し
て

②
の
企
業
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の

取
り
組
み
に
理
解
を
深
め
る
た
め
実
施
し

た
長
野
県
の
2
社
への
視
察
の
様
子
を
紹

介
し
ま
す
。

　
こ
の
２
社
を
選
ん
だ
の
は
、技
能
五
輪

大
会
の
印
刷
部
門
で
女
性
オ
ペレ
ー
タ
ー

が
金
賞
を
受
賞
し
た
他
、翌
大
会
に
も
選

手
を
輩
出
し
て
お
り
、若
者
や
女
性
の
活

用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
ど

ん
な
会
社
な
の
か
？
ま
た
ク
ー
タ・バ
イ

ン
デ
ィ
ン
グ（
手
で
押
え
な
く
て
も
閉
じ
な

い
製
本
）を
考
案
し
た
製
本
会
社
の
技
術

者
の
年
齢
層
に
偏
り
が
な
い
の
は
ど
う
し

て
か
？
な
に
か
理
由
が
あ
る
の
で
は
と
興

味
を
持
っ
た
か
ら
で
す
。

亜
細
亜
印
刷
株
式
会
社

　
ま
ず
、藤
森
英
夫
社
長
か
ら
会
社
の
概

要
や
業
務
内
容
を
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

1
9
6
3
年
設
立
。学
術
書
や
専
門
書

な
ど
の
書
籍
印
刷
に
特
化
。社
員
80
名
の

う
ち
女
性
が
半
数
以
上
。長
野
県
は
養

蚕
が
盛
ん
で
、古
く
か
ら
女
性
を
働
き
手

と
し
て
活
用
す
る
土
壌
が
あ
り
、戦
時

中
、東
京
の
印
刷
会
社
が
で
き
な
く
な
っ

た
教
科
書
の
印
刷
の
依
頼
を
受
け
た
の

が
始
ま
り
。

　
活
版
か
ら
電
算
写
植
に
代
わっ
た
時
に

同
じ
人
が
携
わ
る
こ
と
で
、活
版
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
た
キ
メ
細
か
い
も
の
づ
く
り

が
出
版
社
に
重
宝
が
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

書
籍
づ
く
り
は
時
間
が
か
か
り
、長
い
も

の
だ
と
15
年
と
い
う
も
の
も
あ
る
。電
子

書
籍
な
ど
が
台
頭
し
て
い
る
が
、脳
の
働

く
部
分
が
、紙
面
と
画
面
を
見
た
時
と
は

違
う
と
い
う
研
究
結
果
が
あ
り
、紙
の
書

籍
の
存
在
意
義
は
あ
り
、誇
り
を
持
って

取
り
組
ん
で
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
早
速
案
内
さ
れ
た
電
算
部
で
は
、整
然

と
し
た
机
上
の
モ
ニ
タ
ー
で
作
業
を
進
め

て
い
る
女
性
社
員
が
多
い
な
と
い
う
印
象

を
受
け
ま
し
た
。原
稿
は
顧
客
か
ら
の
預

り
も
の
な
の
で
保
管
庫
か
ら
都
度
作
業

机
に
運
ん
で
き
て
作
業
を
し
て
、終
わっ
た

ら
戻
す
こ
と
を
徹
底
し
て
い
る
そ
う
で

す
。直
射
日
光
が
入
ら
な
い
よ
う
、ま
た
、

気
持
ち
が
落
ち
着
く
よ
う
に
と
窓
に
は
障

子
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
次
に
8
月
に
新
し
く
導
入
さ
れ
た
印

刷
機
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
る

印
刷
工
場
へ
、8
時
30
分
か
ら
と
13
時
30

分
か
ら
の
２
交
代
制
。残
業
は
で
き
る
だ

け
な
い
よ
う
に
し
て
、早
番
と
遅
番
の
人

が
重
な
る
時
間
帯
は
断
裁
な
ど
の
準
備

作
業
に
あ
て
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
印
刷
課
８
人
中
３
人
が
女
性
。技
能

五
輪
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
原
山（
旧

姓
伊
東
）さ
ん
、敢
闘
賞
を
受
賞
し
た
早

瀬
さ
ん
、華
奢
な
体
で
、新
し
い
機
械
に
も

全
く
動
じ
ず
機
械
を
操
る
姿
が
格
好
よ

く
、隣
で
４
色
機
を
操
作
し
て
い
た
21
歳

の
女
性
も
原
山
さ
ん
、早
瀬
さ
ん
に
憧
れ

て
電
算
部
か
ら
印
刷
部
への
異
動
を
志
願

し
、技
能
五
輪
を
目
指
し
て
日
々
健
闘

中
。原
山
さ
ん
は
11
月
に
出
産
を
控
え
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、新
し
い
機
械
が
気

に
な
っ
て
と
入
社
4
年
目
の
女
性
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
育
成
す
る
た
め
出
社
さ
れ
て

い
ま
し
た
。意
欲
の
あ
る
女
性
を
会
社
が

全
面
的
に
バッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
世
界
に
通

用
す
る
代
表
選
手
に
育
て
上
げ
る
環
境

が
あ
り
ま
し
た
。

　
印
刷
工
場
の
床
は
足
腰
に
優
し
い
木

製
。湿
度
管
理
だ
け
で
な
く
働
く
人
に

とって
優
し
い
環
境
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、

掃
除
も
行
き
届
い
て
い
ま
し
た
。

　
案
内
担
当
の
女
性
は
7
年
目
の
営
業

補
佐
兼
生
産
管
理
部
の
責
任
者
で
全
工

程
を
非
常
に
よ
く
把
握
し
て
い
て
、テ
キ
パ

キ
と
応
対
し
て
い
ま
し
た
。外
部
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
電
話
も
多
い
部
署
、電
話
対

応
は
女
性
の
方
が
柔
ら
か
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
円
滑
だ
と
意
識
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
旅
先
の
沖
縄
で
の
雇
用
環
境
を
憂
い
、

働
く
場
所
を
求
め
て
い
る
人
々
に
正
社
員

と
し
て
働
け
る
場
を
提
供
し
て
安
定
し
た

生
活
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
藤
森
社

長
の
思
い
か
ら
沖
縄
に
支
社
を
立
ち
上
げ

て
、遠
隔
地
で
も
で
き
る
D
T
P
オ
ペレ
ー

タ
ー
と
し
て
採
用
。応
募
者
が
殺
到
し
て

現
在
7
名
を
正
社
員
と
し
て
雇
用
。印
刷

を
伴
わ
な
い
仕
事
は
全
部
そ
こ
に
集
中
さ

せ
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。
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株
式
会
社
渋
谷
文
泉
閣

　
創
業
昭
和
34
年
、社
員
2
0
0
名
中

1
0
0
名
が
女
性
。年
齢
は
20・30・40・

50・60
代
の
人
数
比
は
ほ
ぼ
同
じ
。上
製

本
と
並
製
本
の
２
工
場
が
あ
り
、受
注
製

品
に
守
秘
義
務
が
あ
る
の
で
工
場
内
の
撮

影
は
禁
止
。

〈
パ
ー
ト
ナ
ー
制
〉

　
た
く
さ
ん
の
機
械
を
保
有
し
、自
動
化

も
さ
れ
て
い
る
が
、製
本
は
検
品
や
手
作

業
が
つ
き
も
の
な
の
に
長
野
県
に
は
内
職

の
会
社
が
な
く
、以
前
は
埼
玉
に
外
注
し

て
い
た
。も
の
の
移
動
が
大
変
な
の
で
、近

隣
で
内
職
の
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
大
勢
の

応
募
が
あ
り
、工
場
の
一
角
に
内
職
作
業

が
で
き
る
場
所
を
つ
く
っ
た
の
が
き
っ
か

け
。会
社
と
家
と
を
重
い
荷
物
を
持
って

往
復
せ
ず
に
す
み
、会
社
内
で
作
業
が
で

き
る
た
め
集
中
で
き
る
し
管
理
も
徹
底
で

き
る
。家
事
の
す
き
ま
時
間
を
有
効
に
使

い
た
い
主
婦
や
定
年
退
職
し
て
も
働
き
た

い
意
欲
の
あ
る
シ
ニ
ア
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、時
間
や
時
間
帯
問
わ
ず
、繁
忙
期
は

好
き
な
だ
け
働
い
て
も
ら
い
、閑
散
期
は

調
整
を
お
願
い
し
て
仕
事
の
山
谷
に
対
応

し
て
も
らって
い
る
。「
主
婦
の
方
た
ち
は
社

員
と
同
じ
く
ら
い
よ
く
働
く
ん
で
す
よ
」

と
おっし
ゃ
る
ほ
ど
戦
力
に
なって
い
る
。

〈
定
年
制
廃
止
〉

　
上
製
本
な
ど
手
作
業
が
必
要
な
部
分

に
用
い
ら
れ
る
高
い
技
術
の
継
承
の
た
め
、

定
年
制
を
止
め
て
現
在
80
代
の
方
が
３

名
も
働
い
て
い
る
そ
う
で
す
。体
調
面
に

無
理
が
な
い
よ
う
に
考
慮
し
た
勤
務
で
、

若
い
世
代
に
確
か
な
技
術
を
継
承
し
て
い

る
。今
ま
で
会
社
を
支
え
て
き
た
腕
の
あ

る
職
人
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
。

〈
中
国
か
ら
の
研
究
生
〉

　
期
間
３
年
の
中
国
か
ら
の
研
修
生
を

受
け
入
れ
て
26
期
目
、現
在
も
26
名
が
勤

務
し
て
い
る
。最
初
の
受
け
入
れ
時
に
中

国
残
留
孤
児
を
母
に
も
つ
娘
さ
ん
が
世

話
役
を
引
き
受
け
て
面
倒
を
み
て
く
れ
た

こ
と
も
あ
り
、研
修
生
の
定
着
が
よ
い
。そ

の
後
、研
修
生
の
一
人
と
そ
の
方
が
結
婚

し
、も
と
研
修
生
が
通
訳
兼
指
導
役
を

担
って
く
れ
て
い
る
。研
修
生
の
目
的
は
お

金
を
稼
ぐ
こ
と
で
、日
本
語
は
カ
タ
コ
ト

ど
ま
り
。初
め
の
２
年
は
折
丁
、３
年
目
に

で
き
る
人
に
は
断
裁
を
教
え
て
い
る
。賃

金
は
長
野
の
最
低
賃
金
と
な
る
が
、残
業

代
で
収
入
を
増
や
し
た
い
た
め
、繁
忙
期

の
残
業
、休
日
出
勤
な
ど
に
も
快
く
対
応

し
て
く
れ
る
の
で
助
かって
い
る
。

　
時
間
ご
と
に
細
か
く
仕
事
を
振
り
分

け
た
タ
イ
ム
ス
ケ
ジュー
ル
を
前
日
に
各
部

署
に
渡
し
て
工
程
管
理
を
行
って
い
る
。そ

う
す
る
こ
と
に
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

て
工
程
が
遅
れ
た
場
合
に
も
素
早
く
状
況

を
把
握
し
、適
切
な
フ
ォロ
ー
が
で
き
る
。

【
ま
と
め
】

　
業
務
内
容
や
地
域
性
の
違
い
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、若
者
や
女
性
、シ
ニ
ア
、

外
国
籍
の
方
な
ど
多
様
な
人
々
の
能
力
や

意
向
を
会
社
の
運
営
の
な
か
の
必
要
な
チ

カ
ラ
と
う
ま
く
マッ
チ
さ
せ
、活
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。働
く
場
の

環
境
づ
く
り
に
配
慮
し
な
が
ら
、働
く
人

の
声
を
聴
き
、柔
軟
に
対
応
す
る
姿
勢
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。自
社
に
とって
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
は
？
と
考
え
る
き
っ
か

け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
報
告
／
広
報
委
員
会 

鈴
木
裕
香
）

よ 

う

さ 

ん

なるほど“ダイバーシティ”
ってこういうこと
開催：平成30年9月14日（金）14：00～17：30
場所：長野県／亜細亜印刷株式会社、株式会社渋谷文泉閣

全日本印刷工業組合連合会
ダイバーシティ推進委員会 会社視察報告

女
外

シ
障

L働き方改革取組中
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ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
会
の
活
動

に
つ
い
て
、１１
月
号
に
引
き
続
き
２
回
目

の
視
察
会
内
容
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
２８
年
度『
新・ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経

営
企
業
１
０
０
選
』受
賞
企
業
で
、ま
さ

に
視
察
先
と
し
て
ピ
ッ
タ
リ
の
会
社
で

す
。ま
た
J
D
F
デ
ー
タ
で
機
器
を
統
合

し
て
自
動
化
や
見
え
る
化
を
実
現
さ
れ

て
い
る
会
社
と
し
て
注
目
し
て
い
た
の
で
、

お
伺
い
す
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。

＊
J
D
F
と
は
グ
ラ
フ
ィッ
ク
ア
ー
ト
業

界
周
辺
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョン
や
シ
ス
テ
ム

間
の
情
報
交
換
を
簡
略
化
す
る
た
め
に

設
計
さ
れ
た
業
界
標
準
で
す
。営
業・企

画
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
技
術
ワ
ー
ク
フ

ロ
ー
の
統
合
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
昭
和
２２
年
創
業
。社
員
数
80
名
。松
山

市
に
あ
る
本
社・工
場
の
他
、県
内
に
４
営

業
所
と
デ
ジ
タ
ル
印
刷・通
販
事
業
部
で

地
域
の
活
性
化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
地
元
密

着
型
の
事
業
展
開
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

名
物“

カ
レ
ー
の
会”“

S
A
K
A
W
A

な
で
し
こ
連”

の
皆
さ
ん
と
共
に

　
ま
ず
名
物
行

事
で
あ
る“

カ

レ
ー
の
会”

を
体

験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
社
員
同
士
の

親
睦
や
慰
労
の

た
め
、遠
方
か

ら
の
車
通
勤
者

も
い
る
の
で
飲

み
会
で
は
な
く
、

会
社
食
堂
で
昼
食
を
一
緒
に
食
べ
ま
し
ょ

う
と
い
う
行
事
で
、新
入
社
員
の
入
社
時

や
、部
ご
と
、プ
ロ
ジェク
ト
ご
と
の
単
位
で

不
定
期
に
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
今
回
は
、佐
川
社
長
を
始
め
、女
性
幹

部
社
員
の
会“

な
で
し
こ
連”
の
皆
さ
ん
、

工
場
長
、営
業
部
長
、搬
入
調
整
中
の

メ
ー
カ
ー
の
方
な
ど
総
勢
２０
名
で
奥
さ
ま

手
作
り
の
カ
レ
ー
と
フ
ル
ー
ツ
を
ご
馳
走

に
な
り
ま
し
た
。“

同
じ
釜
の
飯
〜”

と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、初
対
面
の
方
と

も
食
事
を
し
な
が
ら
だ
と
す
ぐ
に
打
ち
解

け
ら
れ
る
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

　
女
性
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト“

S
A
K
A 

W
A
な
で
し
こ
連”

と
は
女
性
管
理
職
、

管
理
職
候
補
社
員
で
構
成
さ
れ
た
所
属

部
を
超
え
た
グ
ル
ー
プ
で
、異
業
種
交
流

会
や
外
部
研
修
への
参
加
、デ
ザ
イ
ン
提
案

な
ど
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ
た

女
性
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
を
商
品
化
し

た
り
、社
内
や
社
員
の
個
別
課
題
に
対
応

す
る
な
ど
成
果
を
あ
げ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
営
業
部
、デ
ザ
イ
ン
部
、制
作
部
、経
営

管
理
部
か
ら
参
加
さ
れ
た
な
で
し
こ
連
の

皆
さ
ん
は
、仕
事
で
も
所
属
を
超
え
て
互

い
に
協
力
し
あ
う
仲
間
と
し
て
、も
の
お

じ
せ
ず
、ざっ
く
ば
ら
ん
な
会
話
が
で
き
ま

し
た
。働
く
女
性
の
お
手
本
が
身
近
に
あ

れ
ば
、ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
の
を
尻
込
み

し
て
い
る
女
性
も
やって
み
よ
う
か
な
と
な

る
。社
内
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
い
な
け
れ
ば
、

他
社
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
と
会
わ
せ
る

な
ど
工
夫
を
さ

れ
て
い
る
。女
性

の
意
識
を
変
え

る
し
く
み
を
上

手
く
作
ら
れ
て

い
る
な
と
感
じ

ま
し
た
。

I
O
T
技
術
で
徹
底
的
に

効
率
化
さ
れ
た
工
場

　
本
社
側
の
印
刷
と
加
工
は
道
路
を
隔
て

た
２
箇
所
。両
方
と
も
土
足
厳
禁・守
秘
義

務
の
た
め
工
場
内
は
撮
影
禁
止
で
す
の
で
、

見
聞
き
し
た
こ
と
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

〈
印
刷
工
場
１
階
〉

　
薄
い
グ
レ
ー
で
塗
装
さ
れ
た
塵
ほ
こ
り

ひ
と
つ
な
い
き
れ
い
な
床
に
2
台
の
オ
フ

セ
ッ
ト
印
刷
機
を
並
行
し
て
設
置
。

　
従
来
の
油
性
イ
ン
キ
の
オ
フ
セ
ッ
ト
印

刷
で
は
速
乾
印
刷
、も
う
一
方
は
L
E
D 

U
V
印
刷
で
す
。油
性
側
は
パ
ウ
ダ
ー
を

極
力
使
わ
な
く
て
す
む
よ
う
調
整
、管
理

を
行
い
、社
長
の
意
向
で
、仕
切
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。印
刷
機
や
ス
テ
ッ
プ
に
は
防
汚
の

た
め
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
い
て
、導
入
４
〜

５
年
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
綺
麗
で
す
。操

作
台
傍
に
は
、全
仕
事
の
予
定
、機
械
毎

の
予
定
が
わ
か
る
モ
ニ
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

随
時
進
捗
が
わ
か
り
ま
す
。

　
速
乾
印
刷
、U
V
印
刷
に
し
た
の
は
、

乾
き
待
ち
の
ロ
ス
タ
イ
ム
を
な
く
す
た
め
。

“

乾
く
の
に
１
〜
２
日
か
か
る
と
い
う
の
は

曖
昧
。１
日
と
２
日
で
は
差
が
大
き
い
。予

定
が
立
て
ら
れ
な
い
の
は
困
る”

か
ら
と
の

こ
と
。

　
印
刷
機
に
は
全
数
検
査
装
置
が
つ
い
て

い
ま
す
が
、ベ
テ
ラ
ン
の
老
眼
や
新
人
の
経

験
不
足
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、刷
り
だ
し

の
印
刷
物
を
検
査
す
る
装
置
も
導
入
さ

れ
設
置
中
で
し
た
。

　
同
フ
ロ
ア
に
C
T
P
の
部
屋
も
あ
り
、

無
人
で
出
力
担
当
は
い
ま
せ
ん
。人
体
に

影
響
の
な
い
現
像
レ
ス
を
使
用
す
る
こ
と

で
、現
像
液
の
管
理
が
不
要
に
なっ
た
か
ら

実
現
で
き
た
。制
作
者
が
出
力
指
示
し
、

刷
版
を
取
り
に
行
く
の
は
印
刷
オ
ペレ
ー

タ
ー
、版
が
な
く
なっ
た
ら
携
帯
に
連
絡
が

入
り
、給
版
は
、他
の
業
務
を
兼
務
し
て
い

る
手
す
き
の
人
も
行
い
ま
す
。

〈
印
刷
工
場
２
階
〉

　
カ
ラ―

と
モ
ノ
ク
ロ
の
デ
ジ
タ
ル
印
刷

機
を
設
置
。女
性
２
名
で
操
作
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
大
容
量
用
紙
ス
ト
ッ
カ
ー
を
装
備
し

て
、枚
数
が
多
い
も
の
は
、出
力
セ
ッ
ト
し

て
帰
り
ま
す
。紙
詰
ま
り
な
ど
が
発
生
す

る
と
携
帯
に
連
絡
が
入
り
ま
す
。こ
ち
ら

で
も
全
体
予
定
が
わ
か
る
よ
う
に
な
って

い
て
、で
き
る
限
り
オ
ン
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

な
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
加
工
工
場
〉

　
場
内
中
央
に
断
裁
機
を
設
置
。周
り
に

折
機
や
製
本
機
が
取
り
囲
ん
で
い
る
の

は
、全
て
の
加
工
が
断
裁
を
通
る
か
ら
。

　
断
裁
す
る
紙
は
機
械
で
昇
降
、断
ち
順

は
コ
ン
ピュ
ー
タ
ー
が
判
断
し
、デ
ー
タ
が

送
ら
れ
て
機
械
が
自
動
で
セ
ッ
ト
す
る
の

で
、安
全
装
置
が
つ
い
た
ボ
タ
ン
を
押
す
だ

け
の
操
作
は
小
柄
な
女
性
パ
ー
ト
社
員
。

断
裁
刃
が
下
り
た
後
、刃
の
手
前
の
テ
ー

ブ
ル
が
あ
い
て
、断
裁
耳
が
奈
落
に
落
ち

て
収
集
さ
れ
、回
収
の
手
間
を
省
い
て
い

ま
す
。加
工
と
デ
ジ
タ
ル
印
刷
操
作
は

パ
ー
ト
の
方
が
、兼
務
で
き
る
よ
う
に
多

能
工
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
＆
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
スへの

取
り
組
み

　
工
場
見
学
を
終
え
た
あ
と
、本
社
会
議

室
に
も
ど
る
と
資
料
が
準
備
さ
れ
て
い
ま

し
た
。『
女
性
の
活
躍
推
進
状
況
診
断
』と

い
う
２０
項
目
の
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
に
各
自

取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
。

＊
ボ
ジ
テ
ィ
ブ・ア
ク
ション
情
報
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
トhttp://positiveaction. 

m
hlw
.go.jp/check/

で
チェッ
ク
で
き

ま
す
。

　
佐
川
社
長
か
ら
こ
れ
ま
で
の
会
社
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
就
任
当
初
は
、就
業
規
則
を
き
っ
ち
り

作
り
こ
み
、そ
れ
に
則
って
運
営
し
て
い
こ

う
と
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、せ
っ
か
く
育
っ

た
女
性
社
員
が
結
婚
や
出
産
で
辞
め
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
続
い
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
規
則
ど
お
り
で
は

な
く
、個
別
の
事
情
に
対
応
し
て
い
く
う
ち

に
現
在
の
よ
う
に
、新
卒
で
入
社
し
た
人
が

長
く
勤
め
て
く
れ
る
会
社
に
なって
き
た
。

そ
れ
な
り
に
で
き
て
い
る
自
負
が
あっ
た
の

に
、こ
の
リ
ス
ト
で
で
き
て
な
い
こ
と
が
多
い

こ
と
に
気
付
か
さ
れ
、す
べて
ク
リ
ア
し
よ

う
と
取
り
組
み「
ル
ー
ル
か
ら
風
土
へ
」を

め
ざ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、２
回
の
産
休
を
経
験
さ
れ
た
経

営
管
理
部
の
加
納
さ
ん
か
ら
、会
社
紹
介

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
４８
％
が
女

性
社
員
。

“

仕
事

と
家
庭
の
両
立

が
、社
員
の
幸
せ

に
つ
な
が
る”

と

い
う
考
え
の
も

と
、在
宅
勤
務

契
約・パ
ー
ト・正

社
員・管
理
職
と

いっ
た
職
制
が
あ

り
、正
社
員
で
は
、時
間
設
定・出
社
時
間

選
択・時
短・在
宅
勤
務
な
ど
個
別
の
状

況
に
応
じ
た
働
き
方
の
選
択
、職
制
間
の

異
動
が
で
き
る
よ
う
に
なって
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、正
社
員
か
ら
結
婚
を
機
に

パ
ー
ト
社
員
に
なっ
た
人
も
産
休
を
取
得

し
た
り
、２
児
を
育
て
て
い
る
人
や
加
納
さ

ん
の
よ
う
に
、一
人
目
が
生
ま
れ
た
時
は
、

育
児
に
専
念
す
る
た
め
管
理
職
か
ら一般

社
員
に
変
わ
る
選
択
を
し
、慣
れ
て
き
た

ら
、短
時
間
勤
務・出
社
時
間
選
択
を
し

な
が
ら
管
理
職
に
戻
り
積
み
上
げ
た
キ
ャ

リ
ア
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、仕
事
と

家
庭
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
　
産
休
に
入
る
際
は
、別
の
部
署
の
若

手
社
員
に
異
動
し
て
も
らっ
た
こ
と
が
、そ

の
社
員
に
と
って
も
新
し
い
業
務
に
挑
戦

す
る
よ
い
機
会
と
なって
い
ま
す
。

　
産
休
中
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
貸
与
し
て
会

社
の
動
き
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
な

ど
復
帰
への
不
安
解
消
に
配
慮
し
て
い
ま

す
。県
か
ら
２
人
目
以
降
の
赤
ち
ゃ
ん
に

オ
ム
ツ
を
支
給
す
る
制
度
が
あ
る
そ
う
で
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す
が
、1
人
目
に
は
な
い
の
で
初
め
て
の
赤

ち
ゃ
ん
に
は
会
社
が
オ
ム
ツ
段
ボ
ー
ル
一
箱

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。待
機
児
童
問
題
に
は
企

業
主
導
型
保
育
所
と
提
携
し
た
り
、小

学
生
の
お
子
さ
ん
が
職
場
内
で
宿
題
が
で

き
る
机
を
用
意
す
る
な
ど
安
心
し
て
子
ど

も
を
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
備
。

　
女
性
だ
け
で
な
く
、男
性
社
員
も
２
週

間
の
育
児
休
業
を
取
得
し
た
人
が
１
名
、

管
理
職
社
員
が
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
し
て
、

自
ら
も
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
応
援
や
地
域

活
動
の
た
め
の
休
み
を
積
極
的
に
取
得
で

き
る
職
場
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で
、７
年
間
で
誕

生
し
た
子
ど
も
は
１３
人
、今
年
は
４
名
誕

生
し
、1
名
が
産
休
に
入
る
予
定
。厚
生

労
働
省
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業“

く
る

み
ん
マ
ー
ク”

や
愛
媛
県
の“

え
ひ
め
子
育

て
応
援
企
業”

な
ど
の
認
証
表
彰
を
受
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
改
革・改
善
に
む
け
て

　
工
場
の
ス
ケ
ジュ
ー
ル
が
わ
か
り
、機
械

に
ま
か
せ
ら
れ
る
仕
事
は
機
械
に
、人
で

な
い
と
で
き
な
い
仕
事
は
人
に
切
り
分
け

て
最
適
化
し
、時
間
ど
お
り
に
仕
事
を
終

え
て
、家
庭
で
の
時
間
も
大
切
で
き
る
状

態
を
つ
く
る
こ
と
。

　
さ
ら
に
仕
事

ご
と
の
作
業
実

績
デ
ー
タ
を
収

集
分
析
し
、携

わ
っ
た
社
員
全

員
で
意
見
を
出

し
合
い
工
程
や

収
益
改
善
を
行

う
委
員
会
を
毎

月
実
施
し
、社

員
の
意
識
改
革
に
つ
な
げ
、よ
り
高
付
加

価
値
な
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。機
械
設
備
の
I
T
化
と
個
別
の

事
情
を
考
慮
し
て
応
え
な
が
ら
、２
０

0
9
年
よ
り
子

育
て
と
仕
事
の

両
立
支
援
に
取

り
組
み
、２
０
１

３
年
か
ら
な
で

し
こ
連
を
立
ち

上
げ
女
性
活
躍

を
推
進
し
て
き

た
。現
在
は「
社

員
健
康・満
足
向

上
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
、一
人
ひ
と
り

が
活
躍
す
る
会
社
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
日
々
改
革・改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

視
察
を
終
え
て・・・

　
海
で
隔
て
ら
れ
た
地
方
都
市
と
い
う
ハ

ン
デ
を
感
じ
さ
せ
な
い
、最
先
端
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
で
統
合
さ
れ
た
工
場
と
地
元
愛
に
あ

ふ
れ
、人
を

大
事
に
す
る

会
社
。相
反

す
る
よ
う
で
、

ど
ち
ら
も
時

間
と
労
力
を

か
け
て
し
く

み
を
作
り
あ
げ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。人
手
不
足
が
深
刻
な
の
は
、地

方
の
方
が
先
行
し
て
る
か
ら
、対
策
も
先

行
し
て
い
る
と
も
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
機
械
化
で
き
る
と
こ
ろ
は
機
械
に
ま
か

せ
、人
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
人
に
、し

か
も
性
差
や
年
齢
を
カ
バ
ー
し
て
誰
も
が

携
わ
れ
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

驚
き
で
し
た
。ま
ず
は
、自
社
の
工
程
も
今

の
や
り
方
が
最
適
な
の
か
見
直
し
て
み
る

必
要
が
あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
お
だ
や
か
な
地
元
で
、仕
事
も
家
庭
生

活
も
両
立
で
き
る
と
い
う
環
境
は
、都
会

の
人
に
と
っ
て
羨
ま
し
い
状
態
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

（
報
告
／
広
報
委
員
会 

鈴
木
裕
香
）

ミネラル摂取や食感がよいナッツ
糖質抑制効果のある地元産もち麦入りライス

会話のきっかけになる話題を
カード化したメンターカード

蛇口からみかんジュースは本当でした

「新・ダイバーシティ経営企業
 100選」受賞企業を訪ねて
開催：平成30年１１月１６日（金）12：00～15：30
場所：愛媛県／佐川印刷株式会社

全日本印刷工業組合連合会
ダイバーシティ推進委員会 会社視察報告 第２弾
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シ
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ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
会
の
活
動

に
つ
い
て
、１１
月
号
に
引
き
続
き
２
回
目

の
視
察
会
内
容
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
２８
年
度『
新・ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経

営
企
業
１
０
０
選
』受
賞
企
業
で
、ま
さ

に
視
察
先
と
し
て
ピ
ッ
タ
リ
の
会
社
で

す
。ま
た
J
D
F
デ
ー
タ
で
機
器
を
統
合

し
て
自
動
化
や
見
え
る
化
を
実
現
さ
れ

て
い
る
会
社
と
し
て
注
目
し
て
い
た
の
で
、

お
伺
い
す
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。

＊
J
D
F
と
は
グ
ラ
フ
ィッ
ク
ア
ー
ト
業

界
周
辺
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョン
や
シ
ス
テ
ム

間
の
情
報
交
換
を
簡
略
化
す
る
た
め
に

設
計
さ
れ
た
業
界
標
準
で
す
。営
業・企

画
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
技
術
ワ
ー
ク
フ

ロ
ー
の
統
合
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
昭
和
２２
年
創
業
。社
員
数
80
名
。松
山

市
に
あ
る
本
社・工
場
の
他
、県
内
に
４
営

業
所
と
デ
ジ
タ
ル
印
刷・通
販
事
業
部
で

地
域
の
活
性
化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
地
元
密

着
型
の
事
業
展
開
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

名
物“

カ
レ
ー
の
会”“

S
A
K
A
W
A

な
で
し
こ
連”

の
皆
さ
ん
と
共
に

　
ま
ず
名
物
行

事
で
あ
る“

カ

レ
ー
の
会”

を
体

験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
社
員
同
士
の

親
睦
や
慰
労
の

た
め
、遠
方
か

ら
の
車
通
勤
者

も
い
る
の
で
飲

み
会
で
は
な
く
、

会
社
食
堂
で
昼
食
を
一
緒
に
食
べ
ま
し
ょ

う
と
い
う
行
事
で
、新
入
社
員
の
入
社
時

や
、部
ご
と
、プ
ロ
ジェク
ト
ご
と
の
単
位
で

不
定
期
に
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
今
回
は
、佐
川
社
長
を
始
め
、女
性
幹

部
社
員
の
会“

な
で
し
こ
連”
の
皆
さ
ん
、

工
場
長
、営
業
部
長
、搬
入
調
整
中
の

メ
ー
カ
ー
の
方
な
ど
総
勢
２０
名
で
奥
さ
ま

手
作
り
の
カ
レ
ー
と
フ
ル
ー
ツ
を
ご
馳
走

に
な
り
ま
し
た
。“

同
じ
釜
の
飯
〜”

と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、初
対
面
の
方
と

も
食
事
を
し
な
が
ら
だ
と
す
ぐ
に
打
ち
解

け
ら
れ
る
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

　
女
性
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト“

S
A
K
A 

W
A
な
で
し
こ
連”

と
は
女
性
管
理
職
、

管
理
職
候
補
社
員
で
構
成
さ
れ
た
所
属

部
を
超
え
た
グ
ル
ー
プ
で
、異
業
種
交
流

会
や
外
部
研
修
への
参
加
、デ
ザ
イ
ン
提
案

な
ど
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ
た

女
性
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
を
商
品
化
し

た
り
、社
内
や
社
員
の
個
別
課
題
に
対
応

す
る
な
ど
成
果
を
あ
げ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
営
業
部
、デ
ザ
イ
ン
部
、制
作
部
、経
営

管
理
部
か
ら
参
加
さ
れ
た
な
で
し
こ
連
の

皆
さ
ん
は
、仕
事
で
も
所
属
を
超
え
て
互

い
に
協
力
し
あ
う
仲
間
と
し
て
、も
の
お

じ
せ
ず
、ざっ
く
ば
ら
ん
な
会
話
が
で
き
ま

し
た
。働
く
女
性
の
お
手
本
が
身
近
に
あ

れ
ば
、ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
の
を
尻
込
み

し
て
い
る
女
性
も
やって
み
よ
う
か
な
と
な

る
。社
内
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
い
な
け
れ
ば
、

他
社
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
と
会
わ
せ
る

な
ど
工
夫
を
さ

れ
て
い
る
。女
性

の
意
識
を
変
え

る
し
く
み
を
上

手
く
作
ら
れ
て

い
る
な
と
感
じ

ま
し
た
。

I
O
T
技
術
で
徹
底
的
に

効
率
化
さ
れ
た
工
場

　
本
社
側
の
印
刷
と
加
工
は
道
路
を
隔
て

た
２
箇
所
。両
方
と
も
土
足
厳
禁・守
秘
義

務
の
た
め
工
場
内
は
撮
影
禁
止
で
す
の
で
、

見
聞
き
し
た
こ
と
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

〈
印
刷
工
場
１
階
〉

　
薄
い
グ
レ
ー
で
塗
装
さ
れ
た
塵
ほ
こ
り

ひ
と
つ
な
い
き
れ
い
な
床
に
2
台
の
オ
フ

セ
ッ
ト
印
刷
機
を
並
行
し
て
設
置
。

　
従
来
の
油
性
イ
ン
キ
の
オ
フ
セ
ッ
ト
印

刷
で
は
速
乾
印
刷
、も
う
一
方
は
L
E
D 

U
V
印
刷
で
す
。油
性
側
は
パ
ウ
ダ
ー
を

極
力
使
わ
な
く
て
す
む
よ
う
調
整
、管
理

を
行
い
、社
長
の
意
向
で
、仕
切
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。印
刷
機
や
ス
テ
ッ
プ
に
は
防
汚
の

た
め
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
い
て
、導
入
４
〜

５
年
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
綺
麗
で
す
。操

作
台
傍
に
は
、全
仕
事
の
予
定
、機
械
毎

の
予
定
が
わ
か
る
モ
ニ
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

随
時
進
捗
が
わ
か
り
ま
す
。

　
速
乾
印
刷
、U
V
印
刷
に
し
た
の
は
、

乾
き
待
ち
の
ロ
ス
タ
イ
ム
を
な
く
す
た
め
。

“

乾
く
の
に
１
〜
２
日
か
か
る
と
い
う
の
は

曖
昧
。１
日
と
２
日
で
は
差
が
大
き
い
。予

定
が
立
て
ら
れ
な
い
の
は
困
る”

か
ら
と
の

こ
と
。

　
印
刷
機
に
は
全
数
検
査
装
置
が
つ
い
て

い
ま
す
が
、ベ
テ
ラ
ン
の
老
眼
や
新
人
の
経

験
不
足
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、刷
り
だ
し

の
印
刷
物
を
検
査
す
る
装
置
も
導
入
さ

れ
設
置
中
で
し
た
。

　
同
フ
ロ
ア
に
C
T
P
の
部
屋
も
あ
り
、

無
人
で
出
力
担
当
は
い
ま
せ
ん
。人
体
に

影
響
の
な
い
現
像
レ
ス
を
使
用
す
る
こ
と

で
、現
像
液
の
管
理
が
不
要
に
なっ
た
か
ら

実
現
で
き
た
。制
作
者
が
出
力
指
示
し
、

刷
版
を
取
り
に
行
く
の
は
印
刷
オ
ペレ
ー

タ
ー
、版
が
な
く
なっ
た
ら
携
帯
に
連
絡
が

入
り
、給
版
は
、他
の
業
務
を
兼
務
し
て
い

る
手
す
き
の
人
も
行
い
ま
す
。

〈
印
刷
工
場
２
階
〉

　
カ
ラ―

と
モ
ノ
ク
ロ
の
デ
ジ
タ
ル
印
刷

機
を
設
置
。女
性
２
名
で
操
作
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
大
容
量
用
紙
ス
ト
ッ
カ
ー
を
装
備
し

て
、枚
数
が
多
い
も
の
は
、出
力
セ
ッ
ト
し

て
帰
り
ま
す
。紙
詰
ま
り
な
ど
が
発
生
す

る
と
携
帯
に
連
絡
が
入
り
ま
す
。こ
ち
ら

で
も
全
体
予
定
が
わ
か
る
よ
う
に
な
って

い
て
、で
き
る
限
り
オ
ン
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

な
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
加
工
工
場
〉

　
場
内
中
央
に
断
裁
機
を
設
置
。周
り
に

折
機
や
製
本
機
が
取
り
囲
ん
で
い
る
の

は
、全
て
の
加
工
が
断
裁
を
通
る
か
ら
。

　
断
裁
す
る
紙
は
機
械
で
昇
降
、断
ち
順

は
コ
ン
ピュ
ー
タ
ー
が
判
断
し
、デ
ー
タ
が

送
ら
れ
て
機
械
が
自
動
で
セ
ッ
ト
す
る
の

で
、安
全
装
置
が
つ
い
た
ボ
タ
ン
を
押
す
だ

け
の
操
作
は
小
柄
な
女
性
パ
ー
ト
社
員
。

断
裁
刃
が
下
り
た
後
、刃
の
手
前
の
テ
ー

ブ
ル
が
あ
い
て
、断
裁
耳
が
奈
落
に
落
ち

て
収
集
さ
れ
、回
収
の
手
間
を
省
い
て
い

ま
す
。加
工
と
デ
ジ
タ
ル
印
刷
操
作
は

パ
ー
ト
の
方
が
、兼
務
で
き
る
よ
う
に
多

能
工
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
＆
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
スへの

取
り
組
み

　
工
場
見
学
を
終
え
た
あ
と
、本
社
会
議

室
に
も
ど
る
と
資
料
が
準
備
さ
れ
て
い
ま

し
た
。『
女
性
の
活
躍
推
進
状
況
診
断
』と

い
う
２０
項
目
の
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
に
各
自

取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
。

＊
ボ
ジ
テ
ィ
ブ・ア
ク
ション
情
報
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
トhttp://positiveaction. 

m
hlw
.go.jp/check/

で
チェッ
ク
で
き

ま
す
。

　
佐
川
社
長
か
ら
こ
れ
ま
で
の
会
社
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
就
任
当
初
は
、就
業
規
則
を
き
っ
ち
り

作
り
こ
み
、そ
れ
に
則
って
運
営
し
て
い
こ

う
と
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、せ
っ
か
く
育
っ

た
女
性
社
員
が
結
婚
や
出
産
で
辞
め
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
続
い
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
規
則
ど
お
り
で
は

な
く
、個
別
の
事
情
に
対
応
し
て
い
く
う
ち

に
現
在
の
よ
う
に
、新
卒
で
入
社
し
た
人
が

長
く
勤
め
て
く
れ
る
会
社
に
なって
き
た
。

そ
れ
な
り
に
で
き
て
い
る
自
負
が
あっ
た
の

に
、こ
の
リ
ス
ト
で
で
き
て
な
い
こ
と
が
多
い

こ
と
に
気
付
か
さ
れ
、す
べて
ク
リ
ア
し
よ

う
と
取
り
組
み「
ル
ー
ル
か
ら
風
土
へ
」を

め
ざ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、２
回
の
産
休
を
経
験
さ
れ
た
経

営
管
理
部
の
加
納
さ
ん
か
ら
、会
社
紹
介

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
４８
％
が
女

性
社
員
。

“

仕
事

と
家
庭
の
両
立

が
、社
員
の
幸
せ

に
つ
な
が
る”

と

い
う
考
え
の
も

と
、在
宅
勤
務

契
約・パ
ー
ト・正

社
員・管
理
職
と

いっ
た
職
制
が
あ

り
、正
社
員
で
は
、時
間
設
定・出
社
時
間

選
択・時
短・在
宅
勤
務
な
ど
個
別
の
状

況
に
応
じ
た
働
き
方
の
選
択
、職
制
間
の

異
動
が
で
き
る
よ
う
に
なって
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、正
社
員
か
ら
結
婚
を
機
に

パ
ー
ト
社
員
に
なっ
た
人
も
産
休
を
取
得

し
た
り
、２
児
を
育
て
て
い
る
人
や
加
納
さ

ん
の
よ
う
に
、一
人
目
が
生
ま
れ
た
時
は
、

育
児
に
専
念
す
る
た
め
管
理
職
か
ら一般

社
員
に
変
わ
る
選
択
を
し
、慣
れ
て
き
た

ら
、短
時
間
勤
務・出
社
時
間
選
択
を
し

な
が
ら
管
理
職
に
戻
り
積
み
上
げ
た
キ
ャ

リ
ア
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、仕
事
と

家
庭
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
　
産
休
に
入
る
際
は
、別
の
部
署
の
若

手
社
員
に
異
動
し
て
も
らっ
た
こ
と
が
、そ

の
社
員
に
と
って
も
新
し
い
業
務
に
挑
戦

す
る
よ
い
機
会
と
なって
い
ま
す
。

　
産
休
中
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
貸
与
し
て
会

社
の
動
き
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
な

ど
復
帰
への
不
安
解
消
に
配
慮
し
て
い
ま

す
。県
か
ら
２
人
目
以
降
の
赤
ち
ゃ
ん
に

オ
ム
ツ
を
支
給
す
る
制
度
が
あ
る
そ
う
で
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す
が
、1
人
目
に
は
な
い
の
で
初
め
て
の
赤

ち
ゃ
ん
に
は
会
社
が
オ
ム
ツ
段
ボ
ー
ル
一
箱

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。待
機
児
童
問
題
に
は
企

業
主
導
型
保
育
所
と
提
携
し
た
り
、小

学
生
の
お
子
さ
ん
が
職
場
内
で
宿
題
が
で

き
る
机
を
用
意
す
る
な
ど
安
心
し
て
子
ど

も
を
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
備
。

　
女
性
だ
け
で
な
く
、男
性
社
員
も
２
週

間
の
育
児
休
業
を
取
得
し
た
人
が
１
名
、

管
理
職
社
員
が
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
し
て
、

自
ら
も
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
応
援
や
地
域

活
動
の
た
め
の
休
み
を
積
極
的
に
取
得
で

き
る
職
場
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
で
、７
年
間
で
誕

生
し
た
子
ど
も
は
１３
人
、今
年
は
４
名
誕

生
し
、1
名
が
産
休
に
入
る
予
定
。厚
生

労
働
省
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業“

く
る

み
ん
マ
ー
ク”

や
愛
媛
県
の“

え
ひ
め
子
育

て
応
援
企
業”

な
ど
の
認
証
表
彰
を
受
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
改
革・改
善
に
む
け
て

　
工
場
の
ス
ケ
ジュ
ー
ル
が
わ
か
り
、機
械

に
ま
か
せ
ら
れ
る
仕
事
は
機
械
に
、人
で

な
い
と
で
き
な
い
仕
事
は
人
に
切
り
分
け

て
最
適
化
し
、時
間
ど
お
り
に
仕
事
を
終

え
て
、家
庭
で
の
時
間
も
大
切
で
き
る
状

態
を
つ
く
る
こ
と
。

　
さ
ら
に
仕
事

ご
と
の
作
業
実

績
デ
ー
タ
を
収

集
分
析
し
、携

わ
っ
た
社
員
全

員
で
意
見
を
出

し
合
い
工
程
や

収
益
改
善
を
行

う
委
員
会
を
毎

月
実
施
し
、社

員
の
意
識
改
革
に
つ
な
げ
、よ
り
高
付
加

価
値
な
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。機
械
設
備
の
I
T
化
と
個
別
の

事
情
を
考
慮
し
て
応
え
な
が
ら
、２
０

0
9
年
よ
り
子

育
て
と
仕
事
の

両
立
支
援
に
取

り
組
み
、２
０
１

３
年
か
ら
な
で

し
こ
連
を
立
ち

上
げ
女
性
活
躍

を
推
進
し
て
き

た
。現
在
は「
社

員
健
康・満
足
向

上
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
、一
人
ひ
と
り

が
活
躍
す
る
会
社
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
日
々
改
革・改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

視
察
を
終
え
て・・・

　
海
で
隔
て
ら
れ
た
地
方
都
市
と
い
う
ハ

ン
デ
を
感
じ
さ
せ
な
い
、最
先
端
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
で
統
合
さ
れ
た
工
場
と
地
元
愛
に
あ

ふ
れ
、人
を

大
事
に
す
る

会
社
。相
反

す
る
よ
う
で
、

ど
ち
ら
も
時

間
と
労
力
を

か
け
て
し
く

み
を
作
り
あ
げ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。人
手
不
足
が
深
刻
な
の
は
、地

方
の
方
が
先
行
し
て
る
か
ら
、対
策
も
先

行
し
て
い
る
と
も
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
機
械
化
で
き
る
と
こ
ろ
は
機
械
に
ま
か

せ
、人
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
人
に
、し

か
も
性
差
や
年
齢
を
カ
バ
ー
し
て
誰
も
が

携
わ
れ
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

驚
き
で
し
た
。ま
ず
は
、自
社
の
工
程
も
今

の
や
り
方
が
最
適
な
の
か
見
直
し
て
み
る

必
要
が
あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
お
だ
や
か
な
地
元
で
、仕
事
も
家
庭
生

活
も
両
立
で
き
る
と
い
う
環
境
は
、都
会

の
人
に
と
っ
て
羨
ま
し
い
状
態
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

（
報
告
／
広
報
委
員
会 

鈴
木
裕
香
）

ミネラル摂取や食感がよいナッツ
糖質抑制効果のある地元産もち麦入りライス

会話のきっかけになる話題を
カード化したメンターカード

蛇口からみかんジュースは本当でした

「新・ダイバーシティ経営企業
 100選」受賞企業を訪ねて
開催：平成30年１１月１６日（金）12：00～15：30
場所：愛媛県／佐川印刷株式会社

全日本印刷工業組合連合会
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資料編

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
会
が
主
催

す
る
研
修
事
業『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
』セ
ミ
ナ
ー
が
平
成
31
年

2
月
27
日（
水
）日
本
印
刷
会
館
に
て
開

催
さ
れ
た
の
で
報
告
す
る
。冒
頭
、小
野

綾
子
委
員
長
よ
り
、新
た
に
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョン（
＝
包
括
す
る
）と
い
う
考
え
方
が

加
わ
る
こ
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、株
式
会
社
ユ
ー
メ
デ
ィ
ア
今
野

彩
子
取
締
役
に
よ
る『
働
き
方
を
誇
れ
る

成
長
企
業
N
O.
1
を
目
指
し
て
』と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
平
成
30
年
新・ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営

企
業
1
0
0
選
に
選
ば
れ
た
同
社
。創
業

60
年
、仙
台
市
と
東
京
に
拠
点
を
置
き

1
4
0
名
規
模
で
広
告・印
刷・プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。印
刷
以

外
に
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
な
ど
の
コ

ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
支
援
事
業
を
運
営
。10

年
前
は
、長
時
間
残
業
や
タ
ク
シ
ー
で
の

帰
宅
が
常
態
化
し
、“

愛
宕
橋
の
不
夜

城”

と
揶
揄
さ
れ
、女
性
の
勤
続
年
数
は

４
年
。優
秀
な
女
性
社
員
が
結
婚
し
、こ

の
ま
ま
で
は
続
け
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態

に
な
っ
た
こ
と
が
、働
く
環
境
を
改
善
す

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
自
身
も
出
産
育

児
経
験
が
あ
る
今
野
取
締
役
は
語
る
。

　
育
児
と
の
両
立
、女
性
が
活
躍
で
き
る

制
度
や
風
土
の
改
革
期
間
、そ
れ
ら
実

績・認
知
と
し
て
浸
透
す
る
期
間
と
３
年

ず
つ
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
、平
成
27
年
よ
り
、

社
員
か
ら
選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

『
新
し
い
働
き
方
委
員
会
』を
立
ち
上
げ

た
。そ
こ
で
の
提
案
で
、

“

イ
ク
メ
ン
の
日”

を
設
け
た
。全
社
員
が
月
１
回
以
上
定

時
退
社
し
育
児
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
楽
し

む
こ
と
で
、自
分
自
身
も
成

長
で
き
る
環
境
を
作
ろ
う

と
い
う
も
の
。指
定
日
に
帰

宅
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る

バッ
チ
を
作
っ
た
り
、女
性
の

視
点
で
オ
フ
ィ
ス
の
改
善
提

案
を
討
議
す
る
部
会
か
ら
、

記
念
日
休
暇
や
リ
フ
レ
ッ

シュ
休
暇
を
取
得
中
で
あ
る

こ
と
を
表
示
す
る
こ
と
で
、

有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す

く
す
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、効
率
的
な
打
ち

合
わ
せ
の
た
め
の
起
立
型

会
議
室
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
貸

与
し
て
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

な
ど
の
運
用
を
重
ね
、段
階

を
経
て
、全
員
が
21
時
で
帰

宅
す
る
よ
う
に
し
た
。お
互

6PRI・O  2019.67 PRI・O  2019.6

セミナー会場

今野彩子取締役

広報委員会

い
安
心
し
て
休
め
る
体
制
を
作
る
た
め
に

報・連・相
の
徹
底
や
仕
事
の
共
有
化
、相

談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
制
度
実

現
の
た
め
の
工
夫
も
行
って
い
る
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、時
間
外

滞
在
時
間
は
13
時
間
削
減
で
き
、有
給

取
得
率
も
大
幅
に
改
善
さ
れ
、男
女
と
も

育
休
取
得
1
0
0
％
と
な
る
。

　
働
き
方
を
誇
れ
る
企
業
に
な
る
た
め
の

改
革
を
重
ね
た
効
果
と
し
て
、優
秀
な
人

材
を
採
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、多
様
性

か
ら
生
ま
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
が
発

足
し
、会
社
の
業
績
向
上
に
つ
な
がって
い

る
。

　
昨
年
10
月
か
ら
は『
ワ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョン
委
員
会
』へ
と
進
化
さ
せ
、時
間
に

制
約
が
あ
る
社
員
の
活
躍
を
促
し
た
り
、

女
性
リ
ー
ダ
ー
や
イ
ク
ボ
ス（
育
児
を
積

極
的
に
推
進
、応
援
す
る
上
司
）を
育
成

す
る
な
ど
、あ
ら
た
な
業
務
改
革
を
推
進
。

社
員
の
成
長
す
る
力
を
引
き
出
し
、会
社

の
成
長
と
相
乗
効
果
を
生
む
よ
う
計
画

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る“

企
業
は
人
な

り”

の
土
壌
づ
く
り
を
社
員
自
ら
が
実
践

し
て
い
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
。

＊「
日
本
の
印
刷
4
月
号
P
35
」・「
同
5
月

号
」で
も
紹
介
予
定
で
す
。

（
報
告
／
鈴
木
美
術
印
刷
㈱ 

鈴
木
裕
香
）

ダイバーシティ推進委員会セミナー報告

「イクメンの日」宣言シート
イクメンバッチ

ダイバーシティ推進委員会 小野綾子委員長

講師：株式会社ユーメディア 取締役 今野彩子氏　開催：平成31年2月27日（水） 午後4時～ 日本印刷会館 

不夜城から社員自身が成長できる
環境へ転換してガッチリ！

女
外
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障
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資料編

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
会
が
主
催

す
る
研
修
事
業『
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
』セ
ミ
ナ
ー
が
平
成
31
年

2
月
27
日（
水
）日
本
印
刷
会
館
に
て
開

催
さ
れ
た
の
で
報
告
す
る
。冒
頭
、小
野

綾
子
委
員
長
よ
り
、新
た
に
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョン（
＝
包
括
す
る
）と
い
う
考
え
方
が

加
わ
る
こ
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、株
式
会
社
ユ
ー
メ
デ
ィ
ア
今
野

彩
子
取
締
役
に
よ
る『
働
き
方
を
誇
れ
る

成
長
企
業
N
O.
1
を
目
指
し
て
』と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
平
成
30
年
新・ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営

企
業
1
0
0
選
に
選
ば
れ
た
同
社
。創
業

60
年
、仙
台
市
と
東
京
に
拠
点
を
置
き

1
4
0
名
規
模
で
広
告・印
刷・プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。印
刷
以

外
に
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
な
ど
の
コ

ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
支
援
事
業
を
運
営
。10

年
前
は
、長
時
間
残
業
や
タ
ク
シ
ー
で
の

帰
宅
が
常
態
化
し
、“

愛
宕
橋
の
不
夜

城”

と
揶
揄
さ
れ
、女
性
の
勤
続
年
数
は

４
年
。優
秀
な
女
性
社
員
が
結
婚
し
、こ

の
ま
ま
で
は
続
け
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態

に
な
っ
た
こ
と
が
、働
く
環
境
を
改
善
す

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
自
身
も
出
産
育

児
経
験
が
あ
る
今
野
取
締
役
は
語
る
。

　
育
児
と
の
両
立
、女
性
が
活
躍
で
き
る

制
度
や
風
土
の
改
革
期
間
、そ
れ
ら
実

績・認
知
と
し
て
浸
透
す
る
期
間
と
３
年

ず
つ
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
、平
成
27
年
よ
り
、

社
員
か
ら
選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

『
新
し
い
働
き
方
委
員
会
』を
立
ち
上
げ

た
。そ
こ
で
の
提
案
で
、

“

イ
ク
メ
ン
の
日”

を
設
け
た
。全
社
員
が
月
１
回
以
上
定

時
退
社
し
育
児
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
楽
し

む
こ
と
で
、自
分
自
身
も
成

長
で
き
る
環
境
を
作
ろ
う

と
い
う
も
の
。指
定
日
に
帰

宅
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る

バッ
チ
を
作
っ
た
り
、女
性
の

視
点
で
オ
フ
ィ
ス
の
改
善
提

案
を
討
議
す
る
部
会
か
ら
、

記
念
日
休
暇
や
リ
フ
レ
ッ

シュ
休
暇
を
取
得
中
で
あ
る

こ
と
を
表
示
す
る
こ
と
で
、

有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す

く
す
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、効
率
的
な
打
ち

合
わ
せ
の
た
め
の
起
立
型

会
議
室
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
貸

与
し
て
の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

な
ど
の
運
用
を
重
ね
、段
階

を
経
て
、全
員
が
21
時
で
帰

宅
す
る
よ
う
に
し
た
。お
互

6PRI・O  2019.67 PRI・O  2019.6

セミナー会場

今野彩子取締役

広報委員会

い
安
心
し
て
休
め
る
体
制
を
作
る
た
め
に

報・連・相
の
徹
底
や
仕
事
の
共
有
化
、相

談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
制
度
実

現
の
た
め
の
工
夫
も
行
って
い
る
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、時
間
外

滞
在
時
間
は
13
時
間
削
減
で
き
、有
給

取
得
率
も
大
幅
に
改
善
さ
れ
、男
女
と
も

育
休
取
得
1
0
0
％
と
な
る
。

　
働
き
方
を
誇
れ
る
企
業
に
な
る
た
め
の

改
革
を
重
ね
た
効
果
と
し
て
、優
秀
な
人

材
を
採
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、多
様
性

か
ら
生
ま
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
が
発

足
し
、会
社
の
業
績
向
上
に
つ
な
がって
い

る
。

　
昨
年
10
月
か
ら
は『
ワ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョン
委
員
会
』へ
と
進
化
さ
せ
、時
間
に

制
約
が
あ
る
社
員
の
活
躍
を
促
し
た
り
、

女
性
リ
ー
ダ
ー
や
イ
ク
ボ
ス（
育
児
を
積

極
的
に
推
進
、応
援
す
る
上
司
）を
育
成

す
る
な
ど
、あ
ら
た
な
業
務
改
革
を
推
進
。

社
員
の
成
長
す
る
力
を
引
き
出
し
、会
社

の
成
長
と
相
乗
効
果
を
生
む
よ
う
計
画

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る“

企
業
は
人
な

り”

の
土
壌
づ
く
り
を
社
員
自
ら
が
実
践

し
て
い
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
。

＊「
日
本
の
印
刷
4
月
号
P
35
」・「
同
5
月

号
」で
も
紹
介
予
定
で
す
。

（
報
告
／
鈴
木
美
術
印
刷
㈱ 

鈴
木
裕
香
）

ダイバーシティ推進委員会セミナー報告

「イクメンの日」宣言シート
イクメンバッチ

ダイバーシティ推進委員会 小野綾子委員長

講師：株式会社ユーメディア 取締役 今野彩子氏　開催：平成31年2月27日（水） 午後4時～ 日本印刷会館 

不夜城から社員自身が成長できる
環境へ転換してガッチリ！

女
外
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資料編

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
会
活
動
に

つ
い
て
報
告
す
る
。今
年
度
は
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ（
＝
多
様
性
）に
加
え
て
、イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョン（
＝
包
括
）、多
様
性
を
持
っ
た
人
々

が
対
等
に
関
わ
り
あ
い
な
が
ら
一
体
化

し
、組
織
が
よ
り
活
性
化
し
て
い
く
と
い

う
考
え
方
が
加
わ
っ
た
。そ
の
考
え
方
を

お
伝
え
す
る
た
め
、初
め
て
の
地
方
開
催

セ
ミ
ナ
ー
を
計
画
し
、宮
崎
市
ニュ
ー
ウ
ェ

ル
シ
テ
ィ
宮
崎
に
て
、９
月
２７
日（
金
）午

後
4
時
か
ら
１
時
間
半
の
予
定
で
、愛
媛

県
佐
川
印
刷
株
式
会
社
代
表
取
締
役

社
長
佐
川
正
純
氏
に
よ
る『
佐
川
印
刷

で
愛
顔
あ
ふ
れ
る
働
き
方
を
実
現
す
る
』

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。参
加
者
は

宮
崎
県
工
組
２０
名
、沖
縄
含
む
九
州
各

工
組
９
名
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員

会
１１
名
の
計
40
名
。

　
開
催
に
あ
た
り
、株
式
会
社
文
昌
堂 

東
淑
恵
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
が
、

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
補
助
金

を
獲
得
、地
元
組
合
と
の
打
ち
合
わ
せ
、

会
場
設
営
、司
会
等
の
準
備
を
行
っ
た
。

　
主
催
者
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員

会
委
員
長
小
野
綾
子
氏
、主
催
地
か
ら

宮
崎
県
印
刷
工
業
組
合
理
事
長
出
水

廣
司
氏
、宮
崎
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
長
山
田
氏
よ
り
ご
挨
拶
の
あ
と
、佐

川
社
長
の
自
己
紹
介
か
ら
は
じ
まっ
た
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　
愛
媛
県
宇
和
島
市
吉
田
生
ま
れ
。印

刷
会
社
を
営
む
両
親
が
家
庭
で
も
い
つ
も

仕
事
の
話
を
し
て
い
て
、子
ど
も
の
頃
か

ら
大
変
さ
を
感
じ
て
い
た
。東
京
の
大
学

を
卒
業
し
た
後
は
I
T
メ
ー
カ
ー
勤
務

を
経
験
、２０
年
前
に
家
業
を
引
き
継
い

だ
。

　
合
理
化
し
て
考
え
る
時
間
を
確
保
す

る
必
要
性
。挑
戦
、覚
悟
、挫
折
、失
敗
か

ら
学
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

　
天
守
閣
を
つ
く
る
よ
り
、石
垣
を
つ
く

る
こ
と
を
好
む
性
質
で
あ
る
と
自
己
分

析
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害
に
見

舞
わ
れ
た
。災
害
と
い
う
企
業
リ
ス
ク
も

あ
っ
た
が
、苦
労
を
社
員
と
分
か
ち
あ
う

こ
と
で
よ
り
結
束
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
愛
媛
G
20
で
も
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

話
を
し
た
。I
o
T
業
務
効
率
化
に
よ

り
、儲
か
って
い
る
か
ど
う
か
を“

見
え
る

化”

す
る
必
要
が
あ
る
と
いっ
た
内
容
。　

　
S
D
G
s
の
よ
う
に
1
つ
の
物
差
し
で

は
、解
決
で
き
な
い
課
題
が
あ
る
。

　
地
方
の
企
業
で
も
、国
に
評
価
さ
れ
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
企
業
と
し
て
評
価
さ
れ
た

こ
と
を
紹
介
す
る
。

〈
会
社
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　
1
9
4
7
年
創
業
。８４
名
中
女
性
は

４０
名（
４8
％
）。下
請
け
で
は
な
く
、企
画

デ
ザ
イ
ン
、地
域
農
産
物
を
ネ
ッ
ト
販
売
、

ド
ロ
ー
ン
、We
b
で
地
域
活
性
化
事
業
、

広
告
代
理
店
、サ
イ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、布

への
印
刷
な
ど
多
角
化
し
て
い
る
。

　
経
営
理
念
は
、ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
テ
ー
ジ・

グ
ッ
ド
パ
ー
ト
ナ
ー・プ
ロ
フェッ
ショ
ナ
ル
パ

ワ
ー
。

〈
印
刷
会
社
あ
る
あ
る（
共
通
課
題
と
し
て
）〉

　
残
業
が
多
い
。給
料
が
上
が
ら
な
い
。

日
々
の
業
務
で
手
いっ
ぱ
い
。付
加
価
値
が

上
が
ら
な
い
。業
務
が
職
人
の
ス
キ
ル
に

依
存
。負
荷
が
集
中
、ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
発

生
。労
働
人
口
減
少
に
よ
る
人
手
不
足
。

新
卒
採
用
が
難
し
い
。少
子
化
、高
齢
化
、
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後
継
者
問
題
、こ
の
ま
ま
会
社
を
継
続
で

き
る
の
か
？
と
いっ
た
課
題
が
あ
る
。

〈
常
に
疑
問
を
も
つ
〉

　
何
の
た
め
の
業
務
？
儲
か
っ
て
い
る

の
？
付
加
価
値
って
何
？
職
人
ス
キ
ルっ

て
何
？
働
き
た
い
会
社
って
ど
う
い
う
会

社
？
今
ま
で
の
常
識
や
思
い
込
み
、今
ま

で
ど
お
り
で
は
何
も
変
わ
ら
な
い
。い
つ
も

疑
問
を
持
ち
、深
く
掘
り
下
げ
て
考
え
て

い
る
。

　〈
と
り
ま
く
環
境
と
対
策
〉

　
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
。地
方
は
人
口
減

少
。今
ま
で
ど
お
り
で
は
い
け
な
い
。

　『
社
員
が
幸
せ
で
あ
る
状
態
と
は
、会

社
で
過
ご
す
時
間
と
家
庭
生
活
の
充
実

度
、つ
ま
り
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
よ

い
状
態
で
あ
る
。』

　
仕
事
で
自
己
成
長
を
感
じ
、付
加
価

値
の
あ
る
仕
事
を
す
る
こ
と
で
誇
り
を
持

て
る
か
？
を
重
視
す
る
。

　
時
間
を
有
効
に
使
え
る
よ
う
、で
き
る

だ
け
自
動
化
し
て“

作
業”

か
ら“

考
え

る”

へ
。人
間
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
集

中
す
る
た
め
の
時
間
を
確
保
す
る
。

Io
T
で
解
決
で
き
る
こ
と
は
行
う
。

　
余
暇
は
、家
族
と
過
ご
し
た
り
、地
域

ダイバーシティ推進委員会 in 宮崎

活
動
に
参
加
し
た
り
、旅
行
や
趣
味
に
よ

り
見
聞
を
広
げ
る
な
ど
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

〈
見
え
る
化
〉

　“

見
え
る
化”

で
、問
題
や
課
題
を
デ
ー

タ
に
も
と
づ
き
客
観
的
に
把
握
。改
善
点

を
洗
い
出
す
。粗
さ
が
し
で
は
な
く
、社
員

が
活
躍
す
る・幸
せ
に
な
る
た
め
の
見
え

る
化
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
。

　
管
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
。必
ず
イ

ン
プ
ッ
ト
が
な
い
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
な
い
。

　
改
善
活
動
を
と
お
し
て
業
績
向
上
し

た
ら
、給
与
へ
反
映
さ
せ
る

①
Io
T
に
よ
る
見
え
る
化
　
　

②
自
動
化

③
多
様
な
働
き
方
の
承
認

①
②
と
③
両
輪
を
回
す
た
め
、付
加
価

値
向
上
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
５
年
。

　
委
員
会
で
は
、な
ぜ
こ
れ
を
やって
い
る

の
か
？
自
分
た
ち
の
た
め
の
改
善
活
動
だ

と
繰
り
返
し
説
明
し
て
い
る
。健
康
診
断

で
自
分
の
悪
い
と
こ
ろ
が
わ
かっ
た
ら
改
善

し
よ
う
と
す
る
の
と
同
じ
。

　
一
方
、営
業
が
大
き
な
仕
事
を
取
る
た

め
の
戦
略
的
な
受
注
だ
と
い
う
根
拠
が

あ
れ
ば
、安
値
受
注
も
認
め
る
よ
う
な
柔

軟
な
対
応
を
し
て
い
る
。

〈
原
因
分
析
と
改
善
提
案
に
よ
る
実
績
事
例
〉

　
製
版
の
面
付
け
、断
裁
な
ど
最
終
失

敗
し
た
ら
大
変
だ
が
付
加
価
値
が
上
が

ら
な
い
も
の
を
自
動
化
す
る
こ
と
か
ら
始

め
た
。自
動
面
付
け
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
面
付
け
作
業
が
効
率
化
、

C
T
P
は
無
人
化
し
た
。製
版
担
当
は
そ

の
後
、D
T
P⇒

デ
ザ
イ
ナ
ー⇒

デ
ィ
レ

ク
タ
ー
へ
と
キ
ャ
リ
ア
U
P
し
て
い
る
。

　
断
裁
機
で
は
、断
ち
順
を
デ
ー
タ
で
指

示
、断
裁
刃
に
触
れ
な
い
よ
う
静
電
気
で

張
り
付
く
紙
出
を
エ
ア
ー
で
落
す
、裁
ち

屑
は
自
動
で
回
収
さ
れ
る
な
ど
の
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、パ
ー
ト
の
女
性
が

操
作
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
S
D
P（
佐
川
ダ
イ
エ
ッ
ト
プ
ロ
ダ
ク

ション
シ
ス
テ
ム
）　

　
見
え
る
化⇒

問
題
点⇒

自
動
化

　
　
　
　
　
　
　 

←

　
　
　
　
　   

　  

改
善 

　
怖
い・重
い
が
排
除
で
き
れ
ば
、女
性
で

も
働
き
や
す
い
環
境
に
な
る
。

〈
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
ション
ク
リ
アへの
取
り

組
み
〉 ＊
シ
ー
ト
参
照

　
も
と
も
と
写
植
な
ど
女
性
が
多
かっ
た

背
景
は
あ
る
が
、女
性
社
員
の
活
用
を
積

極
的
に
行
って
い
た
。し
か
し
結
婚
、出
産

を
迎
え
る
際
に
就
業
規
則
を
あ
て
は
め
て

考
え
て
い
た
ら
、残
れ
な
い
人
が
で
て
く
る

の
で
規
則
に
縛
ら
れ
ず
、都
度
判
断
し
て

い
く
こ
と
、多
様
な
働
き
方
を
承
認
す
る

こ
と
で
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
勤
務

が
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

〈
多
様
な
働
き
方
を
承
認
と
コ
ミュニ
ケ
ー

ション
の
場
づ
く
り
〉

　
産
休
あ
け
育
児
の
間
は
、希
望
に
応
じ

て
管
理
職・時
短
勤
務
の
正
社
員・パ
ー

ト・在
宅
勤
務
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
勤

務
の
選
択
が
自
由
に
で
き
る
よ
う
に
し

て
、キ
ャ
リ
ア
の
中
断
が
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
。

　
共
働
き
の
男
性
社
員
も
家
事
分
担
の

た
め
早
朝
出
勤
〜
夕
方
ま
で
と
勤
務
時

間
帯
の
変
更
を
認
め
て
い
る
。変
更
し
た

人
か
ら
、家
に
帰
って
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
立
て
や
す
く
なっ
た
と
い
う
声
あ
り
。

　
仕
事
量
の
判
断
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
、

打
ち
合
わ
せ
の
時
間
短
縮
、外
注
先
への

発
注
可
否
な
ど
Io
T
を
活
用
し
た“

見

え
る
化”

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　
女
性
管
理
職
、管
理
職
候
補
者
の
所

属
部
横
断
の
組
織“

SAKAW
A

な
で
し

こ
連”

で
は
、異
業
種
交
流
会
への
参
加
や

商
品
企
画
を
行
って
い
る
。女
性
は
少
し

後
押
し
す
る
と
男
性
社
会
に
出
て
い
け

る
。

　
新
人
が
入
社
し
た
時
や
部
ご
と
や
プ

ロ
ジェク
ト
ご
と
で
、ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
う
等
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ

る
よ
う
な
場
づ
く
り
も
し
て
い
る
。

〈
子
育
て
を
応
援
す
る
風
土
づ
く
り
〉

　
子
ど
も
の
預
け
先
が
な
い
場
合
、子
連

れ
で
の
出
社
を
認
め
、仕
事
中
の
親
の
傍

ら
で
宿
題
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、待

機
児
童
問
題
が
あ
れ
ば
、会
社
も
か
か

わって
解
決
し
て
い
る
。

　
愛
媛
で
は
、第
１
子
に
の
み
お
む
つ
が

支
給
さ
れ
る
が
、２
子
以
降
は
会
社
か
ら

お
む
つ
を
贈
呈
し
て
い
る
。

　
こ
の
10
年
間
で
、18
人
の
子
ど
も
が
誕

生
。育
休
を
全
員
取
得
し
て
復
帰
。男
性

も
1
名
取
得
。今
年
は
3
人
が
産
休
か
ら

復
帰
し
て
い
る
。

〈
取
り
組
み
の
成
果
と
今
後
〉

　
S
D
G
s
８
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

(

＝
誇
り
を
も
て
る
仕
事)

で
地
域
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
、オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
工
場
の

拠
点
を
統
合
す
る
際
、閉
鎖
す
る
こ
と
な

く
仕
事
と
農
業
を
兼
業
し
て
い
る
社
員

が
多
く
、お
祭
り
や
地
域
活
動
と
の
両
立

が
で
き
る
よ
う
、デ
ジ
タ
ル
印
刷
工
場
に

転
換
し
た
事
業
所
を
残
し
て
い
る
。

　
個
別
事
情
に
対
応
し
て
も
らっ
た
人
は

“

お
蔭
さ
ま”

、周
り
の
人
は“

お
互
い
さ

ま”

の
精
神
で
助
け
合
え
る
風
土
づ
く
り

が
大
事
。

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
、働
き
方
に
多
様
性

を
も
た
せ
た
結
果
、平
均
年
齢
４２
歳
。　

　
勤
続
１６・７
年
。取
り
組
み
始
め
の
2
0 

0
4
年
と
2
0
1
9
年
を
比
較
す
る
と

女
性
の
勤
続
年
数
や
管
理
職
登
用
率
等

ス
コ
ア
が
大
き
く
向
上
し
て
い
る
。

　
2
0
1
7
年
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
に

認
定
さ
れ
た
。現
在
は
健
康
経
営
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
講
演
の
後
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
委
員
よ

り
、自
社
で
の
取
り
組
ん
で
み
た
も
の
の
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
事
例
の
紹
介
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
場
を
設
け
た
。

〈
Q
&
A
〉

　
株
式
会
社
近
藤
印
刷（
名
古
屋
）近
藤

社
長
よ
り
産
休
明
け
時
短
勤
務
中
の
女

性
社
員
に
副
業
を
認
め
た
。時
短
勤
務
な

の
に
副
業
？
と
他
の
社
員
と
対
立
す
る

こ
と
に
な
り
、結
果
、副
業
を
メ
イ
ン
に
す

る
と
の
こ
と
で
退
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ど
う
す
れ
ば
よ
かっ
た
か
？

佐
川
社
長
よ
り
コ
メ
ン
ト

　
結
婚
し
た
相
手
の
価
値
観（
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
中
の
仕
事
の
や
り

が
い
な
ど
）は
尊
重
せ
ざ
る
を
え
な
い
。休

み
を
取
る
こ
と
で
他
人
に
し
わ
よ
せ
が
出

る
時
、お
互
い
が
ど
う
い
う
関
係
か
権
利

や
価
値
観
の
共
有
が
必
要
で
は
？

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
は
？
休
み

は
何
の
た
め
に
あ
る
か
？
会
社
は
人
生
の

大
半
を
過
ご
す
場
。家
族
持
ち
だ
け
で
な

く
、独
身
社
員
も
外
に
出
る
機
会
が
な
い

と
世
間
知
ら
ず
に
な
る
。い
ろ
い
ろ
な
体

験・ア
イ
デ
ア
を
得
て
も
ら
い
た
い
の
で
、

余
暇
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い

る
。

　
持
ち
つ
持
た
れ
つ“

お
互
い
さ
ま
、お
蔭

さ
ま”

の
か
か
わ
り
あ
い
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
カ
バ
ー
し
あ
え
る
よ
う
に
し
て
い
く

と
よ
い
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
は
、活
発
な
質
疑
応
答
も

行
わ
れ
、盛
会
で
お
開
き
と
なっ
た
。

　
昨
年
、自
動
化
さ
れ
た
工
場
、な
で
し

こ
連
で
活
躍
し
て
い
る
社
員
の
方
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。今

回
は
、佐
川
社
長
が
現
在
の
会
社
に
つ
く

り
上
げ
て
こ
ら
れ
た
考
え
の
過
程
を
伺
う

こ
と
が
で
き
た
。社
員
の
た
め
と
、ど
の
経

営
者
も
思
って
い
る
こ
と
で
す
が
、具
体
的

に
そ
れ
は
ど
う
い
う
状
態
な
の
か
、実
現

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
と
こ
と

ん
考
え
実
行
し
て
積
み
上
げ
て
こ
ら
た
。

自
動
化・見
え
る
化
と
い
う
と
ド
ラ
イ
な

印
象
を
受
け
る
が
、根
底
に
社
員
を
思
う

気
持
ち
が
あ
り
、個
別
事
情
に
応
じ
る
場

合
も
、周
り
の
人
への
配
慮
や
感
謝
が
必

要
と
時
に
は
親
の
よ
う
に
注
意
を
す
る
な

ど
、人
間
的
な
関
わ
り
を
大
事
に
さ
れ
硬

柔
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
っ
て
経
営
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
かっ
た
。

（
報
告
／
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
会 

鈴
木
裕
香
）

講師：愛媛県佐川印刷株式会社 代表取締役社長 佐川正純氏
開催：令和元年９月２７日（金） 午後4時～ ニューウェルシティ宮崎 

ダイバーシティ＆インクルージョン
経営をお伝えすべく、宮崎へ

インクルージョン経営 働き方改革取組中
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資料編

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
会
活
動
に

つ
い
て
報
告
す
る
。今
年
度
は
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ（
＝
多
様
性
）に
加
え
て
、イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョン（
＝
包
括
）、多
様
性
を
持
っ
た
人
々

が
対
等
に
関
わ
り
あ
い
な
が
ら
一
体
化

し
、組
織
が
よ
り
活
性
化
し
て
い
く
と
い

う
考
え
方
が
加
わ
っ
た
。そ
の
考
え
方
を

お
伝
え
す
る
た
め
、初
め
て
の
地
方
開
催

セ
ミ
ナ
ー
を
計
画
し
、宮
崎
市
ニュ
ー
ウ
ェ

ル
シ
テ
ィ
宮
崎
に
て
、９
月
２７
日（
金
）午

後
4
時
か
ら
１
時
間
半
の
予
定
で
、愛
媛

県
佐
川
印
刷
株
式
会
社
代
表
取
締
役

社
長
佐
川
正
純
氏
に
よ
る『
佐
川
印
刷

で
愛
顔
あ
ふ
れ
る
働
き
方
を
実
現
す
る
』

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。参
加
者
は

宮
崎
県
工
組
２０
名
、沖
縄
含
む
九
州
各

工
組
９
名
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員

会
１１
名
の
計
40
名
。

　
開
催
に
あ
た
り
、株
式
会
社
文
昌
堂 

東
淑
恵
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
が
、

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
補
助
金

を
獲
得
、地
元
組
合
と
の
打
ち
合
わ
せ
、

会
場
設
営
、司
会
等
の
準
備
を
行
っ
た
。

　
主
催
者
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員

会
委
員
長
小
野
綾
子
氏
、主
催
地
か
ら

宮
崎
県
印
刷
工
業
組
合
理
事
長
出
水

廣
司
氏
、宮
崎
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
長
山
田
氏
よ
り
ご
挨
拶
の
あ
と
、佐

川
社
長
の
自
己
紹
介
か
ら
は
じ
まっ
た
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　
愛
媛
県
宇
和
島
市
吉
田
生
ま
れ
。印

刷
会
社
を
営
む
両
親
が
家
庭
で
も
い
つ
も

仕
事
の
話
を
し
て
い
て
、子
ど
も
の
頃
か

ら
大
変
さ
を
感
じ
て
い
た
。東
京
の
大
学

を
卒
業
し
た
後
は
I
T
メ
ー
カ
ー
勤
務

を
経
験
、２０
年
前
に
家
業
を
引
き
継
い

だ
。

　
合
理
化
し
て
考
え
る
時
間
を
確
保
す

る
必
要
性
。挑
戦
、覚
悟
、挫
折
、失
敗
か

ら
学
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

　
天
守
閣
を
つ
く
る
よ
り
、石
垣
を
つ
く

る
こ
と
を
好
む
性
質
で
あ
る
と
自
己
分

析
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害
に
見

舞
わ
れ
た
。災
害
と
い
う
企
業
リ
ス
ク
も

あ
っ
た
が
、苦
労
を
社
員
と
分
か
ち
あ
う

こ
と
で
よ
り
結
束
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
愛
媛
G
20
で
も
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

話
を
し
た
。I
o
T
業
務
効
率
化
に
よ

り
、儲
か
って
い
る
か
ど
う
か
を“

見
え
る

化”

す
る
必
要
が
あ
る
と
いっ
た
内
容
。　

　
S
D
G
s
の
よ
う
に
1
つ
の
物
差
し
で

は
、解
決
で
き
な
い
課
題
が
あ
る
。

　
地
方
の
企
業
で
も
、国
に
評
価
さ
れ
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
企
業
と
し
て
評
価
さ
れ
た

こ
と
を
紹
介
す
る
。

〈
会
社
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　
1
9
4
7
年
創
業
。８４
名
中
女
性
は

４０
名（
４8
％
）。下
請
け
で
は
な
く
、企
画

デ
ザ
イ
ン
、地
域
農
産
物
を
ネ
ッ
ト
販
売
、

ド
ロ
ー
ン
、We
b
で
地
域
活
性
化
事
業
、

広
告
代
理
店
、サ
イ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、布

への
印
刷
な
ど
多
角
化
し
て
い
る
。

　
経
営
理
念
は
、ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
テ
ー
ジ・

グ
ッ
ド
パ
ー
ト
ナ
ー・プ
ロ
フェッ
ショ
ナ
ル
パ

ワ
ー
。

〈
印
刷
会
社
あ
る
あ
る（
共
通
課
題
と
し
て
）〉

　
残
業
が
多
い
。給
料
が
上
が
ら
な
い
。

日
々
の
業
務
で
手
いっ
ぱ
い
。付
加
価
値
が

上
が
ら
な
い
。業
務
が
職
人
の
ス
キ
ル
に

依
存
。負
荷
が
集
中
、ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
発

生
。労
働
人
口
減
少
に
よ
る
人
手
不
足
。

新
卒
採
用
が
難
し
い
。少
子
化
、高
齢
化
、
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後
継
者
問
題
、こ
の
ま
ま
会
社
を
継
続
で

き
る
の
か
？
と
いっ
た
課
題
が
あ
る
。

〈
常
に
疑
問
を
も
つ
〉

　
何
の
た
め
の
業
務
？
儲
か
っ
て
い
る

の
？
付
加
価
値
って
何
？
職
人
ス
キ
ルっ

て
何
？
働
き
た
い
会
社
って
ど
う
い
う
会

社
？
今
ま
で
の
常
識
や
思
い
込
み
、今
ま

で
ど
お
り
で
は
何
も
変
わ
ら
な
い
。い
つ
も

疑
問
を
持
ち
、深
く
掘
り
下
げ
て
考
え
て

い
る
。

　〈
と
り
ま
く
環
境
と
対
策
〉

　
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
。地
方
は
人
口
減

少
。今
ま
で
ど
お
り
で
は
い
け
な
い
。

　『
社
員
が
幸
せ
で
あ
る
状
態
と
は
、会

社
で
過
ご
す
時
間
と
家
庭
生
活
の
充
実

度
、つ
ま
り
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
よ

い
状
態
で
あ
る
。』

　
仕
事
で
自
己
成
長
を
感
じ
、付
加
価

値
の
あ
る
仕
事
を
す
る
こ
と
で
誇
り
を
持

て
る
か
？
を
重
視
す
る
。

　
時
間
を
有
効
に
使
え
る
よ
う
、で
き
る

だ
け
自
動
化
し
て“

作
業”

か
ら“

考
え

る”

へ
。人
間
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
集

中
す
る
た
め
の
時
間
を
確
保
す
る
。

Io
T
で
解
決
で
き
る
こ
と
は
行
う
。

　
余
暇
は
、家
族
と
過
ご
し
た
り
、地
域

ダイバーシティ推進委員会 in 宮崎

活
動
に
参
加
し
た
り
、旅
行
や
趣
味
に
よ

り
見
聞
を
広
げ
る
な
ど
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

〈
見
え
る
化
〉

　“

見
え
る
化”

で
、問
題
や
課
題
を
デ
ー

タ
に
も
と
づ
き
客
観
的
に
把
握
。改
善
点

を
洗
い
出
す
。粗
さ
が
し
で
は
な
く
、社
員

が
活
躍
す
る・幸
せ
に
な
る
た
め
の
見
え

る
化
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
。

　
管
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
。必
ず
イ

ン
プ
ッ
ト
が
な
い
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
な
い
。

　
改
善
活
動
を
と
お
し
て
業
績
向
上
し

た
ら
、給
与
へ
反
映
さ
せ
る

①
Io
T
に
よ
る
見
え
る
化
　
　

②
自
動
化

③
多
様
な
働
き
方
の
承
認

①
②
と
③
両
輪
を
回
す
た
め
、付
加
価

値
向
上
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
５
年
。

　
委
員
会
で
は
、な
ぜ
こ
れ
を
やって
い
る

の
か
？
自
分
た
ち
の
た
め
の
改
善
活
動
だ

と
繰
り
返
し
説
明
し
て
い
る
。健
康
診
断

で
自
分
の
悪
い
と
こ
ろ
が
わ
かっ
た
ら
改
善

し
よ
う
と
す
る
の
と
同
じ
。

　
一
方
、営
業
が
大
き
な
仕
事
を
取
る
た

め
の
戦
略
的
な
受
注
だ
と
い
う
根
拠
が

あ
れ
ば
、安
値
受
注
も
認
め
る
よ
う
な
柔

軟
な
対
応
を
し
て
い
る
。

〈
原
因
分
析
と
改
善
提
案
に
よ
る
実
績
事
例
〉

　
製
版
の
面
付
け
、断
裁
な
ど
最
終
失

敗
し
た
ら
大
変
だ
が
付
加
価
値
が
上
が

ら
な
い
も
の
を
自
動
化
す
る
こ
と
か
ら
始

め
た
。自
動
面
付
け
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
面
付
け
作
業
が
効
率
化
、

C
T
P
は
無
人
化
し
た
。製
版
担
当
は
そ

の
後
、D
T
P⇒

デ
ザ
イ
ナ
ー⇒

デ
ィ
レ

ク
タ
ー
へ
と
キ
ャ
リ
ア
U
P
し
て
い
る
。

　
断
裁
機
で
は
、断
ち
順
を
デ
ー
タ
で
指

示
、断
裁
刃
に
触
れ
な
い
よ
う
静
電
気
で

張
り
付
く
紙
出
を
エ
ア
ー
で
落
す
、裁
ち

屑
は
自
動
で
回
収
さ
れ
る
な
ど
の
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、パ
ー
ト
の
女
性
が

操
作
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
S
D
P（
佐
川
ダ
イ
エ
ッ
ト
プ
ロ
ダ
ク

ション
シ
ス
テ
ム
）　

　
見
え
る
化⇒

問
題
点⇒

自
動
化

　
　
　
　
　
　
　 

←

　
　
　
　
　   

　  

改
善 

　
怖
い・重
い
が
排
除
で
き
れ
ば
、女
性
で

も
働
き
や
す
い
環
境
に
な
る
。

〈
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
ション
ク
リ
アへの
取
り

組
み
〉 ＊
シ
ー
ト
参
照

　
も
と
も
と
写
植
な
ど
女
性
が
多
かっ
た

背
景
は
あ
る
が
、女
性
社
員
の
活
用
を
積

極
的
に
行
って
い
た
。し
か
し
結
婚
、出
産

を
迎
え
る
際
に
就
業
規
則
を
あ
て
は
め
て

考
え
て
い
た
ら
、残
れ
な
い
人
が
で
て
く
る

の
で
規
則
に
縛
ら
れ
ず
、都
度
判
断
し
て

い
く
こ
と
、多
様
な
働
き
方
を
承
認
す
る

こ
と
で
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
勤
務

が
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

〈
多
様
な
働
き
方
を
承
認
と
コ
ミュニ
ケ
ー

ション
の
場
づ
く
り
〉

　
産
休
あ
け
育
児
の
間
は
、希
望
に
応
じ

て
管
理
職・時
短
勤
務
の
正
社
員・パ
ー

ト・在
宅
勤
務
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
勤

務
の
選
択
が
自
由
に
で
き
る
よ
う
に
し

て
、キ
ャ
リ
ア
の
中
断
が
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
。

　
共
働
き
の
男
性
社
員
も
家
事
分
担
の

た
め
早
朝
出
勤
〜
夕
方
ま
で
と
勤
務
時

間
帯
の
変
更
を
認
め
て
い
る
。変
更
し
た

人
か
ら
、家
に
帰
って
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
立
て
や
す
く
なっ
た
と
い
う
声
あ
り
。

　
仕
事
量
の
判
断
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
、

打
ち
合
わ
せ
の
時
間
短
縮
、外
注
先
への

発
注
可
否
な
ど
Io
T
を
活
用
し
た“

見

え
る
化”

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　
女
性
管
理
職
、管
理
職
候
補
者
の
所

属
部
横
断
の
組
織“

SAKAW
A

な
で
し

こ
連”

で
は
、異
業
種
交
流
会
への
参
加
や

商
品
企
画
を
行
って
い
る
。女
性
は
少
し

後
押
し
す
る
と
男
性
社
会
に
出
て
い
け

る
。

　
新
人
が
入
社
し
た
時
や
部
ご
と
や
プ

ロ
ジェク
ト
ご
と
で
、ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
う
等
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ

る
よ
う
な
場
づ
く
り
も
し
て
い
る
。

〈
子
育
て
を
応
援
す
る
風
土
づ
く
り
〉

　
子
ど
も
の
預
け
先
が
な
い
場
合
、子
連

れ
で
の
出
社
を
認
め
、仕
事
中
の
親
の
傍

ら
で
宿
題
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、待

機
児
童
問
題
が
あ
れ
ば
、会
社
も
か
か

わって
解
決
し
て
い
る
。

　
愛
媛
で
は
、第
１
子
に
の
み
お
む
つ
が

支
給
さ
れ
る
が
、２
子
以
降
は
会
社
か
ら

お
む
つ
を
贈
呈
し
て
い
る
。

　
こ
の
10
年
間
で
、18
人
の
子
ど
も
が
誕

生
。育
休
を
全
員
取
得
し
て
復
帰
。男
性

も
1
名
取
得
。今
年
は
3
人
が
産
休
か
ら

復
帰
し
て
い
る
。

〈
取
り
組
み
の
成
果
と
今
後
〉

　
S
D
G
s
８
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

(

＝
誇
り
を
も
て
る
仕
事)

で
地
域
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
、オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
工
場
の

拠
点
を
統
合
す
る
際
、閉
鎖
す
る
こ
と
な

く
仕
事
と
農
業
を
兼
業
し
て
い
る
社
員

が
多
く
、お
祭
り
や
地
域
活
動
と
の
両
立

が
で
き
る
よ
う
、デ
ジ
タ
ル
印
刷
工
場
に

転
換
し
た
事
業
所
を
残
し
て
い
る
。

　
個
別
事
情
に
対
応
し
て
も
らっ
た
人
は

“

お
蔭
さ
ま”

、周
り
の
人
は“

お
互
い
さ

ま”

の
精
神
で
助
け
合
え
る
風
土
づ
く
り

が
大
事
。

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
、働
き
方
に
多
様
性

を
も
た
せ
た
結
果
、平
均
年
齢
４２
歳
。　

　
勤
続
１６・７
年
。取
り
組
み
始
め
の
2
0 

0
4
年
と
2
0
1
9
年
を
比
較
す
る
と

女
性
の
勤
続
年
数
や
管
理
職
登
用
率
等

ス
コ
ア
が
大
き
く
向
上
し
て
い
る
。

　
2
0
1
7
年
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
に

認
定
さ
れ
た
。現
在
は
健
康
経
営
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
講
演
の
後
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
委
員
よ

り
、自
社
で
の
取
り
組
ん
で
み
た
も
の
の
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
事
例
の
紹
介
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
場
を
設
け
た
。

〈
Q
&
A
〉

　
株
式
会
社
近
藤
印
刷（
名
古
屋
）近
藤

社
長
よ
り
産
休
明
け
時
短
勤
務
中
の
女

性
社
員
に
副
業
を
認
め
た
。時
短
勤
務
な

の
に
副
業
？
と
他
の
社
員
と
対
立
す
る

こ
と
に
な
り
、結
果
、副
業
を
メ
イ
ン
に
す

る
と
の
こ
と
で
退
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ど
う
す
れ
ば
よ
かっ
た
か
？

佐
川
社
長
よ
り
コ
メ
ン
ト

　
結
婚
し
た
相
手
の
価
値
観（
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
中
の
仕
事
の
や
り

が
い
な
ど
）は
尊
重
せ
ざ
る
を
え
な
い
。休

み
を
取
る
こ
と
で
他
人
に
し
わ
よ
せ
が
出

る
時
、お
互
い
が
ど
う
い
う
関
係
か
権
利

や
価
値
観
の
共
有
が
必
要
で
は
？

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
は
？
休
み

は
何
の
た
め
に
あ
る
か
？
会
社
は
人
生
の

大
半
を
過
ご
す
場
。家
族
持
ち
だ
け
で
な

く
、独
身
社
員
も
外
に
出
る
機
会
が
な
い

と
世
間
知
ら
ず
に
な
る
。い
ろ
い
ろ
な
体

験・ア
イ
デ
ア
を
得
て
も
ら
い
た
い
の
で
、

余
暇
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い

る
。

　
持
ち
つ
持
た
れ
つ“

お
互
い
さ
ま
、お
蔭

さ
ま”

の
か
か
わ
り
あ
い
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
カ
バ
ー
し
あ
え
る
よ
う
に
し
て
い
く

と
よ
い
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
は
、活
発
な
質
疑
応
答
も

行
わ
れ
、盛
会
で
お
開
き
と
なっ
た
。

　
昨
年
、自
動
化
さ
れ
た
工
場
、な
で
し

こ
連
で
活
躍
し
て
い
る
社
員
の
方
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。今

回
は
、佐
川
社
長
が
現
在
の
会
社
に
つ
く

り
上
げ
て
こ
ら
れ
た
考
え
の
過
程
を
伺
う

こ
と
が
で
き
た
。社
員
の
た
め
と
、ど
の
経

営
者
も
思
って
い
る
こ
と
で
す
が
、具
体
的

に
そ
れ
は
ど
う
い
う
状
態
な
の
か
、実
現

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
と
こ
と

ん
考
え
実
行
し
て
積
み
上
げ
て
こ
ら
た
。

自
動
化・見
え
る
化
と
い
う
と
ド
ラ
イ
な

印
象
を
受
け
る
が
、根
底
に
社
員
を
思
う

気
持
ち
が
あ
り
、個
別
事
情
に
応
じ
る
場

合
も
、周
り
の
人
への
配
慮
や
感
謝
が
必

要
と
時
に
は
親
の
よ
う
に
注
意
を
す
る
な

ど
、人
間
的
な
関
わ
り
を
大
事
に
さ
れ
硬

柔
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
っ
て
経
営
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
かっ
た
。

（
報
告
／
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
会 

鈴
木
裕
香
）

講師：愛媛県佐川印刷株式会社 代表取締役社長 佐川正純氏
開催：令和元年９月２７日（金） 午後4時～ ニューウェルシティ宮崎 

ダイバーシティ＆インクルージョン
経営をお伝えすべく、宮崎へ

インクルージョン経営 働き方改革取組中
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活
動
に
参
加
し
た
り
、旅
行
や
趣
味
に
よ

り
見
聞
を
広
げ
る
な
ど
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

〈
見
え
る
化
〉

　“

見
え
る
化”

で
、問
題
や
課
題
を
デ
ー

タ
に
も
と
づ
き
客
観
的
に
把
握
。改
善
点

を
洗
い
出
す
。粗
さ
が
し
で
は
な
く
、社
員

が
活
躍
す
る・幸
せ
に
な
る
た
め
の
見
え

る
化
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
。

　
管
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
。必
ず
イ

ン
プ
ッ
ト
が
な
い
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
な
い
。

　
改
善
活
動
を
と
お
し
て
業
績
向
上
し

た
ら
、給
与
へ
反
映
さ
せ
る

①
Io
T
に
よ
る
見
え
る
化
　
　

②
自
動
化

③
多
様
な
働
き
方
の
承
認

①
②
と
③
両
輪
を
回
す
た
め
、付
加
価

値
向
上
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
５
年
。

　
委
員
会
で
は
、な
ぜ
こ
れ
を
やって
い
る

の
か
？
自
分
た
ち
の
た
め
の
改
善
活
動
だ

と
繰
り
返
し
説
明
し
て
い
る
。健
康
診
断

で
自
分
の
悪
い
と
こ
ろ
が
わ
かっ
た
ら
改
善

し
よ
う
と
す
る
の
と
同
じ
。

　
一
方
、営
業
が
大
き
な
仕
事
を
取
る
た

め
の
戦
略
的
な
受
注
だ
と
い
う
根
拠
が

あ
れ
ば
、安
値
受
注
も
認
め
る
よ
う
な
柔

軟
な
対
応
を
し
て
い
る
。

〈
原
因
分
析
と
改
善
提
案
に
よ
る
実
績
事
例
〉

　
製
版
の
面
付
け
、断
裁
な
ど
最
終
失

敗
し
た
ら
大
変
だ
が
付
加
価
値
が
上
が

ら
な
い
も
の
を
自
動
化
す
る
こ
と
か
ら
始

め
た
。自
動
面
付
け
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
面
付
け
作
業
が
効
率
化
、

C
T
P
は
無
人
化
し
た
。製
版
担
当
は
そ

の
後
、D
T
P⇒

デ
ザ
イ
ナ
ー⇒

デ
ィ
レ

ク
タ
ー
へ
と
キ
ャ
リ
ア
U
P
し
て
い
る
。

　
断
裁
機
で
は
、断
ち
順
を
デ
ー
タ
で
指

示
、断
裁
刃
に
触
れ
な
い
よ
う
静
電
気
で

張
り
付
く
紙
出
を
エ
ア
ー
で
落
と
す
、裁

ち
屑
は
自
動
で
回
収
さ
れ
る
な
ど
の
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、パ
ー
ト
の
女
性

が
操
作
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
S
D
P（
佐
川
ダ
イ
エ
ッ
ト
プ
ロ
ダ
ク

ション
シ
ス
テ
ム
）　

　
見
え
る
化⇒

問
題
点⇒

自
動
化

　
　
　
　
　
　
　 

←

　
　
　
　
　   
　  
改
善 

　
怖
い・重
い
が
排
除
で
き
れ
ば
、女
性
で

も
働
き
や
す
い
環
境
に
な
る
。

〈
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
ション
ク
リ
アへの
取
り

組
み
〉 ＊
シ
ー
ト
参
照

　
も
と
も
と
写
植
な
ど
女
性
が
多
かっ
た

背
景
は
あ
る
が
、女
性
社
員
の
活
用
を
積

極
的
に
行
って
い
た
。し
か
し
結
婚
、出
産

を
迎
え
る
際
に
就
業
規
則
を
あ
て
は
め
て

考
え
て
い
た
ら
、残
れ
な
く
な
る
。そ
こ
で
、

2
0
0
4
年
よ
り
厚
労
省
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

ア
ク
シ
ョ
ン
項
目
を
考
慮
し
、規
則
に
縛

ら
れ
ず
、都
度
判
断
し
て
い
く
こ
と
、多
様

な
働
き
方
を
承
認
す
る
こ
と
で
、ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
勤
務
が
維
持
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

〈
多
様
な
働
き
方
の
承
認
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

ション
の
場
づ
く
り
〉

　
育
休
復
帰
社
員
は
、働
き
方
の
希
望
を

把
握
し
希
望
に
応
じ
て
管
理
職・時
短
勤

務
の
正
社
員・パ
ー
ト・在
宅
勤
務
や
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
勤
務
の
選
択
が
可
能
に

し
て
、キ
ャ
リ
ア
の
中
断
が
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
。

　
I
o
T
を
活
用
し
た“

見
え
る
化”

で

仕
事
量
の
判
断
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
、打

ち
合
わ
せ
の
時
間
短
縮
、外
注
先
への
発

注
可
否
な
ど
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　
女
性
だ
け
で
な
く
共
働
き
の
男
性
社

員
も
家
事
分
担
の
た
め
早
朝
出
勤
〜
夕

方
ま
で
と
勤
務
時
間
帯
の
変
更
が
可
能

と
なっ
た
。

　
女
性
管
理
職
、管
理
職
候
補
者
の
所

属
部
横
断
の
組
織“

SAKAW
A

な
で
し

こ
連”

で
は
、異
業
種
交
流
会
への
参
加
や

商
品
企
画
を
行
って
い
る
。女
性
は
少
し
後

押
し
す
る
と
男
性
社
会
に
出
て
い
け
る
。

　
職
位
や
部
署
に
と
ら
わ
れ
ず
、横
断
的

に
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
等
、コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
れ
る
よ
う
な
場
づ

く
り
も
し
て
い
る
。

〈
子
育
て
を
応
援
す
る
風
土
づ
く
り
〉

　
夏
休
み
な
ど
子
ど
も
の
預
け
先
が
な
い

場
合
、子
連
れ
で
の
出
社
を
認
め
、仕
事

中
の
親
の
傍
ら
で
宿
題
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
り
、待
機
児
童
問
題
が
あ
れ
ば
、会

社
も
か
か
わって
解
決
し
て
い
る
。

　
愛
媛
で
は
、第
2
子
以
降
に
お
む
つ
券

が
支
給
さ
れ
る
が
、第
1
子
誕
生
の
社
員

に
は
会
社
か
ら
お
む
つ
を
贈
呈
し
て
い
る
。

　
こ
の
10
年
間
で
、18
人
の
子
ど
も
が
誕

生
。の
べ
8
名
の
社
員
が
育
休
を
取
得
し

て
復
帰
。う
ち
男
性
も
1
名
取
得
。女
性

の
育
休
取
得
復
帰
は
1
0
0
％
。

　
個
別
事
情
に
対
応
し
て
も
らっ
た
人
は

“

お
蔭
さ
ま”

、周
り
の
人
は“
お
互
い
さ

ま”

の
精
神
で
助
け
合
え
る
風
土
づ
く
り

が
大
事
。

〈
取
り
組
み
の
成
果
と
今
後
〉

　
S
D
G
s
８
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

(

＝
誇
り
を
も
て
る
仕
事)

で
地
域
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
、オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
工
場
の

拠
点
を
統
合
す
る
際
、閉
鎖
す
る
こ
と
な

く
仕
事
と
農
業
を
兼
業
し
て
い
る
社
員

が
多
く
、お
祭
り
や
地
域
活
動
と
の
両
立

が
で
き
る
よ
う
、デ
ジ
タ
ル
印
刷
工
場
に

転
換
し
た
事
業
所
を
残
し
て
い
る
。

　
2
0
1
7
年
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営

1
0
0
選
企
業
に
認
定
さ
れ
た
。

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
、働
き
方
に
多
様
性

を
も
た
せ
た
結
果
、平
均
年
齢
４２
歳
。　

　
勤
続
１６・７
年
。取
り
組
み
始
め
の
2
0 

0
4
年
と
2
0
1
9
年
を
比
較
す
る
と

女
性
の
勤
続
年
数
や
管
理
職
登
用
率
等

ス
コ
ア
が
大
き
く
向
上
し
て
い
る
。

　
現
在
は
健
康
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
講
演
の
後
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
委
員
よ

18PRI・O  2019.1219 PRI・O  2019.12

広報委員会

り
、自
社
で
取
り
組
ん
で
み
た
も
の
の
、う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
事
例
の
紹
介
と
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
場
を
設
け
た
。

〈
Q
&
A
〉

株
式
会
社
近
藤
印
刷（
名
古
屋
）

近
藤
社
長
よ
り
の
質
問

　
産
休
明
け
時
短
勤
務
中
の
女
性
社
員

に
副
業
を
認
め
た
。時
短
勤
務
な
の
に
副

業
？
と
他
の
社
員
と
対
立
す
る
こ
と
に

な
り
、結
果
、副
業
を
メ
イ
ン
に
す
る
と
の

こ
と
で
退
職
す
る
こ
と
に
なっ
た
。ど
う
す

れ
ば
よ
かっ
た
か
？

佐
川
社
長
よ
り
の
コ
メ
ン
ト

　
結
婚
し
た
相
手
の
価
値
観（
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
中
の
仕
事
の
や
り

が
い
な
ど
）は
尊
重
せ
ざ
る
を
え
な
い
。休

み
を
取
る
こ
と
で
他
人
に
し
わ
よ
せ
が
出

る
時
、お
互
い
が
ど
う
い
う
関
係
か
権
利

や
価
値
観
の
共
有
が
必
要
で
は
？

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
は
？
休
み

は
何
の
た
め
に
あ
る
か
？
会
社
は
人
生
の

大
半
を
過
ご
す
場
。家
族
持
ち
だ
け
で
な

く
、独
身
社
員
も
外
に
出
る
機
会
が
な
い

と
世
間
知
ら
ず
に
な
る
。い
ろ
い
ろ
な
体

験・ア
イ
デ
ア
を
得
て
も
ら
い
た
い
の
で
、余

暇
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
。

　
持
ち
つ
持
た
れ
つ“

お
互
い
さ
ま
、お
蔭

さ
ま”

の
か
か
わ
り
あ
い
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
カ
バ
ー
し
あ
え
る
よ
う
に
し
て
い
く

と
よ
い
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
は
、活
発
な
質
疑
応
答
も

行
わ
れ
、盛
会
で
お
開
き
と
なっ
た
。

　
昨
年
、自
動
化
さ
れ
た
工
場
、な
で
し

こ
連
で
活
躍
し
て
い
る
社
員
の
方
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。今

回
は
、佐
川
社
長
が
現
在
の
会
社
に
つ
く

り
上
げ
て
こ
ら
れ
た
考
え
の
過
程
を
伺
う

こ
と
が
で
き
た
。社
員
の
た
め
と
、ど
の
経

営
者
も
思
って
い
る
こ
と
だ
が
、具
体
的
に

そ
れ
は
ど
う
い
う
状
態
な
の
か
、実
現
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
と
こ
と
ん
考

え
実
行
し
て
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
。自

動
化・見
え
る
化
と
い
う
と
ド
ラ
イ
な
印

象
を
受
け
る
が
、根
底
に
社
員
を
思
う
気

持
ち
が
あ
り
、個
別
事
情
に
応
じ
る
場
合

も
、周
り
の
人
への
配
慮
や
感
謝
が
必
要

と
時
に
は
親
の
よ
う
に
注
意
を
す
る
な

ど
、人
間
的
な
関
わ
り
を
大
事
に
さ
れ
硬

柔
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
っ
て
経
営
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
かっ
た
。

（
報
告
／
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
会 

鈴
木
裕
香
） ＊ポジティブアクションシート

＊ポジティブアクションサイト
（https://positiveaction.mhlw.go.jp/check/）
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活
動
に
参
加
し
た
り
、旅
行
や
趣
味
に
よ

り
見
聞
を
広
げ
る
な
ど
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

〈
見
え
る
化
〉

　“

見
え
る
化”

で
、問
題
や
課
題
を
デ
ー

タ
に
も
と
づ
き
客
観
的
に
把
握
。改
善
点

を
洗
い
出
す
。粗
さ
が
し
で
は
な
く
、社
員

が
活
躍
す
る・幸
せ
に
な
る
た
め
の
見
え

る
化
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
。

　
管
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
。必
ず
イ

ン
プ
ッ
ト
が
な
い
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
な
い
。

　
改
善
活
動
を
と
お
し
て
業
績
向
上
し

た
ら
、給
与
へ
反
映
さ
せ
る

①
Io
T
に
よ
る
見
え
る
化
　
　

②
自
動
化

③
多
様
な
働
き
方
の
承
認

①
②
と
③
両
輪
を
回
す
た
め
、付
加
価

値
向
上
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
５
年
。

　
委
員
会
で
は
、な
ぜ
こ
れ
を
やって
い
る

の
か
？
自
分
た
ち
の
た
め
の
改
善
活
動
だ

と
繰
り
返
し
説
明
し
て
い
る
。健
康
診
断

で
自
分
の
悪
い
と
こ
ろ
が
わ
かっ
た
ら
改
善

し
よ
う
と
す
る
の
と
同
じ
。

　
一
方
、営
業
が
大
き
な
仕
事
を
取
る
た

め
の
戦
略
的
な
受
注
だ
と
い
う
根
拠
が

あ
れ
ば
、安
値
受
注
も
認
め
る
よ
う
な
柔

軟
な
対
応
を
し
て
い
る
。

〈
原
因
分
析
と
改
善
提
案
に
よ
る
実
績
事
例
〉

　
製
版
の
面
付
け
、断
裁
な
ど
最
終
失

敗
し
た
ら
大
変
だ
が
付
加
価
値
が
上
が

ら
な
い
も
の
を
自
動
化
す
る
こ
と
か
ら
始

め
た
。自
動
面
付
け
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
面
付
け
作
業
が
効
率
化
、

C
T
P
は
無
人
化
し
た
。製
版
担
当
は
そ

の
後
、D
T
P⇒

デ
ザ
イ
ナ
ー⇒

デ
ィ
レ

ク
タ
ー
へ
と
キ
ャ
リ
ア
U
P
し
て
い
る
。

　
断
裁
機
で
は
、断
ち
順
を
デ
ー
タ
で
指

示
、断
裁
刃
に
触
れ
な
い
よ
う
静
電
気
で

張
り
付
く
紙
出
を
エ
ア
ー
で
落
と
す
、裁

ち
屑
は
自
動
で
回
収
さ
れ
る
な
ど
の
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、パ
ー
ト
の
女
性

が
操
作
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
S
D
P（
佐
川
ダ
イ
エ
ッ
ト
プ
ロ
ダ
ク

ション
シ
ス
テ
ム
）　

　
見
え
る
化⇒

問
題
点⇒

自
動
化

　
　
　
　
　
　
　 

←

　
　
　
　
　   

　  

改
善 

　
怖
い・重
い
が
排
除
で
き
れ
ば
、女
性
で

も
働
き
や
す
い
環
境
に
な
る
。

〈
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
ション
ク
リ
アへの
取
り

組
み
〉 ＊
シ
ー
ト
参
照

　
も
と
も
と
写
植
な
ど
女
性
が
多
かっ
た

背
景
は
あ
る
が
、女
性
社
員
の
活
用
を
積

極
的
に
行
って
い
た
。し
か
し
結
婚
、出
産

を
迎
え
る
際
に
就
業
規
則
を
あ
て
は
め
て

考
え
て
い
た
ら
、残
れ
な
く
な
る
。そ
こ
で
、

2
0
0
4
年
よ
り
厚
労
省
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

ア
ク
シ
ョ
ン
項
目
を
考
慮
し
、規
則
に
縛

ら
れ
ず
、都
度
判
断
し
て
い
く
こ
と
、多
様

な
働
き
方
を
承
認
す
る
こ
と
で
、ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
勤
務
が
維
持
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

〈
多
様
な
働
き
方
の
承
認
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

ション
の
場
づ
く
り
〉

　
育
休
復
帰
社
員
は
、働
き
方
の
希
望
を

把
握
し
希
望
に
応
じ
て
管
理
職・時
短
勤

務
の
正
社
員・パ
ー
ト・在
宅
勤
務
や
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
勤
務
の
選
択
が
可
能
に

し
て
、キ
ャ
リ
ア
の
中
断
が
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
。

　
I
o
T
を
活
用
し
た“

見
え
る
化”

で

仕
事
量
の
判
断
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
、打

ち
合
わ
せ
の
時
間
短
縮
、外
注
先
への
発

注
可
否
な
ど
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　
女
性
だ
け
で
な
く
共
働
き
の
男
性
社

員
も
家
事
分
担
の
た
め
早
朝
出
勤
〜
夕

方
ま
で
と
勤
務
時
間
帯
の
変
更
が
可
能

と
なっ
た
。

　
女
性
管
理
職
、管
理
職
候
補
者
の
所

属
部
横
断
の
組
織“

SAKAW
A

な
で
し

こ
連”

で
は
、異
業
種
交
流
会
への
参
加
や

商
品
企
画
を
行
って
い
る
。女
性
は
少
し
後

押
し
す
る
と
男
性
社
会
に
出
て
い
け
る
。

　
職
位
や
部
署
に
と
ら
わ
れ
ず
、横
断
的

に
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
等
、コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
れ
る
よ
う
な
場
づ

く
り
も
し
て
い
る
。

〈
子
育
て
を
応
援
す
る
風
土
づ
く
り
〉

　
夏
休
み
な
ど
子
ど
も
の
預
け
先
が
な
い

場
合
、子
連
れ
で
の
出
社
を
認
め
、仕
事

中
の
親
の
傍
ら
で
宿
題
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
り
、待
機
児
童
問
題
が
あ
れ
ば
、会

社
も
か
か
わって
解
決
し
て
い
る
。

　
愛
媛
で
は
、第
2
子
以
降
に
お
む
つ
券

が
支
給
さ
れ
る
が
、第
1
子
誕
生
の
社
員

に
は
会
社
か
ら
お
む
つ
を
贈
呈
し
て
い
る
。

　
こ
の
10
年
間
で
、18
人
の
子
ど
も
が
誕

生
。の
べ
8
名
の
社
員
が
育
休
を
取
得
し

て
復
帰
。う
ち
男
性
も
1
名
取
得
。女
性

の
育
休
取
得
復
帰
は
1
0
0
％
。

　
個
別
事
情
に
対
応
し
て
も
らっ
た
人
は

“

お
蔭
さ
ま”

、周
り
の
人
は“
お
互
い
さ

ま”

の
精
神
で
助
け
合
え
る
風
土
づ
く
り

が
大
事
。

〈
取
り
組
み
の
成
果
と
今
後
〉

　
S
D
G
s
８
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

(

＝
誇
り
を
も
て
る
仕
事)

で
地
域
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
、オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
工
場
の

拠
点
を
統
合
す
る
際
、閉
鎖
す
る
こ
と
な

く
仕
事
と
農
業
を
兼
業
し
て
い
る
社
員

が
多
く
、お
祭
り
や
地
域
活
動
と
の
両
立

が
で
き
る
よ
う
、デ
ジ
タ
ル
印
刷
工
場
に

転
換
し
た
事
業
所
を
残
し
て
い
る
。

　
2
0
1
7
年
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営

1
0
0
選
企
業
に
認
定
さ
れ
た
。

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
、働
き
方
に
多
様
性

を
も
た
せ
た
結
果
、平
均
年
齢
４２
歳
。　

　
勤
続
１６・７
年
。取
り
組
み
始
め
の
2
0 

0
4
年
と
2
0
1
9
年
を
比
較
す
る
と

女
性
の
勤
続
年
数
や
管
理
職
登
用
率
等

ス
コ
ア
が
大
き
く
向
上
し
て
い
る
。

　
現
在
は
健
康
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
講
演
の
後
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
委
員
よ
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り
、自
社
で
取
り
組
ん
で
み
た
も
の
の
、う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
事
例
の
紹
介
と
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
場
を
設
け
た
。

〈
Q
&
A
〉

株
式
会
社
近
藤
印
刷（
名
古
屋
）

近
藤
社
長
よ
り
の
質
問

　
産
休
明
け
時
短
勤
務
中
の
女
性
社
員

に
副
業
を
認
め
た
。時
短
勤
務
な
の
に
副

業
？
と
他
の
社
員
と
対
立
す
る
こ
と
に

な
り
、結
果
、副
業
を
メ
イ
ン
に
す
る
と
の

こ
と
で
退
職
す
る
こ
と
に
なっ
た
。ど
う
す

れ
ば
よ
かっ
た
か
？

佐
川
社
長
よ
り
の
コ
メ
ン
ト

　
結
婚
し
た
相
手
の
価
値
観（
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
中
の
仕
事
の
や
り

が
い
な
ど
）は
尊
重
せ
ざ
る
を
え
な
い
。休

み
を
取
る
こ
と
で
他
人
に
し
わ
よ
せ
が
出

る
時
、お
互
い
が
ど
う
い
う
関
係
か
権
利

や
価
値
観
の
共
有
が
必
要
で
は
？

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
は
？
休
み

は
何
の
た
め
に
あ
る
か
？
会
社
は
人
生
の

大
半
を
過
ご
す
場
。家
族
持
ち
だ
け
で
な

く
、独
身
社
員
も
外
に
出
る
機
会
が
な
い

と
世
間
知
ら
ず
に
な
る
。い
ろ
い
ろ
な
体

験・ア
イ
デ
ア
を
得
て
も
ら
い
た
い
の
で
、余

暇
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
。

　
持
ち
つ
持
た
れ
つ“

お
互
い
さ
ま
、お
蔭

さ
ま”

の
か
か
わ
り
あ
い
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
カ
バ
ー
し
あ
え
る
よ
う
に
し
て
い
く

と
よ
い
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
は
、活
発
な
質
疑
応
答
も

行
わ
れ
、盛
会
で
お
開
き
と
なっ
た
。

　
昨
年
、自
動
化
さ
れ
た
工
場
、な
で
し

こ
連
で
活
躍
し
て
い
る
社
員
の
方
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。今

回
は
、佐
川
社
長
が
現
在
の
会
社
に
つ
く

り
上
げ
て
こ
ら
れ
た
考
え
の
過
程
を
伺
う

こ
と
が
で
き
た
。社
員
の
た
め
と
、ど
の
経

営
者
も
思
って
い
る
こ
と
だ
が
、具
体
的
に

そ
れ
は
ど
う
い
う
状
態
な
の
か
、実
現
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
と
こ
と
ん
考

え
実
行
し
て
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
。自

動
化・見
え
る
化
と
い
う
と
ド
ラ
イ
な
印

象
を
受
け
る
が
、根
底
に
社
員
を
思
う
気

持
ち
が
あ
り
、個
別
事
情
に
応
じ
る
場
合

も
、周
り
の
人
への
配
慮
や
感
謝
が
必
要

と
時
に
は
親
の
よ
う
に
注
意
を
す
る
な

ど
、人
間
的
な
関
わ
り
を
大
事
に
さ
れ
硬

柔
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
っ
て
経
営
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
かっ
た
。

（
報
告
／
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
会 

鈴
木
裕
香
） ＊ポジティブアクションシート

＊ポジティブアクションサイト
（https://positiveaction.mhlw.go.jp/check/）
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11
月
21
日（
木
）、東
京
し
ご
と
財
団

団
体
別
採
用
力
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
事

業
、女
性
活
躍
先
進
企
業
２
社
を
視
察

す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
メ
ン

バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
の
で
報
告
す
る
。

　
訪
問
先
1
社
目
は
、株
式
会
社
横
浜

リ
テ
ラ（
横
浜
市
戸
塚
区
）、社
員
数

2
6
0
名
。1
9
3
3
年
製
版
業
と
し

て
創
業
、現
在
は
食
品
や
化
粧
品
の
紙

器・P
O
P
を
企
画
、デ
ザ
イ
ン
、印
刷
、

製
函
加
工
、ア
セ
ン
ブ
リ
ー
。10
年
前
、食

品・医
療
業
界
並
み
の
衛
生
管
理
を
徹

底
し
た
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ク
リ
ー
ン

工
場
を
新
設
し
、一
拠
点
一
貫
生
産
体
制

を
確
立
。搬
送
な
ど
自
動
化
し
、手
作
業

が
必
要
な
工
程
で
は
、中
国
、ベ
ト
ナ
ム

か
ら
の
労
働
者
の
活
用
。組
立
て
や
商
品

箱
詰
め
業
務
は
、一
般
企
業
就
労
が
困

難
な
障
が
い
者
の
た
め
の
就
労
支
援
施

設
と
し
て
地
元
の
雇
用
促
進
に
貢
献
し

て
い
る
。

　
女
性
活
用
に
つ
い
て
は
、国
の
目
標

2
0
3
0
年
女
性
管
理
職
の
割
合
30
％

に
対
し
、20
％
を
目
標
と
し
、優
秀
な
人

財
を
辞
め
さ
せ
な
い
よ
う
、育
児
休
業
が

取
り
や
す
い
環
境
づ
く
り
、仕
事
と
育
児

の
両
立
支
援
の
取
り
組
み
を
行
い
、神
奈

川
県
内
で
も
ま
だ
少
な
い
、子
育
て
サ

ポ
ー
ト
企
業
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
認

定 “

く
る
み
ん
マ
ー
ク”

を
取
得
。

　
紙
器
製
造
は
板
紙
で
全
判
の
重
量

物
、2
交
代
制
、全
工
程
の
連
携
が
必
要

と
い
う
製
造
特
性
と
面
倒
見
が
よ
く
、気

配
り
が
で
き
る
、情
報
共
有
が
好
き
、プ
ロ

セ
ス
重
視
と
いっ
た
女
性
の
特
性
を
考
慮

し
た
人
財
配
置
を
行
い
、企
画
課
や
営
業

業
務
の
他
、製
造
で
は
打
抜
課
の
木
型
製

造
管
理
、ア
セ
ン
ブ
リ
ー
部
門
な
ど
で
女

性
が
活
躍
し
、管
理
職
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

を
育
て
て
い
る
。２
歳
児
を
育
て
な
が
ら
、

営
業
課
長
職
を
こ
な
す
女
性
は
、休
み
を

取
る
こ
と
を
快
諾
し
て
も
ら
え
、出
社
で

き
な
い
時
も
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
解
決
で

き
た
。周
り
の
面
倒
を
見
る
よ
う
に
な
り
、

人
と
し
て
成
長
し
て
い
る
と
い
う
実
感
が

あ
る
と
の
こ
と
。

　
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
取
り
や
す
く
す

る
た
め
に
会
社
主
催
で
毎
週
月
曜
日
に

ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、昼
休
み
を
活
用
し

て
、メ
イ
ク
や
ヨ
ガ
の
レ
ッ
ス
ン
を
行
う
。

暑
気
払
い
や
忘
年
会
な
ど
社
員
の
輪
を

つ
な
ぐ
子
連
れ
参
加
も
可
能
な
多
数
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、帰
属
意
識
や
家
族
ぐ

る
み
の
関
係
を
大
事
に
し
て
い
る
。

 

２
社
目
の
株
式
会
社
木
元
省
美
堂（
埼

玉
県
戸
田
市
）は
１
９
５
５
年
創
業
。教

科
書
、学
参
な
ど
書
籍
印
刷
か
ら
企
業
の

カ
タ
ロ
グ
、ポ
ス
タ
ー
な
ど
企
画
提
案
、製

造
、W
e
b
制
作
な
ど
。従
業
員
６１
名
中

女
性
が
３０
名
。

　
５
年
前
、会
社
を
継
ぐ
予
定
で
な
か
っ

た
現
社
長
が
、先
代
の
病
気
が
き
っ
か
け

で
会
社
に
戻
っ
た
。全
員
と
面
談
す
る
な

か
で
、組
織
風
土
改
革
が
必
要
と
感
じ
、

東
京
都
処
遇
改
善
事
業
制
度
を
利
用
し

て
、人
材
育
成
、特
に
姿
勢
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
人
格
形
成
の
土
台
づ

く
り
を
社
員
研
修
で
行
っ
て
い
る
。社
長

と
社
員
、上
司
と
部
下
の
個
別
面
談
を

毎
月
実
施
。３
か
月
に
１
度
、従
業
員
満

足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、結
果
を
公
表

し
て
い
る
。

　
工
場
と
都
内
事
務
所
な
ど
、離
れ
た

３
拠
点
間
の
や
り
と
り
を
テ
レ
ビ
会
議
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、行
っ
て
い
る
。ま
た

結
婚
で
遠
隔
地
に
引
越
し
た
女
性
社
員
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成功の鍵は、
社内コミュニケーションの向上！？

今までの経験を活かし、本気で改革に取り組む木元社長

も
テ
レ
ワ
ー
ク
、短
時
間
正
社
員
と
し
て
、

集
計
業
務
や
資
材
発
注
、資
料
作
成
の

他
、各
種
会
議
へ
の
出
席
な
ど
こ
の
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
い
る
。

　
社
内
制
度
改
革
と
し
て
、育
児
や
介

護
の
た
め
の
休
業・時
短
勤
務
制
度
、フ

レ
ッ
ク
ス
勤
務
制
度
、記
念
日
休
暇
、毎

週
水
曜
日
の
N
O
残
業
デ
ー
な
ど
社
員

や
社
長
の
希
望
な
ど
も
反
映
さ
せ
た
制

度
を
導
入
し
て
い
る
。制
作
部
門
は
１５
人

中
１１
名
が
女
性
。印
刷
課
で
は
新
設
し
た

ス
キ
ル
レ
ス
の
印
刷
機
で
、学
校
で
印
刷

の
勉
強
を
し
て
き
た
方
、D
T
P
経
験
の

あ
る
方
、女
性
２
名
が
活
躍
中
。

　
新
卒
入
社
１７
年
目
の
女
性
営
業
課
長

は
、訪
問
先
が
学
校
用
教
材
や
書
籍
出

版
社
で
女
性
編
集
者
も
多
く
、き
め
細
か

い
対
応
が
求
め
ら
れ
重
宝
さ
れ
、男
性
部

下
２
名
を
含
む
６
名
を
取
り
ま
と
め
て

い
る
。

　
相
手
に
思
っ
た
こ
と
を
伝
え
るG

ood
 

Job

カ
ー
ド
や
カ
イ
ゼ
ン
カ
ー
ド
を
運
用
。

部
署
別
に
色
を
変
え
て
、偏
り
を
把
握
し

た
り
、積
極
的
に
カ
ー
ド
を
渡
し
た
人
を

表
彰
す
る
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
し
な
が

ら
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
、

３
か
月
ご
と
に
取
っ
て
い
る
調
査
で
は
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
が
取
れ
て
い
る
か
？
の

評
価
で
は
初
回
３０
％
だ
っ
た
数
値
が
１８

回
め
で
は
８０
％
と
ス
コ
ア
が
上
って
お
り
、

離
職
率
も
大
幅
に
減
少
、や
り
が
い
率
も

年
々
増
加
し
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
と
展
望
と
し
て
、社
員
間

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
更
な
る
向
上
、各

種
制
度
の
積
極
的
利
用
の
促
進
と
有
給

取
得
率
向
上
を
め
ざ
し
、『
こ
の
会
社
で

働
い
て
よ
か
っ
た
』と
思
って
も
ら
え
る
会

社
に
し
た
い
と
試
行
錯
誤
を
続
け
ら
れ
る

と
の
こ
と
。

 

社
員
が
働
き
や
す
い
よ
う
に
設
備
や
制

度・仕
組
み
を
変
え
る
だ
け
で
な
く
、社

内
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
た
め
に

意
識
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

２
社
と
も
印
象
的
だ
っ
た
。仕
事
と
女
性

の
特
性
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
た
配
属

も
、力
仕
事
が
あ
る
か
ら
無
理
！
と
思
わ

ず
、力
仕
事
以
外
な
ら
で
き
る
と
い
う
発

想
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

た
。

（
報
告
／
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員 

鈴
木
裕
香
） 予行演習して準備されたプレゼンテーション

仕事と育児を両立し、自身と同様働く女性を応援している
管理本部の星野千晴さん

女性活躍先進企業視察バスツアー報告

開催：令和元年11月21日（木） 10：00～16：00 株式会社横浜リテラ　株式会社木元省美堂

女
外

シ
障
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11
月
21
日（
木
）、東
京
し
ご
と
財
団

団
体
別
採
用
力
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
事

業
、女
性
活
躍
先
進
企
業
２
社
を
視
察

す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
メ
ン

バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
の
で
報
告
す
る
。

　
訪
問
先
1
社
目
は
、株
式
会
社
横
浜

リ
テ
ラ（
横
浜
市
戸
塚
区
）、社
員
数

2
6
0
名
。1
9
3
3
年
製
版
業
と
し

て
創
業
、現
在
は
食
品
や
化
粧
品
の
紙

器・P
O
P
を
企
画
、デ
ザ
イ
ン
、印
刷
、

製
函
加
工
、ア
セ
ン
ブ
リ
ー
。10
年
前
、食

品・医
療
業
界
並
み
の
衛
生
管
理
を
徹

底
し
た
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ク
リ
ー
ン

工
場
を
新
設
し
、一
拠
点
一
貫
生
産
体
制

を
確
立
。搬
送
な
ど
自
動
化
し
、手
作
業

が
必
要
な
工
程
で
は
、中
国
、ベ
ト
ナ
ム

か
ら
の
労
働
者
の
活
用
。組
立
て
や
商
品

箱
詰
め
業
務
は
、一
般
企
業
就
労
が
困

難
な
障
が
い
者
の
た
め
の
就
労
支
援
施

設
と
し
て
地
元
の
雇
用
促
進
に
貢
献
し

て
い
る
。

　
女
性
活
用
に
つ
い
て
は
、国
の
目
標

2
0
3
0
年
女
性
管
理
職
の
割
合
30
％

に
対
し
、20
％
を
目
標
と
し
、優
秀
な
人

財
を
辞
め
さ
せ
な
い
よ
う
、育
児
休
業
が

取
り
や
す
い
環
境
づ
く
り
、仕
事
と
育
児

の
両
立
支
援
の
取
り
組
み
を
行
い
、神
奈

川
県
内
で
も
ま
だ
少
な
い
、子
育
て
サ

ポ
ー
ト
企
業
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
認

定 “

く
る
み
ん
マ
ー
ク”

を
取
得
。

　
紙
器
製
造
は
板
紙
で
全
判
の
重
量

物
、2
交
代
制
、全
工
程
の
連
携
が
必
要

と
い
う
製
造
特
性
と
面
倒
見
が
よ
く
、気

配
り
が
で
き
る
、情
報
共
有
が
好
き
、プ
ロ

セ
ス
重
視
と
いっ
た
女
性
の
特
性
を
考
慮

し
た
人
財
配
置
を
行
い
、企
画
課
や
営
業

業
務
の
他
、製
造
で
は
打
抜
課
の
木
型
製

造
管
理
、ア
セ
ン
ブ
リ
ー
部
門
な
ど
で
女

性
が
活
躍
し
、管
理
職
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

を
育
て
て
い
る
。２
歳
児
を
育
て
な
が
ら
、

営
業
課
長
職
を
こ
な
す
女
性
は
、休
み
を

取
る
こ
と
を
快
諾
し
て
も
ら
え
、出
社
で

き
な
い
時
も
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
解
決
で

き
た
。周
り
の
面
倒
を
見
る
よ
う
に
な
り
、

人
と
し
て
成
長
し
て
い
る
と
い
う
実
感
が

あ
る
と
の
こ
と
。

　
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
取
り
や
す
く
す

る
た
め
に
会
社
主
催
で
毎
週
月
曜
日
に

ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、昼
休
み
を
活
用
し

て
、メ
イ
ク
や
ヨ
ガ
の
レ
ッ
ス
ン
を
行
う
。

暑
気
払
い
や
忘
年
会
な
ど
社
員
の
輪
を

つ
な
ぐ
子
連
れ
参
加
も
可
能
な
多
数
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、帰
属
意
識
や
家
族
ぐ

る
み
の
関
係
を
大
事
に
し
て
い
る
。

 

２
社
目
の
株
式
会
社
木
元
省
美
堂（
埼

玉
県
戸
田
市
）は
１
９
５
５
年
創
業
。教

科
書
、学
参
な
ど
書
籍
印
刷
か
ら
企
業
の

カ
タ
ロ
グ
、ポ
ス
タ
ー
な
ど
企
画
提
案
、製

造
、W
e
b
制
作
な
ど
。従
業
員
６１
名
中

女
性
が
３０
名
。

　
５
年
前
、会
社
を
継
ぐ
予
定
で
な
か
っ

た
現
社
長
が
、先
代
の
病
気
が
き
っ
か
け

で
会
社
に
戻
っ
た
。全
員
と
面
談
す
る
な

か
で
、組
織
風
土
改
革
が
必
要
と
感
じ
、

東
京
都
処
遇
改
善
事
業
制
度
を
利
用
し

て
、人
材
育
成
、特
に
姿
勢
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
人
格
形
成
の
土
台
づ

く
り
を
社
員
研
修
で
行
っ
て
い
る
。社
長

と
社
員
、上
司
と
部
下
の
個
別
面
談
を

毎
月
実
施
。３
か
月
に
１
度
、従
業
員
満

足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、結
果
を
公
表

し
て
い
る
。

　
工
場
と
都
内
事
務
所
な
ど
、離
れ
た

３
拠
点
間
の
や
り
と
り
を
テ
レ
ビ
会
議
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、行
っ
て
い
る
。ま
た

結
婚
で
遠
隔
地
に
引
越
し
た
女
性
社
員

11 PRI・O  2020.2

広報委員会

成功の鍵は、
社内コミュニケーションの向上！？

今までの経験を活かし、本気で改革に取り組む木元社長

も
テ
レ
ワ
ー
ク
、短
時
間
正
社
員
と
し
て
、

集
計
業
務
や
資
材
発
注
、資
料
作
成
の

他
、各
種
会
議
へ
の
出
席
な
ど
こ
の
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
い
る
。

　
社
内
制
度
改
革
と
し
て
、育
児
や
介

護
の
た
め
の
休
業・時
短
勤
務
制
度
、フ

レ
ッ
ク
ス
勤
務
制
度
、記
念
日
休
暇
、毎

週
水
曜
日
の
N
O
残
業
デ
ー
な
ど
社
員

や
社
長
の
希
望
な
ど
も
反
映
さ
せ
た
制

度
を
導
入
し
て
い
る
。制
作
部
門
は
１５
人

中
１１
名
が
女
性
。印
刷
課
で
は
新
設
し
た

ス
キ
ル
レ
ス
の
印
刷
機
で
、学
校
で
印
刷

の
勉
強
を
し
て
き
た
方
、D
T
P
経
験
の

あ
る
方
、女
性
２
名
が
活
躍
中
。

　
新
卒
入
社
１７
年
目
の
女
性
営
業
課
長

は
、訪
問
先
が
学
校
用
教
材
や
書
籍
出

版
社
で
女
性
編
集
者
も
多
く
、き
め
細
か

い
対
応
が
求
め
ら
れ
重
宝
さ
れ
、男
性
部

下
２
名
を
含
む
６
名
を
取
り
ま
と
め
て

い
る
。

　
相
手
に
思
っ
た
こ
と
を
伝
え
るG

ood
 

Job

カ
ー
ド
や
カ
イ
ゼ
ン
カ
ー
ド
を
運
用
。

部
署
別
に
色
を
変
え
て
、偏
り
を
把
握
し

た
り
、積
極
的
に
カ
ー
ド
を
渡
し
た
人
を

表
彰
す
る
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
し
な
が

ら
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
、

３
か
月
ご
と
に
取
っ
て
い
る
調
査
で
は
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
が
取
れ
て
い
る
か
？
の

評
価
で
は
初
回
３０
％
だ
っ
た
数
値
が
１８

回
め
で
は
８０
％
と
ス
コ
ア
が
上
って
お
り
、

離
職
率
も
大
幅
に
減
少
、や
り
が
い
率
も

年
々
増
加
し
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
と
展
望
と
し
て
、社
員
間

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
更
な
る
向
上
、各

種
制
度
の
積
極
的
利
用
の
促
進
と
有
給

取
得
率
向
上
を
め
ざ
し
、『
こ
の
会
社
で

働
い
て
よ
か
っ
た
』と
思
って
も
ら
え
る
会

社
に
し
た
い
と
試
行
錯
誤
を
続
け
ら
れ
る

と
の
こ
と
。

 

社
員
が
働
き
や
す
い
よ
う
に
設
備
や
制

度・仕
組
み
を
変
え
る
だ
け
で
な
く
、社

内
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
た
め
に

意
識
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

２
社
と
も
印
象
的
だ
っ
た
。仕
事
と
女
性

の
特
性
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
た
配
属

も
、力
仕
事
が
あ
る
か
ら
無
理
！
と
思
わ

ず
、力
仕
事
以
外
な
ら
で
き
る
と
い
う
発

想
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

た
。

（
報
告
／
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員 

鈴
木
裕
香
） 予行演習して準備されたプレゼンテーション

仕事と育児を両立し、自身と同様働く女性を応援している
管理本部の星野千晴さん

女性活躍先進企業視察バスツアー報告
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